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調査の概要 

 

１．調査目的 

川越市障害者支援計画（令和３年度～令和５年度）の次期計画を策定するにあたり、障害のある方等 

へのアンケート調査を行い、その分析データを活用することにより、障害者の生活上の課題やニーズを 

明らかにするものです。 

 

２．調査対象・回収状況 

「障害者手帳所持者等」（身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、発達障害者、高次脳機能

障害者）、「特別支援学校高等部３年生」、「障害者支援施設利用者」及び「グループホーム利用者」を対 

象に調査を実施しました。 

 

調査対象 抽出者数 
調査票 

回収数 
回収率 

障害種別 

回答者数 

障害者手帳所持者等 3,303 1,754 53.1％ - 

 

１．身体障害者 1,400 778 55.6％ 895 

２．知的障害者 650 305 46.9％ 329 

３．精神障害者 650 342 52.6％ 380 

４．難病患者 400 217 54.3％ 280 

５．発達障害者 181 103 56.9％ 186 

６．高次脳機能障害者 22 9 40.9％ 43 

７.特別支援学校高等部３年生 52 23 44.2％ - 

８.障害者支援施設利用者 85 50 58.8％ - 

９.グループホーム利用者 60 35 58.3％ - 

合計 3,500 1,862 53.2％ - 

 

 ※ 「障害種別回答者数」は、「障害者手帳所持者等」の調査で回答があった障害種別ごとの回答者数

としています。（重複して障害がある方は、それぞれに回答者数として計上しています） 

    

３．調査時期 

令和４年 10 月 

 

４．調査方法 

対象者を無作為抽出し、調査票を郵送により配布・回収  



 

− 3 − 

５．調査項目 
Ａ．基本的な属性 

Ｂ．障害・介助等の状況 

Ｃ．健康状態や医療 

Ｄ．外出や余暇の過ごし方 

Ｅ．幼稚園・保育所、学校等 

Ｆ．雇用・就労 

Ｇ．今後の希望 

Ｈ．相談や情報入手 

Ｉ．福祉サービス 

Ｊ．災害時の支援等 

Ｋ．障害者への理解や権利擁護 

Ｌ．新型コロナウイルス感染症の影響 

Ｍ．市の取り組み等 

Ｎ．学校卒業後の日中の過ごし方（「特別支援学校高等部３年生」のみ） 

Ｏ．入所施設での生活（「障害者支援施設利用者」及び「グループホーム利用者」のみ） 

※介助者向けアンケート 

 

６．この報告書における調査結果の見方 

・調査結果の数値は、回答率(％)で表示しています。回答率(％)の母数は、その質問項目に該当する 

回答者の総数であり、その数は n= で示しています。 

・回答率(％)については、小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表示しています。そのため

回答率（％）の合計数値は 100％とはならない場合があります。 

・回答には、単一回答(○は１つ)と複数回答(○は複数)があり、複数回答の場合は回答率(％)の合計数

値は 100％を超える場合があります。 

・本文、表、グラフの問のタイトル及び回答の選択肢は、簡略化して表現している場合があります。 

 

【クロス集計表の見方】 

①クロス集計表は、主に障害種別と設問を組み合わせて分析を行っています。 

②調査対象である「障害者手帳所持者等」（身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、発達

障害者、高次脳機能障害者）、「特別支援学校高等部３年生」、「障害者支援施設利用者」及び「グル

ープホーム利用者」それぞれで集計を行っています。 

③クロス集計表の１番上の行にある「障害者手帳所持者等」は、全体の傾向をとらえるため、調査票

回収数（障害重複なし）の合計としており、各障害種別の合計とは一致しません。 

④割合の多い回答について、１番目を「濃い網掛け」、２番目を「薄い網掛け」としています。 

⑤クロス集計表の縦軸の基となる設問で回答がなかったものについては、集計表に計上していません。 

  



 

− 4 − 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

− 5 − 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

調査結果のまとめ・見えてくる課題やニーズ 
 
 

 



調査結果のまとめ・⾒えてくる課題やニーズ 

− 6 − 

調査結果のまとめ・見えてくる課題やニーズ 

 

障害のある方等がどのような施策を望まれているかなどについて、調査結果をまとめ、見えて 

くる課題やニーズを整理しました。 

 

１．障害・介助等の状況 
 

【調査結果のまとめ】 

《介助等の状況》 

〇 最も多い回答が「特に介助等は受けていない」ですが、比較的若年層が多い知的障害者と発達

障害者では、主な介助者として「父母」と回答した人が６割を超えています。［表１］ 

  実際に介助等を受けている場面では「通院するとき」、「外出するとき」など、移動が伴う場面

や、「書類等の手続きのとき」、「お金の管理をするとき」など、金銭管理や各種手続きなど判断能

力が必要になる場面が上位となっています。 

 

［表１］主な介助者（単一回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見えてくる課題やニーズ】 

■ニーズが複合化・多様化していることから、介助等をしている家族等の負担を軽減し、障害のあ

る方が安心して暮らせるよう、適切な支援やサービスの充実が求められています。 

 

  

n

 障害者手帳所持者等 1,754 20.6% 18.4% 7.2% 2.2% 1.8% 0.3% 0.3% 0.1% 0.1% 3.5% 33.8% 11.7%

身体障害者 895 8.7% 26.0% 12.0% 3.1% 1.5% 0.1% 0.6% 0.0% 0.1% 4.4% 31.1% 12.5%

知的障害者 329 67.8% 2.1% 0.3% 0.6% 2.7% 0.3% 0.0% 0.3% 0.0% 4.6% 10.9% 10.3%

精神障害者 380 22.4% 15.3% 1.8% 1.8% 2.9% 0.3% 0.3% 0.0% 0.0% 2.6% 40.0% 12.6%

難病患者 280 13.2% 18.2% 4.3% 1.1% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 42.5% 15.4%

発達障害者 186 61.8% 3.2% 0.0% 0.5% 1.1% 2.2% 0.0% 0.5% 0.0% 1.6% 22.0% 7.0%

高次脳機能障害者 43 18.6% 25.6% 7.0% 4.7% 0.0% 0.0% 2.3% 0.0% 0.0% 4.7% 20.9% 16.3%

 特別支援学校高等部３年生 23 69.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 26.1% 0%
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２．健康状態や医療 
 

【調査結果のまとめ】 

《健康管理や医療について困ったり不便に思うこと》 

〇 健康管理や医療について困ったり不便を感じている方は全体で５割台となっています。 

  内訳をみると、上位の回答「障害のために症状が正確に伝わらない」、「医療費の負担が大きい」、

「通院のための交通手段が確保・利用しにくい」はいずれも１割半ばとなっています。 

  障害種別でみると、「障害のために症状が正確に伝わらない」は知的障害者、発達障害者、高次

脳機能障害者がいずれも４割近く、その他は約１割となっています。 

《医療的ケア》 

〇 医療的ケアを行っている方は、すべての障害種別で「家族」が 1 位となっていることから、家

族の負担が大きいものと推察されます。［表２］ 

《医療的ケアを必要な方が日常生活で必要な支援》 

〇 「送迎等の移動支援」、「訪問による在宅ケア（看護）の支援」がいずれも約３割と多くなって

います。［表３］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見えてくる課題やニーズ】 

■医療的ケアが必要な方や保護者・家族が安心して生活ができるよう、医療行為を行う家族の負担

軽減が求められています。 

■「送迎等の移動支援」や「訪問による在宅ケア（看護）の支援」などが多くなっていることから、

地域や家庭で安心して暮らせるよう、心身の状況等に応じた適切な支援が求められています。 

［表２］医療的ケアを行っている方（単一回答） 

［表３］医療的ケアを必要な方が日常生活で必要な支援（複数回答） 

n

 障害者手帳所持者等 149 44.3% 35.6% 40.9% 12.8% 12.1% 0.7% 0.0% 18.1% 4.7% 2.7%

身体障害者 111 45.0% 37.8% 44.1% 16.2% 13.5% 0.9% 0.0% 18.0% 2.7% 2.7%

知的障害者 23 60.9% 21.7% 34.8% 8.7% 17.4% 4.3% 0.0% 8.7% 13.0% 0.0%

精神障害者 19 47.4% 36.8% 21.1% 5.3% 5.3% 0.0% 0.0% 26.3% 0.0% 5.3%

難病患者 36 58.3% 33.3% 55.6% 13.9% 8.3% 2.8% 0.0% 11.1% 2.8% 0.0%

発達障害者 10 70.0% 30.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0%

高次脳機能障害者 6 66.7% 16.7% 50.0% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0%
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障害種別

n

 障害者手帳所持者等 149 32.9% 28.9% 22.8% 22.1% 20.8% 15.4% 10.7% 10.1% 8.1% 7.4% 6.7% 4.7% 8.7% 20.8% 8.1%

身体障害者 111 36.9% 32.4% 24.3% 26.1% 21.6% 15.3% 10.8% 9.9% 7.2% 8.1% 8.1% 4.5% 7.2% 19.8% 5.4%

知的障害者 23 47.8% 34.8% 47.8% 34.8% 34.8% 34.8% 8.7% 26.1% 21.7% 30.4% 26.1% 4.3% 17.4% 17.4% 4.3%

精神障害者 19 26.3% 26.3% 26.3% 21.1% 21.1% 15.8% 26.3% 10.5% 15.8% 5.3% 5.3% 0.0% 15.8% 10.5% 5.3%

難病患者 36 33.3% 38.9% 27.8% 19.4% 30.6% 22.2% 2.8% 8.3% 13.9% 19.4% 16.7% 5.6% 8.3% 13.9% 5.6%

発達障害者 10 60.0% 20.0% 60.0% 30.0% 50.0% 40.0% 20.0% 40.0% 40.0% 40.0% 20.0% 10.0% 10.0% 20.0% 0.0%

高次脳機能障害者 6 50.0% 33.3% 16.7% 33.3% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0%
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３．外出や余暇の過ごし方 
 

【調査結果のまとめ】 

《外出の際に特に困っていること》 

〇 外出の際に困っていると回答された方は、全体で６割近くとなっています。 

  内訳では、「家族に負担がかかる」が最多となっています。［表４］ 

 特に、外出の手段が「車いす」と「車（乗せてもらう）」と回答された４割以上の方が回答され

ています。 

《機会はないがほしいと思う活動》 

〇 すべての障害種別で「旅行に出かける」が１位となり、「スポーツをする」、「友人・知人と会っ

て交流を深める」など、人との交流や外出を伴った活動への回答が多くなっています。［表５］ 

 また活動を行うために効果的なこととして、「一緒に活動する仲間がいること」、「活動する場所

が近くにあること」、「費用を心配しなくてよいこと」の３つが上位を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見えてくる課題やニーズ】 

■社会や人とのつながりが生まれるよう地域で活動するための情報提供などが求められています。 

■外出時や移動の困難を解消し、自分らしい生活を送ることができるよう、バリアフリーの推進や

移動支援サービスの充実等、ハード・ソフト両面からの環境整備が求められています。 

［表４］外出の際に特に困っていること（複数回答）※上位抜粋 

［表５］機会はないがほしいと思う活動（複数回答） 

n

障害者手帳所持者等 1,754 29.9% 21.4% 20.6% 20.2% 20.2% 19.8% 17.8% 11.5% 10.3% 9.8% 3.8% 0.9%

身体障害者 895 25.7% 16.4% 17.9% 17.4% 16.3% 18.8% 14.0% 9.3% 10.9% 10.2% 4.1% 1.0%

知的障害者 329 30.4% 24.9% 24.9% 25.5% 21.0% 21.3% 22.8% 11.9% 9.7% 11.6% 2.1% 0.9%

精神障害者 380 45.0% 29.2% 30.3% 27.4% 31.3% 28.2% 22.4% 15.3% 12.9% 13.4% 5.8% 1.3%

難病患者 280 28.6% 23.2% 19.6% 24.6% 20.4% 23.6% 20.0% 14.3% 10.4% 10.7% 3.9% 0.7%

発達障害者 186 43.5% 28.5% 31.2% 25.3% 31.7% 25.8% 25.3% 17.2% 10.8% 10.2% 3.2% 0.5%

高次脳機能障害者 43 34.9% 32.6% 23.3% 20.9% 30.2% 25.6% 20.9% 11.6% 11.6% 14.0% 7.0% 0.0%

特別支援学校高等部３年生 23 36.5% 25.9% 23.5% 16.5% 4.7% 25.9% 30.6% 8.2% 21.2% 9.4% 3.5% 0.0%

障害者支援施設利用者 50 36.0% 20.0% 22.0% 16.0% 2.0% 26.0% 30.0% 2.0% 22.0% 12.0% 6.0% 0.0%

グループホーム利用者 35 37.1% 34.3% 25.7% 17.1% 8.6% 25.7% 31.4% 17.1% 20.0% 5.7% 0.0% 0.0%
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n

障害者手帳所持者等 1,754 23.3% 15.6% 14.8% 12.6% 9.2% 9.2% 8.4% 7.5% 7.0%

身体障害者 895 25.0% 13.5% 23.2% 14.9% 11.4% 4.8% 4.6% 13.0% 10.1%

知的障害者 329 30.4% 13.1% 8.2% 10.0% 9.4% 12.8% 16.7% 4.6% 9.1%

精神障害者 380 20.5% 25.8% 7.1% 11.1% 7.4% 19.5% 11.8% 2.1% 2.4%

難病患者 280 20.4% 12.9% 15.4% 11.8% 9.3% 3.6% 4.6% 9.3% 10.4%

発達障害者 186 26.3% 18.3% 2.2% 14.0% 10.8% 21.0% 22.6% 2.2% 4.8%

高次脳機能障害者 43 32.6% 30.2% 14.0% 18.6% 4.7% 2.3% 14.0% 2.3% 7.0%

特別支援学校高等部３年生 23 30.4% 8.7% 8.7% 13.0% 13.0% 17.4% 8.7% 0.0% 17.4%

障害者支援施設利用者 50 28.0% 4.0% 12.0% 20.0% 2.0% 8.0% 12.0% 6.0% 6.0%

グループホーム利用者 35 14.3% 8.6% 2.9% 17.1% 8.6% 8.6% 11.4% 5.7% 8.6%

周
囲
の
視
線
が
気
に
な
る

困
っ

た
と
き
に
周
囲
の
人
の

手
助
け
や
理
解
を
得
ら
れ

な
い

障
害
者
用
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス

が
少
な
い

多
機
能
ト
イ
レ
が
少
な
い

障害種別

家
族
に
負
担
が
か
か
る

交
通
費
や
利
用
料
が
か
か
る

道
路
や
建
物
・
駅
に
階
段
や

段
差
が
多
い

歩
道
が
少
な
い
・
狭
い

バ
ス
や
鉄
道
な
ど
が
利
用
し

に
く
い
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４．幼稚園・保育所、学校等 
 

【調査結果のまとめ】 

《学校で勉強する場合に希望する学習形態》 

〇 幼稚園や保育所、学校などに通っている人が、学校で勉強する場合に希望する学習形態につい

て、「障害のある仲間のクラスで勉強しながら、障害のない仲間とも勉強したい」が４割半ば、発

達障害者と知的障害者ではいずれも５割超え、また「障害のあるなしにかかわらず、一緒のクラス

で勉強したい」では難病患者が４割半ばとなっており、障害の種別により明確な特徴が表れてい

ます。［表６］ 

《幼稚園・保育所、学校等に通っていて困っていること》 

〇 「特にない」を除くと、身体障害者、知的障害者、難病患者では、「通うための介助者を確保し

にくい」が、１割から２割台で最も多くなっており、発達障害者では、「授業についていけない」

が、２割台で最も多くなっています。 

  精神障害者では、「授業についていけない」が、４割を超え、最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見えてくる課題やニーズ】 

■学習形態において、障害のある子どもと障害のない子どもが同じ教室で学習できる環境など、希

望する学習形態で学ぶことができる環境づくりが求められています。 

■障害のある子どもと障害のない子どもが一緒に参加する活動を通して、さらなる交流促進や共同 

学習の機会を増やすことが求められています。 

■学校等に通う上での困りごとを相談することができる体制の整備が求められています。 

［表６］希望する学習形態（単一回答） 

n

障害者手帳所持者等 139 43.2% 20.9% 18.0% 11.5% 2.2% 4.3%

身体障害者 31 29.0% 29.0% 25.8% 12.9% 3.2% 0.0%

知的障害者 86 52.3% 27.9% 1.2% 12.8% 2.3% 3.5%

精神障害者 12 41.7% 25.0% 0.0% 16.7% 0.0% 16.7%

難病患者 32 15.6% 12.5% 46.9% 21.9% 3.1% 0.0%

発達障害者 62 53.2% 24.2% 6.5% 6.5% 1.6% 8.1%

高次脳機能障害者 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
回
答

そ
の
他

障害種別

障
害
の
あ
る
仲
間
の
ク
ラ
ス
で

勉
強
し
な
が
ら
、

障
害
の
な
い

仲
間
と
も
勉
強
し
た
い

同
じ
よ
う
な
障
害
の
あ
る
仲
間

た
ち
の
ク
ラ
ス
で
勉
強
し
た
い

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら

ず
、

一
緒
の
ク
ラ
ス
で
勉
強

し
た
い

わ
か
ら
な
い
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５．雇用・就労 
 

【調査結果のまとめ】 

《１年間の収入の額》 

〇 すべての障害種別で「年収 100 万円未満」が最も多くなっており、約３割から５割近くとなっ

ています。［表７］ 

 

《障害のある人の就労を促進するために希望すること》 

〇 身体障害者と精神障害者では「障害に配慮した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備」が、難病患

者、高次脳機能障害者では「経営者の理解」が、知的障害者、発達障害者では「従業員の理解」

が最多となっています。［表８］ 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見えてくる課題やニーズ】 

■障害のある方にとって働きやすく、長期的に働ける環境整備がされるよう、企業等の理解・サポ

ートが求められています。また、賃金・工賃の向上に向けた取組も求められています。 

［表８］就労を促進するために希望すること（複数回答） 

［表７］昨年一年間の総収入（単一回答） 

障害種別

年
収
200
万
円
以
上

n

障害者手帳所持者等 1,754 34.8% 2.7% 12.6% 17.4%

身体障害者 895 30.2% 2.8% 10.6% 18.7%

知的障害者 329 48.3% 0.3% 17.0% 17.0%

精神障害者 380 42.6% 1.3% 16.3% 12.6%

難病患者 280 35.4% 6.4% 11.1% 16.8%

発達障害者 186 39.8% 1.1% 21.0% 16.7%

高次脳機能障害者 43 41.9% 0.0% 11.6% 16.3%

障害者支援施設利用者 50 48.0% 0.0% 20.0% 26.0%

グループホーム利用者 35 57.1% 0.0% 17.1% 5.7%

年
収
150
万
円
以
上

4.0% 0.0% 2.0% 0.0%

17.1% 0.0% 2.9% 0.0%

10.8% 4.3% 4.3% 2.2%

7.0% 2.3% 18.6% 2.3%

14.7% 5.5% 4.2% 2.6%

6.1% 8.6% 9.6% 6.1%

10.8% 9.1% 12.7% 5.1%

11.2% 2.4% 2.7% 0.9%

500
万
円
未
満

年
収
300
万
円
以
上

年
収
500
万
円
以
上

わ
か
ら
な
い
・

答
え
た
く
な
い

無
回
答

11.0% 7.5% 9.5% 4.3%

年
収
100
万
円
未
満

150
万
円
未
満

年
収
100
万
円
以
上

200
万
円
未
満

300
万
円
未
満

n

障害者手帳所持者等 1,754 33.5% 33.2% 33.0% 21.0% 10.3% 7.2% 7.1% 6.8% 6.7% 6.1% 5.5% 4.4% 2.2% 11.2% 20.9%

身体障害者 895 32.0% 30.7% 26.8% 18.8% 5.7% 6.5% 7.0% 6.5% 4.9% 8.4% 3.7% 4.2% 1.8% 13.6% 24.7%

知的障害者 329 33.7% 32.5% 39.8% 25.2% 19.5% 10.3% 6.7% 10.6% 7.9% 4.0% 7.6% 4.0% 2.1% 7.3% 16.7%

精神障害者 380 38.7% 33.9% 37.4% 27.4% 13.7% 8.9% 8.4% 7.6% 12.9% 2.4% 7.1% 5.0% 3.4% 7.4% 15.5%

難病患者 280 36.8% 42.9% 37.1% 19.6% 9.6% 5.4% 7.1% 5.0% 5.4% 10.0% 4.3% 5.7% 2.5% 9.6% 18.2%

発達障害者 186 44.1% 33.9% 46.8% 27.4% 25.3% 10.8% 8.6% 10.2% 10.2% 2.7% 11.8% 7.0% 3.8% 1.6% 12.9%

高次脳機能障害者 43 34.9% 37.2% 30.2% 23.3% 11.6% 2.3% 7.0% 9.3% 7.0% 4.7% 2.3% 9.3% 4.7% 9.3% 23.3%

障害者支援施設利用者 50 28.0% 18.0% 30.0% 16.0% 14.0% 10.0% 2.0% 12.0% 24.0% 14.0% 8.0% 2.0% 2.0% 8.0% 16.0%

グループホーム利用者 35 31.4% 14.3% 37.1% 5.7% 20.0% 14.3% 8.6% 17.1% 17.1% 5.7% 11.4% 2.9% 0.0% 8.6% 17.1%

障
害
者
が
実
際
に
働
い
て
い
る

状
況
の
紹
介

民
間
企
業
の
雇
用
努
力

就
労
を
支
援
す
る
た
め
の
施
設

等
の
増
設

生
活
リ
ズ
ム
や
体
調
管
理
等
の

支
援

障害種別

障
害
に
配
慮
し
た
柔
軟
な
勤
務

形
態
や
勤
務
体
制
の
整
備

経
営
者
の
理
解

従
業
員
の
理
解

仕
事
探
し
か
ら
就
労
ま
で
の
総

合
的
な
相
談
支
援

ジ
ョ

ブ
コ
ー

チ
等
の
就
労
定
着

支
援

行
政
か
ら
企
業
へ
の
指
導
や
罰

則
の
強
化

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

職
場
環
境
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化

職
場
を
理
解
す
る
た
め
の
就
労

体
験
を
増
や
す
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６．将来の希望 
 

【調査結果のまとめ】 

《日中どのように過ごしているか》 

〇 身体障害者、精神障害者、難病患者、高次脳機能障害者で「家で過ごしている」が、知的障害

者、発達障害者では「幼稚園や保育所、学校等に通っている」が最多となっています。［表９］ 

《近い将来（今後３年以内）に日中どのように過ごしたいか》 

〇 「家庭内で過ごしたい」、「収入を伴う仕事をしたい（福祉的就労含む）」が上位を占めています。

［表 10］ 

〇 身体障害者、難病患者では「家庭内で過ごしたい」、知的障害者、精神障害者、発達障害者、高

次脳機能障害者では「収入を伴う仕事をしたい（福祉的就労含む）」が最多となっています。 

〇 『現在の暮らし場所』では「本人または家族の持ち家」が７割半ばとなっており、『希望する暮

らし場所』では「家族と一緒に暮らしたい」が６割半ばとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見えてくる課題やニーズ】 

■近い将来（今後３年以内）に、就労を希望する方が多くなっていることから、福祉的就労を含め

た多様な就労の機会を確保することが求められています。 

■「家族と一緒に暮らしたい」という回答が多くなっており、障害のある方が安心して自分らしく

暮らせるよう、生活環境の整備等が求められています。  

［表９］現在の日中の過ごし方（複数回答） 

［表 10］近い将来（今後３年以内）に希望する日中の過ごし方（単一回答） 

n

障害者手帳所持者等 1,754 53.3% 19.8% 8.8% 8.3% 7.9% 7.8% 3.3% 3.0% 2.5% 2.2% 1.3% 3.5% 4.9%

身体障害者 895 63.5% 13.4% 5.5% 8.8% 3.5% 12.6% 4.1% 4.5% 3.1% 1.2% 1.5% 3.6% 4.5%

知的障害者 329 21.3% 24.3% 25.5% 5.5% 26.1% 2.1% 1.2% 4.3% 0.6% 0.3% 0.0% 2.4% 4.0%

精神障害者 380 59.5% 23.4% 10.5% 11.6% 3.2% 3.7% 3.4% 1.3% 1.8% 5.5% 1.1% 3.4% 2.9%

難病患者 280 50.4% 22.9% 7.1% 2.5% 11.4% 9.3% 4.3% 1.1% 5.0% 1.4% 2.1% 3.6% 4.6%

発達障害者 186 26.3% 28.5% 16.7% 6.5% 33.3% 0.0% 1.1% 0.5% 1.1% 3.2% 0.0% 0.5% 4.3%

高次脳機能障害者 43 48.8% 23.3% 7.0% 4.7% 2.3% 25.6% 4.7% 14.0% 0.0% 7.0% 0.0% 4.7% 4.7%

幼
稚
園
や
保
育
所
、

学
校
等
に

通
っ

て
い
る

障害種別

家
で
過
ご
し
て
い
る

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
て
い
る

(

福
祉
的
就
労
含
む
)

障
害
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に

通
っ

て
い
る

家
の
仕
事
を
手
伝
っ

て
い
る

そ
の
他

無
回
答

高
齢
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所

に
通
っ

て
い
る

病
院
等
(

デ
イ
ケ
ア
等
)

で

過
ご
し
て
い
る

入
所
施
設
で
過
ご
し
て
い
る

創
作
活
動
や
交
流
な
ど
の
活
動
・

集
ま
り
に
参
加
し
て
い
る

求
職
活
動
を
し
て
い
る

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、

収
入

を
伴
わ
な
い
仕
事
を
し
て
い
る

n

障害者手帳所持者等 1,754 33.8% 24.0% 6.3% 4.7% 3.4% 2.8% 2.3% 2.0% 1.9% 1.3% 1.0% 4.6% 11.8%

身体障害者 895 47.6% 12.8% 2.9% 3.0% 2.7% 3.9% 2.9% 3.5% 2.0% 1.6% 0.9% 3.2% 13.0%

知的障害者 329 8.2% 28.6% 19.1% 19.8% 2.1% 1.2% 1.2% 0.9% 5.8% 0.6% 0.9% 3.6% 7.9%

精神障害者 380 20.3% 39.2% 2.1% 2.9% 4.7% 1.1% 2.6% 0.5% 2.1% 1.8% 2.4% 8.2% 12.1%

難病患者 280 33.6% 26.8% 8.9% 5.0% 3.6% 3.2% 0.4% 1.4% 2.5% 0.7% 1.1% 2.9% 10.0%

発達障害者 186 7.0% 42.5% 26.3% 9.1% 3.2% 0.0% 1.1% 0.0% 1.6% 0.0% 0.5% 1.6% 7.0%

高次脳機能障害者 43 23.3% 39.5% 0.0% 0.0% 2.3% 9.3% 2.3% 2.3% 4.7% 2.3% 0.0% 2.3% 11.6%

そ
の
他

無
回
答

高
齢
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に

通
い
た
い

家
の
仕
事
を
手
伝
い
た
い

高
齢
者
の
入
所
施
設
で
過
ご
し
た

い 障
害
者
の
入
所
施
設
で
過
ご
し
た

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
を
し
た
い

病
院
等
(

デ
イ
ケ
ア
等
)

で
過
ご

し
た
い

創
作
活
動
や
交
流
な
ど
の
活
動
・

集
ま
り
に
参
加
し
た
い

障害種別

家
庭
内
で
過
ご
し
た
い

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
た
い

(

福
祉
的
就
労
含
む
)

幼
稚
園
や
保
育
所
、

学
校
等
に

通
い
た
い

障
害
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に

通
い
た
い
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７．相談・情報入手 
 

【調査結果のまとめ】 

《生活で困っていることや悩んでいること》 

〇 現在の生活で困っていることや悩んでいることについては、「特にない」が最も多く、次いで「生

活費が足りない」、「外出がしにくい」、「家族などの介助者の健康状態」となっています。［表 11］ 

《悩みや困ったことなどの相談先》 

〇 悩みや困ったことなどの相談先としては、すべての障害種別で「家族や親せき」が４割近くか 

ら７割台で最も多くなっています。［表 12］ 

《情報入手・コミュニケーションで困ること》 

〇 知的障害者、精神障害者、発達障害者、高次脳機能障害者では「話をうまく組み立てられない、

うまく質問できない」が３割台から５割を超えており最も多くなっています。身体障害者と難病

患者では「特にない」を除くと、「どこを調べればよいかわからない」が最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見えてくる課題やニーズ】 

■情報の伝達や取得に困難を抱える方に対し、コミュニケーション手段の充実が求められています。 

■サービス内容の紹介や利用手続き、新しい制度の説明などについて、障害のある方の特性に応じ

た媒体を活用するなど、情報提供の充実が求められています。  

［表 11］生活で困っていることや悩んでいること（複数回答） 

［表 12］主な相談先（複数回答）※上位 10 項目 

n

障害者手帳所持者等 1,754 66.1% 20.0% 17.5% 10.8% 5.4% 5.4% 3.5% 3.2% 2.5% 2.3%

身体障害者 895 65.4% 17.1% 18.2% 6.9% 2.9% 3.6% 2.6% 1.3% 2.0% 0.9%

知的障害者 329 70.2% 11.6% 8.8% 24.6% 7.9% 14.9% 6.1% 11.6% 2.7% 1.8%

精神障害者 380 60.3% 37.4% 21.8% 13.7% 4.5% 6.3% 7.4% 0.5% 4.7% 7.6%

難病患者 280 75.4% 20.0% 20.4% 6.1% 6.4% 3.6% 2.1% 2.1% 1.4% 1.4%

発達障害者 186 69.9% 21.0% 14.5% 24.2% 10.2% 12.4% 4.3% 13.4% 3.8% 5.9%

高次脳機能障害者 43 39.5% 23.3% 11.6% 25.6% 4.7% 4.7% 2.3% 0.0% 2.3% 0.0%

特別支援学校高等部３年生 23 69.6% 8.7% 13.0% 13.0% - 8.7% 13.0% 47.8% 4.3% 0.0%

障害者支援施設利用者 50 54.0% 14.0% 0.0% 76.0% 4.0% 4.0% 0.0% 0.0% 0.0%

グループホーム利用者 35 42.9% 22.9% 11.4% 71.4% 11.4% 22.9% 5.7% 2.9% 0.0%

障害種別

家
族
や
親
せ
き

病
院
・
医
師
・
看
護
師

近
所
の
人
、

知
人
・
友
人

障
害
者
施
設
や
事
業
所
の

職
員

職
場
の
仲
間

相
談
支
援
事
業
所

川
越
市
障
害
者
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

通
園
施
設
や
保
育
所
、

幼
稚
園
、

学
校
の
先
生

国
・
県
・
市
な
ど
の
相
談

窓
口

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
上
の

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

n

障害者手帳所持者等 1,754 23.1% 21.9% 18.0% 15.6% 15.6% 14.4% 8.0% 7.8% 4.4% 2.9% 4.1% 29.5% 8.5%

身体障害者 895 19.6% 24.5% 19.3% 13.5% 12.6% 13.4% 5.0% 7.9% 3.5% 3.6% 3.2% 30.1% 9.9%

知的障害者 329 15.8% 21.3% 25.2% 11.2% 14.6% 5.8% 5.2% 11.2% 9.4% 3.6% 4.3% 34.3% 7.0%

精神障害者 380 42.4% 27.6% 19.7% 30.5% 31.8% 23.2% 18.9% 9.5% 6.6% 2.6% 5.5% 16.8% 5.8%

難病患者 280 17.5% 22.1% 19.3% 13.2% 11.1% 19.3% 5.4% 7.5% 2.5% 3.9% 7.9% 31.4% 6.4%

発達障害者 186 26.9% 18.8% 23.1% 15.6% 21.0% 14.0% 11.3% 10.2% 13.4% 1.1% 4.8% 26.9% 5.9%

高次脳機能障害者 43 27.9% 25.6% 30.2% 16.3% 20.9% 11.6% 16.3% 11.6% 18.6% 2.3% 4.7% 9.3% 18.6%

特
に
な
い

無
回
答

医
療
費
の
負
担
が
重
い

働
く
場
が
な
い

必
要
な
保
健
・
福
祉
・

医
療
サ
ー

ビ
ス
が
不
足

し
て
い
る

教
育
や
訓
練
が
十
分
に

受
け
ら
れ
な
い

身
の
回
り
の
介
助
や
支

援
を
し
て
く
れ
る
人
が

い
な
い

そ
の
他

話
し
相
手
や
相
談
相
手

が
い
な
い

障害種別

生
活
費
が
足
り
な
い

外
出
が
し
に
く
い

家
族
な
ど
の
介
助
者
の

健
康
状
態

趣
味
や
生
き
が
い
が
持

て
な
い
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８．福祉サービス 
 

【調査結果のまとめ】 

《福祉サービスの利用状況と今後３年以内の利用意向》 

〇 福祉サービスの利用者数では「居宅介護（ホームヘルプサービス）」が 73 件と最も多く、次い

で「放課後等デイサービス」が 67 件、「短期入所（ショートステイ）」が 64 件となっています。 

［表 13］ 

 

  20 人以上利用されているサービスの中で「同じくらい利用予定」と回答された方は「計画相談

支援」が最も多く９割を超えています。 

  また、「増やす予定」では「短期入所（ショートステイ）」と「行動援護」がいずれも３割近くか

ら４割近くとなっています。特に「短期入所（ショートステイ）」については２割を超える方が今

後３年以内に利用したいと回答されていることから、ニーズの高さがうかがえます。 

《福祉サービスの利用で困っていること・事業所に望むこと》 

〇 サービス利用で困っていることでは「どのようなサービスが利用できるのかわからない」が２

割半ばで最も多く、福祉サービス事業所に望むことでは「サービス利用の手続きを簡単にして欲

しい」が約１割台で最も多くの方が回答されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見えてくる課題やニーズ】 

■ニーズが高いと見込まれる障害福祉サービスについて、サービスの提供が確保できるよう努めて

いくことが求められています。 

■福祉サービスの手続きを簡素化することなどの環境整備や、福祉サービス利用に当たっての支援

体制を整えることが求められています。 

［表 13］福祉サービス等の利用について（複数回答） 

居宅介護（ホームヘルプサービス） 73 84.9% 12.3% 2.7% 15.5%

放課後等デイサービス 67 82.1% 9.0% 9.0% 6.0%

短期入所（ショートステイ） 64 68.8% 28.1% 3.1% 22.3%

就労継続支援Ｂ型 55 83.6% 12.7% 3.6% 8.1%

生活介護 53 86.8% 11.3% 1.9% 10.0%

計画相談支援 44 90.9% 4.5% 4.5% 17.2%

就労移行支援 24 37.5% 16.7% 45.8% 12.3%

行動援護 21 57.1% 38.1% 4.8% 11.8%

就労定着支援 21 57.1% 19.0% 23.8% 11.1%

児童発達支援 18 83.3% 11.1% 5.6% 3.7%

同行援護 16 81.3% 12.5% 6.3% 5.1%

施設入所支援 16 93.8% 6.3% 0.0% 13.9%

自立訓練（機能訓練） 16 81.3% 12.5% 6.3% 13.2%

自立訓練（生活訓練） 16 75.0% 18.8% 6.3% 13.9%

共同生活援助（グループホーム） 13 84.6% 15.4% 0.0% 9.5%

就労継続支援Ａ型 13 84.6% 15.4% 0.0% 12.8%

障害児相談支援 11 100.0% 0.0% 0.0% 3.5%

療養介護 9 100.0% 0.0% 0.0% 8.1%

重度障害者等包括支援 8 87.5% 12.5% 0.0% 4.2%

自立生活援助 8 75.0% 25.0% 0.0% 20.6%

障害児入所支援(医療型） 4 100.0% 0.0% 0.0% 0.5%

重度訪問介護 3 100.0% 0.0% 0.0% 4.6%

地域定着支援 2 100.0% 0.0% 0.0% 9.7%

居宅訪問型児童発達支援 1 100.0% 0.0% 0.0% 1.4%

宿泊型自立訓練 0 - - - 7.2%

地域移行支援 0 - - - 6.0%

医療型児童発達支援 0 - - - 1.9%

保育所等訪問支援 0 - - - 0.7%

障害児入所支援(福祉型） 0 - - - 1.4%

今後３年以内
に利用したい福祉サービス

現在利用中と
回答した人数

同じくらい
利用予定 増やす予定 減らす予定
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９．災害時の支援等 
 

【調査結果のまとめ】 

《災害時に困ることや不安なこと》 

〇 障害の種類や等級等まで細かく分けてみると、「1 人では避難できない」が視覚障害者

（48.9％）、平衡機能障害者（51.6％）、知的障害者（（療育手帳Ⓐ（57.1％）及び療育手帳Ａ

（70.1％））、発達障害者（42.5％）などが４割を超えています。 

知的障害者（療育手帳Ⓐ）と発達障害者では「避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい」が

それぞれ５割を超えており、平衡機能障害者では「避難所の設備が障害に対応しているか不安」

が５割近くと、他の障害と比べて回答が多くなっています。 

  障害の種類や等級により異なる対応が求められています。 

 

《災害時にあるとよい支援》 

〇 災害時にあるとよいと思う支援として、「必要な医療的ケアを受けられる」は、身体障害者、

精神障害者、難病患者、高次脳機能障害者でそれぞれ最も多くなっています。［表 14］ 

 

〇 知的障害者では避難所にたどり着く前の段階である「障害者や高齢者が優先的に避難できる避

難所がある」、「避難を手助けしてくれる」、発達障害者では「避難所でプライバシーが守られる」、

「避難できないので自宅に支援物資などを届けてくれる」が１位、２位となっており、他の障害 

種別との結果に違いが見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見えてくる課題やニーズ】 

■災害時に自力で避難することが困難な方も多いことから、避難支援の充実が求められています。

併せて、支援する側にも声かけなどの意識付けが求められています。 

■避難所においては、必要な医療的ケアを受けられるなどの環境整備の検討や、1 人 1 人の障害特

性が異なることを踏まえ、避難所の設備の充実も求められています。  

［表 14］災害時にあるとよい支援（複数回答） 

n

障害者手帳
所持者等

1,754 30.3% 24.9% 21.4% 20.5% 18.9% 17.1% 15.9% 13.3% 11.2% 8.3% 3.6% 1.5% 8.2% 15.2%

身体障害者 895 32.2% 26.1% 16.2% 22.3% 20.2% 17.9% 13.3% 11.5% 14.2% 3.9% 4.8% 1.7% 7.0% 17.8%

知的障害者 329 13.7% 20.4% 23.4% 29.8% 26.1% 19.5% 14.0% 21.9% 7.9% 18.2% 2.1% 0.9% 9.4% 13.1%

精神障害者 380 35.3% 22.6% 28.4% 11.6% 16.6% 18.7% 20.3% 15.0% 10.3% 10.5% 1.6% 1.6% 8.2% 13.7%

難病患者 280 41.4% 29.3% 18.9% 19.3% 17.1% 16.1% 16.1% 7.5% 12.9% 3.2% 8.2% 2.1% 5.7% 14.6%

発達障害者 186 17.7% 19.4% 30.6% 25.3% 19.9% 26.3% 22.6% 22.0% 8.1% 24.2% 1.6% 2.7% 3.8% 8.1%

高次脳機能障害者 43 34.9% 16.3% 18.6% 20.9% 34.9% 20.9% 14.0% 9.3% 9.3% 11.6% 2.3% 4.7% 4.7% 14.0%

特別支援学校
高等部３年生

23 17.4% 26.1% 30.4% 13.0% 17.4% 8.7% 21.7% 21.7% 4.3% 17.4% 4.3% 0.0% 21.7% 8.7%

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

避
難
で
き
な
い
の
で
自
宅
に
支
援
物
資
な
ど
を

届
け
て
く
れ
る

被
害
状
況
、

避
難
所
の
場
所
、

物
資
の
入
手

方
法
等
の
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ
る

救
助
や
避
難
時
に
声
か
け
を
し
て
く
れ
る

必
要
な
補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
を
支
給
し
て

く
れ
る

周
囲
の
人
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を

手
助
け
し
て
く
れ
る

電
動
車
椅
子
や
人
工
呼
吸
器
な
ど
を
使
用
す
る

た
め
の
電
源
の
確
保

障害種別

必
要
な
医
療
的
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る

避
難
所
の
設
備
(

ト
イ
レ
等
)

を
充
実
さ
せ
る

避
難
所
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
守
ら
れ
る

障
害
者
や
高
齢
者
が
優
先
的
に
避
難
で
き
る

避
難
所
が
あ
る

避
難
を
手
助
け
し
て
く
れ
る
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10．障害者への理解や権利擁護 
 

【調査結果のまとめ】 

《障害に対する市民の理解》 

〇 「進んでいる」と「多少進んでいる」を合わせた『進んでいる』が２割半ば、「後退している」

と「多少後退している」を合わせた『後退している』が１割未満、「どちらともいえない」が３割

半ばとなっています。 

 

《障害者への理解を深めるために力を入れるべきこと》 

〇 「学校等での障害を理解するための教育の充実」が３割近くとなっており、児童生徒への福祉

教育等が求められています。［表 15］ 

 

《障害があることによって差別や嫌な思いを感じた場面》 

〇 「日常生活で」と回答された方が２割半ばとなっています。身体障害者と難病患者では「日常

生活で」と「人との交流の場で」と回答された方は、他の種別と比べて少ない傾向にあります。 

 

［表 15］障害者への理解を深めるために力を入れるべきこと（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見えてくる課題やニーズ】 

■障害特性及び障害のある方についての理解を深めるため、学校教育における取り組みをはじめ、

地域で暮らす市民の方々への周知啓発も求められています。 

  

n

障害者手帳
所持者等

1,754 27.9% 14.4% 13.1% 12.4% 11.9% 11.6% 7.1% 6.5% 5.3% 2.6% 16.9% 15.8%

身体障害者 895 23.0% 12.0% 15.3% 10.3% 10.6% 11.4% 8.2% 6.5% 4.9% 2.0% 17.8% 19.7%

知的障害者 329 41.3% 16.4% 15.8% 14.6% 16.7% 13.4% 5.5% 7.9% 5.8% 3.3% 11.2% 9.7%

精神障害者 380 26.3% 17.9% 12.4% 16.3% 10.3% 10.8% 4.5% 5.3% 7.6% 3.9% 18.9% 12.4%

難病患者 280 29.6% 16.1% 14.6% 12.5% 15.4% 12.1% 7.9% 5.0% 3.9% 2.5% 12.1% 17.1%

発達障害者 186 51.6% 18.3% 12.4% 21.0% 12.9% 10.8% 4.3% 4.8% 7.0% 3.2% 10.8% 5.4%

高次脳機能障害者 43 27.9% 23.3% 14.0% 14.0% 14.0% 14.0% 4.7% 9.3% 4.7% 4.7% 14.0% 9.3%

特別支援学校
高等部３年生

23 39.1% 17.4% 13.0% 13.0% 17.4% 13.0% 4.3% 8.7% 8.7% 0.0% 8.7% 17.4%

障害者支援施設
利用者

50 24.0% 10.0% 28.0% 14.0% 18.0% 12.0% 12.0% 0.0% 6.0% 4.0% 6.0% 18.0%

グループホーム
利用者

35 17.1% 14.3% 11.4% 0.0% 20.0% 11.4% 14.3% 8.6% 5.7% 0.0% 31.4% 11.4%

無
回
答

支
援
グ
ル
ー

プ
の
育
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成

障
害
者
の
活
動
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ

障
害
福
祉
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
座
や

講
演
会
の
開
催

そ
の
他

特
に
な
い

障害種別

学
校
等
で
の
障
害
を
理
解
す
る
た
め

の
教
育
の
充
実

障
害
者
が
積
極
的
に
社
会
参
加
を

す
る

福
祉
施
設
を
地
域
に
開
か
れ
た
も
の

に
す
る

行
政
か
ら
事
業
者
へ
の
合
理
的
配
慮

の
周
知

ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
等
を
通
し
た

障
害
者
と
地
域
の
人
々
と
の
交
流
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11．新型コロナウイルス感染症の影響 
 

【調査結果のまとめ】 

《新型コロナウイルス感染症の影響による日常生活の変化》 

〇 すべての障害種別で「外出がしにくくなった」が５割から６割台で最も多くなっています。 

 社会的なつながりが制限され、日常生活において様々な影響があったことがうかがえます。［表 16］ 

 

《「新しい生活様式」の実践で難しいこと》 

〇 身体障害者、精神障害者、難病患者、発達障害者、特別支援学校高等部３年生では「特にない」

が最も多くなっていますが、知的障害者と障害者支援施設利用者及びグループホーム利用者では

「人との距離を確保する」が３割から５割台と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見えてくる課題やニーズ】 

■障害の特性によって「新しい生活様式」の実践が困難に感じている方に対する理解と配慮が求め

られています。  

［表 16］新型コロナウイルス感染症の影響による日常生活の変化（複数回答） 

n

障害者手帳所持者等 1,754 56.3% 26.3% 15.5% 15.5% 14.9% 8.7% 7.7% 7.7% 7.4% 5.7% 2.1% 2.3% 20.7% 8.7%

身体障害者 895 58.9% 26.7% 17.3% 11.7% 10.3% 6.4% 6.6% 7.6% 7.3% 4.6% 1.6% 1.8% 19.9% 10.2%

知的障害者 329 59.3% 24.3% 18.5% 11.6% 8.8% 7.9% 13.7% 17.0% 4.6% 7.3% 3.6% 4.0% 22.2% 5.5%

精神障害者 380 53.9% 27.4% 15.5% 27.1% 31.1% 16.6% 9.2% 7.4% 12.1% 8.9% 2.6% 3.2% 19.2% 6.3%

難病患者 280 61.8% 31.1% 16.8% 17.1% 13.2% 8.6% 8.2% 6.4% 6.4% 4.6% 1.8% 2.5% 16.4% 8.6%

発達障害者 186 53.2% 31.2% 19.4% 22.6% 20.4% 13.4% 16.1% 14.0% 8.6% 5.9% 2.2% 4.3% 17.7% 5.4%

高次脳機能障害者 43 60.5% 41.9% 16.3% 14.0% 14.0% 7.0% 14.0% 16.3% 11.6% 11.6% 4.7% 2.3% 14.0% 9.3%

 特別支援学校高等部３年生 23 47.8% 21.7% 13.0% 8.7% 4.3% 17.4% 13.0% 0.0% 17.4% 17.4% 4.3% 30.4% 4.3% 17.4%

 障害者支援施設利用者 50 76.0% 22.0% 24.0% 10.0% 2.0% 2.0% 14.0% 12.0% 8.0% 4.0% 0.0% 8.0% 8.0% 4.0%

 グループホーム利用者 35 68.6% 22.9% 8.6% 17.1% 5.7% 8.6% 8.6% 25.7% 2.9% 0.0% 8.6% 0.0% 17.1% 5.7%

社
会
と
の
壁
や
孤
独
感
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た

支
援
が
必
要
な
場
面
で
も

遠
慮
す
る
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が
あ
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害
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サ
ー
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利
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が
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っ

た
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症
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が
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化
し
た障害種別
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が
し
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く
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っ

た
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ュ
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ー

シ
ョ

ン
が
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り
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療
機
関
の
受
診
に
関
す
る

困
り
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と
が
増
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た

気
分
の
浮
き
沈
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が
大
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な
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た

お
金
に
関
す
る
心
配
事
が

増
え
た

そ
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他
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無
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家
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内
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が

増
え
た

勤
務
条
件
等
が
変
わ
り
働
き

づ
ら
く
な
っ

た
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12．市の取り組み等 
 

【調査結果のまとめ】 

《市が充実させていけばよいと思う障害者施策》 

〇 全体で「経済的な援助」が２割半ばと最も多く、次いで「就労支援の充実」が２割近くとなって

います。［表 17］ 

  身体障害者では、「外出や移動の支援」（21.7％）が、知的障害者、発達障害者では「就労支援の

充実」（知的 28.0％、発達 37.1％）が、精神障害者、難病患者、高次脳機能障害者では「経済的な

援助」（精神 38.4％、難病 26.1％、高次脳 37.2％）が最多となっています。 

  また、特別支援学校高等部３年生では、「差別・虐待防止の周知・対応の推進」（43.5％）が、 

障害者支援施設利用者では、「入所施設の整備」（48.0％）が、グループホーム利用者では、「グル

ープホームなどの地域で生活できる住環境の整備」（28.6％）が最多となっています。 

《障害者施策全般の満足度》 

〇 障害者施策への満足度については、「満足している」と「少し満足している」を合わせた『満足

している』が３割半ば、「満足していない」と「あまり満足していない」を合わせた『満足してい

ない』が１割半ば、「どちらともいえない」が４割近くとなっています。［表 18］ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見えてくる課題やニーズ】 

■「経済的な援助」、「就労支援の充実」は、多くの障害種別で求められています。また、「外出や移

動の支援」、「差別・虐待防止の周知・対応の推進」、「入所施設の整備」、「グループホームなどの地

域で生活できる住環境の整備」の充実を求められています。  

［表 17］市が充実させていけばよいと思う障害者施策（複数回答） 

※回答結果より 10.0％以上の項目を抜粋（無回答を除く） 

［表 18］川越市の障害者施策への満足度（単一回答） 

n

障害者手帳所持者等 1,754 14.5% 19.4% 38.9% 8.7% 5.1% 13.3%

身体障害者 895 15.4% 19.3% 36.9% 7.0% 4.2% 17.1%

知的障害者 329 11.2% 23.4% 40.4% 13.1% 6.4% 5.5%

精神障害者 380 16.1% 17.1% 38.7% 13.7% 8.4% 6.1%

難病患者 280 9.3% 22.5% 42.5% 6.8% 5.7% 13.2%

発達障害者 186 9.1% 22.0% 43.0% 16.1% 5.4% 4.3%

高次脳機能障害者 43 11.6% 11.6% 51.2% 7.0% 4.7% 14.0%

特別支援学校高等部３年生 23 4.3% 17.4% 52.2% 8.7% 17.4% 0.0%

障害者支援施設利用者 50 12.0% 22.0% 40.0% 12.0% 8.0% 6.0%

グループホーム利用者 35 20.0% 20.0% 22.9% 8.6% 14.3% 14.3%

無
回
答

障害種別

満
足
し
て
い
る

少
し
満
足
し
て

い
る

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り
満
足
し
て

い
な
い

満
足
し
て

い
な
い

経済的な援助 25.1% 18.8% 18.8% 38.4% 26.1% 30.6% 37.2% 34.8% 8.0% 14.3%

就労支援の充実 19.8% 10.9% 28.0% 29.5% 20.0% 37.1% 20.9% 34.8% 4.0% 11.4%

差別・虐待防止の周知・対応の推進 19.0% 15.1% 23.4% 22.1% 17.1% 26.3% 25.6% 43.5% 16.0% 17.1%

災害時の支援体制 18.4% 21.5% 16.1% 14.5% 19.3% 13.4% 9.3% 17.4% 16.0% 11.4%

障害のある人の特性を知ってもらうための周知啓発 17.9% 12.7% 20.4% 29.2% 12.9% 30.1% 32.6% 26.1% 26.0% 11.4%

外出や移動の支援 16.6% 21.7% 14.3% 10.0% 16.8% 11.8% 14.0% 34.8% 32.0% 20.0%

利用しやすい道路や公共施設の整備 16.2% 20.1% 9.7% 14.5% 18.2% 8.1% 25.6% 8.7% 14.0% 5.7%

障害のある人の健康診断や健康相談事業 13.6% 14.0% 16.1% 15.0% 12.1% 13.4% 23.3% 26.1% 10.0% 20.0%

適切な療育や支援を受けられる体制 13.3% 11.8% 22.2% 10.3% 13.6% 18.3% 16.3% 4.3% 22.0% 2.9%

障害者医療に関する情報収集・情報提供 12.8% 14.7% 10.0% 11.8% 12.9% 13.4% 14.0% 13.0% 18.0% 0.0%

介助者への支援 10.5% 13.3% 9.7% 6.6% 13.6% 9.1% 14.0% 8.7% 18.0% 5.7%

発達障害者
(n=186)

高次脳機能
障害者
(n=43)

特別支援学校
高等部３年生

(n=23)

障害者支援
施設利用者

(n=50)

グループホー
ム利用者
(n=35)

難病患者
(n=280)

項目
障害者手帳
所持者等
(n=1,754)

身体障害者
(n=895)

知的障害者
(n=329)

精神障害者
(n=380)
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13．介助者向けアンケート  
 

【調査結果のまとめ】 

《介助者について》 

〇 介助者は無回答を除くと「配偶者（夫または妻）」、「父母」、「子ども」等の親族・家族が約９割

を占めています。年齢では「無回答」を除くと「65 歳以上」が２割半ばと、40 歳以上と回答され

た方が５割を超えており、中年から高齢層の介助者が多い結果となっています。［表 19］ 

介助者に必要と思われる支援では、「家族が亡くなった後の障害のある方の支援」が２割半ばと

最も多い回答となっており、親なき後の支援に関するニーズがうかがえます。［表 20］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【見えてくる課題やニーズ】 

■高齢の親の介助者が多くなっていることから、地域で安心して暮らし続けるための支援や自分ら

しく生活することが出来る場所の確保など、親亡き後を見据えた支援が求められています。 

■必要な人に必要なサービスが届くことで介助者の負担軽減にも繋がることから、わかりやすいサ

ービスの周知や気軽に利用出来る相談支援体制も求められています。  

［表 19］介助者の年齢（単一回答） 

［表 20］介助者に必要と思われる支援（複数回答） 

10 18 20 30 40 50 60

〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜

17
歳

n

障害者手帳所持者等 1,754 0.2% 0.3% 0.0% 0.9% 3.6% 9.5% 12.0% 5.0% 23.9% 44.5%

身体障害者 895 0.1% 0.2% 0.0% 0.6% 1.9% 6.6% 11.2% 4.9% 30.1% 44.5%

知的障害者 329 0.3% 0.9% 0.0% 1.5% 9.4% 21.9% 21.3% 6.4% 23.7% 14.6%

精神障害者 380 0.0% 0.0% 0.0% 1.8% 4.2% 10.0% 10.3% 3.7% 16.8% 53.2%

難病患者 280 0.4% 0.4% 0.0% 0.7% 4.3% 8.2% 7.9% 5.4% 18.9% 53.9%

発達障害者 186 0.5% 1.1% 0.0% 1.1% 16.1% 23.7% 21.5% 6.5% 5.9% 23.7%

高次脳機能障害者 43 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 18.6% 14.0% 4.7% 34.9% 27.9%

特別支援学校高等部３年生 23 0.0% 13.0% 0.0% 0.0% 0.0% 34.8% 34.8% 0.0% 0.0% 17.4%

障害者支援施設利用者 50 0.0% 0.0% 0.0% 16.0% 10.0% 6.0% 18.0% 6.0% 34.0% 10.0%

グループホーム利用者 35 0.0% 0.0% 2.9% 14.3% 0.0% 8.6% 8.6% 14.3% 31.4% 20.0%

無
回
答

10
歳
未
満障害種別

19
歳

29
歳

39
歳

49
歳

59
歳

64
歳

65
歳
以
上

n

障害者手帳所持者等 1,754 26.2% 22.2% 19.5% 19.3% 15.1% 10.2% 10.0% 9.7% 9.3% 8.4% 6.7% 5.8% 5.5% 4.6% 1.3% 50.9%

身体障害者 895 18.2% 21.5% 18.0% 19.1% 16.2% 8.3% 8.0% 9.1% 8.9% 8.2% 6.1% 4.4% 3.6% 3.8% 1.2% 53.3%

知的障害者 329 64.1% 39.5% 27.4% 31.3% 25.2% 20.7% 23.1% 16.7% 17.3% 13.1% 10.6% 9.4% 13.1% 10.0% 2.7% 17.6%

精神障害者 380 28.9% 17.4% 23.2% 18.2% 12.4% 10.5% 10.5% 11.1% 8.7% 8.9% 6.6% 6.1% 6.1% 4.5% 0.8% 55.3%

難病患者 280 20.0% 20.0% 19.6% 18.2% 16.1% 10.4% 9.3% 8.2% 11.4% 11.4% 7.1% 5.7% 3.9% 4.3% 0.4% 57.5%

発達障害者 186 58.1% 37.1% 36.0% 33.9% 25.3% 26.9% 25.3% 17.2% 20.4% 17.2% 15.6% 14.0% 14.5% 10.2% 1.1% 25.3%

高次脳機能障害者 43 30.2% 41.9% 27.9% 27.9% 16.3% 18.6% 20.9% 14.0% 16.3% 14.0% 11.6% 11.6% 14.0% 11.6% 2.3% 34.9%

 特別支援学校高等部３年生 23 56.5% 52.2% 39.1% 52.2% 13.0% 4.3% 30.4% 0.0% 17.4% 17.4% 4.3% 4.3% 30.4% 0.0% 0.0% 13.0%

 障害者支援施設利用者 50 56.0% 30.0% 20.0% 22.0% 32.0% 12.0% 22.0% 18.0% 18.0% 10.0% 8.0% 6.0% 4.0% 4.0% 2.0% 18.0%

 グループホーム利用者 35 57.1% 37.1% 20.0% 37.1% 20.0% 14.3% 8.6% 17.1% 5.7% 11.4% 2.9% 14.3% 8.6% 11.4% 0.0% 28.6%

社
会
的
な
ケ
ア
ラ
ー

支
援
へ
の
理
解

就
労
及
び
再
就
職
へ
の
支
援

他
の
ケ
ア
ラ
ー

と
話
し
合
え
る
こ
と

そ
の
他

無
回
答

気
軽
に
情
報
交
換
で
き
る
機
会
の

紹
介
・
提
供

勤
務
し
や
す
い
柔
軟
な
働
き
方

ケ
ア
ラ
ー

に
役
立
つ
情
報
の
提
供

気
軽
に
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や
睡
眠
が
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れ
る
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会

の
確
保
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話
や
訪
問
に
よ
る
相
談
体
制
の

整
備

ケ
ア
ラ
ー

の
健
康
管
理
へ
の
支
援

障害種別

家
族
が
亡
く
な
っ

た
後
の
障
害
の

あ
る
方
の
支
援

わ
か
り
や
す
い
サ
ー

ビ
ス
や
制
度
の

紹
介

経
済
的
支
援

サ
ー

ビ
ス
利
用
の
た
め
の
簡
便
な

手
続
き

災
害
時
も
含
め
た
緊
急
時
の
支
援
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調査結果 １．身体障害者 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  



調査結果 １．⾝体障害者 

− 20 − 

《記入者・ご本人について》 

この調査票に記入する方はどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方については、「本人が記入」が 62.5％と最も多く、次いで「本人に聞い

て、家族や介助者等が記入」が 16.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 49.7％、「女性」が 49.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あなたの年齢（令和４年９月１日現在）を記入してください。（○は１つ） 

年齢については、「65 歳以上」が 69.6％と最も多く、次いで「50～59 歳」が 8.6％となって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

62.5% 16.3% 13.1% 8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人（調査の対象となる方）が記入(n=559)

本人に聞いて、家族や介助者等が記入(n=146)

本人の意見を確認するのが難しいので、家族や介助者等が本人の立場に立って記入(n=117)

無回答(n=73)

n=895

49.7% 49.4%

0.1%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=445) 女性(n=442) 回答しない(n=1) 無回答(n=7)

n=895

2.6%

1.7%

0.3%

2.1%

2.9%

5.9%

8.6%

5.4%

69.6%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

10歳未満(n=23)

10～17歳(n=15)

18～19歳(n=3)

20～29歳(n=19)

30～39歳(n=26)

40～49歳(n=53)

50～59歳(n=77)

60～64歳(n=48)

65歳以上(n=623)

無回答(n=8)

n=895
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現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 

暮らしている場所については、「本人または家族の持ち家」が 78.9％と最も多く、次いで「民

間の賃貸住宅」が 9.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
現在、あなたと一緒に暮らしている人はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

一緒に暮らしている人については、「配偶者（夫または妻）」が 50.2％と最も多く、次いで

「子ども(子どもの配偶者も含む)」が 29.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

本⼈また
は家族の
持ち家
(n=706)

⺠間の
賃貸住宅
(n=88)

公営の
賃貸住宅
(n=36)

⾼齢者施
設（特養
等）
(n=24)

病院に
⼊院中
(n=13)

障害者の
⼊所施設
(n=12)

障害者
グループ
ホーム
(n=2)

その他
(n=8)

無回答
(n=6)

78.9% 9.8% 4.0% 2.7% 1.5% 1.3% 0.2% 0.9% 0.7%

n=895

n

全体 895 50.2% 29.3% 18.5% 13.2% 7.7% 3.7% 1.1% 1.0% 1.8% 0.9%

10歳未満 23 0.0% 0.0% 0.0% 95.7% 73.9% 4.3% 8.7% 8.7% 0.0% 0.0%

10～17歳 15 0.0% 0.0% 0.0% 93.3% 80.0% 6.7% 6.7% 20.0% 0.0% 0.0%

18～19歳 3 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20～29歳 19 0.0% 10.5% 5.3% 73.7% 42.1% 15.8% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0%

30～39歳 26 23.1% 19.2% 15.4% 53.8% 11.5% 7.7% 0.0% 3.8% 0.0% 0.0%

40～49歳 53 32.1% 32.1% 13.2% 41.5% 7.5% 3.8% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0%

50～59歳 77 51.9% 31.2% 22.1% 23.4% 7.8% 1.3% 0.0% 0.0% 2.6% 1.3%

60～64歳 48 62.5% 18.8% 25.0% 8.3% 4.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

65歳以上 623 56.5% 32.9% 19.9% 1.1% 2.4% 3.5% 1.1% 0.3% 2.1% 0.6%

兄
弟
姉
妹

年齢

配
偶
者
(

夫
ま
た
は
妻
)

子
ど
も

(

子
ど
も
の
配
偶
者
も
含
む

)

一
人
暮
ら
し

父
母

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
施
設
等
の

同
居
人

そ
の
ほ
か
の
親
せ
き

祖
父
母

そ
の
他

無
回
答
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《障害の状況について》 
 

問１ あなたの障害についてお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

身体障害者の障害種別を選択した方のうち、「肢体不自由（上肢、下肢、体幹、脳原性運動機

能障害）」が 48.5％と最も多く、次いで「内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、

小腸、免疫、肝臓機能障害）」が 40.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（あてはまるものすべてに○） 

「身体障害者手帳を持っている」と回答した方のうち、手帳に記載された障害の程度は、「１

級」が 37.7％と最も多く、次いで「４級」が 21.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
問３ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認定

を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 12.4％となっています。また、障害支援

区分では「区分６」が 25.2％と最も多くなっています。 

 

■障害支援区分の認定 

 

 

 

 

 

 

  

37.7% 15.9% 15.0% 21.3% 4.6%5.3% 0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１級(n=314) ２級(n=132) ３級(n=125) ４級(n=177)

５級(n=38) ６級(n=44) 無回答(n=2)

n=832

12.4% 65.3% 22.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=111) ない(n=584) 無回答(n=200)

n=895

10.5%

9.7%

3.5%

6.9%

48.5%

40.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

視覚障害(n=94)

聴覚障害(n=87)

平衡機能障害(n=31)

音声・言語・そしゃく機能障害(n=62)

肢体不自由（上肢・下肢・体幹、脳原性運動機能障害）(n=434)

内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう・直腸、小腸、免疫、

肝臓機能障害）(n=363)

n=895
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■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《介助等の状況について》 
 

問４ 普段、あなたを主に介助等しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者等については、「特に介助等は受けていない」が 31.1％と最も多く、次いで「配偶

者（夫または妻）」が 26.0％、「子ども（子どもの配偶者も含む）」が 12.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問４で１～10に○をつけた方にお聞きします］ 

問５ どのようなときに介助等を受けていますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのようなときに介助等を受けているかについては、「通院するとき」が 69.3％と最も多く、

次いで「外出するとき」が 61.2％なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n

全体 505 69.3% 61.2% 53.7% 46.5% 41.4% 37.2% 29.7% 26.7% 20.0% 17.8% 10.7% 5.5% 4.0%

視覚障害 67 82.1% 73.1% 79.1% 43.3% 32.8% 50.7% 32.8% 28.4% 23.9% 10.4% 7.5% 3.0% 1.5%

聴覚障害 46 58.7% 60.9% 50.0% 34.8% 39.1% 45.7% 26.1% 32.6% 50.0% 15.2% 4.3% 10.9% 2.2%

平衡機能障害 21 76.2% 66.7% 90.5% 42.9% 57.1% 42.9% 28.6% 42.9% 33.3% 23.8% 9.5% 4.8% 4.8%

音声・言語・そしゃく機能障害 42 73.8% 59.5% 69.0% 52.4% 69.0% 54.8% 42.9% 38.1% 38.1% 33.3% 26.2% 0.0% 0.0%

肢体不自由（上肢・下肢・体幹、
脳原性運動機能障害）

262 78.2% 71.8% 58.8% 55.7% 57.3% 42.0% 38.2% 35.9% 23.3% 29.0% 16.4% 5.0% 1.9%

内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう・
直腸、小腸、免疫、肝臓機能障害）

192 63.5% 52.1% 44.3% 42.7% 31.3% 29.7% 21.9% 18.2% 12.0% 9.4% 8.3% 5.7% 7.3%

着
替
え
、

食
事
、

入
浴
、

ト
イ
レ
の
と
き

主な障害

通
院
す
る
と
き

外
出
す
る
と
き

書
類
等
の
手
続
き
の
と
き

洗
濯
、

掃
除
を
す
る
と
き

そ
の
他

無
回
答

お
金
の
管
理
を
す
る
と
き

服
薬
の
と
き

見
守
り
が
必
要
な
状
態
の
と
き

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を
と
る
と
き

家
の
中
を
移
動
す
る
と
き

医
療
的
ケ
ア

(

経
管
栄
養
、

痰
の
吸
引
等
)

の
対
応
の
と
き

年齢 n

全体 895 26.0% 12.0% 8.7% 3.1% 1.5% 0.6% 0.1% 0.1% 0.0% 4.4% 31.1% 12.5%

10歳未満 23 0.0% 0.0% 82.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 0.0% 13.0%

10～17歳 15 0.0% 0.0% 73.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 6.7% 13.3%

18～19歳 3 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20～29歳 19 0.0% 0.0% 52.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 26.3% 15.8%

30～39歳 26 7.7% 0.0% 46.2% 3.8% 0.0% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 3.8% 34.6% 0.0%

40～49歳 53 13.2% 1.9% 24.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.7% 34.0% 20.8%

50～59歳 77 23.4% 0.0% 6.5% 5.2% 0.0% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 5.2% 51.9% 5.2%

60～64歳 48 29.2% 0.0% 2.1% 6.3% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 52.1% 4.2%

65歳以上 623 30.3% 17.0% 0.5% 3.2% 1.6% 0.3% 0.2% 0.2% 0.0% 4.5% 28.7% 13.5%

近所の人、
知人・友人

祖父母
ボラン
ティア

無回答
そのほかの

親せき
その他

特に介助等
は受けてい

ない
兄弟姉妹

配偶者
（夫または

妻）

子ども
（子どもの
配偶者も
含む）

父母
ホーム

ヘルパー
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《健康状態や医療について》 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問６ 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

健康管理や医療について、困ったり不便に思うことについては、「特にない」が 40.4％と最も

多く、次いで「通院のための交通手段が確保・利用しにくい」が 18.7％、「医療費の負担が大き

い」が 14.7％となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

問７ あなたは、以下の医療的ケアを必要としていますか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを必要としている方については、「経管栄養」が 3.1％と最も多く、次いで「酸素

吸入」が 2.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

3.1%

2.8%

2.5%

2.5%

1.9%

0.8%

0.7%

5.5%

71.2%

16.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

経管栄養(n=28)

酸素吸入(n=25)

痰の吸引(n=22)

導尿(n=22)

ネブライザー（薬剤の吸入）(n=17)

人工呼吸器(n=7)

気管切開部の衛生管理(n=6)

その他(n=49)

必要としていない(n=637)

無回答(n=147)

n=895

18.7%

14.7%

11.3%

10.8%

10.2%

9.3%

6.8%

3.0%

5.8%

40.4%

9.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

通院のための交通手段が確保・利用しにくい(n=167)

医療費の負担が大きい(n=132)

障害のために症状が正確に伝わらない(n=101)

近所に診てくれる医師や病院等がない(n=97)

往診を頼める医師がいない(n=91)

病院等での手続きや案内など、障害のある人への配慮が

足りない(n=83)

通院のための介助者を確保しにくい(n=61)

定期的に健康診断を受けられない(n=27)

その他(n=52)

特にない(n=362)

無回答(n=84) n=895
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［問８、問９は、問７で１～８に○をつけた方にお聞きします］ 

問８ 医療的ケアを行っている方はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを行っている方については、「家族」が 45.0％と最も多く、次いで「看護師」が

44.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 日常生活を送る上で必要な支援について、あてはまるものはありますか。（あてはまるものすべて

に○） 

医療的ケアを必要としている方のうち、日常生活を送る上で必要な支援については、「送迎等

の移動支援」が 36.9％と最も多く、次いで「訪問による在宅ケア（看護）の支援」が 32.4％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

45.0%

44.1%

37.8%

18.0%

16.2%

13.5%

0.9%

0.0%

2.7%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族(n=50)

看護師(n=49)

医師(n=42)

本人(n=20)

介護福祉士（ヘルパー）(n=18)

福祉サービス事業所の職員(n=15)

学校の担任(n=1)

養護教諭(n=0)

その他(n=3)

無回答(n=3)
n=111
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《外出や余暇の過ごし方について》 
 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問10 外出の主な手段は何ですか。（○は２つまで） 

外出の主な手段については、「車（乗せてもらう）」が 39.7％と最も多く、次いで「徒歩」が

31.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
問11 外出の際に特に困っていることはありますか。（○は３つまで） 

外出の際に特に困っていることについては、「家族に負担がかかる」が 25.0％と最も多く、次

いで「道路や建物・駅に階段や段差が多い」が 23.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

39.7%

31.7%

23.4%

18.3%

14.2%

12.1%

11.8%

1.5%

1.1%

7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

車（乗せてもらう）(n=355)

徒歩(n=284)

車（自分で運転）(n=209)

バス・鉄道等の公共交通機関(n=164)

車いす(n=127)

自転車(n=108)

タクシー(n=106)

バイク(n=13)

その他(n=10)

無回答(n=68)
n=895

25.0%

23.2%

14.9%

13.5%

13.0%

11.4%

10.1%

5.4%

4.8%

4.6%

4.2%

3.0%

2.6%

1.1%

1.1%

6.3%

23.0%

10.8%

0% 10% 20% 30%

家族に負担がかかる(n=224)

道路や建物・駅に階段や段差が多い(n=208)

歩道が少ない・狭い(n=133)

交通費や利用料がかかる(n=121)

障害者用の駐車スペースが少ない(n=116)

バスや鉄道などが利用しにくい（乗り降りが難しい、

案内表示がわかりにくいなど）(n=102)

多機能トイレが少ない(n=90)

建物の設備が利用しにくい(n=48)

周囲の視線が気になる(n=43)

困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない(n=41)

歩道上に障害物が多い(n=38)

介助者が確保できない(n=27)

外出時に福祉サービスを使うことができない(n=23)

施設が利用しにくい(n=10)

点字ブロックや音の出る信号機が不十分(n=10)

その他(n=56)

特にない(n=206)

無回答(n=97)

n=895



調査結果 １．⾝体障害者 

− 27 − 

■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

道路や建物・駅に階段や段差が多い 29.2% 家族に負担がかかる 25.0% 

特に困っていることはない 26.7% 道路や建物・駅に階段や段差が多い 23.2% 

歩道が整備されていない 20.1% 特にない 23.0% 

自動車や自転車が多くて危険を感じる 19.7% 歩道が少ない・狭い 14.9% 

障害者用の駐車スペースが少ない 18.9% 交通費や利用料がかかる 13.5% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 
 
問12 以下のような文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会があります

か。それぞれに○をつけてください。 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会については、「テレ

ビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」が 56.8％と最も多く、次いで「近所を散歩する」が

33.7％となっています。 

また、機会はないが、欲しいと思う活動については、「旅行に出かける」が 25.7％と最も多

く、次いで「観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く」が 18.8%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

18.7%

3.2%

33.7%

20.3%

22.2%

8.0%

6.8%

9.2%

6.5%

56.8%

15.3%

9.5%

3.8%

21.7%

17.7%

16.1%

13.1%

7.2%

16.0%

8.5%

7.3%

6.3%

17.4%

16.3%

10.2%

17.9%

10.9%

18.8%

16.4%

25.7%

14.0%

4.1%

9.3%

22.8%

39.7%

10.6%

15.1%

19.0%

26.3%

35.9%

18.1%

35.5%

8.5%

35.2%

7.0%

31.6%

37.0%

23.8%

29.1%

31.7%

33.9%

33.7%

31.1%

35.5%

23.4%

34.0%

90.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味の活動をする(n=895)

教養・資格取得等に関する学習をする(n=895)

近所を散歩する(n=895)

友人・知人と会って交流を深める(n=895)

デパートや店等を見て歩く(n=895)

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く(n=895)

スポーツをする(n=895)

旅行に出かける(n=895)

地域の行事や活動に参加する(n=895)

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする(n=895)

インターネットを使った活動をする(n=895)

その他(n=895)

現在している 機会はあるが、十分ではない 機会はないが、ほしいと思う 必要性を感じていない 無回答
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問13 文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことは何だと思いますか。（○は３

つまで） 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことについては、「活動する場

所が近くにあること」が 28.8％と最も多く、次いで「一緒に活動する仲間がいること」が

27.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《日中の過ごし方について》 
 

問14 あなたは日中をどのように過ごしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

日中の過ごし方については、「家で過ごしている」が 63.5％と最も多く、次いで「収入を伴う

仕事をしている（福祉的就労含む）」が 13.4％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

n

全体 895 63.5% 13.4% 12.6% 8.8% 5.5% 4.5% 4.1% 3.5% 3.1% 1.5% 1.2% 3.6% 4.5%

18歳未満 38 18.4% 0.0% 0.0% 5.3% 5.3% 5.3% 2.6% 73.7% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18～64歳 226 42.0% 35.4% 3.5% 5.3% 13.7% 3.5% 4.0% 1.3% 0.9% 0.9% 3.5% 3.5% 3.1%

65歳以上 623 74.0% 6.3% 16.7% 10.3% 2.6% 4.7% 4.3% 0.0% 3.9% 1.8% 0.5% 3.9% 5.3%

そ
の
他

無
回
答

入
所
施
設
で
過
ご
し
て
い
る

病
院
等
(

デ
イ
ケ
ア
等
)

で
過
ご
し
て
い
る

幼
稚
園
や
保
育
所
、

学
校
等
に
通
っ

て
い
る

創
作
活
動
や
交
流
な
ど
の
活
動
・
集
ま
り
に

参
加
し
て
い
る

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、

収
入
を
伴
わ
な
い

仕
事
を
し
て
い
る

求
職
活
動
を
し
て
い
る

障
害
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に
通
っ

て
い
る

年齢（３区分）

家
で
過
ご
し
て
い
る

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
て
い
る
(
福
祉
的
就
労

含
む
)

高
齢
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に
通
っ

て
い
る

家
の
仕
事
を
手
伝
っ

て
い
る

28.8%

27.6%

22.3%

18.1%

17.7%

17.2%

15.3%

13.7%

12.6%

10.5%

2.1%

13.5%

14.3%

0% 10% 20% 30% 40%

活動する場所が近くにあること(n=258)

一緒に活動する仲間がいること(n=247)

費用を心配しなくてよいこと(n=200)

外出のための手段が確保されていること(n=162)

障害のある人に配慮した施設や設備があること(n=158)

魅力的な内容であること(n=154)

障害のある人もない人も一緒にできること(n=137)

介助者・援助者がいること(n=123)

イベント情報等が取得しやすいこと(n=113)

適切な指導者がいること(n=94)

その他(n=19)

特にない(n=121)

無回答(n=128)

n=895
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■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

家庭内で過ごしている 52.4% 家で過ごしている 63.5% 

収入を伴う仕事をしている 16.1% 
収入を伴う仕事をしている（福祉的就労

含む） 
13.4% 

通所サービスを利用している 12.8% 高齢者の通所施設・事業所に通っている 12.6% 

家の仕事を手伝っている 8.9% 家の仕事を手伝っている 8.8% 

自立した日常生活ができるよう、身体機

能や生活能力向上のための訓練を受けて

いる 

7.3% 障害者の通所施設・事業所に通っている 5.5% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

 

《幼稚園や保育所、学校などについて》 
 
［問15～17は、問14で「１．幼稚園や保育所、学校等に通っている」に○をつけた方にお聞き

します］ 

問15 主に通っているのは次のうちどれですか。（○は１つ） 

幼稚園や保育所、学校等に通っている人の通園通学先については、31 件中「特別支援学校」

が 16 件と最も多く、次いで「小学校、中学校、高等学校」が５件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問16 学校で勉強する場合にどのような学習形態を望みますか。（○は１つ） 

学校で勉強する場合の学習形態については、31 件中「同じような障害のある仲間たちのクラ

スで勉強したい」、「障害のある仲間のクラスで勉強しながら、障害のない仲間とも勉強した

い」がそれぞれ９件と最も多くなっています。 

 

 

 

 
 
 

  

特
別
支
援
学
校

小
学
校
、

中
学
校
、

高
等

学
校

幼
稚
園
、

保
育
所

障
害
児
通
所
支
援
事
業
所

短
大
・
大
学
・
大
学
院

特
別
支
援
学
級

専
門
学
校
・
専
修
学
校
・

高
等
技
術
専
門
学
校
等

そ
の
他

無
回
答

16 5 3 2 2 1 0 2 0

n=31

同
じ
よ
う
な
障
害
の
あ
る
仲

間
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
勉
強
し

た
い

障
害
の
あ
る
仲
間
の
ク
ラ
ス

で
勉
強
し
な
が
ら
、

障
害
の

な
い
仲
間
と
も
勉
強
し
た
い

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、

一
緒
の
ク
ラ
ス
で
勉

強
し
た
い わ

か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

9 9 8 4 1 0

n=31
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問17 幼稚園や保育所、学校等に通っていて困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに

○） 

幼稚園や保育所、学校等に通っていて困っていることについては、31 件中「特にない」が 12

件と最も多く、次いで「通うための介助者を確保しにくい」、「通うための交通手段が確保・利

用しにくい」がそれぞれ７件となっています。 

 

 

 

 

 

 

《雇用・就労について》 
 
［問18～21は、問14で「２．収入を伴う仕事をしている（福祉的就労含む）」に○をつけた方に

お聞きします］ 

問18 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「５年以上」が

65.0％と最も多く、次いで「１年以上３年未満」、「３年以上５年未満」がそれぞれ 11.7％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問19 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「非正規雇用（契約社員・アルバイト等）」が 48.3％と最も多く、次

いで「正規雇用（正社員等）」が 23.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

48.3%

23.3%

15.8%

5.0%

3.3%

1.7%

0.8%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

非正規雇用（契約社員・アルバイト等）(n=58)

正規雇用（正社員等）(n=28)

自営業(n=19)

就労継続支援等での福祉的就労(n=6)

自営業の手伝い(n=4)

家庭内職(n=2)

その他(n=1)

無回答(n=2)
n=120

通
う
た
め
の
介
助
者

を
確
保
し
に
く
い

通
う
た
め
の
交
通
手

段
が
確
保
・
利
用
し

に
く
い

学
校
の
数
が
少
な
い

家
族
の
同
伴
を
求
め

ら
れ
る

ト
イ
レ
な
ど
の
設
備

が
不
十
分

教
職
員
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い

受
け
入
れ
て
く
れ
る

学
校
が
な
い

校
内
・
園
内
で
の
支

援
が
不
十
分

医
療
的
ケ
ア
が
受
け

ら
れ
な
い

授
業
に
つ
い
て
い
け

な
い

友
だ
ち
が
で
き
な
い

児
童
・
生
徒
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い

通
常
の
学
級
に
入
れ

な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

7 7 5 4 3 3 3 2 2 0 0 0 0 3 12 0

n=31

9.2%

11.7%

11.7%

65.0%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１年未満(n=11)

１年以上３年未満(n=14)

３年以上５年未満(n=14)

５年以上(n=78)

無回答(n=3) n=120
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問20 （１）あなたは１週間にどのくらい働いていますか。     

   （２）また、働いている日は１日にどのくらい働いていますか。（（１）（２）それぞれ○は１つ） 

１週間あたりの勤務日数については、「５日以上」が 54.2％と最も多く、次いで「３～４日」

が 34.2％となっています。 

 １日あたりの就労時間については、「６時間以上～８時間未満」が 32.5％と最も多く、次いで

「８時間以上」が 22.5％となっています。 

 

（１）1 週間あたり 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
（２）1 日あたり 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

54.2% 34.2% 8.3% 3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５日以上(n=65) ３～４日(n=41) １～２日(n=10) 無回答(n=4)

n=120

2.5%

14.2% 16.7% 32.5% 22.5% 11.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満(n=0) １時間以上～２時間未満(n=3)

２時間以上～４時間未満(n=17) ４時間以上～６時間未満(n=20)

６時間以上～８時間未満(n=39) ８時間以上(n=27)

無回答(n=14)

n=120
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問21 仕事をする上で困っていることは主にどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 

仕事をする上で困っていることについては、「収入が少ない」が 33.3％と最も多く、次いで

「特にない」が 28.3％、「体調のコントロールが難しい」が 23.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問22 障害のある人の就労を促進するために、あなたはどのようなことがあるとよいと思いますか。（○

は３つまで） 

障害のある人の就労促進のために、どのようなことがあるとよいかについては、「障害に配慮

した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備」が 32.0％と最も多く、次いで「経営者の理解」が

30.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

32.0%

30.7%

26.8%

18.8%

8.4%

7.0%

6.5%

6.5%

5.7%

4.9%

4.2%

3.7%

1.8%

13.6%

24.7%

0% 10% 20% 30% 40%

障害に配慮した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備(n=286)

経営者の理解(n=275)

従業員の理解(n=240)

仕事探しから就労までの総合的な相談支援(n=168)

職場環境のバリアフリー化(n=75)

民間企業の雇用努力(n=63)

就労を支援するための施設等の増設(n=58)

障害者が実際に働いている状況の紹介(n=58)

ジョブコーチ等の就労定着支援(n=51)

生活リズムや体調管理等の支援(n=44)

行政から企業への指導や罰則の強化(n=38)

職場を理解するための就労体験を増やす(n=33)

その他(n=16)

特にない(n=122)

無回答(n=221) n=895

n

全体 120 33.3% 23.3% 18.3% 15.0% 9.2% 7.5% 7.5% 6.7% 5.8% 3.3% 1.7% 5.0% 28.3% 4.2%

正規雇用（正社員等） 28 28.6% 17.9% 28.6% 14.3% 10.7% 14.3% 14.3% 10.7% 10.7% 7.1% 3.6% 3.6% 25.0% 0.0%

非正規雇用（契約社員・
アルバイト等）

58 39.7% 17.2% 20.7% 19.0% 10.3% 3.4% 6.9% 5.2% 3.4% 1.7% 1.7% 6.9% 36.2% 0.0%

自営業 19 31.6% 47.4% 0.0% 0.0% 5.3% 15.8% 5.3% 5.3% 10.5% 0.0% 0.0% 5.3% 21.1% 10.5%

自営業の手伝い 4 25.0% 50.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0%

家庭内職 2 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 6 33.3% 16.7% 33.3% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労形態

無
回
答

そ
の
他

特
に
な
い

収
入
が
少
な
い

体
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
難
し
い

通
勤
が
大
変

職
場
の
人
間
関
係

職
場
の
設
備
が
不
足
(
ト
イ
レ
、
休
憩
室
な
ど
)

仕
事
が
き
つ
い

職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
で
き
な
い

能
力
を
発
揮
で
き
な
い

業
務
内
容
が
合
わ
な
い

就
業
時
間
が
合
わ
な
い
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問23 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の総収入の額については、「年収 100 万円未満」が 30.2％と最も多く、次いで「年

収 200 万円以上 300 万円未満」が 12.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問24 あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに〇） 

生活を支えている収入については、「年金」が 59.3％と最も多く、次いで「家族の収入」（仕

送り・援助含む）」が 23.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

n

全体 895 59.3% 23.7% 17.5% 12.3% 3.9% 2.7% 0.6% 5.4% 7.0%

18歳未満 38 0.0% 84.2% 0.0% 2.6% 0.0% 0.0% 0.0% 10.5% 10.5%

18～64歳 226 11.5% 38.9% 40.7% 32.7% 6.2% 1.8% 1.3% 8.0% 4.4%

65歳以上 623 80.3% 14.4% 10.0% 5.5% 3.4% 3.2% 0.3% 4.2% 7.9%

事
業
収
入

就
労
継
続
支
援
施
設
や
作
業
所
の

工
賃

そ
の
他

無
回
答

年齢（３区分）

年
金

家
族
の
収
入
(

仕
送
り
・
援
助

含
む
)

障
害
年
金

給
与
・
賃
金

生
活
保
護

年
収
100
万
円
未
満

年
収
100
万
円
以
上
150
万
円
未
満

年
収
150
万
円
以
上
200
万
円
未
満

年
収
200
万
円
以
上
300
万
円
未
満

年
収
300
万
円
以
上
500
万
円
未
満

年
収
500
万
円
以
上

わ
か
ら
な
い
・
答
え
た
く
な
い

無
回
答

n

全体 895 30.2% 10.8% 9.1% 12.7% 5.1% 2.8% 10.6% 18.7%

就労形態

正規雇用（正社員等） 28 3.6% 0.0% 3.6% 14.3% 21.4% 50.0% 3.6% 3.6%

非正規雇用（契約社員・アルバイト等） 58 22.4% 20.7% 15.5% 19.0% 15.5% 0.0% 3.4% 3.4%

自営業 19 15.8% 0.0% 15.8% 21.1% 21.1% 15.8% 5.3% 5.3%

自営業の手伝い 4 25.0% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 2 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

就労継続支援等での福祉的就労 6 50.0% 16.7% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0%

主な収入

給与・賃金 110 14.5% 10.0% 9.1% 20.0% 22.7% 17.3% 3.6% 2.7%

事業収入 24 16.7% 4.2% 12.5% 16.7% 20.8% 25.0% 4.2% 0.0%

就労継続支援施設や作業所の工賃 5 60.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家族の収入（仕送り・援助含む） 212 59.0% 8.0% 3.8% 5.2% 1.4% 0.9% 14.2% 7.5%

年金 531 28.2% 13.2% 11.9% 18.3% 4.0% 0.4% 9.6% 14.5%

障害年金 157 36.3% 17.2% 6.4% 6.4% 8.3% 3.2% 9.6% 12.7%

生活保護 35 37.1% 17.1% 5.7% 0.0% 0.0% 0.0% 22.9% 17.1%
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《今後の希望について》 
 

問25 近い将来（今後３年以内）に、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

近い将来（今後３年以内）に、どこで暮らしたいと思うかについては、「家族と一緒に暮らし

たい」が 65.4％と最も多く、次いで「独立して一人で暮らしたい」が 8.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

n

全体 895 65.4% 8.2% 5.5% 2.2% 1.0% 6.3% 11.5%

本人または家族の持ち家 706 72.9% 6.5% 3.4% 1.1% 0.7% 4.7% 10.6%

民間の賃貸住宅 88 36.4% 19.3% 9.1% 2.3% 2.3% 17.0% 13.6%

公営の賃貸住宅 36 44.4% 19.4% 5.6% 2.8% 5.6% 11.1% 11.1%

障害者グループホーム 2 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

障害者の入所施設 12 8.3% 0.0% 8.3% 75.0% 0.0% 0.0% 8.3%

高齢者施設（特養等） 24 29.2% 4.2% 45.8% 0.0% 0.0% 4.2% 16.7%

病院に入院中 13 38.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 23.1% 38.5%

生活場所

そ
の
他

無
回
答

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い

独
立
し
て
一
人
で
暮
ら
し
た
い

高
齢
者
施
設
で
暮
ら
し
た
い

障
害
者
施
設
で
暮
ら
し
た
い

共
同
生
活
す
る
住
居
(
障
害
者

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
等
)
で
暮
ら

し
た
い
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問26 近い将来（今後３年以内）に、あなたは日中を主にどのように過ごしたいと思いますか。          

（○は１つ） 

近い将来（今後３年以内）の日中の過ごし方については、「家庭内で過ごしたい」が 47.6％と

最も多く、次いで「収入を伴う仕事をしたい（福祉的就労含む）」が 12.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

家庭内で過ごしたい 51.6% 家庭内で過ごしたい 47.6% 

自立した日常生活ができるよう、身体機 

能や生活能力向上のための必要な訓練を 

受けたい 

12.5% 
収入を伴う仕事をしたい（福祉的就労含 

む） 
12.8% 

一般企業などで働きたい 10.4% 
高齢者の通所施設・事業所（デイサービ 

スなど）に通いたい 
3.9% 

通所サービスを利用したい 10.1% 高齢者の入所施設で過ごしたい 3.5% 

入所施設で過ごしたい 8.1% 
障害者の通所施設・事業所（生活介護、 

自立訓練など）に通いたい 
3.0% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。  

n

全体 895 47.6% 12.8% 3.9% 3.5% 3.0% 2.9% 2.9% 2.7% 2.0% 1.6% 0.9% 3.2% 13.0%

幼稚園や保育所、学校等に
通っている

31 3.2% 12.9% 0.0% 0.0% 3.2% 71.0% 0.0% 0.0% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 6.5%

収入を伴う仕事をしている
（福祉的就労含む）

120 20.8% 56.7% 0.8% 0.8% 1.7% 0.8% 2.5% 2.5% 0.0% 0.8% 0.8% 5.0% 6.7%

無償ボランティアなど、収入
を伴わない仕事をしている

13 7.7% 15.4% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 38.5% 0.0% 23.1% 7.7%

障害者の通所施設・事業所
（生活介護、自立訓練など）
に通っている

49 20.4% 6.1% 6.1% 0.0% 44.9% 2.0% 2.0% 8.2% 4.1% 0.0% 0.0% 2.0% 4.1%

高齢者の通所施設・事業所
（デイサービスなど）に
通っている

113 38.1% 3.5% 21.2% 8.0% 0.9% 0.0% 1.8% 2.7% 1.8% 0.9% 0.0% 0.0% 21.2%

入所施設で過ごしている 40 17.5% 2.5% 2.5% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 2.5% 5.0% 15.0%

病院等（デイケア等）で過ご
している

37 54.1% 2.7% 8.1% 0.0% 2.7% 0.0% 0.0% 5.4% 0.0% 0.0% 8.1% 0.0% 18.9%

創作活動や交流などの活動・
集まりに参加している

28 46.4% 7.1% 7.1% 0.0% 3.6% 0.0% 0.0% 25.0% 3.6% 3.6% 0.0% 0.0% 3.6%

求職活動をしている 11 27.3% 45.5% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 18.2%

家の仕事を手伝っている 79 46.8% 7.6% 1.3% 1.3% 1.3% 1.3% 24.1% 2.5% 0.0% 3.8% 0.0% 0.0% 10.1%

家で過ごしている 568 63.9% 5.8% 4.6% 1.9% 1.2% 0.4% 2.3% 3.0% 1.1% 1.4% 0.7% 2.6% 11.1%

障
害
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
(
生
活
介
護
、

自
立
訓
練
な
ど
)

に
通
い
た
い

日中の過ごし方

家
庭
内
で
過
ご
し
た
い

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
た
い
(

福
祉
的
就
労

含
む
)

高
齢
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所

(

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
)

に
通
い
た
い

高
齢
者
の
入
所
施
設
で
過
ご
し
た
い

そ
の
他

無
回
答

幼
稚
園
や
保
育
所
、

学
校
等
に
通
い
た
い

家
の
仕
事
を
手
伝
い
た
い

創
作
活
動
や
交
流
な
ど
の
活
動
・
集
ま
り
に

参
加
し
た
い

障
害
者
の
入
所
施
設
で
過
ご
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
し
た
い

病
院
等
(

デ
イ
ケ
ア
等
)

で
過
ご
し
た
い
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《相談や情報入手について》 
 

問27 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

現在の生活で困っていることや悩んでいることについては、「特にない」が 30.1％と最も多

く、次いで「外出がしにくい」が 24.5％、「生活費が足りない」が 19.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問28 普段、悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談するかについては、「家族や親せき」が 65.4％と最

も多く、次いで「近所の人、知人・友人」が 18.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

24.5%

19.6%

19.3%

13.5%

13.4%

12.6%

7.9%

5.0%

3.6%

3.5%

3.2%

30.1%

9.9%

0% 10% 20% 30% 40%

外出がしにくい(n=219)

生活費が足りない(n=175)

家族などの介助者の健康状態(n=173)

趣味や生きがいが持てない(n=121)

医療費の負担が重い(n=120)

話し相手や相談相手がいない(n=113)

必要な保健・福祉・医療サービスが不足している(n=71)

働く場がない(n=45)

身の回りの介助や支援をしてくれる人がいない(n=32)

教育や訓練が十分に受けられない(n=31)

その他(n=29)

特にない(n=269)

無回答(n=89)

n=895

年齢 n

全体 895 65.4% 18.2% 17.1% 6.9% 3.6% 2.9% 2.6% 2.2% 2.2% 2.0% 1.3% 0.9% 0.9% 0.3% 0.3% 0.2% 3.4% 10.7% 7.0% 9.1%

10歳未満 23 65.2% 8.7% 30.4% 8.7% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 30.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.7% 0.0% 13.0%

10～17歳 15 66.7% 13.3% 20.0% 0.0% 13.3% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 13.3% 13.3% 0.0%

18～19歳 3 33.3% 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0%

20～29歳 19 78.9% 31.6% 15.8% 31.6% 15.8% 15.8% 21.1% 21.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 0.0% 5.3%

30～39歳 26 69.2% 30.8% 11.5% 3.8% 7.7% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.8% 0.0% 3.8% 0.0% 0.0% 11.5% 3.8% 3.8%

40～49歳 53 64.2% 15.1% 18.9% 20.8% 5.7% 1.9% 1.9% 9.4% 1.9% 1.9% 1.9% 1.9% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 3.8% 22.6% 1.9% 5.7%

50～59歳 77 58.4% 26.0% 20.8% 11.7% 6.5% 11.7% 6.5% 3.9% 1.3% 1.3% 1.3% 1.3% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 2.6% 16.9% 10.4% 2.6%

60～64歳 48 47.9% 16.7% 10.4% 2.1% 2.1% 4.2% 0.0% 0.0% 0.0% 4.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.1% 2.1% 2.1% 16.7% 14.6% 4.2%

65歳以上 623 67.3% 17.2% 16.5% 5.0% 2.4% 1.1% 2.1% 1.0% 2.7% 2.2% 0.0% 0.8% 0.6% 0.5% 0.2% 0.2% 3.9% 8.5% 7.1% 10.9%

無
回
答

障
害
者
団
体
や
家
族
会

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

そ
の
他

相
談
し
た
い
が
、

で
き
な
い

相
談
し
た
い
と
思
わ
な
い

国
・
県
・
市
な
ど
の
相
談
窓
口

通
園
施
設
や
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
の
先
生

社
会
福
祉
協
議
会

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
上
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
談
支
援
事
業
所

職
場
の
仲
間

川
越
市
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員

家
族
や
親
せ
き

近
所
の
人
、
知
人
・
友
人

病
院
・
医
師
・
看
護
師

障
害
者
施
設
や
事
業
所
の
職
員
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［問28で「18.相談したいが、できない」に○をつけた方にお聞きします］ 

問29 相談できない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

相談できない理由については、「相談しても満足のいく回答がもらえない」が 20.8％と最も多

く、次いで「どこ（誰）に相談していいかわからない」、「相談することにためらいがある」が

それぞれ 16.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問30 障害のある人のための福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

障害のある人のための福祉サービス内容を知る手段については、「市や県の広報やパンフレッ

トなど」が 57.1％と最も多く、次いで「家族や知人の話」が 21.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

20.8%

16.7%

16.7%

13.5%

13.5%

2.1%

8.3%

55.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

相談しても満足のいく回答がもらえない(n=20)

どこ（誰）に相談していいかわからない(n=16)

相談することにためらいがある(n=16)

身近なところに相談できるところがない(n=13)

プライバシーが守られるか不安がある(n=13)

相談支援事業所が少ない(n=2)

その他(n=8)

無回答(n=53)

n=96

57.1%

21.8%

18.4%

17.9%

15.1%

10.7%

7.4%

6.4%

3.8%

2.1%

9.5%

8.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市や県の広報やパンフレットなど(n=511)

家族や知人の話(n=195)

病院等(n=165)

インターネット(n=160)

テレビやラジオ(n=135)

新聞や雑誌(n=96)

相談機関(n=66)

障害者施設(n=57)

障害者団体や家族会（機関紙等）(n=34)

その他(n=19)

サービスの内容について知る手段がない(n=85)

無回答(n=75)

n=895
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問31 情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについては、「特にない」が

32.4％と最も多く、次いで「どこを調べればよいかわからない」が 20.0％、「パソコンやスマー

トフォンなどの操作がわからない」が 18.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

n

全体 895 20.0% 18.9% 18.5% 12.0% 11.8% 10.5% 8.6% 5.6% 4.1% 3.2% 2.8% 1.6% 1.6% 0.8% 2.8% 32.4% 13.3%

視覚障害 94 24.5% 22.3% 18.1% 13.8% 12.8% 13.8% 22.3% 8.5% 9.6% 23.4% 3.2% 6.4% 2.1% 2.1% 2.1% 17.0% 9.6%

聴覚障害 87 25.3% 13.8% 42.5% 16.1% 16.1% 16.1% 17.2% 9.2% 10.3% 10.3% 23.0% 3.4% 10.3% 4.6% 3.4% 10.3% 11.5%

平衡機能障害 31 35.5% 32.3% 35.5% 32.3% 16.1% 35.5% 12.9% 19.4% 16.1% 3.2% 3.2% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 12.9% 9.7%

音声・言語・そしゃく機能障害 62 19.4% 21.0% 30.6% 24.2% 9.7% 35.5% 8.1% 25.8% 9.7% 3.2% 3.2% 1.6% 1.6% 1.6% 6.5% 12.9% 16.1%

肢体不自由（上肢・下肢・体幹、脳原性運動
機能障害）

434 21.4% 18.7% 19.1% 12.2% 15.2% 12.0% 6.0% 6.9% 3.9% 0.7% 0.9% 0.2% 0.5% 0.2% 3.5% 30.9% 15.9%

内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう・
直腸、小腸、免疫、肝臓機能障害）

363 18.5% 20.7% 14.9% 11.0% 9.4% 6.3% 8.5% 3.9% 1.4% 1.7% 0.8% 1.4% 1.4% 0.6% 1.9% 39.7% 10.5%

希
望
し
て
い
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
が
な
い
、

内
容
が
わ
か
り
に
く
い主な障害

ど
こ
を
調
べ
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
操
作
が
わ
か
ら
な
い

難
し
い
言
葉
や
早
口
で
話
さ
れ
る
と
わ
か
り
に
く
い

複
雑
な
文
章
表
現
が
わ
か
り
に
く
い

無
回
答

話
を
う
ま
く
組
み
立
て
ら
れ
な
い
、

う
ま
く
質
問
で
き
な
い

案
内
表
示
が
わ
か
り
に
く
い

相
手
の
意
思
や
情
報
を
把
握
で
き
な
い

相
手
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
話
す
の
が
苦
手

音
声
情
報
や
点
字
な
ど
視
覚
障
害
に
配
慮
し
た
情
報
が
少
な
い

文
字
情
報
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー

プ
な
ど
聴
覚
障
害
に
配
慮
し
た
情
報
が
少
な
い

Ｗ
ｅ
ｂ
(

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
)

が
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
や
拡
大
ソ
フ
ト
に
対
応
し
て
い
な
い

手
話
通
訳
者
が
い
な
い

要
約
筆
記
者
が
い
な
い

そ
の
他

特
に
な
い
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《福祉サービスについて》 
 

問32 次の障害（児）福祉サービス等を利用していますか。（「障害（児）福祉サービス等一覧表」を参

照）記入例を参考に、現在利用中のサービス等について１～29の番号を記入し、今後３年以内の利用

予定について、あてはまるものに○をつけてください。 

サービス等を利用していない場合は、問33へお進みください。 

現在利用中と回答した人数については、「居宅介護（ホームヘルプサービス）」が 58 人と最も

多く、今後３年以内の利用予定は「同じくらい利用予定」が 86.0％となっています。次いで

「短期入所（ショートステイ）」が 34 人となっており、今後３年以内の利用予定は「同じくら

い利用予定」が 69.7％となっています。 

 
■現在の利用状況と今後３年以内の利用予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

居宅介護（ホームヘルプサービス） 58 86.0% 10.5% 3.5%

短期入所（ショートステイ） 34 69.7% 27.3% 3.0%

生活介護 27 80.8% 15.4% 3.8%

自立訓練（機能訓練） 14 76.9% 15.4% 7.7%

同行援護 12 90.9% 9.1% 0.0%

施設入所支援 12 91.7% 8.3% 0.0%

計画相談支援 12 91.7% 0.0% 8.3%

放課後等デイサービス 12 66.7% 16.7% 16.7%

自立訓練（生活訓練） 10 77.8% 22.2% 0.0%

療養介護 7 100.0% 0.0% 0.0%

重度障害者等包括支援 6 100.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援Ａ型 6 75.0% 25.0% 0.0%

行動援護 5 50.0% 50.0% 0.0%

就労継続支援Ｂ型 5 60.0% 20.0% 20.0%

児童発達支援 5 60.0% 20.0% 20.0%

障害児入所支援(医療型） 5 100.0% 0.0% 0.0%

自立生活援助 4 50.0% 50.0% 0.0%

共同生活援助（グループホーム） 4 66.7% 33.3% 0.0%

重度訪問介護 3 100.0% 0.0% 0.0%

就労定着支援 3 66.7% 33.3% 0.0%

障害児相談支援 3 100.0% 0.0% 0.0%

就労移行支援 2 0.0% 0.0% 100.0%

地域定着支援 2 100.0% 0.0% 0.0%

居宅訪問型児童発達支援 1 100.0% 0.0% 0.0%

宿泊型自立訓練 0 - - -

地域移行支援 0 - - -

医療型児童発達支援 0 - - -

保育所等訪問支援 0 - - -

障害児入所支援(福祉型） 0 - - -

福祉サービス
現在利用中と
回答した人数

同じくらい
利用予定 増やす予定 減らす予定
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問33 現在利用していないサービスで、今後３年以内に新たに利用したいサービスはありますか。「１．

ある」に〇をつけた場合には、次の表の中から今後３年以内に新たに利用したいサービスに〇をつけ

てください。（あてはまるものすべてに〇） 

今後３年以内に新たに利用したいサービスの有無については、「ある」が 24.5％、「ない」が

50.4％となっています。 

新たに利用したいサービスについては、「短期入所（ショートステイ）」が 25.6％と最も多

く、次いで「居宅介護（ホームヘルプサービス）」が 23.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後３年以内に新たに利用したいサービス 

 

 

  

24.5% 50.4% 25.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=219) ない(n=451) 無回答(n=225)

n=895

25.6%

23.7%

21.0%

18.7%

17.4%

17.4%

16.0%

14.2%

14.2%

12.8%

11.0%

9.1%

8.7%

6.8%

6.4%

6.4%

6.4%

5.9%

5.0%

3.7%

3.7%

3.2%

3.2%

2.3%

1.8%

1.4%

0.9%

0.5%

0.5%

0.9%

0% 10% 20% 30%

短期入所（ショートステイ）(n=56)

居宅介護（ホームヘルプサービス）(n=52)

自立生活援助(n=46)

自立訓練（機能訓練）(n=41)

施設入所支援(n=38)

計画相談支援(n=38)

自立訓練（生活訓練）(n=35)

生活介護(n=31)

地域定着支援(n=31)

療養介護(n=28)

行動援護(n=24)

同行援護(n=20)

重度訪問介護(n=19)

地域移行支援(n=15)

重度障害者等包括支援(n=14)

共同生活援助（グループホーム）(n=14)

就労移行支援(n=14)

宿泊型自立訓練(n=13)

就労継続支援Ａ型(n=11)

就労継続支援Ｂ型(n=8)

児童発達支援(n=8)

就労定着支援(n=7)

放課後等デイサービス(n=7)

障害児相談支援(n=5)

医療型児童発達支援(n=4)

居宅訪問型児童発達支援(n=3)

障害児入所支援(福祉型）(n=2)

保育所等訪問支援(n=1)

障害児入所支援(医療型）(n=1)

無回答(n=2)

n=219
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問34 サービス利用で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

サービス利用で困っていることについては、「どのようなサービスを利用できるのかわからな

い」、「特にない」がそれぞれ 27.9％と最も多く、次いで「制度や利用手続きが複雑で大変」が

8.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問35 障害（児）福祉サービス事業所について望むことはありますか。（○は２つまで） 

障害（児）福祉サービス事業所について望むことについては、「特にない」が 30.7％と最も多

く、次いで「サービス利用の手続きを簡単にして欲しい」が 8.6％、「職員の専門性や技術を向

上して欲しい」が 4.7％となっています。 

 

  

27.9%

8.3%

6.3%

5.7%

4.7%

3.8%

3.6%

2.0%

1.9%

1.8%

2.2%

27.9%

31.8%

0% 10% 20% 30% 40%

どのようなサービスを利用できるのかわからない(n=250)

制度や利用手続きが複雑で大変(n=74)

利用者負担（自己負担）が大きい(n=56)

利用できる施設や定員が不足している(n=51)

医療的ケアが受けられる事業所が少ない(n=42)

利用したいサービスが制度上利用できない(n=34)

利用したいと思うサービスがない(n=32)

サービスの質が良くない(n=18)

事業者との調整が大変(n=17)

サービス等利用計画が立てられない(n=16)

その他(n=20)

特にない(n=250)

無回答(n=285)

n=895

8.6%

4.7%

3.0%

2.3%

2.2%

2.2%

2.1%

2.1%

3.2%

30.7%

48.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

サービス利用の手続きを簡単にして欲しい(n=77)

職員の専門性や技術を向上して欲しい(n=42)

関係機関との連携を強くして欲しい(n=27)

職員の接し方を改善して欲しい(n=21)

施設等のバリアフリー化を進めて欲しい(n=20)

防災訓練や災害時の備蓄等の防災対策を充実して欲しい(n=20)

職員の人権意識を高めて欲しい(n=19)

家庭への寄附金やイベント活動等の負担を軽減して欲しい(n=19)

その他(n=29)

特にない(n=275)

無回答(n=437)

n=895
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《災害時の支援等について》 
 

問36 あなたが、台風や地震等の災害が発生したときに困ることや不安なことは何ですか。（あてはまる

ものすべてに○） 

台風や地震等の災害が発生したときに困ることや不安なことについては、「薬や医療的ケアを

確保できるかどうか不安」が 38.9％と最も多く、次いで「避難所のトイレを利用できるか不

安」が 30.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

問37 台風や地震等の災害に備え、準備しているものはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

台風や地震等の災害に備え、準備しているものについては、「避難行動要支援者名簿に登録し

ている」が 32.2％と最も多く、次いで「市の防災情報メール配信サービスに登録している」が

26.1％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

38.9%

30.9%

29.3%

28.6%

21.8%

14.7%

11.5%

9.9%

9.8%

7.6%

2.8%

15.9%

14.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安(n=348)

避難所のトイレを利用できるか不安(n=277)

一人では避難できない(n=262)

避難所で必要な支援が受けられるか不安(n=256)

避難所の設備が障害に対応しているか不安(n=195)

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい(n=132)

避難所がどこにあるかわからない(n=103)

助けを求める手段がない(n=89)

近くに助けてくれる人がいない(n=88)

災害の発生等の情報を知る方法がない(n=68)

その他(n=25)

特にない(n=142)

無回答(n=129)

n=895
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問38 災害時にどのような支援があるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

災害時にどのような支援があるとよいかについては、「必要な医療的ケアを受けられる」が

32.2％と最も多く、次いで「避難所の設備（トイレ等）を充実させる」が 26.1％となっていま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《障害者への理解や権利擁護について》 
 

問39 障害に対する市民の理解について、進んでいると感じますか。（○は１つ） 

障害に対する市民の理解については、「どちらともいえない」が 34.5％と最も多く、次いで

「わからない」が 27.3％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

7.2% 18.4% 34.5%

2.2% 2.2%

27.3% 8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

進んでいる(n=64) 多少進んでいる(n=165) どちらともいえない(n=309)

多少後退している(n=20) 後退している(n=20) わからない(n=244)

無回答(n=73)

n=895

n

全体 895 32.2% 26.1% 22.3% 20.2% 17.9% 16.2% 14.2% 13.3% 11.5% 4.8% 3.9% 1.7% 7.0% 17.8%

視覚障害 94 29.8% 21.3% 19.1% 27.7% 22.3% 8.5% 13.8% 10.6% 12.8% 5.3% 3.2% 2.1% 6.4% 18.1%

聴覚障害 87 29.9% 20.7% 17.2% 14.9% 19.5% 14.9% 25.3% 23.0% 18.4% 5.7% 11.5% 1.1% 2.3% 18.4%

平衡機能障害 31 19.4% 48.4% 25.8% 41.9% 25.8% 12.9% 12.9% 9.7% 6.5% 9.7% 3.2% 0.0% 0.0% 22.6%

音声・言語・そしゃく機能障害 62 30.6% 27.4% 17.7% 17.7% 19.4% 11.3% 27.4% 8.1% 8.1% 9.7% 8.1% 3.2% 8.1% 21.0%

肢体不自由（上肢・下肢・体幹、脳原性運動
機能障害）

434 24.9% 29.5% 25.6% 26.0% 22.1% 15.0% 12.2% 10.6% 10.6% 6.9% 2.5% 2.8% 6.0% 18.2%

内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう・
直腸、小腸、免疫、肝臓機能障害）

363 43.5% 24.5% 21.5% 12.7% 14.9% 16.5% 15.7% 15.2% 10.2% 4.4% 2.8% 0.8% 8.0% 17.4%

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

避
難
所
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
守
ら
れ
る

必
要
な
補
装
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や
日
常
生
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用
具
を
支
給

し
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被
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状
況
、
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難
所
の
場
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物
資
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方
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等
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れ
る

救
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や
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難
時
に
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を
し
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車
椅
子
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使
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源
の
確
保

周
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と
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を
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で
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の
で
自
宅
に
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援
物
資
な
ど

を
届
け
て
く
れ
る

主な障害

必
要
な
医
療
的
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る

避
難
所
の
設
備
(

ト
イ
レ
等
)

を
充
実

さ
せ
る

障
害
者
や
高
齢
者
が
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先
的
に
避
難
で
き
る

避
難
所
が
あ
る

避
難
を
手
助
け
し
て
く
れ
る
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問40 障害者への理解を深めるために力を入れるべきことは何だと思いますか。（○は２つまで） 

障害者への理解を深めるために力を入れるべきことについては、「学校等での障害を理解する

ための教育の充実」が 23.0％と最も多く、次いで「特にない」が 17.8％、「福祉施設を地域に

開かれたものにする」が 15.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問41 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」では、行政機関や民間

企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を取り除くための配慮を求める意

思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされています。あなたは、この法律について知って

いますか。（〇は１つ） 

「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が 60.7％と最も多く、次いで「法律

の名前は知っているが、内容は知らない」が 16.8％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

23.0%

15.3%

12.0%

11.4%

10.6%

10.3%

8.2%

6.5%

4.9%

2.0%

17.8%

19.7%

0% 10% 20% 30%

学校等での障害を理解するための教育の充実(n=206)

福祉施設を地域に開かれたものにする(n=137)

障害者が積極的に社会参加をする(n=107)

支援グループの育成(n=102)

スポーツ・文化活動等を通した障害者と地域の人々との交流(n=95)

行政から事業者への合理的配慮の周知(n=92)

ボランティアの育成(n=73)

障害者の活動の積極的なＰＲ(n=58)

障害福祉をテーマとした講座や講演会の開催(n=44)

その他(n=18)

特にない(n=159)

無回答(n=176)

n=895

6.9% 16.8% 60.7% 15.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前や内容を知っている(n=62)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=150)

知らない(n=543)

無回答(n=140)

n=895
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問42 あなたは、障害があることにより、どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをし

たことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをしたことがあるかについては、

「特にない」が 51.1％と最も多く、次いで「日常生活で（他人の視線を感じる/心ない言葉を受

ける/障害に対する誤解があるなど）」が 20.3％、「人との交流の場で（話の輪に入れない/活動

に参加できないなど）」が 7.4％となっています。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問43 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮としてよいと思ったことや配慮があっ

て助かったこと、また、どのような合理的配慮があるとよいかについて具体的に教えてください。 

 

［自由記述編を参照］ 

 

 
問44 障害者への権利擁護制度のひとつとして「成年後見制度」があります。あなたは、「成年後見制

度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知っているが、利用したことはない」が 31.8％と最も多く、

次いで「聞いたことはあるが詳しくはわからない」が 29.8％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

20.3%

7.4%

7.2%

5.3%

2.2%

2.1%

2.1%

1.3%

1.1%

2.5%

51.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常生活で（他人の視線を感じる/ 心ない言葉を受ける/ 障害に対する誤解

があるなど）(n=182)

人との交流の場で（話の輪に入れない/ 活動に参加できないなど）(n=66)

交通機関乗車時に（迷惑がられる/ 乗車拒否されるなど）(n=64)

職場で（会社・職場に理解されない/ 障害に対する誤解があるなど）(n=47)

病院や薬局などで（診察や入院を拒否される/ 支援者とだけ話されるなど）

(n=20)

学校で（通常の学級との交流が難しい/ 活動に参加できないなど）(n=19)

飲食店、娯楽施設やホテルなどで（利用を拒否される/ 支援者の同伴などの

条件を付けられるなど）(n=19)

住まいを探すときに（入店を拒否される/ 支援者の同伴を求められるなど）

(n=12)

通所先や入所施設等で（隔離・拘束される/ 心ない言葉を受ける/ 暴力を受

けるなど）(n=10)

その他(n=22)

特にない(n=457)

n=895

1.2%

31.8% 29.8% 22.6% 14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または利用している）(n=11)

知っているが、利用したことはない(n=285)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=267)

知らない(n=202)

無回答(n=130)

n=895
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《新型コロナウイルス感染症の影響について》 
 

問45 新型コロナウイルス感染症の影響により日常生活に変化はありましたか。（あてはまるものすべて

に○） 

新型コロナウイルス感染症の影響による日常生活の変化については、「外出がしにくくなっ

た」が 58.9％と最も多く、次いで「コミュニケーションが取りづらくなった」が 26.7％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問46 「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことについては、「特にない」が 37.3％と最も多

く、次いで「マスクの着用」が 30.4％、「人との距離を確保する」が 27.0％となっています。 

 

  

58.9%

26.7%

17.3%

11.7%

10.3%

7.6%

7.3%

6.6%

6.4%

4.6%

1.6%

1.8%

19.9%

10.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

外出がしにくくなった(n=527)

コミュニケーションが取りづらくなった(n=239)

医療機関の受診に関する困りごとが増えた(n=155)

気分の浮き沈みが大きくなった(n=105)

お金に関する心配事が増えた(n=92)

障害福祉サービスの利用がしづらくなった(n=68)

身体症状が悪化した(n=65)

支援が必要な場面でも遠慮することがある(n=59)

社会との壁や孤独感を感じるようになった(n=57)

家庭内でのトラブルが増えた(n=41)

勤務条件等が変わり働きづらくなった(n=14)

その他(n=16)

特にない(n=178)

無回答(n=91)
n=895

30.4%

27.0%

20.4%

19.2%

18.9%

1.8%

37.3%

14.1%

0% 10% 20% 30% 40%

マスクの着用(n=272)

人との距離を確保する(n=242)

三密の回避(n=183)

手洗いうがい(n=172)

こまめな換気(n=169)

その他(n=16)

特にない(n=334)

無回答(n=126)

n=895
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《市の取り組み等について》 
 

問47 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよいと思

いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が特に充実させていくべきことについては、「外出や移動の支援」が 21.7％と最も多く、次

いで「災害時の支援体制」が 21.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

21.7%

21.5%

20.1%

18.8%

15.1%

14.7%

14.0%

13.3%

12.7%

11.8%

10.9%

9.9%

9.9%

9.2%

8.6%

8.5%

6.4%

5.5%

5.0%

5.0%

4.9%

4.8%

4.5%

4.4%

4.0%

3.0%

2.2%

1.5%

3.2%

22.0%

0% 10% 20% 30%

外出や移動の支援(n=194)

災害時の支援体制(n=192)

利用しやすい道路や公共施設の整備(n=180)

経済的な援助(n=168)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=135)

障害者医療に関する情報収集・情報提供(n=132)

障害のある人の健康診断や健康相談事業(n=125)

介助者への支援(n=119)

障害のある人の特性を知ってもらうための周知啓発(n=114)

適切な療育や支援を受けられる体制(n=106)

就労支援の充実(n=98)

在宅福祉サービスの充実(n=89)

重症心身障害者の受入先や医療的ケアを受けられる施設の整備(n=89)

障害福祉サービス等の質の確保(n=82)

入所施設の整備(n=77)

行政情報の提供(n=76)

電子申請の導入等による利便性の向上(n=57)

関係機関が連携した相談支援の充実(n=49)

防犯体制や緊急時の連絡通報システムづくり(n=45)

障害のある人へのコミュニケーション支援(n=45)

成年後見制度等の権利擁護(n=44)

一人ひとりのニーズに応じた多様な学びの場(n=43)

通所施設の整備(n=40)

グループホームなどの地域で生活できる住環境の整備(n=39)

障害者のスポーツ、芸術、文化活動などに対する支援(n=36)

地域住民やボランティア団体、行政の連携(n=27)

公民館等の社会教育を行う施設の充実(n=20)

ペアレントトレーニングなどの親子支援(n=13)

その他(n=29)

無回答(n=197)

n=895
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問48 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般については、「満足している」が 15.4％、「少し満足している」が

19.3％となっています。また、「あまり満足していない」が 7.0％、「満足していない」が 4.2％

となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最後に、アンケートの選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要望などが

ありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

  

15.4% 19.3% 36.9% 7.0% 4.2% 17.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=138) 少し満足している(n=173) どちらともいえない(n=330)

あまり満足していない(n=63) 満足していない(n=38) 無回答(n=153)

n=895
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〇介助者向けアンケート 

［ここからは、ご本人の介助等をしている方がご回答ください］ 

問１ あなた（介助者）から見たご本人との関係は、次のうちどれですか。（○は 1 つ） 

介助者から見たご本人との関係については、「配偶者（夫または妻）」が 25.5％と最も多く、

次いで「子ども（子どもの配偶者も含む）」が 14.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２ あなた（介助者）の年齢（令和４年９月１日現在）は、次のうちどれですか（〇は 1 つ） 

介助者の年齢については、「65 歳以上」が 30.1％と最も多く、次いで「50～59 歳」が 11.2％

となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

25.5%

14.7%

11.1%

1.8%

0.2%

0.1%

0.0%

1.7%

44.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

配偶者（夫または妻）(n=228)

子ども（子どもの配偶者も含む）(n=132)

父母(n=99)

兄弟姉妹(n=16)

そのほかの親せき(n=2)

近所の人、知人・友人(n=1)

祖父母(n=0)

その他(n=15)

無回答(n=402)

n=895

0.1%

0.2%

0.0%

0.6%

1.9%

6.6%

11.2%

4.9%

30.1%

44.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

10歳未満(n=1)

10～17歳(n=2)

18～19歳(n=0)

20～29歳(n=5)

30～39歳(n=17)

40～49歳(n=59)

50～59歳(n=100)

60～64歳(n=44)

65歳以上(n=269)

無回答(n=398)

n=895
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問３ 介助者に必要と思われる支援はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

介助者に必要と思われる支援については、「わかりやすいサービスや制度の紹介」が 21.5％と

最も多く、次いで「サービス利用のための簡便な手続き」が 19.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
介助等に関して、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
 
 
 
 
 
 

21.5%

19.1%

18.2%

18.0%

16.2%

9.1%

8.9%

8.3%

8.2%

8.0%

6.1%

4.4%

3.8%

3.6%

1.2%

53.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

わかりやすいサービスや制度の紹介(n=192)

サービス利用のための簡便な手続き(n=171)

家族が亡くなった後の障害のある方の支援(n=163)

経済的支援(n=161)

災害時も含めた緊急時の支援(n=145)

ケアラーに役立つ情報の提供(n=81)

気軽に休息や睡眠がとれる機会の確保(n=80)

気軽に情報交換できる機会の紹介・提供(n=74)

電話や訪問による相談体制の整備(n=73)

勤務しやすい柔軟な働き方(n=72)

ケアラーの健康管理への支援(n=55)

社会的なケアラー支援への理解(n=39)

他のケアラーと話し合えること(n=34)

就労及び再就職への支援(n=32)

その他(n=11)

無回答(n=477)

n=895
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《記入者・ご本人について》 

この調査票に記入する方はどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方については、「本人の意見を確認するのが難しいので、家族や介助者等

が本人の立場に立って記入」が 47.1％と最も多く、次いで「本人に聞いて、家族や介助者等が

記入」が 27.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 56.8％、「女性」が 40.4％となっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

あなたの年齢（令和４年９月１日現在）を記入してください。（○は１つ） 

年齢については、「20～29 歳」が 21.6％と最も多く、次いで「10～17 歳」が 16.1％となって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

17.9% 27.4% 47.1% 7.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人（調査の対象となる方）が記入(n=59)

本人に聞いて、家族や介助者等が記入(n=90)

本人の意見を確認するのが難しいので、家族や介助者等が本人の立場に立って記入(n=155)

無回答(n=25)

n=329

56.8% 40.4%

0.3%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=187) 女性(n=133) 回答しない(n=1) 無回答(n=8)

n=329

10.6%

16.1%

4.6%

21.6%

15.5%

13.7%

8.8%

0.6%

6.1%

2.4%

0% 10% 20% 30%

10歳未満(n=35)

10～17歳(n=53)

18～19歳(n=15)

20～29歳(n=71)

30～39歳(n=51)

40～49歳(n=45)

50～59歳(n=29)

60～64歳(n=2)

65歳以上(n=20)

無回答(n=8)

n=329
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現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 

暮らしている場所については、「本人または家族の持ち家」が 78.7％と最も多く、次いで「民

間の賃貸住宅」が 9.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
現在、あなたと一緒に暮らしている人はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

一緒に暮らしている人については、「父母」が 78.7％と最も多く、次いで「兄弟姉妹」が

44.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本⼈また
は家族の
持ち家
(n=259)

⺠間の
賃貸住宅
(n=32)

障害者の
⼊所施設
(n=9)

公営の
賃貸住宅
(n=6)

障害者
グループ
ホーム
(n=5)

⾼齢者施
設（特養
等）
(n=4)

病院に
⼊院中
(n=4)

その他
(n=5)

無回答
(n=5)

78.7% 9.7% 2.7% 1.8% 1.5% 1.2% 1.2% 1.5% 1.5%

n=329

n

全体 329 78.7% 44.1% 6.7% 5.5% 4.9% 4.0% 2.1% 1.5% 1.2% 2.4%

10歳未満 35 88.6% 71.4% 8.6% 0.0% 2.9% 5.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10～17歳 53 94.3% 66.0% 13.2% 1.9% 1.9% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0% 0.0%

18～19歳 15 93.3% 60.0% 13.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0%

20～29歳 71 90.1% 50.7% 5.6% 4.2% 1.4% 4.2% 0.0% 0.0% 1.4% 1.4%

30～39歳 51 82.4% 29.4% 11.8% 5.9% 7.8% 3.9% 0.0% 0.0% 2.0% 2.0%

40～49歳 45 82.2% 22.2% 0.0% 6.7% 4.4% 2.2% 2.2% 2.2% 0.0% 0.0%

50～59歳 29 58.6% 27.6% 0.0% 13.8% 6.9% 3.4% 6.9% 3.4% 3.4% 3.4%

60～64歳 2 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

65歳以上 20 10.0% 30.0% 0.0% 10.0% 25.0% 20.0% 15.0% 5.0% 5.0% 0.0%

子
ど
も

(

子
ど
も
の
配
偶
者
も
含
む

)

一
人
暮
ら
し

そ
の
ほ
か
の
親
せ
き

そ
の
他

無
回
答

配
偶
者
(

夫
ま
た
は
妻
)

年齢

父
母

兄
弟
姉
妹

祖
父
母

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
施
設
等
の

同
居
人
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《障害の状況について》 
 

問１ あなたの障害についてお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

障害種別で「知的障害」と選択した方は、329 人となっています。 

 
 

問２ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（あてはまるものすべてに○） 

「療育手帳を持っている」と回答した方のうち、手帳に記載された障害の程度は、「Ｃ」が

29.4％と最も多く、次いで「Ｂ」が 27.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問３ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認定

を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 30.4％となっています。また、障害支援

区分では「区分６」が 47.0％と最も多くなっています。 

 

■障害支援区分の認定 

 

 

 

 

 

 

 

■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

21.6% 20.9% 27.7% 29.4% 0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⓐ(n=64) A(n=62) B(n=82) C(n=87) 無回答(n=1)

n=296

30.4% 56.2% 13.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=100) ない(n=185) 無回答(n=44)

n=329
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《介助等の状況について》 
 

問４ 普段、あなたを主に介助等しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者等については、「父母」が 67.8％と最も多く、次いで「特に介助等は受けていな

い」が 10.9％、「兄弟姉妹」が 2.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問４で１～10に○をつけた方にお聞きします］ 

問５ どのようなときに介助等を受けていますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのようなときに介助等を受けているかについては、「書類等の手続きのとき」が 86.1％と最

も多く、次いで「お金の管理をするとき」が 79.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢 n

全体 329 67.8% 2.7% 2.1% 0.6% 0.3% 0.3% 0.3% 0.0% 0.0% 4.6% 10.9% 10.3%

10歳未満 35 97.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9%

10～17歳 53 83.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9% 9.4% 5.7%

18～19歳 15 73.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

20～29歳 71 70.4% 0.0% 1.4% 1.4% 0.0% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 14.1% 9.9%

30～39歳 51 62.7% 2.0% 5.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.9% 9.8% 15.7%

40～49歳 45 75.6% 4.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.4% 4.4% 11.1%

50～59歳 29 44.8% 6.9% 3.4% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.3% 17.2% 13.8%

60～64歳 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%

65歳以上 20 5.0% 15.0% 10.0% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 25.0%

子ども
（子どもの
配偶者も
含む）

父母 兄弟姉妹
配偶者（夫
または妻）

ホーム
ヘルパー

無回答祖父母
そのほかの
親せき

近所の人、
知人・友人

ボラン
ティア

その他
特に介助等
は受けてい

ない

n

全体 259 86.1% 79.9% 75.3% 66.4% 58.7% 57.1% 54.8% 54.1% 50.2% 14.7% 12.0% 4.2% 0.8%

そ
の
他

無
回
答

見
守
り
が
必
要
な
状
態
の
と
き

洗
濯
、

掃
除
を
す
る
と
き

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を
と
る
と
き

着
替
え
、

食
事
、

入
浴
、

ト
イ
レ
の
と
き

家
の
中
を
移
動
す
る
と
き

医
療
的
ケ
ア

(

経
管
栄
養
、

痰
の
吸
引
等
)

の
対
応
の
と
き

服
薬
の
と
き

書
類
等
の
手
続
き
の
と
き

お
金
の
管
理
を
す
る
と
き

通
院
す
る
と
き

外
出
す
る
と
き
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《健康状態や医療について》 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問６ 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

健康管理や医療について、困ったり不便に思うことについては、「障害のために症状が正確に

伝わらない」が 39.8％と最も多く、次いで「特にない」が 32.2％、「病院等での手続きや案内

など、障害のある人への配慮が足りない」が 21.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

問７ あなたは、以下の医療的ケアを必要としていますか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを必要としている方については、「経管栄養」と「その他」がそれぞれ 3.0％と最

も多く、次いで「痰の吸引」、「ネブライザー（薬剤の吸入）」がそれぞれ 2.7％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

3.0%

2.7%

2.7%

2.1%

1.5%

1.2%

0.9%

3.0%

78.4%

14.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

経管栄養(n=10)

痰の吸引(n=9)

ネブライザー（薬剤の吸入）(n=9)

酸素吸入(n=7)

人工呼吸器(n=5)

導尿(n=4)

気管切開部の衛生管理(n=3)

その他(n=10)

必要としていない(n=258)

無回答(n=48)

n=329

39.8%

21.0%

17.6%

15.2%

11.9%

9.1%

7.3%

6.7%

7.6%

32.2%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障害のために症状が正確に伝わらない(n=131)

病院等での手続きや案内など、障害のある人への配慮が足

りない(n=69)

近所に診てくれる医師や病院等がない(n=58)

通院のための交通手段が確保・利用しにくい(n=50)

往診を頼める医師がいない(n=39)

通院のための介助者を確保しにくい(n=30)

定期的に健康診断を受けられない(n=24)

医療費の負担が大きい(n=22)

その他(n=25)

特にない(n=106)

無回答(n=14)
n=329
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［問８、問９は、問７で１～８に○をつけた方にお聞きします］ 

問８ 医療的ケアを行っている方はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを行っている方については、「家族」が 60.9％と最も多く、次いで「看護師」が

34.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 日常生活を送る上で必要な支援について、あてはまるものはありますか。（あてはまるものすべて

に○） 

医療的ケアを必要としている方のうち、日常生活を送る上で必要な支援については、「送迎等

の移動支援」、「相談支援」がそれぞれ 47.8％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

60.9%

34.8%

21.7%

17.4%

8.7%

4.3%

0.0%

8.7%

13.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族(n=14)

看護師(n=8)

医師(n=5)

福祉サービス事業所の職員(n=4)

介護福祉士（ヘルパー）(n=2)

学校の担任(n=1)

養護教諭(n=0)

本人(n=2)

その他(n=3)

無回答(n=0)
n=23

47.8%

47.8%

34.8%

34.8%

34.8%

34.8%

30.4%

26.1%

26.1%

21.7%

8.7%

4.3%

17.4%

17.4%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

送迎等の移動支援(n=11)

相談支援(n=11)

訪問による在宅ケア（看護）の支援(n=8)

訪問による在宅ケア（介護）の支援(n=8)

日中に利用可能な障害福祉サービス事業所(n=8)

宿泊可能な障害福祉サービス事業所(n=8)

療育・発達支援(n=7)

外出時ヘルパー同行支援(n=6)

学校や通所サービスにおける看護の支援(n=6)

サービスの利用調整支援(n=5)

訪問による家事等の支援(n=2)

ガイドブック等での情報提供(n=1)

その他(n=4)

特にない(n=4)

無回答(n=1) n=23
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《外出や余暇の過ごし方について》 
 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問10 外出の主な手段は何ですか。（○は２つまで） 

外出の主な手段については、「車（乗せてもらう）」が 54.1％と最も多く、次いで「徒歩」が

45.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
問11 外出の際に特に困っていることはありますか。（○は３つまで） 

外出の際に特に困っていることについては、「家族に負担がかかる」が 30.4％と最も多く、次

いで「特にない」が 29.8％、「困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない」が 16.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

54.1%

45.3%

25.2%

17.3%

7.0%

2.4%

1.5%

0.3%

1.2%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

車（乗せてもらう）(n=178)

徒歩(n=149)

バス・鉄道等の公共交通機関(n=83)

自転車(n=57)

車いす(n=23)

車（自分で運転）(n=8)

タクシー(n=5)

バイク(n=1)

その他(n=4)

無回答(n=41)
n=329

30.4%

16.7%

13.1%

12.8%

10.0%

9.4%

9.1%

8.2%

6.7%

4.6%

3.3%

2.1%

1.5%

0.9%

0.0%

3.6%

29.8%

12.2%

0% 10% 20% 30% 40%

家族に負担がかかる(n=100)

困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない(n=55)

交通費や利用料がかかる(n=43)

周囲の視線が気になる(n=42)

歩道が少ない・狭い(n=33)

バスや鉄道などが利用しにくい（乗り降りが難しい、

案内表示がわかりにくいなど）(n=31)

多機能トイレが少ない(n=30)

道路や建物・駅に階段や段差が多い(n=27)

外出時に福祉サービスを使うことができない(n=22)

障害者用の駐車スペースが少ない(n=15)

介助者が確保できない(n=11)

建物の設備が利用しにくい(n=7)

施設が利用しにくい(n=5)

歩道上に障害物が多い(n=3)

点字ブロックや音の出る信号機が不十分(n=0)

その他(n=12)

特にない(n=98)

無回答(n=40)

n=329
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■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

特に困っていることはない 35.1% 家族に負担がかかる 30.4% 

困ったときに周囲の人の手助けや理解を 

得られない 
16.7% 特にない 29.8% 

周囲の視線が気になる/家族に負担がかか

る 
15.9% 

困ったときに周囲の人の手助けや理解を 

得られない 
16.7% 

自動車や自転車が多くて危険を感じる 15.5% 交通費や利用料がかかる 13.1% 

道路や建物・駅に階段や段差が多い/歩道 

が整備されていない/発作などの突然の体 

調や気分の変化が心配 

13.0% 周囲の視線が気になる 12.8% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 
 
問12 以下のような文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会があります

か。それぞれに○をつけてください。 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会については、「テレ

ビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」が 73.3％と最も多く、次いで「近所を散歩する」、「デ

パートや店等を見て歩く」が 35.6％となっています。 

また、機会はないが、欲しいと思う活動については、「旅行に出かける」が 30.4％と最も多

く、次いで「趣味の活動をする」が 25.5%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20.4%

7.6%

35.6%

17.3%

35.6%

18.2%

10.9%

12.2%

7.3%

73.3%

22.8%

13.4%

5.8%

21.0%

22.8%

22.5%

21.3%

17.9%

24.0%

16.7%

7.0%

9.4%

25.5%

21.0%

11.6%

24.9%

9.7%

21.3%

24.9%

30.4%

22.8%

11.9%

22.5%

45.0%

17.0%

17.3%

16.4%

22.2%

28.6%

17.0%

33.7%

6.7%

36.5%

7.3%

18.2%

20.7%

14.9%

17.6%

15.8%

17.0%

17.6%

16.4%

19.5%

10.9%

19.5%

90.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味の活動をする(n=329)

教養・資格取得等に関する学習をする(n=329)

近所を散歩する(n=329)

友人・知人と会って交流を深める(n=329)

デパートや店等を見て歩く(n=329)

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く(n=329)

スポーツをする(n=329)

旅行に出かける(n=329)

地域の行事や活動に参加する(n=329)

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする(n=329)

インターネットを使った活動をする(n=329)

その他(n=329)

現在している 機会はあるが、十分ではない 機会はないが、ほしいと思う 必要性を感じていない 無回答
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問13 文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことは何だと思いますか。（○は３

つまで） 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことについては、「一緒に活動

する仲間がいること」が 35.6％と最も多く、次いで「活動する場所が近くにあること」が

25.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《日中の過ごし方について》 
 

問14 あなたは日中をどのように過ごしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

日中の過ごし方については、「幼稚園や保育所、学校等に通っている」が 26.1％と最も多く、

次いで「障害者の通所施設・事業所に通っている」が 25.5％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

n

全体 329 26.1% 25.5% 24.3% 21.3% 5.5% 4.3% 2.1% 1.2% 0.6% 0.3% 0.0% 2.4% 4.0%

18歳未満 88 95.5% 1.1% 0.0% 3.4% 1.1% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1%

18～64歳 213 0.9% 36.2% 36.6% 26.8% 7.5% 4.7% 0.9% 1.9% 0.9% 0.5% 0.0% 2.8% 4.2%

65歳以上 20 0.0% 15.0% 0.0% 45.0% 5.0% 15.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 10.0%

年齢（３区分）

幼
稚
園
や
保
育
所
、

学
校
等
に
通
っ

て
い
る

障
害
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に
通
っ

て
い
る

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
て
い
る
(
福
祉
的
就
労

含
む
)

家
で
過
ご
し
て
い
る

そ
の
他

無
回
答

求
職
活
動
を
し
て
い
る

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、

収
入
を
伴
わ
な
い

仕
事
を
し
て
い
る

家
の
仕
事
を
手
伝
っ

て
い
る

入
所
施
設
で
過
ご
し
て
い
る

高
齢
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に
通
っ

て
い
る

病
院
等
(

デ
イ
ケ
ア
等
)

で
過
ご
し
て
い
る

創
作
活
動
や
交
流
な
ど
の
活
動
・
集
ま
り
に

参
加
し
て
い
る

35.6%

25.5%

23.4%

22.2%

21.0%

20.1%

18.2%

17.3%

14.0%

13.7%

1.2%

10.3%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40%

一緒に活動する仲間がいること(n=117)

活動する場所が近くにあること(n=84)

障害のある人に配慮した施設や設備があること(n=77)

障害のある人もない人も一緒にできること(n=73)

適切な指導者がいること(n=69)

介助者・援助者がいること(n=66)

魅力的な内容であること(n=60)

費用を心配しなくてよいこと(n=57)

外出のための手段が確保されていること(n=46)

イベント情報等が取得しやすいこと(n=45)

その他(n=4)

特にない(n=34)

無回答(n=41)

n=329
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■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

収入を伴う仕事をしている 28.0% 幼稚園や保育所、学校等に通っている 26.1% 

家庭内で過ごしている 23.0% 障害者の通所施設・事業所に通っている 25.5% 

通所サービスを利用している 19.2% 
収入を伴う仕事をしている（福祉的就労 

含む） 
24.3% 

幼稚園や保育所、学校などに通っている 15.9% 家で過ごしている 21.3% 

家の仕事を手伝っている 14.2% 家の仕事を手伝っている 5.5% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

《幼稚園や保育所、学校などについて》 
 
［問15～17は、問14で「１．幼稚園や保育所、学校等に通っている」に○をつけた方にお聞き

します］ 

問15 主に通っているのは次のうちどれですか。（○は１つ） 

幼稚園や保育所、学校等に通っている人の通園通学先については、86 件中「特別支援学校」

が 39 件と最も多く、次いで「小学校、中学校、高等学校」、「特別支援学級」がそれぞれ 16 件

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問16 学校で勉強する場合にどのような学習形態を望みますか。（○は１つ） 

学校で勉強する場合の学習形態については、86 件中「障害のある仲間のクラスで勉強しなが

ら、障害のない仲間とも勉強したい」が 45 件と最も多く、次いで「同じような障害のある仲間

たちのクラスで勉強したい」が 24 件となっています。 

 

 

 

 
 
 

  

特
別
支
援
学
校

小
学
校
、

中
学
校
、

高
等

学
校

特
別
支
援
学
級

障
害
児
通
所
支
援
事
業
所

幼
稚
園
、

保
育
所

専
門
学
校
・
専
修
学
校
・

高
等
技
術
専
門
学
校
等

短
大
・
大
学
・
大
学
院

そ
の
他

無
回
答

39 16 16 6 5 0 0 1 3

n=86

障
害
の
あ
る
仲
間
の
ク
ラ
ス

で
勉
強
し
な
が
ら
、

障
害
の

な
い
仲
間
と
も
勉
強
し
た
い

同
じ
よ
う
な
障
害
の
あ
る
仲

間
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
勉
強
し

た
い

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、

一
緒
の
ク
ラ
ス
で
勉

強
し
た
い わ

か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

45 24 1 11 2 3

n=86
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問17 幼稚園や保育所、学校等に通っていて困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに

○） 

幼稚園や保育所、学校等に通っていて困っていることについては、86 件中「特にない」が 39

件と最も多く、次いで「通うための介助者を確保しにくい」が 15 件、「授業についていけな

い」が 13 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

《雇用・就労について》 
 
［問18～21は、問14で「２．収入を伴う仕事をしている（福祉的就労含む）」に○をつけた方に

お聞きします］ 

問18 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「５年以上」が

46.3％と最も多く、次いで「１年未満」が 22.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問19 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「非正規雇用（契約社員・アルバイト等）」が 42.5％と最も多く、次

いで「就労継続支援等での福祉的就労」が 30.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

22.5%

15.0%

15.0%

46.3%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１年未満(n=18)

１年以上３年未満(n=12)

３年以上５年未満(n=12)

５年以上(n=37)

無回答(n=1) n=80

42.5%

30.0%

20.0%

0.0%

0.0%

0.0%

3.8%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

非正規雇用（契約社員・アルバイト等）(n=34)

就労継続支援等での福祉的就労(n=24)

正規雇用（正社員等）(n=16)

自営業(n=0)

自営業の手伝い(n=0)

家庭内職(n=0)

その他(n=3)

無回答(n=3)
n=80

通
う
た
め
の
介
助
者
を
確
保

し
に
く
い

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い

友
だ
ち
が
で
き
な
い

家
族
の
同
伴
を
求
め
ら
れ
る

学
校
の
数
が
少
な
い

通
う
た
め
の
交
通
手
段
が

確
保
・
利
用
し
に
く
い

校
内
・
園
内
で
の
支
援
が
不

十
分

児
童
・
生
徒
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い

教
職
員
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
が
不
十

分 受
け
入
れ
て
く
れ
る
学
校
が

な
い

通
常
の
学
級
に
入
れ
な
い

医
療
的
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
な

い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

15 13 9 9 8 7 5 5 4 3 3 3 1 8 39 6

n=86
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問20 （１）あなたは１週間にどのくらい働いていますか。     

   （２）また、働いている日は１日にどのくらい働いていますか。（（１）（２）それぞれ○は１つ） 

１週間あたりの勤務日数については、「５日以上」が 81.3％と最も多く、次いで「３～４日」

が 11.3％となっています。 

 １日あたりの就労時間については、「６時間以上～８時間未満」が 50.0％と最も多く、次いで

「４時間以上～６時間未満」が 23.8％となっています。 

 

（１）1 週間あたり 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
（２）1 日あたり 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

81.3% 11.3%

2.5%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５日以上(n=65) ３～４日(n=9) １～２日(n=2) 無回答(n=4)

n=80

7.5% 23.8% 50.0% 12.5% 6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満(n=0) １時間以上～２時間未満(n=0)

２時間以上～４時間未満(n=6) ４時間以上～６時間未満(n=19)

６時間以上～８時間未満(n=40) ８時間以上(n=10)

無回答(n=5)

n=80
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問21 仕事をする上で困っていることは主にどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 

仕事をする上で困っていることについては、「特にない」が 38.8％と最も多く、次いで「収入

が少ない」が 35.0％、「職場の人間関係」が 21.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問22 障害のある人の就労を促進するために、どのようなことがあるとよいと思いますか。（○は３つま

で） 

障害のある人の就労促進のために、どのようなことがあるとよいかについては、「従業員の理

解」が 39.8％と最も多く、次いで「障害に配慮した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備」が

33.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

39.8%

33.7%

32.5%

25.2%

19.5%

10.6%

10.3%

7.9%

7.6%

6.7%

4.0%

4.0%

2.1%

7.3%

16.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

従業員の理解(n=131)

障害に配慮した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備(n=111)

経営者の理解(n=107)

仕事探しから就労までの総合的な相談支援(n=83)

ジョブコーチ等の就労定着支援(n=64)

就労を支援するための施設等の増設(n=35)

障害者が実際に働いている状況の紹介(n=34)

生活リズムや体調管理等の支援(n=26)

職場を理解するための就労体験を増やす(n=25)

民間企業の雇用努力(n=22)

行政から企業への指導や罰則の強化(n=13)

職場環境のバリアフリー化(n=13)

その他(n=7)

特にない(n=24)

無回答(n=55) n=329

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

n

全体 80 35.0% 21.3% 18.8% 17.5% 8.8% 6.3% 5.0% 5.0% 3.8% 2.5% 2.5% 3.8% 38.8% 2.5%

正規雇用（正社員等） 16 18.8% 37.5% 18.8% 25.0% 0.0% 0.0% 6.3% 0.0% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

非正規雇用（契約社員・
アルバイト等）

34 29.4% 20.6% 20.6% 14.7% 8.8% 5.9% 8.8% 11.8% 5.9% 2.9% 2.9% 2.9% 41.2% 2.9%

自営業 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自営業の手伝い 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 24 58.3% 16.7% 20.8% 20.8% 16.7% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.2% 4.2% 25.0% 0.0%

就労形態

収
入
が
少
な
い

職
場
の
人
間
関
係

通
勤
が
大
変

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
で
き
な
い

業
務
内
容
が
合
わ
な
い

職
場
の
設
備
が
不
足
(
ト
イ
レ
、
休
憩
室
な
ど
)

体
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
難
し
い

能
力
を
発
揮
で
き
な
い

仕
事
が
き
つ
い

就
業
時
間
が
合
わ
な
い

職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
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問23 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の総収入の額については、「年収 100 万円未満」が 48.3％と最も多く、次いで「わ

からない・答えたくない」が 17.0％、「年収 100 万円以上から 150 万円未満」が 11.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問24 あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

生活を支えている収入については、「家族の収入（仕送り・援助含む）」が 54.7％と最も多

く、次いで「障害年金」が 38.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

n

全体 329 54.7% 38.6% 21.3% 8.8% 6.4% 3.3% 0.0% 4.3% 9.1%

18歳未満 88 73.9% 0.0% 2.3% 0.0% 0.0% 2.3% 0.0% 5.7% 19.3%

18～64歳 213 51.2% 54.9% 31.5% 12.7% 4.2% 3.8% 0.0% 4.2% 4.7%

65歳以上 20 15.0% 35.0% 5.0% 5.0% 60.0% 5.0% 0.0% 0.0% 5.0%

年齢（３区分）

家
族
の
収
入
(

仕
送
り
・
援
助

含
む
)

障
害
年
金

給
与
・
賃
金

就
労
継
続
支
援
施
設
や
作
業
所
の

工
賃

年
金

生
活
保
護

事
業
収
入

そ
の
他

無
回
答

年
収
100
万
円
未
満

年
収
100
万
円
以
上
150
万
円
未
満

年
収
150
万
円
以
上
200
万
円
未
満

年
収
200
万
円
以
上
300
万
円
未
満

年
収
300
万
円
以
上
500
万
円
未
満

年
収
500
万
円
以
上

わ
か
ら
な
い
・
答
え
た
く
な
い

無
回
答

n

全体 329 48.3% 11.2% 2.4% 2.7% 0.9% 0.3% 17.0% 17.0%

就労形態

正規雇用（正社員等） 16 25.0% 18.8% 0.0% 25.0% 6.3% 0.0% 25.0% 0.0%

非正規雇用（契約社員・アルバイト等） 34 17.6% 50.0% 11.8% 8.8% 0.0% 0.0% 5.9% 5.9%

自営業 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自営業の手伝い 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 24 79.2% 4.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 8.3%

主な収入

給与・賃金 70 25.7% 32.9% 10.0% 12.9% 2.9% 0.0% 14.3% 1.4%

事業収入 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援施設や作業所の工賃 29 89.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.3% 0.0%

家族の収入（仕送り・援助含む） 180 64.4% 8.3% 1.1% 2.2% 0.0% 0.6% 14.4% 8.9%

年金 21 38.1% 14.3% 4.8% 0.0% 4.8% 0.0% 19.0% 19.0%

障害年金 127 55.9% 17.3% 1.6% 3.1% 0.8% 0.0% 11.8% 9.4%

生活保護 11 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 72.7% 18.2%
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《今後の希望について》 
 

問25 近い将来（今後３年以内）に、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

近い将来（今後３年以内）に、どこで暮らしたいと思うかについては、「家族と一緒に暮らし

たい」が 67.2％と最も多く、次いで「独立して一人で暮らしたい」、「共同生活する住居（障害

者グループホーム等）で暮らしたい」がそれぞれ 7.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

n

全体 329 67.2% 7.9% 7.9% 5.8% 1.8% 3.0% 6.4%

本人または家族の持ち家 259 72.2% 7.3% 7.3% 3.1% 1.9% 1.9% 6.2%

民間の賃貸住宅 32 71.9% 12.5% 0.0% 3.1% 0.0% 9.4% 3.1%

公営の賃貸住宅 6 50.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3%

障害者グループホーム 5 20.0% 20.0% 40.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0%

障害者の入所施設 9 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高齢者施設（特養等） 4 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0%

病院に入院中 4 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 50.0%

高
齢
者
施
設
で
暮
ら
し
た
い

そ
の
他

無
回
答

生活場所

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い

独
立
し
て
一
人
で
暮
ら
し
た
い

共
同
生
活
す
る
住
居
(
障
害
者

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
等
)
で
暮
ら

し
た
い

障
害
者
施
設
で
暮
ら
し
た
い
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問26 近い将来（今後３年以内）に、あなたは日中を主にどのように過ごしたいと思いますか。（○は１

つ） 

近い将来（今後３年以内）の日中の過ごし方については、「収入を伴う仕事をしたい（福祉的

就労含む）」が 28.6％と最も多く、次いで「障害者の通所施設・事業所（生活介護、自立訓練な

ど）に通いたい」が 19.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

通所サービスを利用したい 25.1% 
収入を伴う仕事をしたい（福祉的就労含 

む） 
28.6% 

一般企業などで働きたい 22.2% 
障害者の通所施設・事業所（生活介護、 

自立訓練など）に通いたい 
19.8% 

施設内で就労したり、生産活動をしなが 

ら過ごしたい 
20.9% 幼稚園や保育所、学校等に通いたい 19.1% 

家庭内で過ごしたい 18.8% 家庭内で過ごしたい 8.2% 

自立した日常生活ができるよう、身体機 

能や生活能力向上のための必要な訓練を 

受けたい 

16.3% 障害者の入所施設で過ごしたい 5.8% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。  

n

全体 329 28.6% 19.8% 19.1% 8.2% 5.8% 2.1% 1.2% 1.2% 0.9% 0.9% 0.6% 3.6% 7.9%

幼稚園や保育所、学校等に
通っている

86 15.1% 3.5% 70.9% 2.3% 1.2% 1.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.8%

収入を伴う仕事をしている
（福祉的就労含む）

80 68.8% 7.5% 1.3% 1.3% 2.5% 1.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.3% 8.8% 7.5%

無償ボランティアなど、収入
を伴わない仕事をしている

0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

障害者の通所施設・事業所
（生活介護、自立訓練など）
に通っている

84 16.7% 64.3% 0.0% 3.6% 6.0% 1.2% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2% 4.8%

高齢者の通所施設・事業所
（デイサービスなど）に
通っている

7 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

入所施設で過ごしている 14 0.0% 7.1% 0.0% 14.3% 64.3% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1%

病院等（デイケア等）で過ご
している

4 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 25.0%

創作活動や交流などの活動・
集まりに参加している

2 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

求職活動をしている 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家の仕事を手伝っている 18 33.3% 5.6% 0.0% 5.6% 5.6% 5.6% 5.6% 5.6% 0.0% 5.6% 5.6% 5.6% 16.7%

家で過ごしている 70 15.7% 21.4% 0.0% 27.1% 7.1% 1.4% 4.3% 5.7% 0.0% 1.4% 1.4% 7.1% 7.1%

障
害
者
の
入
所
施
設
で
過
ご
し
た
い

日中の過ごし方

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
た
い
(

福
祉
的
就
労

含
む
)

障
害
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
(
生
活
介
護
、

自
立
訓
練
な
ど
)

に
通
い
た
い

幼
稚
園
や
保
育
所
、

学
校
等
に
通
い
た
い

家
庭
内
で
過
ご
し
た
い

そ
の
他

無
回
答

創
作
活
動
や
交
流
な
ど
の
活
動
・
集
ま
り
に

参
加
し
た
い

高
齢
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所

(

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
)

に
通
い
た
い

家
の
仕
事
を
手
伝
い
た
い

高
齢
者
の
入
所
施
設
で
過
ご
し
た
い

病
院
等
(

デ
イ
ケ
ア
等
)

で
過
ご
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
し
た
い
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《相談や情報入手について》 
 

問27 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

現在の生活で困っていることや悩んでいることについては、「家族などの介助者の健康状態」

が 25.2％と最も多く、次いで「外出がしにくい」が 21.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問28 普段、悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談するかについては、「家族や親せき」が 70.2％と最

も多く、次いで「障害者施設や事業所の職員」が 24.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

25.2%

21.3%

15.8%

14.6%

11.2%

11.2%

9.4%

5.8%

5.2%

3.6%

4.3%

34.3%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40%

家族などの介助者の健康状態(n=83)

外出がしにくい(n=70)

生活費が足りない(n=52)

話し相手や相談相手がいない(n=48)

必要な保健・福祉・医療サービスが不足している(n=37)

趣味や生きがいが持てない(n=37)

教育や訓練が十分に受けられない(n=31)

医療費の負担が重い(n=19)

働く場がない(n=17)

身の回りの介助や支援をしてくれる人がいない(n=12)

その他(n=14)

特にない(n=113)

無回答(n=23)

n=329

年齢 n

全体 329 70.2% 24.6% 14.9% 11.6% 11.6% 8.8% 7.9% 7.0% 6.1% 2.7% 2.7% 1.8% 1.5% 1.5% 0.0% 0.0% 3.3% 7.9% 4.6% 5.5%

10歳未満 35 74.3% 22.9% 5.7% 5.7% 51.4% 2.9% 0.0% 2.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.7% 17.1% 0.0% 5.7%

10～17歳 53 75.5% 7.5% 9.4% 9.4% 34.0% 5.7% 0.0% 1.9% 0.0% 1.9% 0.0% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.8% 5.7% 9.4% 3.8%

18～19歳 15 73.3% 13.3% 20.0% 20.0% 0.0% 13.3% 20.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 0.0%

20～29歳 71 81.7% 31.0% 15.5% 7.0% 0.0% 12.7% 19.7% 9.9% 9.9% 0.0% 1.4% 1.4% 2.8% 1.4% 0.0% 0.0% 2.8% 5.6% 1.4% 4.2%

30～39歳 51 76.5% 27.5% 23.5% 13.7% 0.0% 15.7% 5.9% 5.9% 9.8% 3.9% 5.9% 5.9% 2.0% 3.9% 0.0% 0.0% 0.0% 5.9% 3.9% 5.9%

40～49歳 45 66.7% 26.7% 15.6% 13.3% 2.2% 4.4% 11.1% 6.7% 11.1% 8.9% 4.4% 0.0% 2.2% 2.2% 0.0% 0.0% 2.2% 8.9% 4.4% 8.9%

50～59歳 29 44.8% 34.5% 27.6% 24.1% 0.0% 6.9% 3.4% 10.3% 10.3% 6.9% 10.3% 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 3.4% 10.3% 10.3% 3.4%

60～64歳 2 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

65歳以上 20 50.0% 25.0% 0.0% 5.0% 0.0% 10.0% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 10.0% 10.0%

家
族
や
親
せ
き

障
害
者
施
設
や
事
業
所
の
職
員

相
談
支
援
事
業
所

病
院
・
医
師
・
看
護
師

通
園
施
設
や
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
の
先
生

近
所
の
人
、
知
人
・
友
人

職
場
の
仲
間

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員

川
越
市
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

国
・
県
・
市
な
ど
の
相
談
窓
口

社
会
福
祉
協
議
会

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
上
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

障
害
者
団
体
や
家
族
会

民
生
委
員
・
児
童
委
員

無
回
答

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

そ
の
他

相
談
し
た
い
が
、

で
き
な
い

相
談
し
た
い
と
思
わ
な
い
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［問28で「18.相談したいが、できない」に○をつけた方にお聞きします］ 

問29 相談できない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

相談できない理由については、「その他」が 23.1％と最も多く、次いで「どこ（誰）に相談し

ていいかわからない」が 19.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問30 障害のある人のための福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

障害のある人のための福祉サービス内容を知る手段については、「市や県の広報やパンフレッ

トなど」が 52.3％と最も多く、次いで「家族や知人の話」が 33.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

19.2%

15.4%

11.5%

11.5%

7.7%

7.7%

23.1%

53.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

どこ（誰）に相談していいかわからない(n=5)

相談することにためらいがある(n=4)

身近なところに相談できるところがない(n=3)

相談しても満足のいく回答がもらえない(n=3)

プライバシーが守られるか不安がある(n=2)

相談支援事業所が少ない(n=2)

その他(n=6)

無回答(n=14)

n=26

52.3%

33.7%

21.9%

21.0%

18.5%

8.5%

7.9%

7.0%

2.1%

4.0%

4.0%

5.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市や県の広報やパンフレットなど(n=172)

家族や知人の話(n=111)

障害者施設(n=72)

インターネット(n=69)

相談機関(n=61)

病院等(n=28)

障害者団体や家族会（機関紙等）(n=26)

テレビやラジオ(n=23)

新聞や雑誌(n=7)

その他(n=13)

サービスの内容について知る手段がない(n=13)

無回答(n=17)

n=329
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問31 情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについては、「話をうまく組み立

てられない、うまく質問できない」が 40.4％と最も多く、次いで「複雑な文章表現がわかりに

くい」が 38.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

無
回
答

n

全体 329 40.4% 38.0% 37.4% 30.4% 24.0% 21.3% 15.5% 14.3% 8.8% 1.8% 1.5% 1.2% 0.9% 0.6% 5.2% 19.5% 10.0%

Ｗ
ｅ
ｂ
(

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
)

が
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
や
拡
大
ソ
フ
ト
に
対
応
し
て
い
な
い

話
を
う
ま
く
組
み
立
て
ら
れ
な
い
、

う
ま
く
質
問
で
き
な
い

複
雑
な
文
章
表
現
が
わ
か
り
に
く
い

難
し
い
言
葉
や
早
口
で
話
さ
れ
る
と
わ
か
り
に
く
い

相
手
の
意
思
や
情
報
を
把
握
で
き
な
い

ど
こ
を
調
べ
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

相
手
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
話
す
の
が
苦
手

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
操
作
が
わ
か
ら
な
い

希
望
し
て
い
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
が
な
い
、

内
容
が
わ
か
り
に
く
い

案
内
表
示
が
わ
か
り
に
く
い

音
声
情
報
や
点
字
な
ど
視
覚
障
害
に
配
慮
し
た
情
報
が
少
な
い

要
約
筆
記
者
が
い
な
い

手
話
通
訳
者
が
い
な
い

文
字
情
報
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー

プ
な
ど
聴
覚
障
害
に
配
慮
し
た
情
報
が
少
な
い

そ
の
他

特
に
な
い
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《福祉サービスについて》 
 

問32 次の障害（児）福祉サービス等を利用していますか。（「障害（児）福祉サービス等一覧表」を参

照）記入例を参考に、現在利用中のサービス等について１～29の番号を記入し、今後３年以内の利用

予定について、あてはまるものに○をつけてください。 

  サービス等を利用していない場合は、問33へお進みください。 

現在利用中と回答した人数については、「放課後等デイサービス」が 52 人と最も多く、今後

３年以内の利用予定は「同じくらい利用予定」が 82.7％となっています。次いで「短期入所

（ショートステイ）」が 50 人となっており、今後３年以内の利用予定は「同じくらい利用予

定」が 63.0％となっています。 

 
■現在の利用状況と今後３年の利用予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

放課後等デイサービス 52 82.7% 9.6% 7.7%

短期入所（ショートステイ） 50 63.0% 34.8% 2.2%

生活介護 38 91.7% 8.3% 0.0%

就労継続支援Ｂ型 38 91.9% 5.4% 2.7%

計画相談支援 35 91.4% 5.7% 2.9%

行動援護 22 57.9% 36.8% 5.3%

居宅介護（ホームヘルプサービス） 18 88.9% 11.1% 0.0%

児童発達支援 12 83.3% 8.3% 8.3%

共同生活援助（グループホーム） 8 87.5% 12.5% 0.0%

施設入所支援 8 87.5% 12.5% 0.0%

就労移行支援 8 40.0% 0.0% 60.0%

障害児相談支援 8 100.0% 0.0% 0.0%

自立訓練（生活訓練） 6 100.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援Ａ型 6 75.0% 25.0% 0.0%

就労定着支援 6 100.0% 0.0% 0.0%

同行援護 3 66.7% 33.3% 0.0%

自立訓練（機能訓練） 3 100.0% 0.0% 0.0%

重度障害者等包括支援 2 0.0% 100.0% 0.0%

療養介護 2 100.0% 0.0% 0.0%

障害児入所支援(医療型） 2 100.0% 0.0% 0.0%

重度訪問介護 1 100.0% 0.0% 0.0%

宿泊型自立訓練 0 - - -

自立生活援助 0 - - -

地域移行支援 0 - - -

地域定着支援 0 - - -

医療型児童発達支援 0 - - -

保育所等訪問支援 0 - - -

居宅訪問型児童発達支援 0 - - -

障害児入所支援(福祉型） 0 - - -

福祉サービス
現在利用中と
回答した人数

同じくらい
利用予定 増やす予定 減らす予定
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問33 現在利用していないサービスで、今後３年以内に新たに利用したいサービスはありますか。 

 「１．ある」に〇をつけた場合には、次の表の中から今後３年以内に新たに利用したいサービスに〇

をつけてください。（あてはまるものすべてに〇） 

今後３年以内に新たに利用したいサービスの有無については、「ある」が 40.4％、「ない」が

47.7％となっています。 

新たに利用したいサービスについては、「短期入所（ショートステイ）」が 32.3％と最も多

く、次いで「計画相談支援」が 21.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後３年以内に新たに利用したいサービス 

 

 

  

40.4% 47.7% 11.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=133) ない(n=157) 無回答(n=39)

n=329

32.3%

21.8%

19.5%

18.0%

16.5%

15.0%

15.0%

9.8%

9.8%

9.8%

9.8%

9.0%

6.8%

6.8%

6.8%

6.0%

6.0%

6.0%

5.3%

3.8%

3.0%

3.0%

3.0%

2.3%

1.5%

1.5%

0.8%

0.8%

0.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

短期入所（ショートステイ）(n=43)

計画相談支援(n=29)

行動援護(n=26)

共同生活援助（グループホーム）(n=24)

自立生活援助(n=22)

施設入所支援(n=20)

放課後等デイサービス(n=20)

宿泊型自立訓練(n=13)

就労継続支援Ａ型(n=13)

就労継続支援Ｂ型(n=13)

障害児相談支援(n=13)

自立訓練（生活訓練）(n=12)

生活介護(n=9)

自立訓練（機能訓練）(n=9)

児童発達支援(n=9)

居宅介護（ホームヘルプサービス）(n=8)

就労移行支援(n=8)

就労定着支援(n=8)

地域移行支援(n=7)

医療型児童発達支援(n=5)

重度訪問介護(n=4)

地域定着支援(n=4)

居宅訪問型児童発達支援(n=4)

障害児入所支援(福祉型）(n=3)

重度障害者等包括支援(n=2)

保育所等訪問支援(n=2)

同行援護(n=1)

療養介護(n=1)

障害児入所支援(医療型）(n=1)

無回答(n=0)

n=133
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問34 サービス利用で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

サービス利用で困っていることについては、「特にない」が 28.9％と最も多く、次いで「どの

ようなサービスを利用できるのかわからない」が 26.4％、「制度や利用手続きが複雑で大変」が

17.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問35 障害（児）福祉サービス事業所について望むことはありますか。（○は２つまで） 

障害（児）福祉サービス事業所について望むことについては、「特にない」が 34.0％と最も多

く、次いで「サービス利用の手続きを簡単にして欲しい」が 16.7％、「職員の専門性や技術を向

上して欲しい」が 14.9％となっています。 

 

  

26.4%

17.3%

16.7%

9.7%

7.3%

6.1%

6.1%

4.9%

3.6%

3.3%

3.3%

28.9%

16.1%

0% 10% 20% 30% 40%

どのようなサービスを利用できるのかわからない(n=87)

制度や利用手続きが複雑で大変(n=57)

利用できる施設や定員が不足している(n=55)

利用者負担（自己負担）が大きい(n=32)

事業者との調整が大変(n=24)

利用したいサービスが制度上利用できない(n=20)

医療的ケアが受けられる事業所が少ない(n=20)

サービスの質が良くない(n=16)

利用したいと思うサービスがない(n=12)

サービス等利用計画が立てられない(n=11)

その他(n=11)

特にない(n=95)

無回答(n=53)

n=329

16.7%

14.9%

9.1%

6.7%

4.3%

3.3%

3.0%

1.8%

3.6%

34.0%

25.5%

0% 10% 20% 30% 40%

サービス利用の手続きを簡単にして欲しい(n=55)

職員の専門性や技術を向上して欲しい(n=49)

関係機関との連携を強くして欲しい(n=30)

職員の人権意識を高めて欲しい(n=22)

家庭への寄附金やイベント活動等の負担を軽減して欲しい(n=14)

職員の接し方を改善して欲しい(n=11)

防災訓練や災害時の備蓄等の防災対策を充実して欲しい(n=10)

施設等のバリアフリー化を進めて欲しい(n=6)

その他(n=12)

特にない(n=112)

無回答(n=84)

n=329



調査結果 ２．知的障害者 

− 74 − 

《災害時の支援等について》 
 

問36 あなたが、台風や地震等の災害が発生したときに困ることや不安なことは何ですか。（あてはまる

ものすべてに○） 

台風や地震等の災害が発生したときに困ることや不安なことについては、「一人では避難でき

ない」が 46.8％と最も多く、次いで「避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい」が 38.9％と

なっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

問37 台風や地震等の災害に備え、準備しているものはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

台風や地震等の災害に備え、準備しているものについては、「周辺の避難場所を知っている」

が 28.0％と最も多く、次いで「食料・飲料の備蓄や非常用持ち出しバッグなどを準備してい

る」が 25.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

46.8%

38.9%

37.1%

31.0%

28.0%

26.4%

22.2%

12.8%

11.2%

10.9%

4.0%

15.8%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一人では避難できない(n=154)

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい(n=128)

避難所で必要な支援が受けられるか不安(n=122)

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安(n=102)

避難所の設備が障害に対応しているか不安(n=92)

避難所のトイレを利用できるか不安(n=87)

避難所がどこにあるかわからない(n=73)

助けを求める手段がない(n=42)

災害の発生等の情報を知る方法がない(n=37)

近くに助けてくれる人がいない(n=36)

その他(n=13)

特にない(n=52)

無回答(n=22)

n=329

28.0%

25.8%

24.6%

23.7%

13.1%

11.9%

10.9%

6.7%

3.0%

0.3%

1.8%

24.6%

10.3%

0% 10% 20% 30%

周辺の避難場所を知っている(n=92)

食料・飲料の備蓄や非常用持ち出しバッグなどを準備している

(n=85)

家族で避難の方法や避難場所について話し合っている(n=81)

学校や職場、地域の避難訓練に参加している(n=78)

避難行動要支援者名簿に登録している(n=43)

ヘルプマークを身に着けたり、ヘルプカードを携帯している(n=39)

必要な薬や病院の連絡先等を備えている(n=36)

市の防災情報メール配信サービスに登録している(n=22)

近所の人や知人等に、災害発生時の助けをお願いしている(n=10)

病院での緊急透析離脱訓練（透析中の被災訓練）を知っている(n=1)

その他(n=6)

特にない(n=81)

無回答(n=34)

n=329
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問38 災害時にどのような支援があるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

災害時にどのような支援があるとよいかについては、「障害者や高齢者が優先的に避難できる

避難所がある」が 29.8％と最も多く、次いで「避難を手助けしてくれる」が 26.1％となってい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《障害者への理解や権利擁護について》 
 

問39 障害に対する市民の理解について、進んでいると感じますか。（○は１つ） 

障害に対する市民の理解については、「どちらともいえない」が 38.3％と最も多く、次いで

「わからない」が 23.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

3.6%

20.7% 38.3%

3.3%

7.3% 23.7% 3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

進んでいる(n=12) 多少進んでいる(n=68) どちらともいえない(n=126)

多少後退している(n=11) 後退している(n=24) わからない(n=78)

無回答(n=10)

n=329

n

全体 329 29.8% 26.1% 23.4% 21.9% 20.4% 19.5% 18.2% 14.0% 13.7% 7.9% 2.1% 0.9% 9.4% 13.1%
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(
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等
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ら
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救
助
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け
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具
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保
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問40 障害者への理解を深めるために力を入れるべきことは何だと思いますか。（○は２つまで） 

障害者への理解を深めるために力を入れるべきことについては、「学校等での障害を理解する

ための教育の充実」が 41.3％と最も多く、次いで「スポーツ・文化活動等を通した障害者と地

域の人々との交流」が 16.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問41 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」では、行政機関や民間

企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を取り除くための配慮を求める意

思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされています。あなたは、この法律について知って

いますか。（〇は１つ） 

「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が 66.3％と最も多く、次いで「法律

の名前は知っているが、内容は知らない」が 17.3％なっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

41.3%

16.7%

16.4%

15.8%

14.6%

13.4%

7.9%

5.8%

5.5%

3.3%

11.2%

9.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校等での障害を理解するための教育の充実(n=136)

スポーツ・文化活動等を通した障害者と地域の人々との交流(n=55)

障害者が積極的に社会参加をする(n=54)

福祉施設を地域に開かれたものにする(n=52)

行政から事業者への合理的配慮の周知(n=48)

支援グループの育成(n=44)

障害者の活動の積極的なＰＲ(n=26)

障害福祉をテーマとした講座や講演会の開催(n=19)

ボランティアの育成(n=18)

その他(n=11)

特にない(n=37)

無回答(n=32)

n=329

7.9% 17.3% 66.3% 8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前や内容を知っている(n=26)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=57)

知らない(n=218)

無回答(n=28)

n=329
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問42 あなたは、障害があることにより、どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをし

たことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをしたことがあるかについては、

「日常生活で（他人の視線を感じる/ 心ない言葉を受ける/ 障害に対する誤解があるなど）」が

46.5％と最も多く、次いで「人との交流の場で（話の輪に入れない/ 活動に参加できないな

ど）」が 27.7％となっています。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問43 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮としてよいと思ったことや配慮があっ

て助かったこと、また、どのような合理的配慮があるとよいかについて具体的に教えてください。 

 

［自由記述編を参照］ 

 

 
問44 障害者への権利擁護制度のひとつとして「成年後見制度」があります。あなたは、「成年後見制

度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知らない」が 36.5％と最も多く、次いで「知っているが、利

用したことはない」が 29.8％となっています。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 

  

46.5%

27.7%

18.2%

10.6%

9.7%

5.8%

3.6%

3.6%

1.5%

4.3%

24.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

日常生活で（他人の視線を感じる/ 心ない言葉を受ける/ 障害に対する誤解がある

など）(n=153)

人との交流の場で（話の輪に入れない/ 活動に参加できないなど）(n=91)

学校で（通常の学級との交流が難しい/ 活動に参加できないなど）(n=60)

交通機関乗車時に（迷惑がられる/ 乗車拒否されるなど）(n=35)

職場で（会社・職場に理解されない/ 障害に対する誤解があるなど）(n=32)

飲食店、娯楽施設やホテルなどで（利用を拒否される/ 支援者の同伴などの条件を

付けられるなど）(n=19)

通所先や入所施設等で（隔離・拘束される/ 心ない言葉を受ける/ 暴力を受けるな

ど）(n=12)

病院や薬局などで（診察や入院を拒否される/ 支援者とだけ話されるなど）(n=12)

住まいを探すときに（入店を拒否される/ 支援者の同伴を求められるなど）(n=5)

その他(n=14)

特にない(n=81)

n=329

2.7%

29.8% 25.5% 36.5% 5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または利用している）(n=9)

知っているが、利用したことはない(n=98)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=84)

知らない(n=120)

無回答(n=18)

n=329
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《新型コロナウイルス感染症の影響について》 
 

問45 新型コロナウイルス感染症の影響により日常生活に変化はありましたか。（あてはまるものすべて

に○） 

新型コロナウイルス感染症の影響による日常生活の変化については、「外出がしにくくなっ

た」が 59.3％と最も多く、次いで「コミュニケーションが取りづらくなった」が 24.3％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問46 「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことについては、「人との距離を確保する」が

38.3％と最も多く、次いで「マスクの着用」が 30.7％となっています。 

 

  

59.3%

24.3%

18.5%

17.0%

13.7%

11.6%

8.8%

7.9%

7.3%

4.6%

3.6%

4.0%

22.2%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

外出がしにくくなった(n=195)

コミュニケーションが取りづらくなった(n=80)

医療機関の受診に関する困りごとが増えた(n=61)

障害福祉サービスの利用がしづらくなった(n=56)

支援が必要な場面でも遠慮することがある(n=45)

気分の浮き沈みが大きくなった(n=38)

お金に関する心配事が増えた(n=29)

社会との壁や孤独感を感じるようになった(n=26)

家庭内でのトラブルが増えた(n=24)

身体症状が悪化した(n=15)

勤務条件等が変わり働きづらくなった(n=12)

その他(n=13)

特にない(n=73)

無回答(n=18)
n=329

38.3%

30.7%

29.8%

18.8%

15.2%

2.1%

33.4%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

人との距離を確保する(n=126)

マスクの着用(n=101)

三密の回避(n=98)

手洗いうがい(n=62)

こまめな換気(n=50)

その他(n=7)

特にない(n=110)

無回答(n=23)

n=329
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《市の取り組み等について》 
 

問47 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよいと思

いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が特に充実させていくべきことについては、「就労支援の充実」が 28.0％と最も多く、次い

で「差別・虐待防止の周知・対応の推進」が 23.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

28.0%

23.4%

22.2%

20.4%

20.4%

18.8%

16.1%

16.1%

15.8%

15.5%

14.3%

13.7%

12.2%

10.6%

10.3%

10.0%

9.7%

9.7%

9.7%

9.7%

8.5%

5.8%

4.9%

4.0%

3.3%

2.4%

1.5%

0.3%

3.3%

15.2%

0% 10% 20% 30%

就労支援の充実(n=92)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=77)

適切な療育や支援を受けられる体制(n=73)

障害のある人の特性を知ってもらうための周知啓発(n=67)

グループホームなどの地域で生活できる住環境の整備(n=67)

経済的な援助(n=62)

障害のある人の健康診断や健康相談事業(n=53)

災害時の支援体制(n=53)

一人ひとりのニーズに応じた多様な学びの場(n=52)

入所施設の整備(n=51)

外出や移動の支援(n=47)

障害福祉サービス等の質の確保(n=45)

障害のある人へのコミュニケーション支援(n=40)

成年後見制度等の権利擁護(n=35)

通所施設の整備(n=34)

障害者医療に関する情報収集・情報提供(n=33)

障害者のスポーツ、芸術、文化活動などに対する支援(n=32)

利用しやすい道路や公共施設の整備(n=32)

介助者への支援(n=32)

重症心身障害者の受入先や医療的ケアを受けられる施設の整備(n=32)

関係機関が連携した相談支援の充実(n=28)

ペアレントトレーニングなどの親子支援(n=19)

電子申請の導入等による利便性の向上(n=16)

在宅福祉サービスの充実(n=13)

行政情報の提供(n=11)

防犯体制や緊急時の連絡通報システムづくり(n=8)

公民館等の社会教育を行う施設の充実(n=5)

地域住民やボランティア団体、行政の連携(n=1)

その他(n=11)

無回答(n=50)

n=329
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問48 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般については、「満足している」が 11.2％、「少し満足している」が

23.4％となっています。また、「あまり満足していない」は 13.1％、「満足していない」は

6.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最後に、アンケートの選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要望などが

ありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

  

11.2% 23.4% 40.4% 13.1% 6.4% 5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=37) 少し満足している(n=77) どちらともいえない(n=133)

あまり満足していない(n=43) 満足していない(n=21) 無回答(n=18)

n=329
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〇介助者向けアンケート 

［ここからは、ご本人の介助等をしている方がご回答ください］ 

問１ あなた（介助者）から見たご本人との関係は、次のうちどれですか。（○は 1 つ） 

介助者から見たご本人との関係については、「父母」が 51.1％と最も多く、次いで「子ども

（子どもの配偶者も含む）」が 24.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２ あなた（介助者）の年齢（令和４年９月１日現在）は、次のうちどれですか。（〇は１つ） 

介助者の年齢については、「65 歳以上」が 23.7％と最も多く、次いで「40～49 歳」が 21.9％

となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

51.1%

24.9%

4.6%

2.4%

0.3%

0.3%

0.3%

1.5%

14.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

父母(n=168)

子ども（子どもの配偶者も含む）(n=82)

兄弟姉妹(n=15)

配偶者（夫または妻）(n=8)

祖父母(n=1)

そのほかの親せき(n=1)

近所の人、知人・友人(n=1)

その他(n=5)

無回答(n=48)

n=329

0.3%

0.9%

0.0%

1.5%

9.4%

21.9%

21.3%

6.4%

23.7%

14.6%

0% 10% 20% 30%

10歳未満(n=1)

10～17歳(n=3)

18～19歳(n=0)

20～29歳(n=5)

30～39歳(n=31)

40～49歳(n=72)

50～59歳(n=70)

60～64歳(n=21)

65歳以上(n=78)

無回答(n=48)

n=329
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問３ 介助者に必要と思われる支援はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

介助者に必要と思われる支援については、「家族が亡くなった後の障害のある方の支援」が

64.1％と最も多く、次いで「わかりやすいサービスや制度の紹介」が 39.5％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介助等に関して、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

64.1%

39.5%

31.3%

27.4%

25.2%

23.1%

20.7%

17.3%

16.7%

13.1%

13.1%

10.6%

10.0%

9.4%

2.7%

17.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族が亡くなった後の障害のある方の支援(n=211)

わかりやすいサービスや制度の紹介(n=130)

サービス利用のための簡便な手続き(n=103)

経済的支援(n=90)

災害時も含めた緊急時の支援(n=83)

勤務しやすい柔軟な働き方(n=76)

気軽に情報交換できる機会の紹介・提供(n=68)

気軽に休息や睡眠がとれる機会の確保(n=57)

ケアラーに役立つ情報の提供(n=55)

電話や訪問による相談体制の整備(n=43)

就労及び再就職への支援(n=43)

ケアラーの健康管理への支援(n=35)

他のケアラーと話し合えること(n=33)

社会的なケアラー支援への理解(n=31)

その他(n=9)

無回答(n=58)

n=329
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《記入者・ご本人について》 
 
この調査票に記入する方はどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方については、「本人が記入」が 71.8％と最も多く、次いで「本人に聞い

て、家族や介助者等が記入」が 14.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 51.1％、「女性」が 45.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あなたの年齢（令和４年９月１日現在）を記入してください。（○は１つ） 

年齢については、「40～49 歳」が 23.4％と最も多く、次いで「50～59 歳」が 20.5％となって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

71.8% 14.7% 8.2% 5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人（調査の対象となる方）が記入(n=273)

本人に聞いて、家族や介助者等が記入(n=56)

本人の意見を確認するのが難しいので、家族や介助者等が本人の立場に立って記入(n=31)

無回答(n=20)

n=380

51.1% 45.3%

2.4%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=194) 女性(n=172) 回答しない(n=9) 無回答(n=5)

n=380

0.3%

2.6%

1.8%

11.8%

17.4%

23.4%

20.5%

6.6%

13.7%

1.8%

0% 10% 20% 30%

10歳未満(n=1)

10～17歳(n=10)

18～19歳(n=7)

20～29歳(n=45)

30～39歳(n=66)

40～49歳(n=89)

50～59歳(n=78)

60～64歳(n=25)

65歳以上(n=52)

無回答(n=7)

n=380
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現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 

暮らしている場所については、「本人または家族の持ち家」が 64.7％と最も多く、次いで「民

間の賃貸住宅」が 27.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
現在、あなたと一緒に暮らしている人はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

一緒に暮らしている人については、「父母」が 41.3％と最も多く、次いで「配偶者（夫または

妻）」が 25.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

本⼈また
は家族の
持ち家
(n=246)

⺠間の
賃貸住宅
(n=106)

公営の
賃貸住宅
(n=14)

⾼齢者施
設（特養
等）
(n=3)

障害者
グループ
ホーム
(n=1)

障害者の
⼊所施設
(n=1)

病院に
⼊院中
(n=1)

その他
(n=4)

無回答
(n=4)

64.7% 27.9% 3.7% 0.8% 0.3% 0.3% 0.3% 1.1% 1.1%

n=380

n

全体 380 41.3% 25.5% 23.9% 17.9% 16.1% 2.1% 1.3% 0.5% 2.6% 1.1%

10歳未満 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10～17歳 10 90.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18～19歳 7 100.0% 0.0% 0.0% 85.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20～29歳 45 84.4% 11.1% 4.4% 35.6% 4.4% 8.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

30～39歳 66 56.1% 25.8% 10.6% 22.7% 13.6% 1.5% 0.0% 0.0% 4.5% 0.0%

40～49歳 89 44.9% 28.1% 22.5% 6.7% 18.0% 0.0% 0.0% 2.2% 4.5% 0.0%

50～59歳 78 25.6% 26.9% 37.2% 14.1% 19.2% 0.0% 1.3% 0.0% 2.6% 0.0%

60～64歳 25 12.0% 28.0% 52.0% 8.0% 12.0% 0.0% 8.0% 0.0% 0.0% 0.0%

65歳以上 52 1.9% 42.3% 36.5% 7.7% 30.8% 0.0% 3.8% 0.0% 1.9% 0.0%

祖
父
母

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
施
設
等
の

同
居
人

そ
の
ほ
か
の
親
せ
き

そ
の
他

無
回
答

子
ど
も

(

子
ど
も
の
配
偶
者
も
含
む

)年齢

父
母

配
偶
者
(

夫
ま
た
は
妻
)

一
人
暮
ら
し

兄
弟
姉
妹



調査結果 ３．精神障害者 

− 86 − 

《障害の状況について》 
 

問１ あなたの障害についてお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

障害種別で「精神障害」を選択した方は、380 人となっています。 

 
 

問２ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（あてはまるものすべてに○） 

「精神障害者保健福祉手帳を持っている」と回答した方のうち、手帳に記載された障害の程

度は、「２級」が 63.7％と最も多く、次いで「３級」が 30.2％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問３ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認定

を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 9.7％となっています。また、障害支援区

分では「区分３」が 24.3％となっています。 

 

■障害支援区分の認定 

 

 

 

  
9.7% 71.1% 19.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=37) ない(n=270) 無回答(n=73)

n=380

6.1% 63.7% 30.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１級(n=20) ２級(n=209) ３級(n=99) 無回答(n=0)

n=328
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■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《介助等の状況について》 
 

問４ 普段、あなたを主に介助等しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者等については、「特に介助等は受けていない」が 40.0％と最も多く、次いで「父

母」が 22.4％、「配偶者（夫または妻）」が 15.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問４で１～10に○をつけた方にお聞きします］ 

問５ どのようなときに介助等を受けていますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのようなときに介助等を受けているかについては、「書類等の手続きのとき」が 63.3％と最

も多く、次いで「通院するとき」が 55.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5.4% 8.1% 24.3% 18.9% 8.1% 5.4% 5.4%

2.7%

21.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分１(n=2) 区分２(n=3) 区分３(n=9) 区分４(n=7) 区分５(n=3)

区分６(n=2) 非該当(n=2) 申請中(n=1) 無回答(n=8)

n=37

年齢 n

全体 380 22.4% 15.3% 2.9% 1.8% 1.8% 0.3% 0.3% 0.0% 0.0% 2.6% 40.0% 12.6%

10歳未満 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

10～17歳 10 70.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0%

18～19歳 7 71.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3%

20～29歳 45 48.9% 8.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 8.9%

30～39歳 66 19.7% 15.2% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.1% 48.5% 9.1%

40～49歳 89 25.8% 15.7% 0.0% 0.0% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.2% 41.6% 13.5%

50～59歳 78 15.4% 17.9% 3.8% 2.6% 1.3% 0.0% 1.3% 0.0% 0.0% 1.3% 46.2% 10.3%

60～64歳 25 4.0% 20.0% 8.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.0% 52.0% 12.0%

65歳以上 52 1.9% 19.2% 9.6% 9.6% 5.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.8% 28.8% 21.2%

父母
配偶者（夫
または妻）

兄弟姉妹

子ども
（子どもの
配偶者も
含む）

無回答
ホームヘル

パー
祖父母

近所の人、
知人・友人

そのほかの
親せき

その他
特に介助等
は受けてい

ない

ボラン
ティア

n

全体 180 63.3% 55.0% 50.0% 42.2% 40.6% 35.0% 31.1% 30.0% 25.0% 7.8% 3.9% 4.4% 2.2%

そ
の
他

無
回
答

見
守
り
が
必
要
な
状
態
の
と
き

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を
と
る
と
き

服
薬
の
と
き

着
替
え
、

食
事
、

入
浴
、

ト
イ
レ
の
と
き

家
の
中
を
移
動
す
る
と
き

医
療
的
ケ
ア

(

経
管
栄
養
、

痰
の
吸
引
等
)

の
対
応
の
と
き

洗
濯
、

掃
除
を
す
る
と
き

書
類
等
の
手
続
き
の
と
き

通
院
す
る
と
き

お
金
の
管
理
を
す
る
と
き

外
出
す
る
と
き
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《健康状態や医療について》 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問６ 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

健康管理や医療について、困ったり不便に思うことについては、「特にない」が 33.4％と最も

多く、次いで「障害のために症状が正確に伝わらない」、「医療費の負担が大きい」がそれぞれ

25.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
問７ あなたは、以下の医療的ケアを必要としていますか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを必要としている方については、「ネブライザー（薬剤の吸入）」が 1.1％と最も多

く、次いで「経管栄養」、「導尿」がそれぞれ 0.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

1.1%

0.5%

0.5%

0.3%

0.3%

0.3%

0.0%

3.9%

81.6%

13.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

ネブライザー（薬剤の吸入）(n=4)

経管栄養(n=2)

導尿(n=2)

痰の吸引(n=1)

酸素吸入(n=1)

人工呼吸器(n=1)

気管切開部の衛生管理(n=0)

その他(n=15)

必要としていない(n=310)

無回答(n=51)

n=380

25.8%

25.8%

19.7%

18.9%

13.7%

6.3%

6.3%

6.1%

6.8%

33.4%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40%

障害のために症状が正確に伝わらない(n=98)

医療費の負担が大きい(n=98)

通院のための交通手段が確保・利用しにくい(n=75)

近所に診てくれる医師や病院等がない(n=72)

病院等での手続きや案内など、障害のある人への配慮が

足りない(n=52)

往診を頼める医師がいない(n=24)

定期的に健康診断を受けられない(n=24)

通院のための介助者を確保しにくい(n=23)

その他(n=26)

特にない(n=127)

無回答(n=19)
n=380
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［問８、問９は、問７で１～８に○をつけた方にお聞きします］ 

問８ 医療的ケアを行っている方はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを行っている方については、「家族」が 47.4％と最も多く、次いで「医師」が

36.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 日常生活を送る上で必要な支援について、あてはまるものはありますか。（あてはまるものすべて

に○） 

医療的ケアを必要としている方のうち、日常生活を送る上で必要な支援については、「訪問に

よる在宅ケア（看護）の支援」、「訪問による家事等の支援」、「送迎等の移動支援」、「相談支

援」がそれぞれ 26.3％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

26.3%

26.3%

26.3%

26.3%

21.1%

21.1%

15.8%

15.8%

10.5%

5.3%

5.3%

0.0%

15.8%

10.5%

5.3%

0% 10% 20% 30%

訪問による在宅ケア（看護）の支援(n=5)

訪問による家事等の支援(n=5)

送迎等の移動支援(n=5)

相談支援(n=5)

訪問による在宅ケア（介護）の支援(n=4)

日中に利用可能な障害福祉サービス事業所(n=4)

宿泊可能な障害福祉サービス事業所(n=3)

サービスの利用調整支援(n=3)

外出時ヘルパー同行支援(n=2)

療育・発達支援(n=1)

学校や通所サービスにおける看護の支援(n=1)

ガイドブック等での情報提供(n=0)

その他(n=3)

特にない(n=2)

無回答(n=1) n=19

47.4%

36.8%

26.3%

21.1%

5.3%

5.3%

0.0%

0.0%

0.0%

5.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族(n=9)

医師(n=7)

本人(n=5)

看護師(n=4)

介護福祉士（ヘルパー）(n=1)

福祉サービス事業所の職員(n=1)

学校の担任(n=0)

養護教諭(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=1)
n=19
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《外出や余暇の過ごし方について》 
 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問10 外出の主な手段は何ですか。（○は２つまで） 

外出の主な手段については、「徒歩」が 47.9％と最も多く、次いで「自転車」が 34.5％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
問11 外出の際に特に困っていることはありますか。（○は３つまで） 

外出の際に特に困っていることについては、「特にない」が 29.7％と最も多く、次いで「交通

費や利用料がかかる」が 25.8％、「家族に負担がかかる」が 20.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

47.9%

34.5%

31.8%

25.8%

11.1%

4.2%

3.4%

2.1%

0.8%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

徒歩(n=182)

自転車(n=131)

バス・鉄道等の公共交通機関(n=121)

車（乗せてもらう）(n=98)

車（自分で運転）(n=42)

タクシー(n=16)

車いす(n=13)

バイク(n=8)

その他(n=3)

無回答(n=38)

n=380

25.8%

20.5%

19.5%

11.8%

11.1%

7.4%

7.1%

2.4%

2.1%

2.1%

1.6%

1.3%

1.1%

0.5%

0.5%

5.5%

29.7%

11.1%

0% 10% 20% 30% 40%

交通費や利用料がかかる(n=98)

家族に負担がかかる(n=78)

周囲の視線が気になる(n=74)

困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない(n=45)

歩道が少ない・狭い(n=42)

バスや鉄道などが利用しにくい（乗り降りが難しい、

案内表示がわかりにくいなど）(n=28)

道路や建物・駅に階段や段差が多い(n=27)

多機能トイレが少ない(n=9)

障害者用の駐車スペースが少ない(n=8)

外出時に福祉サービスを使うことができない(n=8)

歩道上に障害物が多い(n=6)

建物の設備が利用しにくい(n=5)

介助者が確保できない(n=4)

施設が利用しにくい(n=2)

点字ブロックや音の出る信号機が不十分(n=2)

その他(n=21)

特にない(n=113)

無回答(n=42)

n=380
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■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

外出するとお金がかかる 35.6% 特にない 29.7% 

特に困っていることはない 29.7% 交通費や利用料がかかる 25.8% 

周囲の視線が気になる 27.1% 家族に負担がかかる 20.5% 

家族に負担がかかる 23.3% 周囲の視線が気になる 19.5% 

自動車や自転車が多くて危険を感じる 13.1% 
困ったときに周囲の人の手助けや理解を 

得られない 
11.8% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 
 
問12 以下のような文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会があります

か。それぞれに○をつけてください。 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会については、「テレ

ビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」が 60.8％と最も多く、次いで「インターネットを使っ

た活動をする」が 37.4％となっています。 

また、機会はないが、ほしいと思う活動については、「旅行に出かける」が 45.0％と最も多

く、次いで「教養・資格取得等に関する学習をする」が 31.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

23.7%

10.0%

31.6%

17.4%

33.4%

15.0%

9.7%

7.9%

4.2%

60.8%

37.4%

18.4%

10.5%

28.2%

19.5%

23.9%

21.1%

12.4%

12.9%

7.9%

13.9%

11.3%

27.4%

31.3%

13.4%

30.3%

12.9%

28.2%

29.2%

45.0%

22.4%

5.8%

15.3%

16.6%

32.1%

13.7%

19.5%

16.1%

22.9%

34.5%

21.1%

50.5%

9.7%

21.3%

7.9%

13.9%

16.1%

13.2%

13.4%

13.7%

12.9%

14.2%

13.2%

15.0%

9.7%

14.7%

88.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味の活動をする(n=380)

教養・資格取得等に関する学習をする(n=380)

近所を散歩する(n=380)

友人・知人と会って交流を深める(n=380)

デパートや店等を見て歩く(n=380)

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く(n=380)

スポーツをする(n=380)

旅行に出かける(n=380)

地域の行事や活動に参加する(n=380)

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする(n=380)

インターネットを使った活動をする(n=380)

その他(n=380)

現在している 機会はあるが、十分ではない 機会はないが、ほしいと思う 必要性を感じていない 無回答



調査結果 ３．精神障害者 

− 92 − 

問13 文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことは何だと思いますか。（○は３

つまで） 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことについては、「費用を心配

しなくてよいこと」が 44.7％と最も多く、次いで「活動する場所が近くにあること」が 33.2％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《日中の過ごし方について》 
 

問14 あなたは日中をどのように過ごしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

日中の過ごし方については、「家で過ごしている」が 59.5％と最も多く、次いで「収入を伴う

仕事をしている（福祉的就労を含む）」が 23.4％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

n

全体 380 59.5% 23.4% 11.6% 10.5% 5.5% 3.7% 3.4% 3.2% 1.8% 1.3% 1.1% 3.4% 2.9%

18歳未満 11 18.2% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 90.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18～64歳 310 59.4% 27.4% 11.9% 12.3% 6.1% 0.3% 3.5% 0.6% 1.9% 1.3% 1.0% 3.2% 2.6%

65歳以上 52 67.3% 5.8% 11.5% 1.9% 0.0% 25.0% 3.8% 0.0% 1.9% 1.9% 1.9% 3.8% 5.8%

年齢（３区分）

家
で
過
ご
し
て
い
る

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
て
い
る
(
福
祉
的
就
労

含
む
)

家
の
仕
事
を
手
伝
っ

て
い
る

障
害
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に
通
っ

て
い
る

そ
の
他

無
回
答

入
所
施
設
で
過
ご
し
て
い
る

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、

収
入
を
伴
わ
な
い

仕
事
を
し
て
い
る

求
職
活
動
を
し
て
い
る

高
齢
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に
通
っ

て
い
る

病
院
等
(

デ
イ
ケ
ア
等
)

で
過
ご
し
て
い
る

幼
稚
園
や
保
育
所
、

学
校
等
に
通
っ

て
い
る

創
作
活
動
や
交
流
な
ど
の
活
動
・
集
ま
り
に

参
加
し
て
い
る

44.7%

33.2%

30.5%

27.9%

16.6%

15.3%

13.4%

10.8%

10.3%

5.8%

2.9%

13.2%

9.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

費用を心配しなくてよいこと(n=170)

活動する場所が近くにあること(n=126)

一緒に活動する仲間がいること(n=116)

魅力的な内容であること(n=106)

イベント情報等が取得しやすいこと(n=63)

外出のための手段が確保されていること(n=58)

障害のある人もない人も一緒にできること(n=51)

障害のある人に配慮した施設や設備があること(n=41)

適切な指導者がいること(n=39)

介助者・援助者がいること(n=22)

その他(n=11)

特にない(n=50)

無回答(n=35)

n=380



調査結果 ３．精神障害者 

− 93 − 

■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

家庭内で過ごしている 52.5% 家で過ごしている 59.5% 

収入を伴う仕事をしている 28.4% 
収入を伴う仕事をしている（福祉的就労 

含む） 
23.4% 

家の仕事を手伝っている 15.3% 家の仕事を手伝っている 11.6% 

通所サービスを利用している 8.5% 障害者の通所施設・事業所に通っている 10.5% 

施設や企業で作業や実習などを行い、職 

場探しや職場定着のための支援を受けて 

いる 

7.6% 求職活動をしている 5.5% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

 

《幼稚園や保育所、学校などについて》 
 
［問15～17は、問14で「１．幼稚園や保育所、学校等に通っている」に○をつけた方にお聞き

します］ 

問15 主に通っているのは次のうちどれですか。（○は１つ） 

幼稚園や保育所、学校等に通っている人の通園通学先については、12 件中「小学校、中学

校、高等学校」が５件と最も多く、次いで「特別支援学級」、「特別支援学校」がそれぞれ２件

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問16 学校で勉強する場合にどのような学習形態を望みますか。（○は１つ） 

学校で勉強する場合の学習形態については、12 件中「障害のある仲間のクラスで勉強しなが

ら、障害のない仲間とも勉強したい」が５件と最も多く、次いで「同じような障害のある仲間

たちのクラスで勉強したい」が３件となっています。 

 

 

 

 
 
 

  

小
学
校
、

中
学
校
、

高
等

学
校

特
別
支
援
学
級

特
別
支
援
学
校

短
大
・
大
学
・
大
学
院

幼
稚
園
、

保
育
所

障
害
児
通
所
支
援
事
業
所

専
門
学
校
・
専
修
学
校
・

高
等
技
術
専
門
学
校
等

そ
の
他

無
回
答

5 2 2 1 0 0 0 0 2

n=12

障
害
の
あ
る
仲
間
の
ク
ラ
ス

で
勉
強
し
な
が
ら
、

障
害
の

な
い
仲
間
と
も
勉
強
し
た
い

同
じ
よ
う
な
障
害
の
あ
る
仲

間
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
勉
強
し

た
い

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、

一
緒
の
ク
ラ
ス
で
勉

強
し
た
い わ

か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

5 3 0 2 0 2

n=12
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問17 幼稚園や保育所、学校等に通っていて困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに

○） 

幼稚園や保育所、学校等に通っていて困っていることについては、12 件中「授業についてい

けない」が５件と最も多く、次いで「通うための交通手段が確保・利用しにくい」、「特にな

い」がそれぞれ４件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

《雇用・就労について》 
 
［問18～21は、問14で「２．収入を伴う仕事をしている（福祉的就労含む）」に○をつけた方に

お聞きします］ 

問18 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「５年以上」が

38.2％と最も多く、次いで「１年未満」が 24.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問19 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「非正規雇用（契約社員・アルバイト等）」が 51.7％と最も多く、次

いで「就労継続支援等での福祉的就労」が 20.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

24.7%

21.3%

15.7%

38.2%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１年未満(n=22)

１年以上３年未満(n=19)

３年以上５年未満(n=14)

５年以上(n=34)

無回答(n=0) n=89

51.7%

20.2%

19.1%

6.7%

0.0%

0.0%

2.2%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

非正規雇用（契約社員・アルバイト等）(n=46)

就労継続支援等での福祉的就労(n=18)

正規雇用（正社員等）(n=17)

自営業(n=6)

自営業の手伝い(n=0)

家庭内職(n=0)

その他(n=2)

無回答(n=0)
n=89

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い

通
う
た
め
の
交
通
手
段
が

確
保
・
利
用
し
に
く
い

家
族
の
同
伴
を
求
め
ら
れ
る

通
う
た
め
の
介
助
者
を
確
保

し
に
く
い

友
だ
ち
が
で
き
な
い

教
職
員
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い

学
校
の
数
が
少
な
い

ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
が
不
十

分 児
童
・
生
徒
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い

受
け
入
れ
て
く
れ
る
学
校
が

な
い

校
内
・
園
内
で
の
支
援
が
不

十
分

医
療
的
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
な

い
通
常
の
学
級
に
入
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

5 4 3 2 2 2 2 1 1 1 0 0 0 0 4 2

n=12
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問20 （１）あなたは１週間にどのくらい働いていますか。       

   （２）また、働いている日は１日にどのくらい働いていますか。（（１）（２）それぞれ○は１つ） 

１週間あたりの勤務日数については、「５日以上」が 67.4％と最も多く、次いで「３～４日」

が 23.6％となっています。 

 １日あたりの就労時間については、「６時間以上～８時間未満」が 30.3％と最も多く、次いで

「４時間以上～６時間未満」が 27.0％となっています。 
 

（１）1 週間あたり 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
（２）1 日あたり 

 
 
 
 
 
 
 

  

14.6% 27.0% 30.3% 20.2% 7.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満(n=0) １時間以上～２時間未満(n=0)

２時間以上～４時間未満(n=13) ４時間以上～６時間未満(n=24)

６時間以上～８時間未満(n=27) ８時間以上(n=18)

無回答(n=7)

n=89

67.4% 23.6% 6.7% 2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５日以上(n=60) ３～４日(n=21) １～２日(n=6) 無回答(n=2)

n=89
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問21 仕事をする上で困っていることは主にどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 

仕事をする上で困っていることについては、「収入が少ない」が 53.9％と最も多く、次いで

「体調のコントロールが難しい」が 51.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問22 障害のある人の就労を促進するために、あなたはどのようなことがあるとよいと思いますか。（○

は３つまで） 

障害のある人の就労促進のために、どのようなことがあるとよいかについては、「障害に配慮

した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備」が 38.7％と最も多く、次いで「従業員の理解」が

37.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

38.7%

37.4%

33.9%

27.4%

13.7%

12.9%

8.9%

8.4%

7.6%

7.1%

5.0%

2.4%

3.4%

7.4%

15.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障害に配慮した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備(n=147)

従業員の理解(n=142)

経営者の理解(n=129)

仕事探しから就労までの総合的な相談支援(n=104)

ジョブコーチ等の就労定着支援(n=52)

生活リズムや体調管理等の支援(n=49)

障害者が実際に働いている状況の紹介(n=34)

民間企業の雇用努力(n=32)

就労を支援するための施設等の増設(n=29)

職場を理解するための就労体験を増やす(n=27)

行政から企業への指導や罰則の強化(n=19)

職場環境のバリアフリー化(n=9)

その他(n=13)

特にない(n=28)

無回答(n=59) n=380

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

n

全体 89 53.9% 51.7% 29.2% 24.7% 23.6% 15.7% 14.6% 14.6% 12.4% 3.4% 2.2% 3.4% 13.5% 0.0%

正規雇用（正社員等） 17 41.2% 52.9% 47.1% 52.9% 29.4% 41.2% 23.5% 35.3% 29.4% 0.0% 0.0% 5.9% 11.8% 0.0%

非正規雇用（契約社員・
アルバイト等）

46 52.2% 45.7% 28.3% 23.9% 30.4% 13.0% 13.0% 13.0% 10.9% 6.5% 4.3% 4.3% 15.2% 0.0%

自営業 6 83.3% 83.3% 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自営業の手伝い 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 18 61.1% 55.6% 27.8% 5.6% 5.6% 5.6% 11.1% 5.6% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0%

職
場
の
設
備
が
不
足
(
ト
イ
レ
、
休
憩
室
な
ど
)

就
業
時
間
が
合
わ
な
い

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
で
き
な
い

職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

仕
事
が
き
つ
い

業
務
内
容
が
合
わ
な
い

能
力
を
発
揮
で
き
な
い

 就労形態

収
入
が
少
な
い

体
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
難
し
い

職
場
の
人
間
関
係

通
勤
が
大
変
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問23 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の総収入の額については、「年収 100 万円未満」が 42.6％と最も多く、次いで「わ

からない・答えたくない」が 16.3％、「年収 100 万円以上 150 万円未満」が 14.7％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問24 あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

生活を支えている収入については、「障害年金」が 40.3％と最も多く、次いで「家族の収入

（仕送り・援助含む）」が 39.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

年
収
100
万
円
未
満

年
収
100
万
円
以
上
150
万
円
未
満

年
収
150
万
円
以
上
200
万
円
未
満

年
収
200
万
円
以
上
300
万
円
未
満

年
収
300
万
円
以
上
500
万
円
未
満

年
収
500
万
円
以
上

わ
か
ら
な
い
・
答
え
た
く
な
い

無
回
答

n

全体 380 42.6% 14.7% 5.5% 4.2% 2.6% 1.3% 16.3% 12.6%

就労形態

正規雇用（正社員等） 17 5.9% 5.9% 17.6% 11.8% 29.4% 23.5% 5.9% 0.0%

非正規雇用（契約社員・アルバイト等） 46 37.0% 32.6% 10.9% 6.5% 2.2% 0.0% 6.5% 4.3%

自営業 6 33.3% 16.7% 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0%

自営業の手伝い 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 18 88.9% 5.6% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0%

主な収入

給与・賃金 90 40.0% 22.2% 11.1% 6.7% 6.7% 4.4% 7.8% 1.1%

事業収入 7 14.3% 28.6% 0.0% 28.6% 14.3% 0.0% 14.3% 0.0%

就労継続支援施設や作業所の工賃 13 84.6% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0%

家族の収入（仕送り・援助含む） 151 60.3% 8.6% 3.3% 2.0% 1.3% 0.7% 16.6% 7.3%

年金 45 37.8% 17.8% 4.4% 15.6% 0.0% 0.0% 17.8% 6.7%

障害年金 153 46.4% 20.9% 2.0% 3.3% 0.0% 0.0% 16.3% 11.1%

生活保護 50 20.0% 24.0% 4.0% 2.0% 0.0% 0.0% 34.0% 16.0%

n

全体 380 40.3% 39.7% 23.7% 13.2% 11.8% 3.4% 1.8% 8.2% 5.0%

18歳未満 11 0.0% 63.6% 9.1% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 18.2% 18.2%

18～64歳 310 42.6% 43.2% 28.1% 13.2% 3.9% 3.5% 1.6% 8.4% 4.8%

65歳以上 52 34.6% 15.4% 1.9% 11.5% 63.5% 1.9% 3.8% 3.8% 1.9%

年齢（３区分）

障
害
年
金

家
族
の
収
入
(

仕
送
り
・
援
助

含
む
)

給
与
・
賃
金

生
活
保
護

年
金

就
労
継
続
支
援
施
設
や
作
業
所
の

工
賃

事
業
収
入

そ
の
他

無
回
答
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《今後の希望について》 
 

問25 近い将来（今後３年以内）に、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

近い将来（今後３年以内）に、どこで暮らしたいと思うかについては、「家族と一緒に暮らし

たい」が 58.4％と最も多く、次いで「独立して一人で暮らしたい」が 17.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

n

全体 380 58.4% 17.9% 2.9% 1.1% 0.8% 10.0% 8.9%

本人または家族の持ち家 246 65.0% 17.9% 2.8% 1.2% 0.8% 4.1% 8.1%

民間の賃貸住宅 106 48.1% 19.8% 1.9% 0.0% 0.0% 22.6% 7.5%

公営の賃貸住宅 14 50.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 21.4% 21.4%

障害者グループホーム 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

障害者の入所施設 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

高齢者施設（特養等） 3 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3%

病院に入院中 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

障
害
者
施
設
で
暮
ら
し
た
い

そ
の
他

無
回
答

生活場所

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い

独
立
し
て
一
人
で
暮
ら
し
た
い

共
同
生
活
す
る
住
居
(
障
害
者

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
等
)
で
暮
ら

し
た
い

高
齢
者
施
設
で
暮
ら
し
た
い
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問26 近い将来（今後３年以内）に、あなたは日中を主にどのように過ごしたいと思いますか。       

（○は１つ） 

近い将来（今後３年以内）の日中の過ごし方については、「収入を伴う仕事をしたい（福祉的

就労含む）」が 39.2％と最も多く、次いで「家庭内で過ごしたい」が 20.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

家庭内で過ごしたい 38.1% 
収入を伴う仕事をしたい（福祉的就労含 

む） 
39.2% 

一般企業などで働きたい 32.6% 家庭内で過ごしたい 20.3% 

施設や企業で作業や実習などを行い、職 

場探しや職場定着のための支援を受けた 

い/家の仕事を手伝いたい 

13.1% その他 8.2% 

わからない 12.7% 
創作活動や交流などの活動・集まりに参 

加したい 
4.7% 

自立した日常生活ができるよう、身体機 

能や生活能力向上のための必要な訓練を 

受けたい 

11.9% 
障害者の通所施設・事業所（生活介護、 

自立訓練など）に通いたい 
2.9% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。  

n

全体 380 39.2% 20.3% 4.7% 2.9% 2.6% 2.4% 2.1% 2.1% 1.8% 1.1% 0.5% 8.2% 12.1%

幼稚園や保育所、学校等に
通っている

12 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7%

収入を伴う仕事をしている
（福祉的就労含む）

89 65.2% 5.6% 7.9% 1.1% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1% 0.0% 0.0% 9.0% 9.0%

無償ボランティアなど、収入
を伴わない仕事をしている

4 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0%

障害者の通所施設・事業所
（生活介護、自立訓練など）
に通っている

40 40.0% 0.0% 2.5% 22.5% 2.5% 2.5% 2.5% 5.0% 2.5% 5.0% 0.0% 5.0% 10.0%

高齢者の通所施設・事業所
（デイサービスなど）に
通っている

14 7.1% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 14.3% 0.0% 21.4%

入所施設で過ごしている 5 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0%

病院等（デイケア等）で
過ごしている

13 23.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 46.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 30.8%

創作活動や交流などの活動・
集まりに参加している

7 57.1% 0.0% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

求職活動をしている 21 76.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 9.5%

家の仕事を手伝っている 44 36.4% 9.1% 4.5% 2.3% 15.9% 0.0% 0.0% 4.5% 4.5% 0.0% 0.0% 2.3% 20.5%

家で過ごしている 226 33.2% 30.5% 4.9% 2.2% 2.2% 1.3% 0.9% 3.1% 2.2% 0.9% 0.0% 8.0% 10.6%

家
の
仕
事
を
手
伝
い
た
い

日中の過ごし方

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
た
い
(

福
祉
的
就
労

含
む
)

家
庭
内
で
過
ご
し
た
い

創
作
活
動
や
交
流
な
ど
の
活
動
・
集
ま
り
に

参
加
し
た
い

障
害
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
(
生
活
介
護
、

自
立
訓
練
な
ど
)

に
通
い
た
い

そ
の
他

無
回
答

病
院
等
(

デ
イ
ケ
ア
等
)

で
過
ご
し
た
い

幼
稚
園
や
保
育
所
、

学
校
等
に
通
い
た
い

障
害
者
の
入
所
施
設
で
過
ご
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
し
た
い

高
齢
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所

(

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
)

に
通
い
た
い

高
齢
者
の
入
所
施
設
で
過
ご
し
た
い
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《相談や情報入手について》 
 

問27 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

現在の生活で困っていることや悩んでいることについては、「生活費が足りない」が 42.4％と

最も多く、次いで「話し相手や相談相手がいない」が 31.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問28 普段、悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談するかについては、「家族や親せき」が 60.3％と最

も多く、次いで「病院・医師・看護師」が 37.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

42.4%

31.8%

30.5%

27.6%

23.2%

19.7%

18.9%

9.5%

6.6%

2.6%

5.5%

16.8%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

生活費が足りない(n=161)

話し相手や相談相手がいない(n=121)

趣味や生きがいが持てない(n=116)

外出がしにくい(n=105)

医療費の負担が重い(n=88)

家族などの介助者の健康状態(n=75)

働く場がない(n=72)

必要な保健・福祉・医療サービスが不足している(n=36)

教育や訓練が十分に受けられない(n=25)

身の回りの介助や支援をしてくれる人がいない(n=10)

その他(n=21)

特にない(n=64)

無回答(n=22)

n=380

年齢 n

全体 380 60.3% 37.4% 21.8% 13.7% 7.6% 7.4% 6.3% 4.7% 4.5% 2.1% 1.6% 1.3% 1.1% 0.8% 0.5% 0.0% 5.0% 15.8% 3.7% 3.7%

10歳未満 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10～17歳 10 50.0% 10.0% 30.0% 0.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 20.0%

18～19歳 7 100.0% 28.6% 28.6% 0.0% 14.3% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20～29歳 45 73.3% 37.8% 22.2% 15.6% 8.9% 15.6% 6.7% 2.2% 4.4% 0.0% 2.2% 2.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.2% 17.8% 4.4% 0.0%

30～39歳 66 68.2% 43.9% 24.2% 21.2% 9.1% 9.1% 10.6% 4.5% 13.6% 3.0% 1.5% 0.0% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 1.5% 13.6% 1.5% 4.5%

40～49歳 89 66.3% 46.1% 23.6% 12.4% 11.2% 6.7% 4.5% 4.5% 5.6% 1.1% 0.0% 2.2% 1.1% 1.1% 0.0% 0.0% 5.6% 19.1% 2.2% 2.2%

50～59歳 78 43.6% 34.6% 17.9% 14.1% 3.8% 7.7% 5.1% 6.4% 1.3% 1.3% 3.8% 1.3% 0.0% 2.6% 0.0% 0.0% 5.1% 21.8% 2.6% 2.6%

60～64歳 25 40.0% 36.0% 32.0% 20.0% 0.0% 8.0% 12.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.0% 4.0% 12.0% 8.0%

65歳以上 52 61.5% 26.9% 13.5% 5.8% 1.9% 0.0% 3.8% 5.8% 0.0% 5.8% 0.0% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 11.5% 3.8% 5.8%

家
族
や
親
せ
き

病
院
・
医
師
・
看
護
師

近
所
の
人
、
知
人
・
友
人

障
害
者
施
設
や
事
業
所
の
職
員

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
上
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

川
越
市
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
支
援
事
業
所

国
・
県
・
市
な
ど
の
相
談
窓
口

職
場
の
仲
間

民
生
委
員
・
児
童
委
員

社
会
福
祉
協
議
会

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

障
害
者
団
体
や
家
族
会

無
回
答

通
園
施
設
や
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
の
先
生

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

そ
の
他

相
談
し
た
い
が
、

で
き
な
い

相
談
し
た
い
と
思
わ
な
い
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［問28で「18.相談したいが、できない」に○をつけた方にお聞きします］ 

問29 相談できない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

相談できない理由については、「相談しても満足のいく回答がもらえない」が 26.7％と最も多

く、次いで「相談することにためらいがある」が 15.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問30 障害のある人のための福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

障害のある人のための福祉サービス内容を知る手段については、「市や県の広報やパンフレッ

トなど」が 49.2％と最も多く、次いで「インターネット」が 32.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

26.7%

15.0%

11.7%

11.7%

6.7%

0.0%

10.0%

58.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

相談しても満足のいく回答がもらえない(n=16)

相談することにためらいがある(n=9)

どこ（誰）に相談していいかわからない(n=7)

プライバシーが守られるか不安がある(n=7)

身近なところに相談できるところがない(n=4)

相談支援事業所が少ない(n=0)

その他(n=6)

無回答(n=35)

n=60

49.2%

32.1%

25.5%

20.5%

13.2%

8.2%

7.4%

3.7%

3.2%

2.9%

9.2%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市や県の広報やパンフレットなど(n=187)

インターネット(n=122)

病院等(n=97)

家族や知人の話(n=78)

相談機関(n=50)

障害者施設(n=31)

テレビやラジオ(n=28)

障害者団体や家族会（機関紙等）(n=14)

新聞や雑誌(n=12)

その他(n=11)

サービスの内容について知る手段がない(n=35)

無回答(n=18)

n=380
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問31 情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについては、「話をうまく組み立

てられない、うまく質問できない」が 35.5％と最も多く、次いで「難しい言葉や早口で話され

るとわかりにくい」が 29.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

無
回
答

n

全体 380 35.5% 29.7% 28.2% 27.6% 23.7% 21.1% 17.1% 15.8% 8.4% 1.8% 0.5% 0.5% 0.3% 0.0% 4.2% 23.2% 7.6%

文
字
情
報
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー

プ
な
ど
聴
覚
障
害
に
配
慮
し
た
情
報
が
少
な
い

手
話
通
訳
者
が
い
な
い

要
約
筆
記
者
が
い
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

音
声
情
報
や
点
字
な
ど
視
覚
障
害
に
配
慮
し
た
情
報
が
少
な
い

話
を
う
ま
く
組
み
立
て
ら
れ
な
い
、

う
ま
く
質
問
で
き
な
い

難
し
い
言
葉
や
早
口
で
話
さ
れ
る
と
わ
か
り
に
く
い

複
雑
な
文
章
表
現
が
わ
か
り
に
く
い

ど
こ
を
調
べ
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

相
手
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
話
す
の
が
苦
手

相
手
の
意
思
や
情
報
を
把
握
で
き
な
い

希
望
し
て
い
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
が
な
い
、

内
容
が
わ
か
り
に
く
い

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
操
作
が
わ
か
ら
な
い

案
内
表
示
が
わ
か
り
に
く
い

Ｗ
ｅ
ｂ
(

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
)

が
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
や
拡
大
ソ
フ
ト
に
対
応
し
て
い
な
い
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《福祉サービスについて》 
 

問32 次の障害（児）福祉サービス等を利用していますか。（「障害（児）福祉サービス等一覧表」を参

照）記入例を参考に、現在利用中のサービス等について１～29の番号を記入し、今後３年以内の利用

予定について、あてはまるものに○をつけてください。 

  サービス等を利用していない場合は、問33へお進みください。 

現在利用中と回答した人数については、「就労継続支援Ｂ型」が 21 人と最も多く、今後３年

以内の利用予定は「同じくらい利用予定」が 76.2％となっています。次いで「就労移行支援」

が 15 人となっており、今後３年以内の利用予定は「同じくらい利用予定」が 46.2％となってい

ます。 

 
■現在の利用状況と今後３年以内の利用予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

就労継続支援Ｂ型 21 76.2% 19.0% 4.8%

就労移行支援 15 46.2% 15.4% 38.5%

居宅介護（ホームヘルプサービス） 10 90.0% 10.0% 0.0%

就労定着支援 10 40.0% 30.0% 30.0%

就労継続支援Ａ型 8 85.7% 14.3% 0.0%

計画相談支援 8 100.0% 0.0% 0.0%

自立訓練（生活訓練） 7 66.7% 16.7% 16.7%

同行援護 6 66.7% 16.7% 16.7%

自立訓練（機能訓練） 6 75.0% 0.0% 25.0%

生活介護 5 60.0% 20.0% 20.0%

自立生活援助 5 100.0% 0.0% 0.0%

放課後等デイサービス 4 50.0% 50.0% 0.0%

短期入所（ショートステイ） 3 100.0% 0.0% 0.0%

施設入所支援 3 100.0% 0.0% 0.0%

行動援護 2 0.0% 100.0% 0.0%

共同生活援助（グループホーム） 2 50.0% 50.0% 0.0%

障害児相談支援 2 100.0% 0.0% 0.0%

療養介護 1 100.0% 0.0% 0.0%

児童発達支援 1 100.0% 0.0% 0.0%

重度訪問介護 0 - - -

重度障害者等包括支援 0 - - -

宿泊型自立訓練 0 - - -

地域移行支援 0 - - -

地域定着支援 0 - - -

医療型児童発達支援 0 - - -

保育所等訪問支援 0 - - -

居宅訪問型児童発達支援 0 - - -

障害児入所支援(福祉型） 0 - - -

障害児入所支援(医療型） 0 - - -

福祉サービス
現在利用中と
回答した人数

同じくらい
利用予定 増やす予定 減らす予定
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問33 現在利用していないサービスで、今後３年以内に新たに利用したいサービスはありますか。 

 「１．ある」に〇をつけた場合には、次の表の中から今後３年以内に新たに利用したいサービスに〇

をつけてください。（あてはまるものすべてに〇） 

今後３年以内に新たに利用したいサービスの有無については、「ある」が 31.1％、「ない」が

53.2％となっています。 

新たに利用したいサービスについては、「就労継続支援Ａ型」が 31.4％と最も多く、次いで、

「就労移行支援」が 27.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後３年以内に新たに利用したいサービス 

  

31.1% 53.2% 15.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=118) ない(n=202) 無回答(n=60)

n=380

31.4%

27.1%

25.4%

25.4%

19.5%

19.5%

16.1%

12.7%

11.9%

11.0%

11.0%

11.0%

10.2%

9.3%

9.3%

8.5%

6.8%

5.9%

4.2%

3.4%

3.4%

2.5%

2.5%

2.5%

1.7%

1.7%

1.7%

1.7%

0.8%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40%

就労継続支援Ａ型(n=37)

就労移行支援(n=32)

自立生活援助(n=30)

就労定着支援(n=30)

自立訓練（生活訓練）(n=23)

計画相談支援(n=23)

就労継続支援Ｂ型(n=19)

自立訓練（機能訓練）(n=15)

短期入所（ショートステイ）(n=14)

居宅介護（ホームヘルプサービス）(n=13)

施設入所支援(n=13)

地域定着支援(n=13)

共同生活援助（グループホーム）(n=12)

行動援護(n=11)

地域移行支援(n=11)

生活介護(n=10)

宿泊型自立訓練(n=8)

療養介護(n=7)

放課後等デイサービス(n=5)

重度訪問介護(n=4)

児童発達支援(n=4)

同行援護(n=3)

重度障害者等包括支援(n=3)

医療型児童発達支援(n=3)

居宅訪問型児童発達支援(n=2)

障害児入所支援(福祉型）(n=2)

障害児入所支援(医療型）(n=2)

障害児相談支援(n=2)

保育所等訪問支援(n=1)

無回答(n=1)

n=118
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問34 サービス利用で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

サービス利用で困っていることについては、「どのようなサービスを利用できるのかわからな

い」が 32.9％と最も多く、次いで「特にない」が 28.9％、「制度や利用手続きが複雑で大変」

が 14.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問35 障害（児）福祉サービス事業所について望むことはありますか。（○は２つまで） 

障害（児）福祉サービス事業所について望むことについては、「特にない」が 35.5％と最も多

く、次いで「サービス利用の手続きを簡単にして欲しい」が 13.2％、「職員の専門性や技術を向

上して欲しい」、「関係機関との連携を強くして欲しい」がそれぞれ 5.8％となっています。 

  

32.9%

14.5%

9.5%

8.4%

6.3%

5.5%

4.7%

4.7%

4.7%

3.4%

3.9%

28.9%

20.5%

0% 10% 20% 30% 40%

どのようなサービスを利用できるのかわからない(n=125)

制度や利用手続きが複雑で大変(n=55)

利用者負担（自己負担）が大きい(n=36)

利用したいと思うサービスがない(n=32)

利用できる施設や定員が不足している(n=24)

サービス等利用計画が立てられない(n=21)

利用したいサービスが制度上利用できない(n=18)

サービスの質が良くない(n=18)

事業者との調整が大変(n=18)

医療的ケアが受けられる事業所が少ない(n=13)

その他(n=15)

特にない(n=110)

無回答(n=78)

n=380

13.2%

5.8%

5.8%

5.5%

5.3%

4.2%

0.8%

0.5%

3.4%

35.5%

36.1%

0% 10% 20% 30% 40%

サービス利用の手続きを簡単にして欲しい(n=50)

職員の専門性や技術を向上して欲しい(n=22)

関係機関との連携を強くして欲しい(n=22)

職員の人権意識を高めて欲しい(n=21)

職員の接し方を改善して欲しい(n=20)

家庭への寄附金やイベント活動等の負担を軽減して欲しい(n=16)

施設等のバリアフリー化を進めて欲しい(n=3)

防災訓練や災害時の備蓄等の防災対策を充実して欲しい(n=2)

その他(n=13)

特にない(n=135)

無回答(n=137)

n=380
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《災害時の支援等について》 
 

問36 あなたが、台風や地震等の災害が発生したときに困ることや不安なことは何ですか。（あてはまる

ものすべてに○） 

台風や地震等の災害が発生したときに困ることや不安なことについては、「薬や医療的ケアを

確保できるかどうか不安」が 51.8％と最も多く、次いで「避難所で他の人と一緒に過ごすのが

難しい」が 34.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

問37 台風や地震等の災害に備え、準備しているものはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

台風や地震等の災害に備え、準備しているものについては、「周辺の避難場所を知っている」

が 32.9％と最も多く、次いで「食料・飲料の備蓄や非常用持ち出しバッグなどを準備してい

る」が 29.7％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

32.9%

29.7%

18.9%

16.6%

10.8%

7.6%

6.8%

2.9%

1.8%

0.0%

1.6%

28.7%

9.5%

0% 10% 20% 30% 40%

周辺の避難場所を知っている(n=125)

食料・飲料の備蓄や非常用持ち出しバッグなどを準備している

(n=113)

必要な薬や病院の連絡先等を備えている(n=72)

家族で避難の方法や避難場所について話し合っている(n=63)

ヘルプマークを身に着けたり、ヘルプカードを携帯している(n=41)

学校や職場、地域の避難訓練に参加している(n=29)

市の防災情報メール配信サービスに登録している(n=26)

避難行動要支援者名簿に登録している(n=11)

近所の人や知人等に、災害発生時の助けをお願いしている(n=7)

病院での緊急透析離脱訓練（透析中の被災訓練）を知っている(n=0)

その他(n=6)

特にない(n=109)

無回答(n=36)

n=380

51.8%

34.7%

26.1%

21.6%

20.0%

16.8%

16.8%

14.5%

11.8%

6.8%

3.9%

14.2%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安(n=197)

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい(n=132)

避難所で必要な支援が受けられるか不安(n=99)

避難所のトイレを利用できるか不安(n=82)

一人では避難できない(n=76)

近くに助けてくれる人がいない(n=64)

避難所がどこにあるかわからない(n=64)

避難所の設備が障害に対応しているか不安(n=55)

助けを求める手段がない(n=45)

災害の発生等の情報を知る方法がない(n=26)

その他(n=15)

特にない(n=54)

無回答(n=27)

n=380
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問38 災害時にどのような支援があるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

災害時にどのような支援があるとよいかについては、「必要な医療的ケアを受けられる」が

35.3％と最も多く、次いで「避難所でプライバシーが守られる」が 28.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《障害者への理解や権利擁護について》 
 

問39 障害に対する市民の理解について、進んでいると感じますか。（○は１つ） 

障害に対する市民の理解については、「どちらともいえない」が 37.1％と最も多く、次いで

「わからない」が 29.5％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
  

5.0% 15.8% 37.1%

1.8%

7.4% 29.5% 3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

進んでいる(n=19) 多少進んでいる(n=60) どちらともいえない(n=141)

多少後退している(n=7) 後退している(n=28) わからない(n=112)

無回答(n=13)

n=380

n

全体 380 35.3% 28.4% 22.6% 20.3% 18.7% 16.6% 15.0% 11.6% 10.5% 10.3% 1.6% 1.6% 8.2% 13.7%

避
難
で
き
な
い
の
で
自
宅
に
支
援
物
資
な
ど

を
届
け
て
く
れ
る

必
要
な
医
療
的
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る

避
難
所
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
守
ら
れ
る

避
難
所
の
設
備
(

ト
イ
レ
等
)

を
充
実

さ
せ
る

被
害
状
況
、
避
難
所
の
場
所
、

物
資
の
入
手

方
法
等
の
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

避
難
を
手
助
け
し
て
く
れ
る

救
助
や
避
難
時
に
声
か
け
を
し
て
く
れ
る

障
害
者
や
高
齢
者
が
優
先
的
に
避
難
で
き
る

避
難
所
が
あ
る

周
囲
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を

手
助
け
し
て
く
れ
る

必
要
な
補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
を
支
給

し
て
く
れ
る

電
動
車
椅
子
や
人
工
呼
吸
器
な
ど
を
使
用

す
る
た
め
の
電
源
の
確
保
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問40 障害者への理解を深めるために力を入れるべきことは何だと思いますか。（○は２つまで） 

障害者への理解を深めるために力を入れるべきことについては、「学校等での障害を理解する

ための教育の充実」が 26.3％と最も多く、次いで「特にない」が 18.9％、「障害者が積極的に

社会参加をする」が 17.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問41 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」では、行政機関や民間

企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を取り除くための配慮を求める意

思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされています。あなたは、この法律について知って

いますか。（〇は１つ） 

「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が 71.1％と最も多く、次いで「法律

の名前は知っているが、内容は知らない」が 13.7％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

26.3%

17.9%

16.3%

12.4%

10.8%

10.3%

7.6%

5.3%

4.5%

3.9%

18.9%

12.4%

0% 10% 20% 30%

学校等での障害を理解するための教育の充実(n=100)

障害者が積極的に社会参加をする(n=68)

行政から事業者への合理的配慮の周知(n=62)

福祉施設を地域に開かれたものにする(n=47)

支援グループの育成(n=41)

スポーツ・文化活動等を通した障害者と地域の人々との交流(n=39)

障害福祉をテーマとした講座や講演会の開催(n=29)

障害者の活動の積極的なＰＲ(n=20)

ボランティアの育成(n=17)

その他(n=15)

特にない(n=72)

無回答(n=47)

n=380

6.6% 13.7% 71.1% 8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前や内容を知っている(n=25)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=52)

知らない(n=270)

無回答(n=33)

n=380
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問42 あなたは、障害があることにより、どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをし

たことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをしたことがあるかについては、

「日常生活で（他人の視線を感じる/ 心ない言葉を受ける/ 障害に対する誤解があるなど）」が

41.1％と最も多く、次いで「特にない」が 30.3％、「人との交流の場で（話の輪に入れない/活

動に参加できないなど）」が 27.1％となっています。 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問43 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮としてよいと思ったことや配慮があっ

て助かったこと、また、どのような合理的配慮があるとよいかについて具体的に教えてください。 

 

［自由記述編を参照］ 

 
 
問44 障害者への権利擁護制度のひとつとして「成年後見制度」があります。あなたは、「成年後見制

度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知らない」が 37.4％と最も多く、次いで「聞いたことはある

が詳しくはわからない」が 31.1％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

41.1%

27.1%

22.1%

7.6%

6.3%

5.5%

4.5%

4.2%

2.9%

6.1%

30.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

日常生活で（他人の視線を感じる/ 心ない言葉を受ける/ 障害に対する誤解がある

など）(n=156)

人との交流の場で（話の輪に入れない/ 活動に参加できないなど）(n=103)

職場で（会社・職場に理解されない/ 障害に対する誤解があるなど）(n=84)

学校で（通常の学級との交流が難しい/ 活動に参加できないなど）(n=29)

病院や薬局などで（診察や入院を拒否される/ 支援者とだけ話されるなど）(n=24)

交通機関乗車時に（迷惑がられる/ 乗車拒否されるなど）(n=21)

住まいを探すときに（入店を拒否される/ 支援者の同伴を求められるなど）(n=17)

通所先や入所施設等で（隔離・拘束される/ 心ない言葉を受ける/ 暴力を受けるな

ど）(n=16)

飲食店、娯楽施設やホテルなどで（利用を拒否される/ 支援者の同伴などの条件を

付けられるなど）(n=11)

その他(n=23)

特にない(n=115)

n=380

1.6%

24.2% 31.1% 37.4% 5.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または利用している）(n=6)

知っているが、利用したことはない(n=92)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=118)

知らない(n=142)

無回答(n=22)

n=380
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《新型コロナウイルス感染症の影響について》 
 

問45 新型コロナウイルス感染症の影響により日常生活に変化はありましたか。（あてはまるものすべて

に○） 

新型コロナウイルス感染症の影響による日常生活の変化については、「外出がしにくくなっ

た」が 53.9％と最も多く、次いで「お金に関する心配事が増えた」が 31.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問46 「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことについては、「特にない」が 40.0％と最も多

く、次いで「マスクの着用」が 27.9％、「人との距離を確保する」が 23.2％となっています。 

  

53.9%

31.1%

27.4%

27.1%

16.6%

15.5%

12.1%

9.2%

8.9%

7.4%

2.6%

3.2%

19.2%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

外出がしにくくなった(n=205)

お金に関する心配事が増えた(n=118)

コミュニケーションが取りづらくなった(n=104)

気分の浮き沈みが大きくなった(n=103)

社会との壁や孤独感を感じるようになった(n=63)

医療機関の受診に関する困りごとが増えた(n=59)

身体症状が悪化した(n=46)

支援が必要な場面でも遠慮することがある(n=35)

家庭内でのトラブルが増えた(n=34)

障害福祉サービスの利用がしづらくなった(n=28)

勤務条件等が変わり働きづらくなった(n=10)

その他(n=12)

特にない(n=73)

無回答(n=24)
n=380

27.9%

23.2%

21.8%

17.1%

15.8%

4.5%

40.0%

8.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

マスクの着用(n=106)

人との距離を確保する(n=88)

三密の回避(n=83)

こまめな換気(n=65)

手洗いうがい(n=60)

その他(n=17)

特にない(n=152)

無回答(n=32)

n=380
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《市の取り組み等について》 
 

問47 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよいと思

いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が特に充実させていくべきことについては、「経済的な援助」が 38.4％と最も多く、次いで

「就労支援の充実」が 29.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

38.4%

29.5%

29.2%

22.1%

15.0%

14.5%

14.5%

12.6%

12.1%

11.8%

10.8%

10.3%

10.0%

9.7%

8.4%

7.4%

6.6%

6.6%

5.8%

5.3%

5.3%

5.0%

4.2%

3.4%

3.2%

2.6%

2.1%

1.3%

2.9%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

経済的な援助(n=146)

就労支援の充実(n=112)

障害のある人の特性を知ってもらうための周知啓発(n=111)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=84)

障害のある人の健康診断や健康相談事業(n=57)

利用しやすい道路や公共施設の整備(n=55)

災害時の支援体制(n=55)

障害のある人へのコミュニケーション支援(n=48)

電子申請の導入等による利便性の向上(n=46)

障害者医療に関する情報収集・情報提供(n=45)

障害福祉サービス等の質の確保(n=41)

適切な療育や支援を受けられる体制(n=39)

外出や移動の支援(n=38)

一人ひとりのニーズに応じた多様な学びの場(n=37)

行政情報の提供(n=32)

関係機関が連携した相談支援の充実(n=28)

成年後見制度等の権利擁護(n=25)

介助者への支援(n=25)

グループホームなどの地域で生活できる住環境の整備(n=22)

防犯体制や緊急時の連絡通報システムづくり(n=20)

通所施設の整備(n=20)

障害者のスポーツ、芸術、文化活動などに対する支援(n=19)

在宅福祉サービスの充実(n=16)

重症心身障害者の受入先や医療的ケアを受けられる施設の整備(n=13)

入所施設の整備(n=12)

ペアレントトレーニングなどの親子支援(n=10)

地域住民やボランティア団体、行政の連携(n=8)

公民館等の社会教育を行う施設の充実(n=5)

その他(n=11)

無回答(n=66)

n=380
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問48 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般については、「満足している」が 16.1％、「少し満足している」が

17.1％となっています。また、「あまり満足していない」は 13.7％、「満足していない」は

8.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最後に、アンケートの選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要望などが

ありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
  

16.1% 17.1% 38.7% 13.7% 8.4% 6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=61) 少し満足している(n=65) どちらともいえない(n=147)

あまり満足していない(n=52) 満足していない(n=32) 無回答(n=23)

n=380
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〇介助者向けアンケート 

［ここからは、ご本人の介助等をしている方がご回答ください］ 

問１ あなた（介助者）から見たご本人との関係は、次のうちどれですか。（○は 1 つ） 

介助者から見たご本人との関係については、「父母」が 15.8％と最も多く、次いで「配偶者

（夫または妻）」が 14.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２ あなた（介助者）の年齢（令和４年９月１日現在）は、次のうちどれですか。（〇は１つ） 

介助者の年齢については、「65 歳以上」が 16.8％と最も多く、次いで「50～59 歳」が 10.3％

となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

15.8%

14.5%

11.6%

2.4%

0.3%

0.3%

0.0%

2.1%

53.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

父母(n=60)

配偶者（夫または妻）(n=55)

子ども（子どもの配偶者も含む）(n=44)

兄弟姉妹(n=9)

祖父母(n=1)

近所の人、知人・友人(n=1)

そのほかの親せき(n=0)

その他(n=8)

無回答(n=202)

n=380

0.0%

0.0%

0.0%

1.8%

4.2%

10.0%

10.3%

3.7%

16.8%

53.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

10歳未満(n=0)

10～17歳(n=0)

18～19歳(n=0)

20～29歳(n=7)

30～39歳(n=16)

40～49歳(n=38)

50～59歳(n=39)

60～64歳(n=14)

65歳以上(n=64)

無回答(n=202)

n=380



調査結果 ３．精神障害者 

− 114 − 

問３ 介助者に必要と思われる支援はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

介助者に必要と思われる支援については、「家族が亡くなった後の障害のある方の支援」が

28.9％と最も多く、次いで「経済的支援」が 23.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介助等に関して、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

28.9%

23.2%

18.2%

17.4%

12.4%

11.1%

10.5%

10.5%

8.9%

8.7%

6.6%

6.1%

6.1%

4.5%

0.8%

55.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族が亡くなった後の障害のある方の支援(n=110)

経済的支援(n=88)

サービス利用のための簡便な手続き(n=69)

わかりやすいサービスや制度の紹介(n=66)

災害時も含めた緊急時の支援(n=47)

ケアラーに役立つ情報の提供(n=42)

気軽に情報交換できる機会の紹介・提供(n=40)

勤務しやすい柔軟な働き方(n=40)

電話や訪問による相談体制の整備(n=34)

気軽に休息や睡眠がとれる機会の確保(n=33)

ケアラーの健康管理への支援(n=25)

就労及び再就職への支援(n=23)

社会的なケアラー支援への理解(n=23)

他のケアラーと話し合えること(n=17)

その他(n=3)

無回答(n=210)

n=380



 

− 115 − 
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《記入者・ご本人について》 
 

この調査票に記入する方はどなたですか。（〇は１つ） 

調査票に記入された方については、「本人が記入」が 67.5％と最も多く、次いで「本人に聞い

て、家族や介助者等が記入」が 17.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 43.9％、「女性」が 55.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あなたの年齢（令和４年９月１日現在）を記入してください。（○は１つ） 

年齢については、「65 歳以上」が 42.5％と最も多く、次いで「50～59 歳」が 14.3％となって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

67.5% 17.1% 11.8% 3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人（調査の対象となる方）が記入(n=189)

本人に聞いて、家族や介助者等が記入(n=48)

本人の意見を確認するのが難しいので、家族や介助者等が本人の立場に立って記入(n=33)

無回答(n=10)

n=280

4.6%

6.1%

2.9%

3.6%

6.8%

10.4%

14.3%

7.9%

42.5%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

10歳未満(n=13)

10～17歳(n=17)

18～19歳(n=8)

20～29歳(n=10)

30～39歳(n=19)

40～49歳(n=29)

50～59歳(n=40)

60～64歳(n=22)

65歳以上(n=119)

無回答(n=3)

n=280

43.9% 55.4% 0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=123) 女性(n=155) 回答しない(n=0) 無回答(n=2)

n=280
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現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 

暮らしている場所については、「本人または家族の持ち家」が 82.1％と最も多く、次いで「民

間の賃貸住宅」が 9.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
現在、あなたと一緒に暮らしている人はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

一緒に暮らしている人については、「配偶者（夫または妻）」が 54.3％と最も多く、次いで

「子ども(子どもの配偶者も含む)」が 33.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本⼈また
は家族の
持ち家
(n=230)

⺠間の
賃貸住宅
(n=26)

公営の
賃貸住宅
(n=10)

病院に
⼊院中
(n=8)

障害者の
⼊所施設
(n=2)

⾼齢者施
設（特養
等）(n=1)

障害者
グループ
ホーム
(n=0)

その他
(n=1)

無回答
(n=2)

82.1% 9.3% 3.6% 2.9% 0.7% 0.4% 0.0% 0.4% 0.7%

n=280

n

全体 280 54.3% 33.2% 24.3% 16.1% 10.4% 3.6% 1.1% 1.1% 1.1% 1.1%

10歳未満 13 0.0% 0.0% 92.3% 84.6% 0.0% 0.0% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0%

10～17歳 17 5.9% 0.0% 88.2% 70.6% 0.0% 35.3% 5.9% 5.9% 0.0% 0.0%

18～19歳 8 0.0% 0.0% 100.0% 87.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20～29歳 10 10.0% 0.0% 90.0% 60.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

30～39歳 19 26.3% 15.8% 36.8% 10.5% 26.3% 5.3% 0.0% 0.0% 5.3% 0.0%

40～49歳 29 58.6% 58.6% 31.0% 3.4% 6.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

50～59歳 40 67.5% 45.0% 10.0% 7.5% 17.5% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 2.5%

60～64歳 22 68.2% 31.8% 18.2% 0.0% 9.1% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

65歳以上 119 71.4% 39.5% 0.0% 2.5% 10.9% 0.0% 0.8% 0.8% 1.7% 0.0%

祖
父
母

そ
の
ほ
か
の
親
せ
き

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
施
設
等
の

同
居
人

そ
の
他

無
回
答

一
人
暮
ら
し

年齢

配
偶
者
(

夫
ま
た
は
妻
)

子
ど
も

(
子
ど
も
の
配
偶
者
も
含
む

)

父
母

兄
弟
姉
妹
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《障害の状況について》 
 

問１ あなたの障害についてお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

障害種別で「難病（指定難病、特定疾患、指定疾患、小児慢性特定疾病）」を選択した方は、

280 人となっています。 

 
 

問２ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（あてはまるものすべてに○） 

障害者手帳等に関する設問のため省略。 

 

 

問３ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認定

を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 7.9％となっています。また、障害支援 

区分では「区分６」が 22.7％と最も多くなっています。 

 

■障害支援区分の認定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

7.9% 69.6% 22.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=22) ない(n=195) 無回答(n=63)

n=280

4.5%

4.5%

4.5%
9.1% 13.6% 22.7% 9.1% 31.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分１(n=1) 区分２(n=1) 区分３(n=1) 区分４(n=2) 区分５(n=3)

区分６(n=5) 非該当(n=2) 申請中(n=0) 無回答(n=7)

n=22
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《介助等の状況について》 
 

問４ 普段、あなたを主に介助等しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者等については、「特に介助等は受けていない」が 42.5％と最も多く、次いで「配偶

者（夫または妻）」が 18.2％、「父母」が 13.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問４で１～10に○をつけた方にお聞きします］ 

問５ どのようなときに介助等を受けていますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのようなときに介助等を受けているかについては、「通院するとき」が 78.8％と最も多く、

次いで「外出するとき」が 66.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢 n

全体 280 18.2% 13.2% 4.3% 1.1% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.3% 42.5% 15.4%

10歳未満 13 0.0% 84.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 7.7% 0.0%

10～17歳 17 0.0% 47.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.9% 23.5% 23.5%

18～19歳 8 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 62.5% 12.5%

20～29歳 10 0.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0%

30～39歳 19 5.3% 26.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 47.4% 15.8%

40～49歳 29 6.9% 17.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.9% 55.2% 13.8%

50～59歳 40 10.0% 5.0% 0.0% 0.0% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.5% 62.5% 12.5%

60～64歳 22 13.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.5% 68.2% 13.6%

65歳以上 119 33.6% 0.0% 10.1% 2.5% 1.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.5% 31.1% 18.5%

無回答
ホーム

ヘルパー
近所の人、
知人・友人

祖父母
そのほかの

親せき
その他

特に介助等
は受けてい

ない

ボラン
ティア

配偶者（夫
または妻）

父母

子ども
（子どもの
配偶者も
含む）

兄弟姉妹

n

全体 118 78.8% 66.1% 61.0% 52.5% 49.2% 40.7% 39.8% 32.2% 26.3% 22.0% 17.8% 6.8% 1.7%

そ
の
他

無
回
答

服
薬
の
と
き

お
金
の
管
理
を
す
る
と
き

見
守
り
が
必
要
な
状
態
の
と
き

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を
と
る
と
き

家
の
中
を
移
動
す
る
と
き

医
療
的
ケ
ア

(

経
管
栄
養
、

痰
の
吸
引
等
)

の
対
応
の
と
き

着
替
え
、

食
事
、

入
浴
、

ト
イ
レ
の
と
き

通
院
す
る
と
き

外
出
す
る
と
き

書
類
等
の
手
続
き
の
と
き

洗
濯
、

掃
除
を
す
る
と
き
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《健康状態や医療について》 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問６ 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

健康管理や医療について、困ったり不便に思うことについては、「特にない」が 40.0％と最も

多く、次いで「医療費の負担が大きい」が 22.1％、「近所に診てくれる医師や病院等がない」が

14.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
問７ あなたは、以下の医療的ケアを必要としていますか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを必要としている方については、「経管栄養」が 5.7％と最も多く、次いで「酸素

吸入」が 5.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

5.7%

5.0%

4.6%

3.2%

2.1%

1.8%

1.8%

3.9%

74.6%

12.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

経管栄養(n=16)

酸素吸入(n=14)

痰の吸引(n=13)

ネブライザー（薬剤の吸入）(n=9)

人工呼吸器(n=6)

気管切開部の衛生管理(n=5)

導尿(n=5)

その他(n=11)

必要としていない(n=209)

無回答(n=35)

n=280

22.1%

14.6%

14.3%

9.6%

9.6%

9.3%

8.2%

2.9%

4.6%

40.0%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

医療費の負担が大きい(n=62)

近所に診てくれる医師や病院等がない(n=41)

通院のための交通手段が確保・利用しにくい(n=40)

障害のために症状が正確に伝わらない(n=27)

病院等での手続きや案内など、障害のある人への配慮が

足りない(n=27)

往診を頼める医師がいない(n=26)

通院のための介助者を確保しにくい(n=23)

定期的に健康診断を受けられない(n=8)

その他(n=13)

特にない(n=112)

無回答(n=20)
n=280
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［問８、問９は、問７で１～８に○をつけた方にお聞きします］ 

問８ 医療的ケアを行っている方はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを行っている方については、「家族」が 58.3％と最も多く、次いで「看護師」が

55.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 日常生活を送る上で必要な支援について、あてはまるものはありますか。（あてはまるものすべて

に○） 

医療的ケアを必要としている方のうち、日常生活を送る上で必要な支援については、「訪問に

よる在宅ケア（看護）の支援」が 38.9％と最も多く、次いで「送迎等の移動支援」が 33.3％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

58.3%

55.6%

33.3%

13.9%

11.1%

8.3%

2.8%

0.0%

2.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族(n=21)

看護師(n=20)

医師(n=12)

介護福祉士（ヘルパー）(n=5)

本人(n=4)

福祉サービス事業所の職員(n=3)

学校の担任(n=1)

養護教諭(n=0)

その他(n=1)

無回答(n=0)
n=36

38.9%

33.3%

30.6%

27.8%

22.2%

19.4%

19.4%

16.7%

13.9%

8.3%

5.6%

2.8%

8.3%

13.9%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

訪問による在宅ケア（看護）の支援(n=14)

送迎等の移動支援(n=12)

日中に利用可能な障害福祉サービス事業所(n=11)

相談支援(n=10)

宿泊可能な障害福祉サービス事業所(n=8)

訪問による在宅ケア（介護）の支援(n=7)

療育・発達支援(n=7)

学校や通所サービスにおける看護の支援(n=6)

サービスの利用調整支援(n=5)

外出時ヘルパー同行支援(n=3)

ガイドブック等での情報提供(n=2)

訪問による家事等の支援(n=1)

その他(n=3)

特にない(n=5)

無回答(n=2) n=36
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《外出や余暇の過ごし方について》 
 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問10 外出の主な手段は何ですか。（○は２つまで） 

外出の主な手段については、「車（乗せてもらう）」が 39.3％と最も多く、次いで「徒歩」が

35.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
問11 外出の際に特に困っていることはありますか。（○は３つまで） 

外出の際に特に困っていることについては、「特にない」が 37.1％と最も多く、次いで「家族

に負担がかかる」が 20.4％、「道路や建物・駅に階段や段差が多い」が 15.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

39.3%

35.0%

30.4%

16.8%

16.8%

13.2%

8.9%

1.4%

1.4%

7.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

車（乗せてもらう）(n=110)

徒歩(n=98)

車（自分で運転）(n=85)

自転車(n=47)

バス・鉄道等の公共交通機関(n=47)

車いす(n=37)

タクシー(n=25)

バイク(n=4)

その他(n=4)

無回答(n=21)

n=280

20.4%

15.4%

12.9%

11.8%

10.4%

9.3%

9.3%

4.6%

4.3%

3.9%

3.6%

2.1%

1.4%

0.7%

0.4%

7.1%

37.1%

8.9%

0% 10% 20% 30% 40%

家族に負担がかかる(n=57)

道路や建物・駅に階段や段差が多い(n=43)

交通費や利用料がかかる(n=36)

歩道が少ない・狭い(n=33)

多機能トイレが少ない(n=29)

バスや鉄道などが利用しにくい（乗り降りが難しい、

案内表示がわかりにくいなど）(n=26)

障害者用の駐車スペースが少ない(n=26)

困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない(n=13)

歩道上に障害物が多い(n=12)

建物の設備が利用しにくい(n=11)

周囲の視線が気になる(n=10)

介助者が確保できない(n=6)

外出時に福祉サービスを使うことができない(n=4)

施設が利用しにくい(n=2)

点字ブロックや音の出る信号機が不十分(n=1)

その他(n=20)

特にない(n=104)

無回答(n=25)

n=280
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■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

特に困っていることはない 31.9% 特にない 37.1% 

道路や建物・駅に階段や段差が多い 26.9% 家族に負担がかかる 20.4% 

歩道が整備されていない 14.3% 道路や建物・駅に階段や段差が多い 15.4% 

自動車や自転車が多くて危険を感じる 13.7% 交通費や利用料がかかる 12.9% 

障害者用トイレが少ない/バスや電車の乗 

り降りが困難/外出するとお金がかかる 
13.2% 歩道が少ない・狭い 11.8% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 
問12 以下のような文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会があります

か。それぞれに○をつけてください。 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会については、「テレ

ビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」が 65.7％と最も多く、次いで「近所を散歩する」が

39.3％となっています。 

また、機会はないが、ほしいと思う活動については、「旅行に出かける」が 28.6％と最も多

く、次いで「趣味の活動をする」が 24.6%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

26.8%

11.1%

39.3%

31.1%

35.7%

18.9%

12.5%

16.8%

11.1%

65.7%

28.9%

12.1%

6.1%

22.5%

18.9%

17.9%

17.5%

13.6%

18.9%

13.2%

8.2%

9.6%

24.6%

20.4%

10.7%

19.6%

10.4%

23.6%

23.2%

28.6%

20.0%

3.9%

14.3%

16.4%

38.2%

10.7%

12.1%

15.0%

18.9%

28.9%

12.9%

31.1%

7.1%

25.0%

5.0%

20.0%

24.3%

16.8%

18.2%

21.1%

21.1%

21.8%

22.9%

24.6%

15.0%

22.1%

93.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味の活動をする(n=280)

教養・資格取得等に関する学習をする(n=280)

近所を散歩する(n=280)

友人・知人と会って交流を深める(n=280)

デパートや店等を見て歩く(n=280)

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く(n=280)

スポーツをする(n=280)

旅行に出かける(n=280)

地域の行事や活動に参加する(n=280)

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする(n=280)

インターネットを使った活動をする(n=280)

その他(n=280)

現在している 機会はあるが、十分ではない 機会はないが、ほしいと思う 必要性を感じていない 無回答
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問13 文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことは何だと思いますか。（○は３

つまで） 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことについては、「活動する場

所が近くにあること」が 36.8％と最も多く、次いで「一緒に活動する仲間がいること」が

35.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《日中の過ごし方について》 
 

問14 あなたは日中をどのように過ごしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

日中の過ごし方については、「家で過ごしている」が 50.4％と最も多く、次いで「収入を伴う

仕事をしている（福祉的就労含む）」が 22.9％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

n

全体 280 50.4% 22.9% 11.4% 9.3% 7.1% 5.0% 4.3% 2.5% 2.1% 1.4% 1.1% 3.6% 4.6%

18歳未満 30 13.3% 0.0% 80.0% 0.0% 0.0% 3.3% 0.0% 3.3% 0.0% 0.0% 6.7% 0.0% 3.3%

18～64歳 128 39.1% 41.4% 6.3% 2.3% 11.7% 3.1% 2.3% 0.8% 0.8% 3.1% 0.0% 3.9% 4.7%

65歳以上 119 72.3% 7.6% 0.0% 19.3% 4.2% 7.6% 7.6% 4.2% 4.2% 0.0% 0.8% 4.2% 5.0%

そ
の
他

無
回
答

求
職
活
動
を
し
て
い
る

入
所
施
設
で
過
ご
し
て
い
る

障
害
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に
通
っ

て
い
る

創
作
活
動
や
交
流
な
ど
の
活
動
・
集
ま
り
に

参
加
し
て
い
る

病
院
等
(

デ
イ
ケ
ア
等
)

で
過
ご
し
て
い
る

家
の
仕
事
を
手
伝
っ

て
い
る

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、

収
入
を
伴
わ
な
い

仕
事
を
し
て
い
る

年齢（３区分）

家
で
過
ご
し
て
い
る

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
て
い
る
(
福
祉
的
就
労

含
む
)

幼
稚
園
や
保
育
所
、

学
校
等
に
通
っ

て
い
る

高
齢
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に
通
っ

て
い
る

36.8%

35.4%

27.1%

27.1%

18.9%

17.9%

17.1%

12.5%

12.1%

10.7%

1.4%

7.9%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

活動する場所が近くにあること(n=103)

一緒に活動する仲間がいること(n=99)

魅力的な内容であること(n=76)

費用を心配しなくてよいこと(n=76)

外出のための手段が確保されていること(n=53)

イベント情報等が取得しやすいこと(n=50)

障害のある人に配慮した施設や設備があること(n=48)

介助者・援助者がいること(n=35)

適切な指導者がいること(n=34)

障害のある人もない人も一緒にできること(n=30)

その他(n=4)

特にない(n=22)

無回答(n=28)

n=280



調査結果 ４．難病患者 

− 125 − 

■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

家庭内で過ごしている 44.0% 家で過ごしている 50.4% 

収入を伴う仕事をしている 31.9% 
収入を伴う仕事をしている（福祉的就労 

含む） 
22.9% 

幼稚園や保育所、学校などに通っている 13.2% 幼稚園や保育所、学校等に通っている 11.4% 

家の仕事を手伝っている/通所サービスを 

利用している 
6.0% 高齢者の通所施設・事業所に通っている 9.3% 

入居施設で過ごしている/その他 4.4% 障害者の通所施設・事業所に通っている 7.1% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

《幼稚園や保育所、学校などについて》 
 
［問15～17は、問14で「１．幼稚園や保育所、学校等に通っている」に○をつけた方にお聞き

します］ 

問15 主に通っているのは次のうちどれですか。（○は１つ） 

幼稚園や保育所、学校等に通っている人の通園通学先については、32 件中「小学校、中学

校、高等学校」が 13 件と最も多く、次いで「特別支援学校」が８件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問16 学校で勉強する場合にどのような学習形態を望みますか。（○は１つ） 

学校で勉強する場合の学習形態については、32 件中「障害のあるなしにかかわらず、一緒の

クラスで勉強したい」が 15 件と最も多く、次いで「わからない」が７件となっています。 

 

 

 
 
 

  

小
学
校
、

中
学
校
、

高
等

学
校

特
別
支
援
学
校

短
大
・
大
学
・
大
学
院

幼
稚
園
、

保
育
所

特
別
支
援
学
級

障
害
児
通
所
支
援
事
業
所

専
門
学
校
・
専
修
学
校
・

高
等
技
術
専
門
学
校
等

そ
の
他

無
回
答

13 8 4 2 2 2 1 0 0

n=32

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、

一
緒
の
ク
ラ
ス
で
勉

強
し
た
い

障
害
の
あ
る
仲
間
の
ク
ラ
ス

で
勉
強
し
な
が
ら
、

障
害
の

な
い
仲
間
と
も
勉
強
し
た
い

同
じ
よ
う
な
障
害
の
あ
る
仲

間
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
勉
強
し

た
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

15 5 4 7 1 0

n=32
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問17 幼稚園や保育所、学校等に通っていて困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに

○） 

幼稚園や保育所、学校等に通っていて困っていることについては、32 件中「特にない」が 20

件と最も多く、次いで「通うための介助者を確保しにくい」、「通うための交通手段が確保・利

用しにくい」、「家族の同伴を求められる」がそれぞれ４件となっています。 

 
 

 

 

 

 

 

《雇用・就労について》 
 
［問18～21は、問14で「２．収入を伴う仕事をしている（福祉的就労含む）」に○をつけた方に

お聞きします］ 

問18 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「５年以上」が

68.8％と最も多く、次いで「１年未満」が 15.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問19 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「非正規雇用（契約社員・アルバイト等）」が 40.6％と最も多く、次

いで「正規雇用（正社員等）」が 39.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

15.6%

6.3%

7.8%

68.8%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

１年未満(n=10)

１年以上３年未満(n=4)

３年以上５年未満(n=5)

５年以上(n=44)

無回答(n=1) n=64

40.6%

39.1%

10.9%

3.1%

1.6%

1.6%

1.6%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

非正規雇用（契約社員・アルバイト等）(n=26)

正規雇用（正社員等）(n=25)

自営業(n=7)

就労継続支援等での福祉的就労(n=2)

自営業の手伝い(n=1)

家庭内職(n=1)

その他(n=1)

無回答(n=1)
n=64

通
う
た
め
の
介
助
者
を
確
保

し
に
く
い

通
う
た
め
の
交
通
手
段
が

確
保
・
利
用
し
に
く
い

家
族
の
同
伴
を
求
め
ら
れ
る

教
職
員
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い 児
童
・
生
徒
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い

ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
が
不
十

分 医
療
的
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
な

い

友
だ
ち
が
で
き
な
い

学
校
の
数
が
少
な
い

受
け
入
れ
て
く
れ
る
学
校
が

な
い

通
常
の
学
級
に
入
れ
な
い

校
内
・
園
内
で
の
支
援
が
不

十
分

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

4 4 4 2 2 1 1 1 1 1 1 1 0 2 20 0

n=32
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問20 （１）あなたは１週間にどのくらい働いていますか。       

 （２）また、働いている日は１日にどのくらい働いていますか。（（１）（２）それぞれ○は１つ） 

１週間あたりの勤務日数については、「５日以上」が 60.9％と最も多く、次いで「３～４日」

が 29.7％となっています。 

 １日あたりの就労時間については、「６時間以上～８時間未満」が 32.8％と最も多く、次いで

「８時間以上」が 29.7％となっています。 

 

（１）1 週間あたり 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
（２）1 日あたり 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

60.9% 29.7%

3.1%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５日以上(n=39) ３～４日(n=19) １～２日(n=2) 無回答(n=4)

n=64

1.6% 1.6%

6.3% 18.8% 32.8% 29.7% 9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満(n=1) １時間以上～２時間未満(n=1)

２時間以上～４時間未満(n=4) ４時間以上～６時間未満(n=12)

６時間以上～８時間未満(n=21) ８時間以上(n=19)

無回答(n=6)

n=64
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問21 仕事をする上で困っていることは主にどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 

仕事をする上で困っていることについては、「収入が少ない」が 42.2％と最も多く、次いで

「体調のコントロールが難しい」が 32.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問22 障害のある人の就労を促進するために、あなたはどのようなことがあるとよいと思いますか。（○

は３つまで） 

障害のある人の就労促進のために、どのようなことがあるとよいかについては、「経営者の理

解」が 42.9％と最も多く、次いで「従業員の理解」が 37.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

42.9%

37.1%

36.8%

19.6%

10.0%

9.6%

7.1%

5.7%

5.4%

5.4%

5.0%

4.3%

2.5%

9.6%

18.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

経営者の理解(n=120)

従業員の理解(n=104)

障害に配慮した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備(n=103)

仕事探しから就労までの総合的な相談支援(n=55)

職場環境のバリアフリー化(n=28)

ジョブコーチ等の就労定着支援(n=27)

民間企業の雇用努力(n=20)

行政から企業への指導や罰則の強化(n=16)

生活リズムや体調管理等の支援(n=15)

障害者が実際に働いている状況の紹介(n=15)

就労を支援するための施設等の増設(n=14)

職場を理解するための就労体験を増やす(n=12)

その他(n=7)

特にない(n=27)

無回答(n=51) n=280

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

n

全体 64 42.2% 32.8% 14.1% 14.1% 9.4% 7.8% 6.3% 4.7% 4.7% 3.1% 1.6% 4.7% 21.9% 1.6%

正規雇用（正社員等） 25 40.0% 32.0% 20.0% 16.0% 16.0% 8.0% 8.0% 8.0% 8.0% 4.0% 0.0% 4.0% 20.0% 0.0%

非正規雇用（契約社員・
アルバイト等）

26 46.2% 34.6% 15.4% 15.4% 0.0% 11.5% 3.8% 3.8% 3.8% 3.8% 0.0% 3.8% 19.2% 0.0%

自営業 7 42.9% 42.9% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 28.6% 0.0%

自営業の手伝い 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

家庭内職 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 2 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労形態

収
入
が
少
な
い

体
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
難
し
い

通
勤
が
大
変

仕
事
が
き
つ
い

就
業
時
間
が
合
わ
な
い

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
で
き
な
い

能
力
を
発
揮
で
き
な
い

職
場
の
設
備
が
不
足
(
ト
イ
レ
、
休
憩
室
な
ど
)

職
場
の
人
間
関
係

業
務
内
容
が
合
わ
な
い

職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
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問23 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の総収入の額については、「年収 100 万円未満」が 35.4％と最も多く、次いで「わ

からない・答えたくない」が 11.1％、「年収 200 万円以上 300 万円未満」が 9.6％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問24 あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

生活を支えている収入については、「年金」が 38.9％と最も多く、次いで「家族の収入（仕送

り・援助含む）」が 37.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

年
収
100
万
円
未
満

年
収
100
万
円
以
上
150
万
円
未
満

年
収
150
万
円
以
上
200
万
円
未
満

年
収
200
万
円
以
上
300
万
円
未
満

年
収
300
万
円
以
上
500
万
円
未
満

年
収
500
万
円
以
上

わ
か
ら
な
い
・
答
え
た
く
な
い

無
回
答

n

全体 280 35.4% 6.1% 8.6% 9.6% 6.1% 6.4% 11.1% 16.8%

就労形態

正規雇用（正社員等） 25 4.0% 0.0% 4.0% 8.0% 28.0% 56.0% 0.0% 0.0%

非正規雇用（契約社員・アルバイト等） 26 38.5% 11.5% 15.4% 19.2% 0.0% 0.0% 11.5% 3.8%

自営業 7 28.6% 0.0% 42.9% 14.3% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0%

自営業の手伝い 1 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 2 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

主な収入

給与・賃金 62 16.1% 4.8% 8.1% 19.4% 12.9% 25.8% 9.7% 3.2%

事業収入 4 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援施設や作業所の工賃 2 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家族の収入（仕送り・援助含む） 104 59.6% 2.9% 3.8% 2.9% 1.0% 3.8% 16.3% 9.6%

年金 109 30.3% 8.3% 15.6% 14.7% 6.4% 0.9% 8.3% 15.6%

障害年金 35 31.4% 22.9% 8.6% 5.7% 5.7% 2.9% 11.4% 11.4%

生活保護 6 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

n

全体 280 38.9% 37.1% 22.1% 12.5% 2.1% 1.4% 0.7% 6.1% 6.4%

18歳未満 30 0.0% 80.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 13.3%

18～64歳 128 6.3% 43.0% 41.4% 21.1% 3.9% 0.0% 1.6% 7.0% 4.7%

65歳以上 119 84.0% 21.0% 5.9% 5.9% 0.8% 3.4% 0.0% 4.2% 6.7%

生
活
保
護

事
業
収
入

就
労
継
続
支
援
施
設
や
作
業
所
の

工
賃

そ
の
他

無
回
答

年齢（３区分）

年
金

家
族
の
収
入
(

仕
送
り
・
援
助

含
む
)

給
与
・
賃
金

障
害
年
金
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《今後の希望について》 
 

問25 近い将来（今後３年以内）に、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

近い将来（今後３年以内）に、どこで暮らしたいと思うかについては、「家族と一緒に暮らし

たい」が 76.8％と最も多く、次いで「独立して一人で暮らしたい」が 7.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

n

全体 280 76.8% 7.1% 2.1% 1.1% 0.7% 5.4% 6.8%

本人または家族の持ち家 230 82.2% 4.8% 1.3% 1.3% 0.4% 4.3% 5.7%

民間の賃貸住宅 26 61.5% 26.9% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 3.8%

公営の賃貸住宅 10 50.0% 20.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 10.0%

障害者グループホーム 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

障害者の入所施設 2 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高齢者施設（特養等） 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

病院に入院中 8 25.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 25.0% 37.5%

共
同
生
活
す
る
住
居
(
障
害
者

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
等
)
で
暮
ら

し
た
い

そ
の
他

無
回
答

生活場所

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い

独
立
し
て
一
人
で
暮
ら
し
た
い

障
害
者
施
設
で
暮
ら
し
た
い

高
齢
者
施
設
で
暮
ら
し
た
い
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問26 近い将来（今後３年以内）に、あなたは日中を主にどのように過ごしたいと思いますか。      

（○は１つ） 

近い将来（今後３年以内）の日中の過ごし方については、「家庭内で過ごしたい」が 33.6％と

最も多く、次いで「収入を伴う仕事をしたい（福祉的就労含む）」が 26.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

家庭内で過ごしたい 40.1% 家庭内で過ごしたい 33.6% 

一般企業などで働きたい 24.2% 
収入を伴う仕事をしたい（福祉的就労含 

む） 
26.8% 

創作活動や社会との交流などを行ったり 

するところで過ごしたい 
11.0% 幼稚園や保育所、学校等に通いたい 8.9% 

自立した日常生活ができるよう、身体機 

能や生活能力向上のための必要な訓練を 

受けたい 

8.8% 
障害者の通所施設・事業所（生活介護、 

自立訓練など）に通いたい 
5.0% 

通所サービスを利用したい 7.7% 
創作活動や交流などの活動・集まりに参 

加したい 
3.6% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

  

n

全体 280 33.6% 26.8% 8.9% 5.0% 3.6% 3.2% 2.5% 1.4% 1.1% 0.7% 0.4% 2.9% 10.0%

幼稚園や保育所、学校等に
通っている

32 3.1% 15.6% 68.8% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3%

収入を伴う仕事をしている
（福祉的就労含む）

64 9.4% 79.7% 0.0% 0.0% 3.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 1.6% 4.7%

無償ボランティアなど、収入
を伴わない仕事をしている

6 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3%

障害者の通所施設・事業所
（生活介護、自立訓練など）
に通っている

20 0.0% 15.0% 0.0% 60.0% 5.0% 5.0% 5.0% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0%

高齢者の通所施設・事業所
（デイサービスなど）に
通っている

26 30.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 34.6% 11.5% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 19.2%

入所施設で過ごしている 3 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

病院等（デイケア等）で
過ごしている

12 41.7% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 8.3% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3%

創作活動や交流などの活動・
集まりに参加している

14 35.7% 7.1% 0.0% 14.3% 21.4% 14.3% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

求職活動をしている 4 25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家の仕事を手伝っている 7 42.9% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 14.3%

家で過ごしている 141 55.3% 12.8% 1.4% 3.5% 5.7% 3.5% 2.1% 2.8% 0.0% 0.7% 0.7% 2.8% 8.5%

創
作
活
動
や
交
流
な
ど
の
活
動
・
集
ま
り
に

参
加
し
た
い

日中の過ごし方

家
庭
内
で
過
ご
し
た
い

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
た
い
(

福
祉
的
就
労

含
む
)

幼
稚
園
や
保
育
所
、

学
校
等
に
通
い
た
い

障
害
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
(
生
活
介
護
、

自
立
訓
練
な
ど
)

に
通
い
た
い

そ
の
他

無
回
答

高
齢
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所

(

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
)

に
通
い
た
い

障
害
者
の
入
所
施
設
で
過
ご
し
た
い

高
齢
者
の
入
所
施
設
で
過
ご
し
た
い

病
院
等
(

デ
イ
ケ
ア
等
)

で
過
ご
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
し
た
い

家
の
仕
事
を
手
伝
い
た
い
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《相談や情報入手について》 
 

問27 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

現在の生活で困っていることや悩んでいることについては、「特にない」が 31.4％と最も多

く、次いで「外出がしにくい」が 22.1％、「医療費の負担が重い」、「家族などの介助者の健康状

態」がそれぞれ 19.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問28 普段、悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談するかについては、「家族や親せき」が 75.4％と最

も多く、次いで「近所の人、知人・友人」が 20.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

22.1%

19.3%

19.3%

17.5%

13.2%

11.1%

7.5%

5.4%

3.9%

2.5%

7.9%

31.4%

6.4%

0% 10% 20% 30% 40%

外出がしにくい(n=62)

医療費の負担が重い(n=54)

家族などの介助者の健康状態(n=54)

生活費が足りない(n=49)

趣味や生きがいが持てない(n=37)

話し相手や相談相手がいない(n=31)

必要な保健・福祉・医療サービスが不足している(n=21)

働く場がない(n=15)

身の回りの介助や支援をしてくれる人がいない(n=11)

教育や訓練が十分に受けられない(n=7)

その他(n=22)

特にない(n=88)

無回答(n=18)

n=280

年齢 n

全体 280 75.4% 20.4% 20.0% 6.4% 6.1% 3.6% 2.1% 2.1% 1.8% 1.4% 1.4% 0.7% 0.7% 0.7% 0.4% 0.0% 2.9% 9.6% 5.4% 6.1%

10歳未満 13 69.2% 7.7% 30.8% 0.0% 15.4% 0.0% 30.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 15.4%

10～17歳 17 88.2% 29.4% 23.5% 0.0% 0.0% 17.6% 11.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.9% 11.8% 5.9% 0.0%

18～19歳 8 62.5% 37.5% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0%

20～29歳 10 80.0% 10.0% 10.0% 10.0% 20.0% 10.0% 0.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0%

30～39歳 19 89.5% 36.8% 31.6% 10.5% 15.8% 10.5% 0.0% 10.5% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.5% 5.3% 0.0%

40～49歳 29 79.3% 17.2% 20.7% 6.9% 10.3% 3.4% 0.0% 3.4% 6.9% 0.0% 3.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.4% 13.8% 6.9% 0.0%

50～59歳 40 72.5% 27.5% 15.0% 20.0% 5.0% 2.5% 0.0% 0.0% 2.5% 2.5% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 2.5% 0.0% 2.5% 10.0% 5.0% 2.5%

60～64歳 22 50.0% 18.2% 18.2% 13.6% 0.0% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 4.5% 4.5% 0.0% 0.0% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 13.6% 13.6% 9.1%

65歳以上 119 77.3% 16.8% 18.5% 1.7% 4.2% 0.8% 0.0% 1.7% 0.8% 1.7% 0.8% 0.8% 1.7% 0.8% 0.0% 0.0% 4.2% 7.6% 5.0% 8.4%

家
族
や
親
せ
き

近
所
の
人
、
知
人
・
友
人

病
院
・
医
師
・
看
護
師

職
場
の
仲
間

障
害
者
施
設
や
事
業
所
の
職
員

相
談
支
援
事
業
所

通
園
施
設
や
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
の
先
生

川
越
市
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員

国
・
県
・
市
な
ど
の
相
談
窓
口

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
上
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

障
害
者
団
体
や
家
族
会

民
生
委
員
・
児
童
委
員

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

無
回
答

社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

そ
の
他

相
談
し
た
い
が
、

で
き
な
い

相
談
し
た
い
と
思
わ
な
い
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［問28で「18.相談したいが、できない」に○をつけた方にお聞きします］ 

問29 相談できない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

相談できない理由については、「相談しても満足のいく回答がもらえない」が 25.9％と最も多

く、次いで「その他」が 18.5％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問30 障害のある人のための福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

障害のある人のための福祉サービス内容を知る手段については、「市や県の広報やパンフレッ

トなど」が 62.1％と最も多く、次いで「インターネット」が 31.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

62.1%

31.1%

22.1%

17.9%

12.1%

11.8%

7.5%

6.4%

5.0%

3.6%

5.0%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

市や県の広報やパンフレットなど(n=174)

インターネット(n=87)

病院等(n=62)

家族や知人の話(n=50)

テレビやラジオ(n=34)

新聞や雑誌(n=33)

相談機関(n=21)

障害者施設(n=18)

障害者団体や家族会（機関紙等）(n=14)

その他(n=10)

サービスの内容について知る手段がない(n=14)

無回答(n=17)

n=280

25.9%

14.8%

11.1%

7.4%

3.7%

0.0%

18.5%

48.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

相談しても満足のいく回答がもらえない(n=7)

どこ（誰）に相談していいかわからない(n=4)

プライバシーが守られるか不安がある(n=3)

相談することにためらいがある(n=2)

身近なところに相談できるところがない(n=1)

相談支援事業所が少ない(n=0)

その他(n=5)

無回答(n=13)

n=27
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問31 情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについては、「特にない」が

40.4％と最も多く、次いで「どこを調べればよいかわからない」が 16.8％、「難しい言葉や早口

で話されるとわかりにくい」が 15.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

無
回
答

n

全体 280 16.8% 15.0% 14.6% 13.9% 10.7% 10.7% 9.6% 6.4% 4.3% 2.1% 1.4% 0.7% 0.4% 0.0% 2.9% 40.4% 11.8%

文
字
情
報
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー

プ
な
ど
聴
覚
障
害
に
配
慮
し
た
情
報
が
少
な
い

要
約
筆
記
者
が
い
な
い

手
話
通
訳
者
が
い
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

Ｗ
ｅ
ｂ
(

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
)

が
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
や
拡
大
ソ
フ
ト
に
対
応
し
て
い
な
い

ど
こ
を
調
べ
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

難
し
い
言
葉
や
早
口
で
話
さ
れ
る
と
わ
か
り
に
く
い

複
雑
な
文
章
表
現
が
わ
か
り
に
く
い

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
操
作
が
わ
か
ら
な
い

話
を
う
ま
く
組
み
立
て
ら
れ
な
い
、

う
ま
く
質
問
で
き
な
い

希
望
し
て
い
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
が
な
い
、

内
容
が
わ
か
り
に
く
い

案
内
表
示
が
わ
か
り
に
く
い

相
手
の
意
思
や
情
報
を
把
握
で
き
な
い

相
手
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
話
す
の
が
苦
手

音
声
情
報
や
点
字
な
ど
視
覚
障
害
に
配
慮
し
た
情
報
が
少
な
い
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《福祉サービスについて》 
 

問32 次の障害（児）福祉サービス等を利用していますか。（「障害（児）福祉サービス等一覧表」を参

照）記入例を参考に、現在利用中のサービス等について１～29の番号を記入し、今後３年以内の利用

予定について、あてはまるものに○をつけてください。 

  サービス等を利用していない場合は、問33へお進みください。 

現在利用中と回答した人数については、「居宅介護（ホームヘルプサービス）」が 14 人と最も

多く、今後３年以内の利用予定は「同じくらい利用予定」が 76.9％となっています。次いで

「短期入所（ショートステイ）」が 11 人となっており、今後３年以内の利用予定は「同じくら

い利用予定」が 63.6％となっています。 

 
■現在の利用状況と今後３年以内の利用予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

居宅介護（ホームヘルプサービス） 14 76.9% 23.1% 0.0%

短期入所（ショートステイ） 11 63.6% 36.4% 0.0%

生活介護 9 88.9% 11.1% 0.0%

放課後等デイサービス 6 100.0% 0.0% 0.0%

自立訓練（機能訓練） 4 66.7% 33.3% 0.0%

計画相談支援 4 75.0% 0.0% 25.0%

同行援護 3 100.0% 0.0% 0.0%

自立訓練（生活訓練） 3 50.0% 0.0% 50.0%

就労継続支援Ａ型 3 50.0% 50.0% 0.0%

就労継続支援Ｂ型 3 100.0% 0.0% 0.0%

障害児入所支援(医療型） 3 100.0% 0.0% 0.0%

障害児相談支援 3 100.0% 0.0% 0.0%

行動援護 2 100.0% 0.0% 0.0%

療養介護 2 100.0% 0.0% 0.0%

児童発達支援 2 50.0% 0.0% 50.0%

重度障害者等包括支援 1 100.0% 0.0% 0.0%

就労定着支援 1 100.0% 0.0% 0.0%

地域定着支援 1 100.0% 0.0% 0.0%

重度訪問介護 0 - - -

宿泊型自立訓練 0 - - -

自立生活援助 0 - - -

共同生活援助（グループホーム） 0 - - -

施設入所支援 0 - - -

就労移行支援 0 - - -

地域移行支援 0 - - -

医療型児童発達支援 0 - - -

保育所等訪問支援 0 - - -

居宅訪問型児童発達支援 0 - - -

障害児入所支援(福祉型） 0 - - -

福祉サービス
現在利用中と
回答した人数

同じくらい
利用予定 増やす予定 減らす予定



調査結果 ４．難病患者 

− 136 − 

問33 現在利用していないサービスで、今後３年以内に新たに利用したいサービスはありますか。 

 「１．ある」に〇をつけた場合には、次の表の中から今後３年以内に新たに利用したいサービスに〇

をつけてください。（あてはまるものすべてに〇） 

今後３年以内に新たに利用したいサービスの有無については、「ある」が 15.7％、「ない」が

63.2％となっています。 

新たに利用したいサービスについては、「短期入所（ショートステイ）」が 34.1％と最も多

く、次いで「居宅介護（ホームヘルプサービス）」が 25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後３年以内に新たに利用したいサービス 

 

  

15.7% 63.2% 21.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=44) ない(n=177) 無回答(n=59)

n=280

34.1%

25.0%

20.5%

18.2%

18.2%

15.9%

11.4%

11.4%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

9.1%

6.8%

6.8%

6.8%

6.8%

6.8%

4.5%

4.5%

2.3%

2.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40%

短期入所（ショートステイ）(n=15)

居宅介護（ホームヘルプサービス）(n=11)

重度訪問介護(n=9)

行動援護(n=8)

生活介護(n=8)

自立訓練（機能訓練）(n=7)

療養介護(n=5)

施設入所支援(n=5)

自立生活援助(n=4)

自立訓練（生活訓練）(n=4)

就労継続支援Ａ型(n=4)

計画相談支援(n=4)

地域定着支援(n=4)

児童発達支援(n=4)

医療型児童発達支援(n=4)

重度障害者等包括支援(n=3)

就労継続支援Ｂ型(n=3)

地域移行支援(n=3)

放課後等デイサービス(n=3)

居宅訪問型児童発達支援(n=3)

共同生活援助（グループホーム）(n=2)

障害児相談支援(n=2)

就労移行支援(n=1)

障害児入所支援(医療型）(n=1)

同行援護(n=0)

宿泊型自立訓練(n=0)

就労定着支援(n=0)

保育所等訪問支援(n=0)

障害児入所支援(福祉型）(n=0)

無回答(n=1)

n=44
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問34 サービス利用で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

サービス利用で困っていることについては、「特にない」が 34.6％と最も多く、次いで「どの

ようなサービスを利用できるのかわからない」が 25.0％、「制度や利用手続きが複雑で大変」が

12.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問35 障害（児）福祉サービス事業所について望むことはありますか。（○は２つまで） 

障害（児）福祉サービス事業所について望むことについては、「特にない」が 41.1％と最も多

く、次いで「サービス利用の手続きを簡単にして欲しい」が 10.0％、「関係機関との連携を強く

して欲しい」が 6.1％となっています。 

 

  

25.0%

12.5%

7.9%

5.7%

5.0%

4.3%

3.2%

3.2%

1.8%

1.4%

2.5%

34.6%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40%

どのようなサービスを利用できるのかわからない(n=70)

制度や利用手続きが複雑で大変(n=35)

利用できる施設や定員が不足している(n=22)

医療的ケアが受けられる事業所が少ない(n=16)

利用者負担（自己負担）が大きい(n=14)

利用したいサービスが制度上利用できない(n=12)

サービス等利用計画が立てられない(n=9)

利用したいと思うサービスがない(n=9)

事業者との調整が大変(n=5)

サービスの質が良くない(n=4)

その他(n=7)

特にない(n=97)

無回答(n=70)

n=280

10.0%

6.1%

4.3%

2.1%

2.1%

1.8%

1.8%

1.4%

3.2%

41.1%

36.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

サービス利用の手続きを簡単にして欲しい(n=28)

関係機関との連携を強くして欲しい(n=17)

職員の専門性や技術を向上して欲しい(n=12)

職員の接し方を改善して欲しい(n=6)

施設等のバリアフリー化を進めて欲しい(n=6)

防災訓練や災害時の備蓄等の防災対策を充実して欲しい(n=5)

家庭への寄附金やイベント活動等の負担を軽減して欲しい(n=5)

職員の人権意識を高めて欲しい(n=4)

その他(n=9)

特にない(n=115)

無回答(n=103)

n=280
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《災害時の支援等について》 
 

問36 あなたが、台風や地震等の災害が発生したときに困ることや不安なことは何ですか。（あてはまる

ものすべてに○） 

台風や地震等の災害が発生したときに困ることや不安なことについては、「薬や医療的ケアを

確保できるかどうか不安」が 46.8％と最も多く、次いで「避難所のトイレを利用できるか不

安」が 30.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

問37 台風や地震等の災害に備え、準備しているものはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

台風や地震等の災害に備え、準備しているものについては、「周辺の避難場所を知っている」

が 38.9％と最も多く、次いで「食料・飲料の備蓄や非常用持ち出しバッグなどを準備してい

る」が 37.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

38.9%

37.9%

26.4%

22.5%

10.4%

9.6%

8.6%

5.7%

3.6%

0.7%

0.4%

17.9%

10.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

周辺の避難場所を知っている(n=109)

食料・飲料の備蓄や非常用持ち出しバッグなどを準備している

(n=106)

必要な薬や病院の連絡先等を備えている(n=74)

家族で避難の方法や避難場所について話し合っている(n=63)

避難行動要支援者名簿に登録している(n=29)

学校や職場、地域の避難訓練に参加している(n=27)

ヘルプマークを身に着けたり、ヘルプカードを携帯している(n=24)

市の防災情報メール配信サービスに登録している(n=16)

近所の人や知人等に、災害発生時の助けをお願いしている(n=10)

病院での緊急透析離脱訓練（透析中の被災訓練）を知っている(n=2)

その他(n=1)

特にない(n=50)

無回答(n=30)

n=280

46.8%

30.0%

27.9%

22.9%

19.6%

14.6%

8.6%

8.6%

7.9%

6.1%

2.5%

16.8%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安(n=131)

避難所のトイレを利用できるか不安(n=84)

避難所で必要な支援が受けられるか不安(n=78)

一人では避難できない(n=64)

避難所の設備が障害に対応しているか不安(n=55)

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい(n=41)

助けを求める手段がない(n=24)

避難所がどこにあるかわからない(n=24)

近くに助けてくれる人がいない(n=22)

災害の発生等の情報を知る方法がない(n=17)

その他(n=7)

特にない(n=47)

無回答(n=33)

n=280
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問38 災害時にどのような支援があるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

災害時にどのような支援があるとよいかについては、「必要な医療的ケアを受けられる」が

41.4％と最も多く、次いで「避難所の設備（トイレ等）を充実させる」が 29.3％となっていま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《障害者への理解や権利擁護について》 
 

問39 障害に対する市民の理解について、進んでいると感じますか。（○は１つ） 

障害に対する市民の理解については、「どちらともいえない」が 32.5％と最も多く、次いで

「わからない」が 27.1％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2.5%

23.2% 32.5%

2.5% 1.8%

27.1% 10.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

進んでいる(n=7) 多少進んでいる(n=65) どちらともいえない(n=91)

多少後退している(n=7) 後退している(n=5) わからない(n=76)

無回答(n=29)

n=280

n

全体 280 41.4% 29.3% 19.3% 18.9% 17.1% 16.1% 16.1% 12.9% 8.2% 7.5% 3.2% 2.1% 5.7% 14.6%

避
難
を
手
助
け
し
て
く
れ
る

必
要
な
医
療
的
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る

避
難
所
の
設
備
(

ト
イ
レ
等
)

を
充
実

さ
せ
る

障
害
者
や
高
齢
者
が
優
先
的
に
避
難
で
き
る

避
難
所
が
あ
る

避
難
所
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
守
ら
れ
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

被
害
状
況
、
避
難
所
の
場
所
、

物
資
の
入
手

方
法
等
の
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ
る

避
難
で
き
な
い
の
で
自
宅
に
支
援
物
資
な
ど

を
届
け
て
く
れ
る

必
要
な
補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
を
支
給

し
て
く
れ
る

電
動
車
椅
子
や
人
工
呼
吸
器
な
ど
を
使
用

す
る
た
め
の
電
源
の
確
保

救
助
や
避
難
時
に
声
か
け
を
し
て
く
れ
る

周
囲
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を

手
助
け
し
て
く
れ
る
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問40 障害者への理解を深めるために力を入れるべきことは何だと思いますか。（○は２つまで） 

障害者への理解を深めるために力を入れるべきことについては、「学校等での障害を理解する

ための教育の充実」が 29.6％と最も多く、次いで「障害者が積極的に社会参加をする」が

16.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問41 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」では、行政機関や民間

企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を取り除くための配慮を求める意

思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされています。あなたは、この法律について知って

いますか。（〇は１つ） 

「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が 59.3％と最も多く、次いで「法律

の名前は知っているが、内容は知らない」が 15.4％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

29.6%

16.1%

15.4%

14.6%

12.5%

12.1%

7.9%

5.0%

3.9%

2.5%

12.1%

17.1%

0% 10% 20% 30% 40%

学校等での障害を理解するための教育の充実(n=83)

障害者が積極的に社会参加をする(n=45)

スポーツ・文化活動等を通した障害者と地域の人々との交流(n=43)

福祉施設を地域に開かれたものにする(n=41)

行政から事業者への合理的配慮の周知(n=35)

支援グループの育成(n=34)

ボランティアの育成(n=22)

障害者の活動の積極的なＰＲ(n=14)

障害福祉をテーマとした講座や講演会の開催(n=11)

その他(n=7)

特にない(n=34)

無回答(n=48)

n=280

10.7% 15.4% 59.3% 14.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前や内容を知っている(n=30)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=43)

知らない(n=166)

無回答(n=41)

n=280
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問42 あなたは、障害があることにより、どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをし

たことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをしたことがあるかについては、

「特にない」が 50.7％と最も多く、次いで「日常生活で（他人の視線を感じる/心ない言葉を受

ける/障害に対する誤解があるなど）」が 19.3％、「人との交流の場で（話の輪に入れない/活動

に参加できないなど）」が 8.9％となっています。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問43 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮としてよいと思ったことや配慮があっ

て助かったこと、また、どのような合理的配慮があるとよいかについて具体的に教えてください。 

 

［自由記述編を参照］ 

 

 
問44 障害者への権利擁護制度のひとつとして「成年後見制度」があります。あなたは、「成年後見制

度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知っているが、利用したことはない」が 30.7％と最も多く、

次いで「聞いたことはあるが詳しくはわからない」が 29.3％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
  

19.3%

8.9%

6.1%

5.7%

5.0%

2.1%

1.4%

0.7%

0.7%

2.9%

50.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常生活で（他人の視線を感じる/ 心ない言葉を受ける/ 障害に対する誤解があ

るなど）(n=54)

人との交流の場で（話の輪に入れない/ 活動に参加できないなど）(n=25)

職場で（会社・職場に理解されない/ 障害に対する誤解があるなど）(n=17)

交通機関乗車時に（迷惑がられる/ 乗車拒否されるなど）(n=16)

学校で（通常の学級との交流が難しい/ 活動に参加できないなど）(n=14)

飲食店、娯楽施設やホテルなどで（利用を拒否される/ 支援者の同伴などの条件

を付けられるなど）(n=6)

通所先や入所施設等で（隔離・拘束される/ 心ない言葉を受ける/ 暴力を受ける

など）(n=4)

病院や薬局などで（診察や入院を拒否される/ 支援者とだけ話されるなど）

(n=2)

住まいを探すときに（入店を拒否される/ 支援者の同伴を求められるなど）

(n=2)

その他(n=8)

特にない(n=142)

n=280

1.8%

30.7% 29.3% 22.5% 15.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または利用している）(n=5)

知っているが、利用したことはない(n=86)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=82)

知らない(n=63)

無回答(n=44)

n=280
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《新型コロナウイルス感染症の影響について》 
 

問45 新型コロナウイルス感染症の影響により日常生活に変化はありましたか。（あてはまるものすべて

に○） 

新型コロナウイルス感染症の影響による日常生活の変化については、「外出がしにくくなっ

た」が 61.8％と最も多く、次いで「コミュニケーションが取りづらくなった」が 31.1％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問46 「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことについては、「特にない」が 45.4％と最も多

く、次いで「人との距離を確保する」が 26.4％、「マスクの着用」が 24.3％となっています。 

  

61.8%

31.1%

17.1%

16.8%

13.2%

8.6%

8.2%

6.4%

6.4%

4.6%

1.8%

2.5%

16.4%

8.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

外出がしにくくなった(n=173)

コミュニケーションが取りづらくなった(n=87)

気分の浮き沈みが大きくなった(n=48)

医療機関の受診に関する困りごとが増えた(n=47)

お金に関する心配事が増えた(n=37)

社会との壁や孤独感を感じるようになった(n=24)

支援が必要な場面でも遠慮することがある(n=23)

身体症状が悪化した(n=18)

障害福祉サービスの利用がしづらくなった(n=18)

家庭内でのトラブルが増えた(n=13)

勤務条件等が変わり働きづらくなった(n=5)

その他(n=7)

特にない(n=46)

無回答(n=24)
n=280

26.4%

24.3%

21.4%

15.0%

15.0%

2.5%

45.4%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

人との距離を確保する(n=74)

マスクの着用(n=68)

三密の回避(n=60)

手洗いうがい(n=42)

こまめな換気(n=42)

その他(n=7)

特にない(n=127)

無回答(n=28)

n=280
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《市の取り組み等について》 
 

問47 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよいと思

いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が特に充実させていくべきことについては、「経済的な援助」が 26.1％と最も多く、次いで

「就労支援の充実」が 20.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

26.1%

20.0%

19.3%

18.2%

17.1%

16.8%

13.6%

13.6%

12.9%

12.9%

12.1%

11.4%

9.3%

8.9%

8.9%

8.2%

7.9%

7.1%

6.4%

6.1%

5.7%

5.7%

4.3%

3.9%

3.6%

3.2%

2.1%

2.1%

2.1%

20.7%

0% 10% 20% 30%

経済的な援助(n=73)

就労支援の充実(n=56)

災害時の支援体制(n=54)

利用しやすい道路や公共施設の整備(n=51)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=48)

外出や移動の支援(n=47)

適切な療育や支援を受けられる体制(n=38)

介助者への支援(n=38)

障害のある人の特性を知ってもらうための周知啓発(n=36)

障害者医療に関する情報収集・情報提供(n=36)

障害のある人の健康診断や健康相談事業(n=34)

電子申請の導入等による利便性の向上(n=32)

行政情報の提供(n=26)

在宅福祉サービスの充実(n=25)

重症心身障害者の受入先や医療的ケアを受けられる施設の整備(n=25)

成年後見制度等の権利擁護(n=23)

関係機関が連携した相談支援の充実(n=22)

障害福祉サービス等の質の確保(n=20)

障害者のスポーツ、芸術、文化活動などに対する支援(n=18)

一人ひとりのニーズに応じた多様な学びの場(n=17)

入所施設の整備(n=16)

障害のある人へのコミュニケーション支援(n=16)

通所施設の整備(n=12)

グループホームなどの地域で生活できる住環境の整備(n=11)

防犯体制や緊急時の連絡通報システムづくり(n=10)

地域住民やボランティア団体、行政の連携(n=9)

ペアレントトレーニングなどの親子支援(n=6)

公民館等の社会教育を行う施設の充実(n=6)

その他(n=6)

無回答(n=58)

n=280
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問48 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般については、「満足している」が 9.3％、「少し満足している」が

22.5％となっています。また、「あまり満足していない」が 6.8％、「満足していない」が 5.7％

となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最後に、アンケートの選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要望などが

ありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
  

9.3% 22.5% 42.5% 6.8% 5.7% 13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=26) 少し満足している(n=63) どちらともいえない(n=119)

あまり満足していない(n=19) 満足していない(n=16) 無回答(n=37)

n=280
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〇介助者向けアンケート 

［ここからは、ご本人の介助等をしている方がご回答ください］ 

問１ あなた（介助者）から見たご本人との関係は、次のうちどれですか。（○は 1 つ） 

介助者から見たご本人との関係については、「配偶者（夫または妻）」が 21.1％と最も多く、

次いで「父母」が 12.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２ あなた（介助者）の年齢（令和４年９月１日現在）は、次のうちどれですか。（〇は１つ） 

介助者の年齢については、「65 歳以上」が 18.9％と最も多く、次いで「40～49 歳」が 8.2％

となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

21.1%

12.1%

11.8%

1.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.4%

53.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

配偶者（夫または妻）(n=59)

父母(n=34)

子ども（子どもの配偶者も含む）(n=33)

兄弟姉妹(n=3)

祖父母(n=0)

そのほかの親せき(n=0)

近所の人、知人・友人(n=0)

その他(n=1)

無回答(n=150)

n=280

0.4%

0.4%

0.0%

0.7%

4.3%

8.2%

7.9%

5.4%

18.9%

53.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

10歳未満(n=1)

10～17歳(n=1)

18～19歳(n=0)

20～29歳(n=2)

30～39歳(n=12)

40～49歳(n=23)

50～59歳(n=22)

60～64歳(n=15)

65歳以上(n=53)

無回答(n=151)

n=280
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問３ 介助者に必要と思われる支援はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

介助者に必要と思われる支援については、「家族が亡くなった後の障害のある方の支援」、「わ

かりやすいサービスや制度の紹介」がそれぞれ 20.0％と最も多くなっています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介助等に関して、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
 
 
 
 
 

20.0%

20.0%

19.6%

18.2%

16.1%

11.4%

11.4%

10.4%

9.3%

8.2%

7.1%

5.7%

4.3%

3.9%

0.4%

57.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族が亡くなった後の障害のある方の支援(n=56)

わかりやすいサービスや制度の紹介(n=56)

経済的支援(n=55)

サービス利用のための簡便な手続き(n=51)

災害時も含めた緊急時の支援(n=45)

電話や訪問による相談体制の整備(n=32)

気軽に休息や睡眠がとれる機会の確保(n=32)

気軽に情報交換できる機会の紹介・提供(n=29)

勤務しやすい柔軟な働き方(n=26)

ケアラーに役立つ情報の提供(n=23)

ケアラーの健康管理への支援(n=20)

社会的なケアラー支援への理解(n=16)

他のケアラーと話し合えること(n=12)

就労及び再就職への支援(n=11)

その他(n=1)

無回答(n=161)

n=280
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《記入者・ご本人について》 

この調査票に記入する方はどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方については、「本人が記入」が 35.5％と最も多く、次いで「本人の意見

を確認するのが難しいので、家族や介助者等が本人の立場に立って記入」が 33.3％となってい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 59.7％、「女性」が 36.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あなたの年齢（令和４年９月１日現在）を記入してください。（○は１つ） 

年齢については、「20～29 歳」が 23.7％と最も多く、次いで「10～17 歳」が 19.4％となって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

35.5% 25.8% 33.3% 5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人（調査の対象となる方）が記入(n=66)

本人に聞いて、家族や介助者等が記入(n=48)

本人の意見を確認するのが難しいので、家族や介助者等が本人の立場に立って記入(n=62)

無回答(n=10)

n=186

59.7% 36.6%

1.6%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=111) 女性(n=68) 回答しない(n=3) 無回答(n=4)

n=186

15.1%

19.4%

7.0%

23.7%

16.7%

9.1%

4.3%

1.1%

0.0%

3.8%

0% 10% 20% 30%

10歳未満(n=28)

10～17歳(n=36)

18～19歳(n=13)

20～29歳(n=44)

30～39歳(n=31)

40～49歳(n=17)

50～59歳(n=8)

60～64歳(n=2)

65歳以上(n=0)

無回答(n=7)

n=186
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現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 

暮らしている場所については、「本人または家族の持ち家」が 82.8％と最も多く、次いで「民

間の賃貸住宅」が 13.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
現在、あなたと一緒に暮らしている人はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

一緒に暮らしている人については、「父母」が 79.6％と最も多く、次いで「兄弟姉妹」が

43.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

本⼈また
は家族の
持ち家
(n=154)

⺠間の
賃貸住宅
(n=25)

公営の
賃貸住宅
(n=2)

障害者
グループ
ホーム
(n=0)

障害者の
⼊所施設
(n=0)

⾼齢者施
設（特養
等）
(n=0)

病院に
⼊院中
(n=0)

その他
(n=0)

無回答
(n=5)

82.8% 13.4% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.7%

n=186

n

全体 186 79.6% 43.0% 12.9% 6.5% 5.4% 3.8% 1.6% 0.0% 2.2% 2.7%

10歳未満 28 85.7% 50.0% 25.0% 3.6% 0.0% 3.6% 0.0% 0.0% 3.6% 0.0%

10～17歳 36 97.2% 61.1% 13.9% 0.0% 0.0% 0.0% 2.8% 0.0% 0.0% 0.0%

18～19歳 13 76.9% 46.2% 30.8% 0.0% 0.0% 0.0% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0%

20～29歳 44 88.6% 43.2% 6.8% 2.3% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 4.5% 2.3%

30～39歳 31 77.4% 38.7% 16.1% 12.9% 3.2% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

40～49歳 17 52.9% 17.6% 0.0% 11.8% 29.4% 11.8% 0.0% 0.0% 5.9% 0.0%

50～59歳 8 50.0% 12.5% 0.0% 50.0% 0.0% 37.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

60～64歳 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

65歳以上 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

一
人
暮
ら
し

年齢

父
母

兄
弟
姉
妹

祖
父
母

配
偶
者
(

夫
ま
た
は
妻
)

子
ど
も

(

子
ど
も
の
配
偶
者
も
含
む

)

そ
の
ほ
か
の
親
せ
き

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
施
設
等
の

同
居
人

そ
の
他

無
回
答



調査結果 ５．発達障害者 

− 150 − 

《障害の状況について》 
 

問１ あなたの障害についてお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

障害種別で「発達障害」を選択した方は、186 人となっています。 

 
 

問２ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（あてはまるものすべてに○） 

「発達障害または高次脳機能障害と診断された」と回答した方のうち、発達障害と診断され

た年齢は、「10 歳未満」が 54.0％と最も多く、次いで「10～19 歳」が 15.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

問３ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認定

を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 14.5％となっています。また、障害支援

区分では「区分６」が 37.0％と最も多くなっています。 

 

■障害支援区分の認定 

 

 

 

 

  

14.5% 72.6% 12.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=27) ない(n=135) 無回答(n=24)

n=186

54.0% 15.3% 14.7% 8.6%

3.1%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳未満(n=88) 10～19歳(n=25) 20～29歳(n=24) 30～39歳(n=14) 40～49歳(n=5)

50～59歳(n=7) 60～69歳(n=0) 70歳以上(n=0) 無回答(n=0)

n=163
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■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

《介助等の状況について》 
 

問４ 普段、あなたを主に介助等しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者等については、「父母」が 61.8％と最も多く、次いで「特に介助等は受けていな

い」が 22.0％、「配偶者（夫または妻）」が 3.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問４で１～10に○をつけた方にお聞きします］ 

問５ どのようなときに介助等を受けていますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのようなときに介助等を受けているかについては、「書類等の手続きのとき」が 88.6％と最

も多く、次いで「通院するとき」が 80.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.7%

11.1% 14.8% 14.8% 7.4% 37.0% 7.4% 3.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分１(n=1) 区分２(n=3) 区分３(n=4) 区分４(n=4) 区分５(n=2)

区分６(n=10) 非該当(n=2) 申請中(n=0) 無回答(n=1)

n=27

年齢 n

全体 186 61.8% 3.2% 2.2% 1.1% 0.5% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 22.0% 7.0%

10歳未満 28 85.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.6% 0.0% 10.7%

10～17歳 36 91.7% 0.0% 2.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.8% 2.8%

18～19歳 13 69.2% 0.0% 7.7% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 7.7%

20～29歳 44 68.2% 0.0% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 27.3% 2.3%

30～39歳 31 25.8% 6.5% 3.2% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.2% 41.9% 16.1%

40～49歳 17 23.5% 5.9% 0.0% 0.0% 0.0% 5.9% 0.0% 0.0% 0.0% 5.9% 47.1% 11.8%

50～59歳 8 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

60～64歳 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

65歳以上 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答
ボラン
ティア

子ども
（子どもの
配偶者も
含む）

祖父母
そのほかの

親せき
その他

特に介助等
は受けてい

ない

近所の人、
知人・友人

父母
配偶者（夫
または妻）

ホーム
ヘルパー

兄弟姉妹

n

全体 132 88.6% 80.3% 74.2% 72.0% 65.9% 63.6% 56.1% 53.0% 41.7% 9.1% 4.5% 3.0% 2.3%

そ
の
他

無
回
答

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を
と
る
と
き

服
薬
の
と
き

洗
濯
、

掃
除
を
す
る
と
き

着
替
え
、

食
事
、

入
浴
、

ト
イ
レ
の
と
き

家
の
中
を
移
動
す
る
と
き

医
療
的
ケ
ア

(

経
管
栄
養
、

痰
の
吸
引
等
)

の
対
応
の
と
き

外
出
す
る
と
き

書
類
等
の
手
続
き
の
と
き

通
院
す
る
と
き

お
金
の
管
理
を
す
る
と
き

見
守
り
が
必
要
な
状
態
の
と
き
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《健康状態や医療について》 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問６ 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

健康管理や医療について、困ったり不便に思うことについては、「障害のために症状が正確に

伝わらない」が 38.7％と最も多く、次いで「特にない」が 28.0％、「近所に診てくれる医師や

病院等がない」が 24.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
問７ あなたは、以下の医療的ケアを必要としていますか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを必要としている方については、「ネブライザー（薬剤の吸入）」、「その他」がそ

れぞれ 2.2％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

2.2%

1.1%

0.5%

0.5%

0.5%

0.5%

0.0%

2.2%

88.2%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ネブライザー（薬剤の吸入）(n=4)

人工呼吸器(n=2)

経管栄養(n=1)

痰の吸引(n=1)

導尿(n=1)

酸素吸入(n=1)

気管切開部の衛生管理(n=0)

その他(n=4)

必要としていない(n=164)

無回答(n=12)

n=186

38.7%

24.7%

23.1%

17.2%

15.6%

9.1%

7.5%

7.0%

8.1%

28.0%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障害のために症状が正確に伝わらない(n=72)

近所に診てくれる医師や病院等がない(n=46)

病院等での手続きや案内など、障害のある人への配慮が

足りない(n=43)

医療費の負担が大きい(n=32)

通院のための交通手段が確保・利用しにくい(n=29)

往診を頼める医師がいない(n=17)

通院のための介助者を確保しにくい(n=14)

定期的に健康診断を受けられない(n=13)

その他(n=15)

特にない(n=52)

無回答(n=5)
n=186
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［問８、問９は、問７で１～８に○をつけた方にお聞きします］ 

問８ 医療的ケアを行っている方はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを行っている方については、「家族」が 70.0％と最も多く、次いで「医師」が

30.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 日常生活を送る上で必要な支援について、あてはまるものはありますか。（あてはまるものすべて

に○） 

医療的ケアを必要としている方のうち、日常生活を送る上で必要な支援については、「送迎等

の移動支援」、「相談支援」がそれぞれ 60.0％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

70.0%

30.0%

20.0%

10.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族(n=7)

医師(n=3)

看護師(n=2)

本人(n=1)

介護福祉士（ヘルパー）(n=0)

福祉サービス事業所の職員(n=0)

学校の担任(n=0)

養護教諭(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=0)
n=10

60.0%

60.0%

50.0%

40.0%

40.0%

40.0%

40.0%

30.0%

20.0%

20.0%

20.0%

10.0%

10.0%

20.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

送迎等の移動支援(n=6)

相談支援(n=6)

日中に利用可能な障害福祉サービス事業所(n=5)

宿泊可能な障害福祉サービス事業所(n=4)

外出時ヘルパー同行支援(n=4)

療育・発達支援(n=4)

サービスの利用調整支援(n=4)

訪問による在宅ケア（介護）の支援(n=3)

訪問による在宅ケア（看護）の支援(n=2)

訪問による家事等の支援(n=2)

学校や通所サービスにおける看護の支援(n=2)

ガイドブック等での情報提供(n=1)

その他(n=1)

特にない(n=2)

無回答(n=0) n=10
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《外出や余暇の過ごし方について》 
 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問10 外出の主な手段は何ですか。（○は２つまで） 

外出の主な手段については、「車（乗せてもらう）」が 48.9％と最も多く、次いで「徒歩」が

45.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
問11 外出の際に特に困っていることはありますか。（○は３つまで） 

外出の際に特に困っていることについては、「家族に負担がかかる」が 26.3％と最も多く、次

いで「特にない」が 23.7％、「困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない」が 22.6％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

48.9%

45.7%

33.3%

22.6%

5.4%

1.1%

1.1%

1.1%

0.5%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

車（乗せてもらう）(n=91)

徒歩(n=85)

バス・鉄道等の公共交通機関(n=62)

自転車(n=42)

車（自分で運転）(n=10)

バイク(n=2)

タクシー(n=2)

車いす(n=2)

その他(n=1)

無回答(n=22)
n=186

26.3%

22.6%

21.0%

18.3%

14.0%

10.8%

5.9%

4.8%

2.2%

2.2%

1.6%

1.1%

0.5%

0.5%

0.0%

5.4%

23.7%

11.8%

0% 10% 20% 30%

家族に負担がかかる(n=49)

困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない(n=42)

周囲の視線が気になる(n=39)

交通費や利用料がかかる(n=34)

歩道が少ない・狭い(n=26)

バスや鉄道などが利用しにくい（乗り降りが難しい、

案内表示がわかりにくいなど）(n=20)

外出時に福祉サービスを使うことができない(n=11)

多機能トイレが少ない(n=9)

道路や建物・駅に階段や段差が多い(n=4)

障害者用の駐車スペースが少ない(n=4)

介助者が確保できない(n=3)

歩道上に障害物が多い(n=2)

建物の設備が利用しにくい(n=1)

施設が利用しにくい(n=1)

点字ブロックや音の出る信号機が不十分(n=0)

その他(n=10)

特にない(n=44)

無回答(n=22)

n=186
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■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

外出するとお金がかかる 38.8% 家族に負担がかかる 26.3% 

周囲の視線が気になる 35.8% 特にない 23.7% 

特に困っていることはない 31.3% 
困ったときに周囲の人の手助けや理解を 

得られない 
22.6% 

家族に負担がかかる 28.4% 周囲の視線が気になる 21.0% 

自分の意思を理解してもらえない 23.9% 交通費や利用料がかかる 18.3% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 
問12 以下のような文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会があります

か。それぞれに○をつけてください。 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会については、「テレ

ビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」が 74.7％と最も多く、次いで「デパートや店等を見て

歩く」が 41.9％となっています。 

また、機会はないが、欲しいと思う活動については、「旅行に出かける」が 43.5％と最も多

く、次いで「教養・資格取得等に関する学習をする」が 31.7%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

30.6%

10.8%

40.9%

15.1%

41.9%

19.4%

13.4%

16.7%

8.6%

74.7%

37.6%

17.2%

11.8%

26.9%

26.3%

28.5%

27.4%

22.0%

21.5%

15.6%

11.8%

14.5%

25.3%

31.7%

10.2%

31.2%

10.8%

25.8%

28.5%

43.5%

25.3%

3.2%

17.2%

19.4%

36.0%

17.2%

20.4%

13.4%

22.6%

31.2%

13.4%

45.2%

6.5%

24.2%

7.5%

7.5%

9.7%

4.8%

7.0%

5.4%

4.8%

4.8%

4.8%

5.4%

3.8%

6.5%

90.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味の活動をする(n=186)

教養・資格取得等に関する学習をする(n=186)

近所を散歩する(n=186)

友人・知人と会って交流を深める(n=186)

デパートや店等を見て歩く(n=186)

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く(n=186)

スポーツをする(n=186)

旅行に出かける(n=186)

地域の行事や活動に参加する(n=186)

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする(n=186)

インターネットを使った活動をする(n=186)

その他(n=186)

現在している 機会はあるが、十分ではない 機会はないが、ほしいと思う 必要性を感じていない 無回答
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問13 文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことは何だと思いますか。（○は３

つまで） 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことについては、「一緒に活動

する仲間がいること」が 34.4％と最も多く、次いで「活動する場所が近くにあること」が

33.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《日中の過ごし方について》 
 

問14 あなたは日中をどのように過ごしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

日中の過ごし方については、「幼稚園や保育所、学校等に通っている」が 33.3％と最も多く、

次いで「収入を伴う仕事をしている（福祉的就労を含む）」が 28.5％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

n

全体 186 33.3% 28.5% 26.3% 16.7% 6.5% 3.2% 1.1% 1.1% 0.5% 0.0% 0.0% 0.5% 4.3%

18歳未満 64 90.6% 0.0% 4.7% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3%

18～64歳 115 2.6% 45.2% 39.1% 24.3% 9.6% 5.2% 1.7% 1.7% 0.9% 0.0% 0.0% 0.9% 2.6%

65歳以上 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

年齢（３区分）

幼
稚
園
や
保
育
所
、

学
校
等
に
通
っ

て
い
る

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
て
い
る
(
福
祉
的
就
労

含
む
)

家
で
過
ご
し
て
い
る

障
害
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に
通
っ

て
い
る

そ
の
他

無
回
答

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、

収
入
を
伴
わ
な
い

仕
事
を
し
て
い
る

高
齢
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に
通
っ

て
い
る

家
の
仕
事
を
手
伝
っ

て
い
る

求
職
活
動
を
し
て
い
る

病
院
等
(

デ
イ
ケ
ア
等
)

で
過
ご
し
て
い
る

創
作
活
動
や
交
流
な
ど
の
活
動
・
集
ま
り
に

参
加
し
て
い
る

入
所
施
設
で
過
ご
し
て
い
る

34.4%

33.3%

32.8%

28.0%

22.0%

21.0%

20.4%

18.8%

17.7%

16.7%

1.1%

3.8%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40%

一緒に活動する仲間がいること(n=64)

活動する場所が近くにあること(n=62)

費用を心配しなくてよいこと(n=61)

魅力的な内容であること(n=52)

適切な指導者がいること(n=41)

障害のある人もない人も一緒にできること(n=39)

障害のある人に配慮した施設や設備があること(n=38)

イベント情報等が取得しやすいこと(n=35)

外出のための手段が確保されていること(n=33)

介助者・援助者がいること(n=31)

その他(n=2)

特にない(n=7)

無回答(n=13)

n=186
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■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

家庭内で過ごしている 44.8% 幼稚園や保育所、学校等に通っている 33.3% 

収入を伴う仕事をしている 34.3% 
収入を伴う仕事をしている（福祉的就労 

含む） 
28.5% 

施設や企業で作業や実習などを行い、職 

場探しや職場定着のための支援を受けて 

いる 

19.4% 家で過ごしている 26.3% 

家の仕事を手伝っている 16.4% 障害者の通所施設・事業所に通っている 16.7% 

通所サービスを利用している 10.4% 家の仕事を手伝っている 6.5% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

《幼稚園や保育所、学校などについて》 
 
［問15～17は、問14で「１．幼稚園や保育所、学校等に通っている」に○をつけた方にお聞き

します］ 

問15 主に通っているのは次のうちどれですか。（○は１つ） 

幼稚園や保育所、学校等に通っている人の通園通学先については、62 件中「特別支援学校」

が 17 件と最も多く、次いで「特別支援学級」が 14 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問16 学校で勉強する場合にどのような学習形態を望みますか。（○は１つ） 

学校で勉強する場合の学習形態については、62 件中「障害のある仲間のクラスで勉強しなが

ら、障害のない仲間とも勉強したい」が 33 件と最も多く、次いで「同じような障害のある仲間

たちのクラスで勉強したい」が 15 件となっています。 

 

 

 

 
 
 

  

特
別
支
援
学
校

特
別
支
援
学
級

小
学
校
、

中
学
校
、

高
等

学
校

幼
稚
園
、

保
育
所

障
害
児
通
所
支
援
事
業
所

短
大
・
大
学
・
大
学
院

専
門
学
校
・
専
修
学
校
・

高
等
技
術
専
門
学
校
等

そ
の
他

無
回
答

17 14 12 6 5 2 1 0 5

n=62

障
害
の
あ
る
仲
間
の
ク
ラ
ス

で
勉
強
し
な
が
ら
、

障
害
の

な
い
仲
間
と
も
勉
強
し
た
い

同
じ
よ
う
な
障
害
の
あ
る
仲

間
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
勉
強
し

た
い

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、

一
緒
の
ク
ラ
ス
で
勉

強
し
た
い わ

か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

33 15 4 4 1 5

n=62
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問17 幼稚園や保育所、学校等に通っていて困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに

○） 

幼稚園や保育所、学校等に通っていて困っていることについては、62 件中「特にない」が 21

件と最も多く、次いで「授業についていけない」が 14 件、「校内・園内での支援が不十分」、

「友だちができない」がそれぞれ 10 件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

《雇用・就労について》 
 
［問18～21は、問14で「２．収入を伴う仕事をしている（福祉的就労含む）」に○をつけた方に

お聞きします］ 

問18 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「１年未満」、「５

年以上」がそれぞれ 28.3％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問19 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「非正規雇用（契約社員・アルバイト等）」が 52.8％と最も多く、次

いで「正規雇用（正社員等）」、「就労継続支援等での福祉的就労」がそれぞれ 22.6％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

28.3%

17.0%

26.4%

28.3%

0.0%

0% 10% 20% 30%

１年未満(n=15)

１年以上３年未満(n=9)

３年以上５年未満(n=14)

５年以上(n=15)

無回答(n=0) n=53

52.8%

22.6%

22.6%

1.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

非正規雇用（契約社員・アルバイト等）(n=28)

正規雇用（正社員等）(n=12)

就労継続支援等での福祉的就労(n=12)

自営業(n=1)

自営業の手伝い(n=0)

家庭内職(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=0)
n=53

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い

校
内
・
園
内
で
の
支
援
が
不

十
分

友
だ
ち
が
で
き
な
い

教
職
員
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い

学
校
の
数
が
少
な
い

家
族
の
同
伴
を
求
め
ら
れ
る

通
う
た
め
の
介
助
者
を
確
保

し
に
く
い

通
う
た
め
の
交
通
手
段
が

確
保
・
利
用
し
に
く
い

児
童
・
生
徒
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い

ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
が
不
十

分 受
け
入
れ
て
く
れ
る
学
校
が

な
い

医
療
的
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
な

い
通
常
の
学
級
に
入
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

14 10 10 9 9 8 6 6 5 3 3 1 1 6 21 6

n=62
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問20 （１）あなたは１週間にどのくらい働いていますか。       

 （２）また、働いている日は１日にどのくらい働いていますか。（（１）（２）それぞれ○は１つ） 

１週間あたりの勤務日数については、「５日以上」が 73.6％と最も多く、次いで「３～４日」

が 24.5％となっています。 

 １日あたりの就労時間については、「６時間以上～８時間未満」が 49.1％と最も多く、次いで

「４時間以上～６時間未満」が 28.3％となっています。 

 

（１）1 週間あたり 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
（２）1 日あたり 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

28.3% 49.1% 13.2% 9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満(n=0) １時間以上～２時間未満(n=0)

２時間以上～４時間未満(n=0) ４時間以上～６時間未満(n=15)

６時間以上～８時間未満(n=26) ８時間以上(n=7)

無回答(n=5)

n=53

73.6% 24.5% 1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５日以上(n=39) ３～４日(n=13) １～２日(n=0) 無回答(n=1)

n=53
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問21 仕事をする上で困っていることは主にどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 

仕事をする上で困っていることについては、「収入が少ない」が 50.9％と最も多く、次いで

「職場の人間関係」、「コミュニケーションができない」がそれぞれ 35.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問22 障害のある人の就労を促進するために、あなたはどのようなことがあるとよいと思いますか。（○

は３つまで） 

障害のある人の就労促進のために、どのようなことがあるとよいかについては、「従業員の理

解」が 46.8％と最も多く、次いで「障害に配慮した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備」が

44.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

46.8%

44.1%

33.9%

27.4%

25.3%

11.8%

10.8%

10.2%

10.2%

8.6%

7.0%

2.7%

3.8%

1.6%

12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

従業員の理解(n=87)

障害に配慮した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備(n=82)

経営者の理解(n=63)

仕事探しから就労までの総合的な相談支援(n=51)

ジョブコーチ等の就労定着支援(n=47)

職場を理解するための就労体験を増やす(n=22)

障害者が実際に働いている状況の紹介(n=20)

就労を支援するための施設等の増設(n=19)

生活リズムや体調管理等の支援(n=19)

民間企業の雇用努力(n=16)

行政から企業への指導や罰則の強化(n=13)

職場環境のバリアフリー化(n=5)

その他(n=7)

特にない(n=3)

無回答(n=24) n=186

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

n

全体 53 50.9% 35.8% 35.8% 24.5% 20.8% 13.2% 11.3% 5.7% 5.7% 3.8% 3.8% 1.9% 20.8% 0.0%

正規雇用（正社員等） 12 16.7% 66.7% 58.3% 16.7% 33.3% 16.7% 8.3% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0%

非正規雇用（契約社員・
アルバイト等）

28 67.9% 32.1% 32.1% 28.6% 14.3% 17.9% 17.9% 7.1% 7.1% 7.1% 7.1% 3.6% 17.9% 0.0%

自営業 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

自営業の手伝い 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 12 50.0% 16.7% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0%

就労形態

収
入
が
少
な
い

職
場
の
人
間
関
係

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
で
き
な
い

体
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
難
し
い

仕
事
が
き
つ
い

就
業
時
間
が
合
わ
な
い

通
勤
が
大
変

職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

能
力
を
発
揮
で
き
な
い

業
務
内
容
が
合
わ
な
い

職
場
の
設
備
が
不
足
(
ト
イ
レ
、
休
憩
室
な
ど
)
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問23 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の総収入の額については、「年収 100 万円未満」が 39.8％と最も多く、次いで「わ

からない・答えたくない」が 21.0％、「年収 100 万円以上 150 万円未満」が 10.8％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問24 あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

生活を支えている収入については、「家族の収入（仕送り・援助含む）」が 60.8％と最も多

く、次いで「給与・賃金」、「障害年金」がそれぞれ 26.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

年
収
100
万
円
未
満

年
収
100
万
円
以
上
150
万
円
未
満

年
収
150
万
円
以
上
200
万
円
未
満

年
収
200
万
円
以
上
300
万
円
未
満

年
収
300
万
円
以
上
500
万
円
未
満

年
収
500
万
円
以
上

わ
か
ら
な
い
・
答
え
た
く
な
い

無
回
答

n

全体 186 39.8% 10.8% 4.3% 4.3% 2.2% 1.1% 21.0% 16.7%

就労形態

正規雇用（正社員等） 12 0.0% 16.7% 0.0% 50.0% 8.3% 8.3% 16.7% 0.0%

非正規雇用（契約社員・アルバイト等） 28 17.9% 39.3% 21.4% 3.6% 0.0% 0.0% 14.3% 3.6%

自営業 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自営業の手伝い 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 12 66.7% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 8.3%

主な収入

給与・賃金 49 18.4% 34.7% 12.2% 14.3% 2.0% 2.0% 16.3% 0.0%

事業収入 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援施設や作業所の工賃 8 87.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0%

家族の収入（仕送り・援助含む） 113 53.1% 8.8% 1.8% 1.8% 0.9% 0.9% 23.9% 8.8%

年金 2 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

障害年金 49 49.0% 16.3% 4.1% 4.1% 0.0% 2.0% 22.4% 2.0%

生活保護 4 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0%

n

全体 186 60.8% 26.3% 26.3% 4.3% 2.2% 1.1% 1.1% 5.9% 11.3%

18歳未満 64 68.8% 4.7% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 6.3% 23.4%

18～64歳 115 55.7% 39.1% 40.9% 7.0% 2.6% 1.7% 1.7% 6.1% 4.3%

65歳以上 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

年齢（３区分）

家
族
の
収
入
(

仕
送
り
・
援
助

含
む
)

給
与
・
賃
金

障
害
年
金

就
労
継
続
支
援
施
設
や
作
業
所
の

工
賃

生
活
保
護

事
業
収
入

年
金

そ
の
他

無
回
答
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《今後の希望について》 
 

問25 近い将来（今後３年以内）に、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

近い将来（今後３年以内）に、どこで暮らしたいと思うかについては、「家族と一緒に暮らし

たい」が 71.5％と最も多く、次いで「独立して一人で暮らしたい」が 14.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

n

全体 186 71.5% 14.0% 4.3% 2.7% 0.0% 2.2% 5.4%

本人または家族の持ち家 154 71.4% 14.3% 3.9% 3.2% 0.0% 0.6% 6.5%

民間の賃貸住宅 25 72.0% 16.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.0% 0.0%

公営の賃貸住宅 2 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

障害者グループホーム 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

障害者の入所施設 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高齢者施設（特養等） 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

病院に入院中 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高
齢
者
施
設
で
暮
ら
し
た
い

そ
の
他

無
回
答

生活場所

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い

独
立
し
て
一
人
で
暮
ら
し
た
い

共
同
生
活
す
る
住
居
(
障
害
者

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
等
)
で
暮
ら
し

た
い

障
害
者
施
設
で
暮
ら
し
た
い
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問26 近い将来（今後３年以内）に、あなたは日中を主にどのように過ごしたいと思いますか。         

（○は１つ） 

近い将来（今後３年以内）の日中の過ごし方については、「収入を伴う仕事をしたい（福祉的

就労含む）」が 42.5％と最も多く、次いで「幼稚園や保育所、学校等に通いたい」が 26.3％と

なっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

一般企業などで働きたい 50.7% 
収入を伴う仕事をしたい（福祉的就労含 

む） 
42.5% 

家庭内で過ごしたい 28.4% 幼稚園や保育所、学校等に通いたい 26.3% 

自立した日常生活ができるよう、身体機 

能や生活能力向上のための必要な訓練を 

受けたい 

20.9% 
障害者の通所施設・事業所（生活介護、 

自立訓練など）に通いたい 
9.1% 

創作活動や社会との交流などを行ったり 

するところで過ごしたい 
16.4% 家庭内で過ごしたい 7.0% 

施設や企業で作業や実習などを行い、職 

場探しや職場定着のための支援を受けた 

い 

14.9% 
創作活動や交流などの活動・集まりに参 

加したい 
3.2% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。  

n

全体 186 42.5% 26.3% 9.1% 7.0% 3.2% 1.6% 1.1% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 7.0%

幼稚園や保育所、学校等に
通っている

62 9.7% 74.2% 3.2% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.7%

収入を伴う仕事をしている
（福祉的就労含む）

53 77.4% 0.0% 3.8% 3.8% 5.7% 0.0% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.8% 3.8%

無償ボランティアなど、収入
を伴わない仕事をしている

0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

障害者の通所施設・事業所
（生活介護、自立訓練など）
に通っている

31 48.4% 0.0% 45.2% 0.0% 0.0% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.2%

高齢者の通所施設・事業所
（デイサービスなど）に
通っている

0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

入所施設で過ごしている 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

病院等（デイケア等）で過ご
している

2 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

創作活動や交流などの活動・
集まりに参加している

2 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

求職活動をしている 6 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家の仕事を手伝っている 12 58.3% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 8.3% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7%

家で過ごしている 49 49.0% 0.0% 10.2% 16.3% 10.2% 4.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.0% 8.2%

創
作
活
動
や
交
流
な
ど
の
活
動
・
集
ま
り
に

参
加
し
た
い

日中の過ごし方

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
た
い
(

福
祉
的
就
労

含
む
)

幼
稚
園
や
保
育
所
、

学
校
等
に
通
い
た
い

障
害
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
(
生
活
介
護
、

自
立
訓
練
な
ど
)

に
通
い
た
い

家
庭
内
で
過
ご
し
た
い

そ
の
他

無
回
答

障
害
者
の
入
所
施
設
で
過
ご
し
た
い

家
の
仕
事
を
手
伝
い
た
い

病
院
等
(

デ
イ
ケ
ア
等
)

で
過
ご
し
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
し
た
い

高
齢
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所

(

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
)

に
通
い
た
い

高
齢
者
の
入
所
施
設
で
過
ご
し
た
い
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《相談や情報入手について》 
 

問27 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

現在の生活で困っていることや悩んでいることについては、「生活費が足りない」、「特にな

い」がそれぞれ 26.9％と最も多く、次いで「家族などの介助者の健康状態」が 23.1％となって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問28 普段、悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談するかについては、「家族や親せき」が 69.9％と最

も多く、次いで「障害者施設や事業所の職員」が 24.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

26.9%

23.1%

21.0%

18.8%

15.6%

14.0%

13.4%

11.3%

10.2%

1.1%

4.8%

26.9%

5.9%

0% 10% 20% 30%

生活費が足りない(n=50)

家族などの介助者の健康状態(n=43)

話し相手や相談相手がいない(n=39)

外出がしにくい(n=35)

趣味や生きがいが持てない(n=29)

医療費の負担が重い(n=26)

教育や訓練が十分に受けられない(n=25)

働く場がない(n=21)

必要な保健・福祉・医療サービスが不足している(n=19)

身の回りの介助や支援をしてくれる人がいない(n=2)

その他(n=9)

特にない(n=50)

無回答(n=11)

n=186

年齢 n

全体 186 69.9% 24.2% 21.0% 14.5% 13.4% 12.4% 10.2% 5.9% 4.3% 3.8% 3.2% 2.2% 1.6% 1.6% 0.5% 0.0% 3.2% 12.4% 4.3% 4.3%

10歳未満 28 78.6% 25.0% 7.1% 7.1% 50.0% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 10.7% 0.0% 7.1%

10～17歳 36 58.3% 11.1% 11.1% 11.1% 22.2% 8.3% 0.0% 8.3% 0.0% 2.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 8.3% 11.1%

18～19歳 13 69.2% 23.1% 46.2% 15.4% 0.0% 23.1% 15.4% 15.4% 0.0% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0%

20～29歳 44 79.5% 31.8% 15.9% 18.2% 2.3% 15.9% 15.9% 2.3% 4.5% 0.0% 2.3% 2.3% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 2.3% 11.4% 4.5% 0.0%

30～39歳 31 77.4% 25.8% 32.3% 16.1% 0.0% 9.7% 22.6% 6.5% 12.9% 9.7% 3.2% 6.5% 0.0% 6.5% 3.2% 0.0% 0.0% 6.5% 0.0% 6.5%

40～49歳 17 58.8% 17.6% 41.2% 29.4% 0.0% 11.8% 11.8% 11.8% 0.0% 11.8% 0.0% 5.9% 5.9% 0.0% 0.0% 0.0% 11.8% 23.5% 11.8% 0.0%

50～59歳 8 37.5% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 12.5% 12.5% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 25.0% 12.5% 0.0%

60～64歳 2 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

65歳以上 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
回
答

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

そ
の
他

相
談
し
た
い
が
、

で
き
な
い

相
談
し
た
い
と
思
わ
な
い

国
・
県
・
市
な
ど
の
相
談
窓
口

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員

社
会
福
祉
協
議
会

障
害
者
団
体
や
家
族
会

民
生
委
員
・
児
童
委
員

通
園
施
設
や
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
の
先
生

相
談
支
援
事
業
所

職
場
の
仲
間

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
上
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

川
越
市
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

家
族
や
親
せ
き

障
害
者
施
設
や
事
業
所
の
職
員

病
院
・
医
師
・
看
護
師

近
所
の
人
、
知
人
・
友
人
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［問28で「18.相談したいが、できない」に○をつけた方にお聞きします］ 

問29 相談できない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

相談できない理由については、「相談しても満足のいく回答がもらえない」が 30.4％と最も多

く、次いで「相談することにためらいがある」、「その他」がそれぞれ 26.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問30 障害のある人のための福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

障害のある人のための福祉サービス内容を知る手段については、「市や県の広報やパンフレッ

トなど」が 49.5％と最も多く、次いで「インターネット」が 41.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

30.4%

26.1%

17.4%

13.0%

8.7%

0.0%

26.1%

47.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

相談しても満足のいく回答がもらえない(n=7)

相談することにためらいがある(n=6)

どこ（誰）に相談していいかわからない(n=4)

身近なところに相談できるところがない(n=3)

プライバシーが守られるか不安がある(n=2)

相談支援事業所が少ない(n=0)

その他(n=6)

無回答(n=11)

n=23

49.5%

41.9%

38.7%

23.7%

19.9%

17.7%

8.6%

5.9%

4.3%

2.2%

5.9%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市や県の広報やパンフレットなど(n=92)

インターネット(n=78)

家族や知人の話(n=72)

相談機関(n=44)

病院等(n=37)

障害者施設(n=33)

障害者団体や家族会（機関紙等）(n=16)

テレビやラジオ(n=11)

新聞や雑誌(n=8)

その他(n=4)

サービスの内容について知る手段がない(n=11)

無回答(n=3)

n=186
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問31 情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについては、「話をうまく組み立

てられない、うまく質問できない」が 51.1％と最も多く、次いで「複雑な文章表現がわかりに

くい」が 48.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

無
回
答

n

全体 186 51.1% 48.9% 47.8% 36.0% 32.3% 29.6% 15.6% 10.2% 9.7% 1.6% 1.6% 1.1% 0.5% 0.5% 3.8% 17.2% 4.8%

音
声
情
報
や
点
字
な
ど
視
覚
障
害
に
配
慮
し
た
情
報
が
少
な
い

文
字
情
報
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー

プ
な
ど
聴
覚
障
害
に
配
慮
し
た
情
報
が
少
な
い

手
話
通
訳
者
が
い
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

要
約
筆
記
者
が
い
な
い

話
を
う
ま
く
組
み
立
て
ら
れ
な
い
、

う
ま
く
質
問
で
き
な
い

複
雑
な
文
章
表
現
が
わ
か
り
に
く
い

難
し
い
言
葉
や
早
口
で
話
さ
れ
る
と
わ
か
り
に
く
い

相
手
の
意
思
や
情
報
を
把
握
で
き
な
い

相
手
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
話
す
の
が
苦
手

ど
こ
を
調
べ
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

希
望
し
て
い
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
が
な
い
、

内
容
が
わ
か
り
に
く
い

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
操
作
が
わ
か
ら
な
い

案
内
表
示
が
わ
か
り
に
く
い

Ｗ
ｅ
ｂ
(

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
)

が
音
声
読
み
上
げ
ソ
フ
ト
や
拡
大
ソ
フ
ト
に
対
応
し
て
い
な
い
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《福祉サービスについて》 
 

問32 次の障害（児）福祉サービス等を利用していますか。（「障害（児）福祉サービス等一覧表」を参

照）記入例を参考に、現在利用中のサービス等について１～29の番号を記入し、今後３年以内の利用

予定について、あてはまるものに○をつけてください。 

  サービス等を利用していない場合は、問33へお進みください。 

現在利用中と回答した人数については、「放課後等デイサービス」が 37 人と最も多く、今後

３年以内の利用予定は「同じくらい利用予定」が 83.8％となっています。次いで「就労継続支

援Ｂ型」が 16 人となっており、今後３年以内の利用予定は「同じくらい利用予定」が 86.7％と

なっています。 

 
■現在の利用状況と今後３年以内の利用予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

放課後等デイサービス 37 83.8% 10.8% 5.4%

就労継続支援Ｂ型 16 86.7% 13.3% 0.0%

計画相談支援 12 83.3% 8.3% 8.3%

行動援護 11 55.6% 33.3% 11.1%

生活介護 11 90.0% 10.0% 0.0%

短期入所（ショートステイ） 11 44.4% 44.4% 11.1%

児童発達支援 11 90.9% 9.1% 0.0%

就労定着支援 9 55.6% 11.1% 33.3%

就労移行支援 8 14.3% 28.6% 57.1%

自立訓練（生活訓練） 5 33.3% 33.3% 33.3%

障害児相談支援 5 100.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援Ａ型 4 100.0% 0.0% 0.0%

居宅介護（ホームヘルプサービス） 3 100.0% 0.0% 0.0%

共同生活援助（グループホーム） 2 50.0% 50.0% 0.0%

自立訓練（機能訓練） 2 100.0% 0.0% 0.0%

重度訪問介護 1 100.0% 0.0% 0.0%

療養介護 1 100.0% 0.0% 0.0%

同行援護 0 - - -

重度障害者等包括支援 0 - - -

宿泊型自立訓練 0 - - -

自立生活援助 0 - - -

施設入所支援 0 - - -

地域移行支援 0 - - -

地域定着支援 0 - - -

医療型児童発達支援 0 - - -

保育所等訪問支援 0 - - -

居宅訪問型児童発達支援 0 - - -

障害児入所支援(福祉型） 0 - - -

障害児入所支援(医療型） 0 - - -

福祉サービス
現在利用中と
回答した人数

同じくらい
利用予定 増やす予定 減らす予定
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問33 現在利用していないサービスで、今後３年以内に新たに利用したいサービスはありますか。 

 「１．ある」に〇をつけた場合には、次の表の中から今後３年以内に新たに利用したいサービスに〇

をつけてください。（あてはまるものすべてに〇） 

今後３年以内に新たに利用したいサービスの有無については、「ある」が 38.2％、「ない」が

52.7％となっています。 

新たに利用したいサービスについては、「計画相談支援」が 28.2％と最も多く、次いで「就労

定着支援」が 26.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後３年以内に新たに利用したいサービス 

 

 

 

  

38.2% 52.7% 9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=71) ない(n=98) 無回答(n=17)

n=186

28.2%

26.8%

21.1%

19.7%

19.7%

19.7%

19.7%

18.3%

14.1%

12.7%

11.3%

11.3%

9.9%

8.5%

8.5%

7.0%

7.0%

4.2%

4.2%

4.2%

2.8%

2.8%

2.8%

2.8%

2.8%

1.4%

1.4%

1.4%

1.4%

0.0%

0% 10% 20% 30%

計画相談支援(n=20)

就労定着支援(n=19)

就労移行支援(n=15)

行動援護(n=14)

短期入所（ショートステイ）(n=14)

自立生活援助(n=14)

放課後等デイサービス(n=14)

就労継続支援Ａ型(n=13)

就労継続支援Ｂ型(n=10)

自立訓練（生活訓練）(n=9)

共同生活援助（グループホーム）(n=8)

児童発達支援(n=8)

宿泊型自立訓練(n=7)

自立訓練（機能訓練）(n=6)

障害児相談支援(n=6)

生活介護(n=5)

地域移行支援(n=5)

施設入所支援(n=3)

医療型児童発達支援(n=3)

居宅訪問型児童発達支援(n=3)

居宅介護（ホームヘルプサービス）(n=2)

療養介護(n=2)

地域定着支援(n=2)

障害児入所支援(福祉型）(n=2)

障害児入所支援(医療型）(n=2)

重度訪問介護(n=1)

同行援護(n=1)

重度障害者等包括支援(n=1)

保育所等訪問支援(n=1)

無回答(n=0)

n=71
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問34 サービス利用で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

サービス利用で困っていることについては、「どのようなサービスを利用できるのかわからな

い」が 32.3％と最も多く、次いで「特にない」が 27.4％、「制度や利用手続きが複雑で大変」

が 23.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問35 障害（児）福祉サービス事業所について望むことはありますか。（○は２つまで） 

障害（児）福祉サービス事業所について望むことについては、「特にない」が 31.7％と最も多

く、次いで「サービス利用の手続きを簡単にして欲しい」が 24.2％、「職員の専門性や技術を向

上して欲しい」が 21.5％となっています。 

 

 

  

32.3%

23.7%

11.8%

10.8%

8.6%

6.5%

5.4%

4.8%

4.3%

4.3%

4.3%

27.4%

10.2%

0% 10% 20% 30% 40%

どのようなサービスを利用できるのかわからない(n=60)

制度や利用手続きが複雑で大変(n=44)

利用できる施設や定員が不足している(n=22)

利用したいと思うサービスがない(n=20)

利用者負担（自己負担）が大きい(n=16)

利用したいサービスが制度上利用できない(n=12)

サービスの質が良くない(n=10)

事業者との調整が大変(n=9)

医療的ケアが受けられる事業所が少ない(n=8)

サービス等利用計画が立てられない(n=8)

その他(n=8)

特にない(n=51)

無回答(n=19)

n=186

24.2%

21.5%

15.6%

6.5%

5.4%

3.8%

3.2%

0.5%

1.6%

31.7%

18.8%

0% 10% 20% 30% 40%

サービス利用の手続きを簡単にして欲しい(n=45)

職員の専門性や技術を向上して欲しい(n=40)

関係機関との連携を強くして欲しい(n=29)

職員の人権意識を高めて欲しい(n=12)

職員の接し方を改善して欲しい(n=10)

家庭への寄附金やイベント活動等の負担を軽減して欲しい(n=7)

防災訓練や災害時の備蓄等の防災対策を充実して欲しい(n=6)

施設等のバリアフリー化を進めて欲しい(n=1)

その他(n=3)

特にない(n=59)

無回答(n=35)

n=186
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《災害時の支援等について》 
 

問36 あなたが、台風や地震等の災害が発生したときに困ることや不安なことは何ですか。（あてはまる

ものすべてに○） 

台風や地震等の災害が発生したときに困ることや不安なことについては、「避難所で他の人と

一緒に過ごすのが難しい」が 51.6％と最も多く、次いで「一人では避難できない」が 42.5％と

なっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

問37 台風や地震等の災害に備え、準備しているものはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

台風や地震等の災害に備え、準備しているものについては、「食料・飲料の備蓄や非常用持ち

出しバッグなどを準備している」が 39.2％と最も多く、次いで「周辺の避難場所を知ってい

る」が 33.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

39.2%

33.9%

26.3%

24.7%

16.7%

11.8%

9.7%

8.6%

2.7%

0.0%

1.6%

18.3%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

食料・飲料の備蓄や非常用持ち出しバッグなどを準備している

(n=73)

周辺の避難場所を知っている(n=63)

家族で避難の方法や避難場所について話し合っている(n=49)

学校や職場、地域の避難訓練に参加している(n=46)

ヘルプマークを身に着けたり、ヘルプカードを携帯している(n=31)

必要な薬や病院の連絡先等を備えている(n=22)

市の防災情報メール配信サービスに登録している(n=18)

避難行動要支援者名簿に登録している(n=16)

近所の人や知人等に、災害発生時の助けをお願いしている(n=5)

病院での緊急透析離脱訓練（透析中の被災訓練）を知っている

(n=0)

その他(n=3)

特にない(n=34)

無回答(n=10)

n=186

51.6%

42.5%

38.7%

30.1%

26.3%

24.2%

23.7%

10.8%

10.8%

9.7%

2.2%

13.4%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい(n=96)

一人では避難できない(n=79)

避難所で必要な支援が受けられるか不安(n=72)

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安(n=56)

避難所の設備が障害に対応しているか不安(n=49)

避難所のトイレを利用できるか不安(n=45)

避難所がどこにあるかわからない(n=44)

災害の発生等の情報を知る方法がない(n=20)

近くに助けてくれる人がいない(n=20)

助けを求める手段がない(n=18)

その他(n=4)

特にない(n=25)

無回答(n=4)

n=186
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問38 災害時にどのような支援があるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

災害時にどのような支援があるとよいかについては、「避難所でプライバシーが守られる」が

30.6％と最も多く、次いで「避難できないので自宅に支援物資などを届けてくれる」が 26.3％

となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《障害者への理解や権利擁護について》 
 

問39 障害に対する市民の理解について、進んでいると感じますか。（○は１つ） 

障害に対する市民の理解については、「どちらともいえない」が 38.7％と最も多く、次いで

「わからない」が 24.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2.2%

22.6% 38.7%

2.7%

7.0% 24.7% 2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

進んでいる(n=4) 多少進んでいる(n=42) どちらともいえない(n=72)

多少後退している(n=5) 後退している(n=13) わからない(n=46)

無回答(n=4)

n=186

n

全体 186 30.6% 26.3% 25.3% 24.2% 22.6% 22.0% 19.9% 19.4% 17.7% 8.1% 1.6% 2.7% 3.8% 8.1%

被
害
状
況
、
避
難
所
の
場
所
、

物
資
の
入
手

方
法
等
の
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ
る

避
難
所
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
守
ら
れ
る

避
難
で
き
な
い
の
で
自
宅
に
支
援
物
資
な
ど

を
届
け
て
く
れ
る

障
害
者
や
高
齢
者
が
優
先
的
に
避
難
で
き
る

避
難
所
が
あ
る

周
囲
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を

手
助
け
し
て
く
れ
る そ

の
他

特
に
な
い

無
回
答

救
助
や
避
難
時
に
声
か
け
を
し
て
く
れ
る

避
難
を
手
助
け
し
て
く
れ
る

避
難
所
の
設
備
(

ト
イ
レ
等
)

を
充
実

さ
せ
る 必

要
な
医
療
的
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る

必
要
な
補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
を
支
給

し
て
く
れ
る

電
動
車
椅
子
や
人
工
呼
吸
器
な
ど
を
使
用

す
る
た
め
の
電
源
の
確
保
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問40 障害者への理解を深めるために力を入れるべきことは何だと思いますか。（○は２つまで） 

障害者への理解を深めるために力を入れるべきことについては、「学校等での障害を理解する

ための教育の充実」が 51.6％と最も多く、次いで「行政から事業者への合理的配慮の周知」が

21.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問41 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」では、行政機関や民間

企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を取り除くための配慮を求める意

思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされています。あなたは、この法律について知って

いますか。（〇は１つ） 

「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が 58.1％と最も多く、次いで「法律

の名前は知っているが、内容は知らない」が 24.7％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

51.6%

21.0%

18.3%

12.9%

12.4%

10.8%

7.0%

4.8%

4.3%

3.2%

10.8%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

学校等での障害を理解するための教育の充実(n=96)

行政から事業者への合理的配慮の周知(n=39)

障害者が積極的に社会参加をする(n=34)

スポーツ・文化活動等を通した障害者と地域の人々との交流(n=24)

福祉施設を地域に開かれたものにする(n=23)

支援グループの育成(n=20)

障害福祉をテーマとした講座や講演会の開催(n=13)

障害者の活動の積極的なＰＲ(n=9)

ボランティアの育成(n=8)

その他(n=6)

特にない(n=20)

無回答(n=10)

n=186

13.4% 24.7% 58.1% 3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前や内容を知っている(n=25)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=46)

知らない(n=108)

無回答(n=7)

n=186
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問42 あなたは、障害があることにより、どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをし

たことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをしたことがあるかについては、

「日常生活で（他人の視線を感じる/ 心ない言葉を受ける/ 障害に対する誤解があるなど）」が

52.2％と最も多く、次いで「人との交流の場で（話の輪に入れない/ 活動に参加できないな

ど）」が 43.0％となっています。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問43 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮としてよいと思ったことや配慮があっ

て助かったこと、また、どのような合理的配慮があるとよいかについて具体的に教えてください。 

 

［自由記述編を参照］ 

 

 
問44 障害者への権利擁護制度のひとつとして「成年後見制度」があります。あなたは、「成年後見制

度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知らない」が 36.6％と最も多く、次いで「聞いたことはある

が詳しくはわからない」が 33.9％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

52.2%

43.0%

21.5%

19.4%

12.4%

7.5%

5.4%

3.8%

2.2%

3.2%

18.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常生活で（他人の視線を感じる/ 心ない言葉を受ける/ 障害に対する誤解があ

るなど）(n=97)

人との交流の場で（話の輪に入れない/ 活動に参加できないなど）(n=80)

学校で（通常の学級との交流が難しい/ 活動に参加できないなど）(n=40)

職場で（会社・職場に理解されない/ 障害に対する誤解があるなど）(n=36)

交通機関乗車時に（迷惑がられる/ 乗車拒否されるなど）(n=23)

飲食店、娯楽施設やホテルなどで（利用を拒否される/ 支援者の同伴などの条件

を付けられるなど）(n=14)

病院や薬局などで（診察や入院を拒否される/ 支援者とだけ話されるなど）

(n=10)

通所先や入所施設等で（隔離・拘束される/ 心ない言葉を受ける/ 暴力を受ける

など）(n=7)

住まいを探すときに（入店を拒否される/ 支援者の同伴を求められるなど）(n=4)

その他(n=6)

特にない(n=34)

n=186

0.5%

26.9% 33.9% 36.6% 2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または利用している）(n=1)

知っているが、利用したことはない(n=50)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=63)

知らない(n=68)

無回答(n=4)

n=186
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《新型コロナウイルス感染症の影響について》 
 

問45 新型コロナウイルス感染症の影響により日常生活に変化はありましたか。（あてはまるものすべて

に○） 

新型コロナウイルス感染症の影響による日常生活の変化については、「外出がしにくくなっ

た」が 53.2％と最も多く、次いで「コミュニケーションが取りづらくなった」が 31.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問46 「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことについては、「特にない」が 36.6％と最も多

く、次いで「人との距離を確保する」が 32.8％、「マスクの着用」が 26.3％となっています。 

 

  

53.2%

31.2%

22.6%

20.4%

19.4%

16.1%

14.0%

13.4%

8.6%

5.9%

2.2%

4.3%

17.7%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

外出がしにくくなった(n=99)

コミュニケーションが取りづらくなった(n=58)

気分の浮き沈みが大きくなった(n=42)

お金に関する心配事が増えた(n=38)

医療機関の受診に関する困りごとが増えた(n=36)

支援が必要な場面でも遠慮することがある(n=30)

障害福祉サービスの利用がしづらくなった(n=26)

社会との壁や孤独感を感じるようになった(n=25)

身体症状が悪化した(n=16)

家庭内でのトラブルが増えた(n=11)

勤務条件等が変わり働きづらくなった(n=4)

その他(n=8)

特にない(n=33)

無回答(n=10)
n=186

32.8%

26.3%

25.3%

12.9%

11.8%

4.8%

36.6%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40%

人との距離を確保する(n=61)

マスクの着用(n=49)

三密の回避(n=47)

手洗いうがい(n=24)

こまめな換気(n=22)

その他(n=9)

特にない(n=68)

無回答(n=12)

n=186
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《市の取り組み等について》 
 

問47 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよいと思

いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が特に充実させていくべきことについては、「就労支援の充実」が 37.1％と最も多く、次い

で「経済的な援助」が 30.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

37.1%

30.6%

30.1%

26.3%

21.0%

19.4%

18.3%

13.4%

13.4%

13.4%

12.9%

12.9%

12.9%

12.4%

11.8%

11.8%

10.2%

9.7%

9.1%

8.1%

7.5%

6.5%

5.4%

4.3%

2.2%

1.6%

1.6%

1.1%

4.3%

13.4%

0% 10% 20% 30% 40%

就労支援の充実(n=69)

経済的な援助(n=57)

障害のある人の特性を知ってもらうための周知啓発(n=56)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=49)

一人ひとりのニーズに応じた多様な学びの場(n=39)

障害のある人へのコミュニケーション支援(n=36)

適切な療育や支援を受けられる体制(n=34)

障害のある人の健康診断や健康相談事業(n=25)

障害者医療に関する情報収集・情報提供(n=25)

災害時の支援体制(n=25)

成年後見制度等の権利擁護(n=24)

関係機関が連携した相談支援の充実(n=24)

障害福祉サービス等の質の確保(n=24)

電子申請の導入等による利便性の向上(n=23)

外出や移動の支援(n=22)

グループホームなどの地域で生活できる住環境の整備(n=22)

ペアレントトレーニングなどの親子支援(n=19)

通所施設の整備(n=18)

介助者への支援(n=17)

利用しやすい道路や公共施設の整備(n=15)

入所施設の整備(n=14)

障害者のスポーツ、芸術、文化活動などに対する支援(n=12)

行政情報の提供(n=10)

防犯体制や緊急時の連絡通報システムづくり(n=8)

重症心身障害者の受入先や医療的ケアを受けられる施設の整備(n=4)

地域住民やボランティア団体、行政の連携(n=3)

在宅福祉サービスの充実(n=3)

公民館等の社会教育を行う施設の充実(n=2)

その他(n=8)

無回答(n=25)

n=186
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問48 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般については、「満足している」が 9.1％、「少し満足している」が

22.0％となっています。また、「あまり満足していない」は 16.1％、「満足していない」は

5.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最後に、アンケートの選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要望などが

ありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
  

9.1% 22.0% 43.0% 16.1% 5.4%4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=17) 少し満足している(n=41) どちらともいえない(n=80)

あまり満足していない(n=30) 満足していない(n=10) 無回答(n=8)

n=186
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〇介助者向けアンケート 

［ここからは、ご本人の介助等をしている方がご回答ください］ 

問１ あなた（介助者）から見たご本人との関係は、次のうちどれですか。（○は 1 つ） 

介助者から見たご本人との関係については、「父母」が 44.1％と最も多く、次いで「子ども

（子どもの配偶者も含む）」が 23.7％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２ あなた（介助者）の年齢（令和４年９月１日現在）は、次のうちどれですか。（〇は１つ） 

介助者の年齢については、「40～49 歳」が 23.7％と最も多く、次いで「50～59 歳」が 21.5％

となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

44.1%

23.7%

4.8%

1.1%

0.5%

0.0%

0.0%

2.2%

23.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

父母(n=82)

子ども（子どもの配偶者も含む）(n=44)

配偶者（夫または妻）(n=9)

兄弟姉妹(n=2)

祖父母(n=1)

そのほかの親せき(n=0)

近所の人、知人・友人(n=0)

その他(n=4)

無回答(n=44)

n=186

0.5%

1.1%

0.0%

1.1%

16.1%

23.7%

21.5%

6.5%

5.9%

23.7%

0% 10% 20% 30%

10歳未満(n=1)

10～17歳(n=2)

18～19歳(n=0)

20～29歳(n=2)

30～39歳(n=30)

40～49歳(n=44)

50～59歳(n=40)

60～64歳(n=12)

65歳以上(n=11)

無回答(n=44)

n=186
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問３ 介助者に必要と思われる支援はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

介助者に必要と思われる支援については、「家族が亡くなった後の障害のある方の支援」が

58.1％と最も多く、次いで「わかりやすいサービスや制度の紹介」が 37.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
介助等に関して、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

58.1%

37.1%

36.0%

33.9%

26.9%

25.3%

25.3%

20.4%

17.2%

17.2%

15.6%

14.5%

14.0%

10.2%

1.1%

25.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族が亡くなった後の障害のある方の支援(n=108)

わかりやすいサービスや制度の紹介(n=69)

経済的支援(n=67)

サービス利用のための簡便な手続き(n=63)

気軽に情報交換できる機会の紹介・提供(n=50)

勤務しやすい柔軟な働き方(n=47)

災害時も含めた緊急時の支援(n=47)

気軽に休息や睡眠がとれる機会の確保(n=38)

電話や訪問による相談体制の整備(n=32)

ケアラーに役立つ情報の提供(n=32)

ケアラーの健康管理への支援(n=29)

就労及び再就職への支援(n=27)

社会的なケアラー支援への理解(n=26)

他のケアラーと話し合えること(n=19)

その他(n=2)

無回答(n=47)

n=186
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《記入者・ご本人について》 
 
この調査票に記入する方はどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方については、「本人の意見を確認するのが難しいので、家族や介助者等

が本人の立場に立って記入」が 37.2％と最も多く、次いで「本人が記入」が 30.2％となってい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 60.5％、「女性」が 34.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
あなたの年齢（令和４年９月１日現在）を記入してください。（○は１つ） 

年齢については、「65 歳以上」が 46.5％と最も多く、次いで「40～49 歳」が 23.3％となって

います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

30.2% 27.9% 37.2% 4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人（調査の対象となる方）が記入(n=13)

本人に聞いて、家族や介助者等が記入(n=12)

本人の意見を確認するのが難しいので、家族や介助者等が本人の立場に立って記入(n=16)

無回答(n=2)

n=43

0.0%

2.3%

0.0%

7.0%

2.3%

23.3%

16.3%

0.0%

46.5%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

10歳未満(n=0)

10～17歳(n=1)

18～19歳(n=0)

20～29歳(n=3)

30～39歳(n=1)

40～49歳(n=10)

50～59歳(n=7)

60～64歳(n=0)

65歳以上(n=20)

無回答(n=1)

n=43

60.5% 34.9%

2.3%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=26) 女性(n=15) 回答しない(n=1) 無回答(n=1)

n=43
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現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 

暮らしている場所については、「本人または家族の持ち家」が 65.1％と最も多く、次いで「民

間の賃貸住宅」が 14.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
現在、あなたと一緒に暮らしている人はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

一緒に暮らしている人については、「配偶者（夫または妻）」が 44.2％と最も多く、次いで

「子ども(子どもの配偶者も含む)」が 32.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

本⼈また
は家族の
持ち家
(n=28)

⺠間の
賃貸住宅
(n=6)

⾼齢者施
設（特養
等）
(n=4)

公営の
賃貸住宅
(n=2)

障害者の
⼊所施設
(n=1)

障害者
グループ
ホーム
(n=0)

病院に
⼊院中
(n=0)

その他
(n=1)

無回答
(n=1)

65.1% 14.0% 9.3% 4.7% 2.3% 0.0% 0.0% 2.3% 2.3%

n=43

n

全体 43 44.2% 32.6% 25.6% 16.3% 11.6% 4.7% 2.3% 0.0% 2.3% 4.7%

10歳未満 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10～17歳 1 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18～19歳 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20～29歳 3 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

30～39歳 1 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

40～49歳 10 30.0% 30.0% 40.0% 30.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

50～59歳 7 28.6% 14.3% 42.9% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

60～64歳 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

65歳以上 20 65.0% 45.0% 0.0% 10.0% 0.0% 5.0% 5.0% 0.0% 5.0% 5.0%

兄
弟
姉
妹

年齢

配
偶
者
(

夫
ま
た
は
妻
)

子
ど
も

(

子
ど
も
の
配
偶
者
も
含
む

)
父
母

一
人
暮
ら
し

そ
の
ほ
か
の
親
せ
き

障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
・
施
設
等
の

同
居
人

祖
父
母

そ
の
他

無
回
答
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《障害の状況について》 
 

問１ あなたの障害についてお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

障害種別で「高次脳機能障害」を選択した方は、43 人となっています。 

 
 

問２ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（あてはまるものすべてに○） 

「発達障害または高次脳機能障害と診断された」と回答した方のうち、高次脳機能障害と診

断された年齢は、「50～59 歳」、「70 歳以上」がそれぞれ 20.0％と最も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

問３ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認定

を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 11.6％となっています。また、障害支援

区分は「区分６」が 20.0％と最も多くなっています。 

 

■障害支援区分の認定 

 

 

 

 

 

 

 

■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

  

11.6% 62.8% 25.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=5) ない(n=27) 無回答(n=11)

n=43

20.0% 80.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分１(n=0) 区分２(n=0) 区分３(n=0) 区分４(n=0) 区分５(n=0)

区分６(n=1) 非該当(n=0) 申請中(n=0) 無回答(n=4)

n=5

6.7% 6.7% 6.7% 13.3% 10.0% 20.0% 16.7% 20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10歳未満(n=2) 10～19歳(n=2) 20～29歳(n=2) 30～39歳(n=4) 40～49歳(n=3)

50～59歳(n=6) 60～69歳(n=5) 70歳以上(n=6) 無回答(n=0)

n=30
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《介助等の状況について》 
 

問４ 普段、あなたを主に介助等しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者等については、「配偶者（夫または妻）」が 25.6％と最も多く、次いで「特に介助

等は受けていない」が 20.9％、「父母」が 18.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問４で１～10に○をつけた方にお聞きします］ 

問５ どのようなときに介助等を受けていますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのようなときに介助等を受けているかについては、「書類等の手続きのとき」が 85.2％と最

も多く、次いで「通院するとき」が 77.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年齢 n

全体 43 25.6% 18.6% 7.0% 4.7% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.7% 20.9% 16.3%

10歳未満 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10～17歳 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18～19歳 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20～29歳 3 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

30～39歳 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

40～49歳 10 10.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 20.0%

50～59歳 7 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 14.3%

60～64歳 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

65歳以上 20 40.0% 0.0% 15.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 5.0% 20.0%

近所の人、
知人・友人

配偶者（夫
または妻）

父母

子ども
（子どもの
配偶者も
含む）

ホーム
ヘルパー

無回答
ボラン
ティア

兄弟姉妹祖父母
そのほかの

親せき
その他

特に介助等
は受けてい

ない

n

全体 27 85.2% 77.8% 63.0% 63.0% 63.0% 55.6% 51.9% 48.1% 33.3% 29.6% 29.6% 14.8% 0.0%

そ
の
他

無
回
答

服
薬
の
と
き

見
守
り
が
必
要
な
状
態
の
と
き

洗
濯
、

掃
除
を
す
る
と
き

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を
と
る
と
き

家
の
中
を
移
動
す
る
と
き

医
療
的
ケ
ア

(

経
管
栄
養
、

痰
の
吸
引
等
)

の
対
応
の
と
き

お
金
の
管
理
を
す
る
と
き

書
類
等
の
手
続
き
の
と
き

通
院
す
る
と
き

着
替
え
、

食
事
、

入
浴
、

ト
イ
レ
の
と
き

外
出
す
る
と
き
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《健康状態や医療について》 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問６ 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

健康管理や医療について、困ったり不便に思うことについては、「障害のために症状が正確に

伝わらない」が 39.5％と最も多く、次いで「医療費の負担が大きい」が 25.6％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
問７ あなたは、以下の医療的ケアを必要としていますか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを必要としている方については、「経管栄養」が 9.3％と最も多く、次いで「痰の

吸引」が 7.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  

9.3%

7.0%

2.3%

2.3%

2.3%

0.0%

0.0%

4.7%

65.1%

20.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

経管栄養(n=4)

痰の吸引(n=3)

気管切開部の衛生管理(n=1)

導尿(n=1)

酸素吸入(n=1)

ネブライザー（薬剤の吸入）(n=0)

人工呼吸器(n=0)

その他(n=2)

必要としていない(n=28)

無回答(n=9)

n=43

39.5%

25.6%

23.3%

14.0%

14.0%

7.0%

7.0%

2.3%

9.3%

14.0%

16.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障害のために症状が正確に伝わらない(n=17)

医療費の負担が大きい(n=11)

病院等での手続きや案内など、障害のある人への配慮が

足りない(n=10)

近所に診てくれる医師や病院等がない(n=6)

通院のための交通手段が確保・利用しにくい(n=6)

通院のための介助者を確保しにくい(n=3)

往診を頼める医師がいない(n=3)

定期的に健康診断を受けられない(n=1)

その他(n=4)

特にない(n=6)

無回答(n=7)
n=43
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［問８、問９は、問７で１～８に○をつけた方にお聞きします］ 

問８ 医療的ケアを行っている方はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを行っている方については、「家族」が 66.7％と最も多く、次いで「看護師」が

50.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 日常生活を送る上で必要な支援について、あてはまるものはありますか。（あてはまるものすべて

に○） 

医療的ケアを必要としている方のうち、日常生活を送る上で必要な支援については、「宿泊可

能な障害福祉サービス事業所」が 66.7％と最も多く、次いで「送迎等の移動支援」が 50.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

66.7%

50.0%

33.3%

16.7%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族(n=4)

看護師(n=3)

福祉サービス事業所の職員(n=2)

医師(n=1)

介護福祉士（ヘルパー）(n=1)

学校の担任(n=0)

養護教諭(n=0)

本人(n=0)

その他(n=1)

無回答(n=0)
n=6

66.7%

50.0%

33.3%

33.3%

33.3%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.7%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

宿泊可能な障害福祉サービス事業所(n=4)

送迎等の移動支援(n=3)

訪問による在宅ケア（看護）の支援(n=2)

訪問による在宅ケア（介護）の支援(n=2)

日中に利用可能な障害福祉サービス事業所(n=2)

相談支援(n=1)

訪問による家事等の支援(n=0)

外出時ヘルパー同行支援(n=0)

療育・発達支援(n=0)

学校や通所サービスにおける看護の支援(n=0)

ガイドブック等での情報提供(n=0)

サービスの利用調整支援(n=0)

その他(n=1)

特にない(n=0)

無回答(n=0) n=6
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《外出や余暇の過ごし方について》 
 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問10 外出の主な手段は何ですか。（○は２つまで） 

外出の主な手段については、「車（乗せてもらう）」が 48.8％と最も多く、次いで「バス・鉄

道等の公共交通機関」が 25.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
問11 外出の際に特に困っていることはありますか。（○は３つまで） 

外出の際に特に困っていることについては、「家族に負担がかかる」が 32.6％と最も多く、次

いで「交通費や利用料がかかる」が 30.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  

48.8%

25.6%

23.3%

20.9%

16.3%

11.6%

4.7%

0.0%

0.0%

14.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

車（乗せてもらう）(n=21)

バス・鉄道等の公共交通機関(n=11)

車いす(n=10)

徒歩(n=9)

タクシー(n=7)

自転車(n=5)

バイク(n=2)

車（自分で運転）(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=6)
n=43

32.6%

30.2%

18.6%

14.0%

14.0%

7.0%

4.7%

4.7%

4.7%

2.3%

2.3%

2.3%

0.0%

0.0%

0.0%

14.0%

9.3%

18.6%

0% 10% 20% 30% 40%

家族に負担がかかる(n=14)

交通費や利用料がかかる(n=13)

歩道が少ない・狭い(n=8)

道路や建物・駅に階段や段差が多い(n=6)

困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない(n=6)

多機能トイレが少ない(n=3)

バスや鉄道などが利用しにくい（乗り降りが難しい、

案内表示がわかりにくいなど）(n=2)

外出時に福祉サービスを使うことができない(n=2)

介助者が確保できない(n=2)

周囲の視線が気になる(n=1)

障害者用の駐車スペースが少ない(n=1)

歩道上に障害物が多い(n=1)

建物の設備が利用しにくい(n=0)

施設が利用しにくい(n=0)

点字ブロックや音の出る信号機が不十分(n=0)

その他(n=6)

特にない(n=4)

無回答(n=8)

n=43
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■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

外出するとお金がかかる 71.4% 家族に負担がかかる 32.6% 

道路や建物・駅に階段や段差が多い/自分

の意思を理解してもらえない/自動車や自

転車が多くて危険を感じる 

42.9% 交通費や利用料がかかる 30.2% 

バスや電車の乗り降りが困難/通路上に自

転車や看板などの障害物があって通りに

くい/公衆ファクスや障害者用電話が少な

い/外出時に利用したい福祉サービスを使

うことができない/家族に負担がかかる 

28.6% 歩道が少ない・狭い 18.6% 

障害者用のトイレが少ない/歩道が整備さ

れていない/低い操作盤や手すり・鏡のつ

いた福祉対応のエレベーターが少ない/建

物の出入り口が狭かったり開けにくい/介

助者がいない/特に困っていることはない 

14.3% 

道路や建物・駅に階段や段差が多い/困

ったときに周囲の人の手助けや理解を得

られない/その他 

14.0% 

  特にない 9.3% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 
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問12 以下のような文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会があります

か。それぞれに○をつけてください。 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会については、「テレ

ビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」が 55.8％と最も多く、次いで「近所を散歩する」が

34.9％となっています。 

また、機会はないが、欲しいと思う活動については、「旅行に出かける」が 34.9％と最も多

く、次いで「スポーツをする」が 32.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

14.0%

4.7%

34.9%

7.0%

30.2%

55.8%

23.3%

9.3%

7.0%

16.3%

20.9%

16.3%

25.6%

7.0%

18.6%

4.7%

9.3%

7.0%

20.9%

30.2%

14.0%

23.3%

11.6%

25.6%

32.6%

34.9%

20.9%

7.0%

11.6%

20.9%

25.6%

4.7%

18.6%

11.6%

16.3%

25.6%

14.0%

39.5%

9.3%

27.9%

11.6%

34.9%

32.6%

30.2%

30.2%

30.2%

30.2%

32.6%

30.2%

32.6%

18.6%

30.2%

88.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味の活動をする(n=43)

教養・資格取得等に関する学習をする(n=43)

近所を散歩する(n=43)

友人・知人と会って交流を深める(n=43)

デパートや店等を見て歩く(n=43)

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く(n=43)

スポーツをする(n=43)

旅行に出かける(n=43)

地域の行事や活動に参加する(n=43)

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする(n=43)

インターネットを使った活動をする(n=43)

その他(n=43)

現在している 機会はあるが、十分ではない 機会はないが、ほしいと思う 必要性を感じていない 無回答
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問13 文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことは何だと思いますか。（○は３

つまで） 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことについては、「費用を心配

しなくてよいこと」が 32.6％と最も多く、次いで「一緒に活動する仲間がいること」、「魅力的

な内容であること」、「障害のある人に配慮した施設や設備があること」がそれぞれ 25.6％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《日中の過ごし方について》 
 

問14 あなたは日中をどのように過ごしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

日中の過ごし方については、「家で過ごしている」が 48.8％と最も多く、次いで「高齢者の通

所施設・事業所（デイサービスなど）に通っている」が 25.6％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

n

全体 43 48.8% 25.6% 23.3% 14.0% 7.0% 7.0% 4.7% 4.7% 2.3% 0.0% 0.0% 4.7% 4.7%

18歳未満 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18～64歳 21 47.6% 9.5% 47.6% 0.0% 9.5% 9.5% 4.8% 9.5% 0.0% 0.0% 0.0% 9.5% 0.0%

65歳以上 20 50.0% 45.0% 0.0% 30.0% 5.0% 5.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0%

そ
の
他

無
回
答

無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、

収
入
を
伴
わ
な
い

仕
事
を
し
て
い
る

創
作
活
動
や
交
流
な
ど
の
活
動
・
集
ま
り
に

参
加
し
て
い
る

障
害
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に
通
っ

て
い
る

求
職
活
動
を
し
て
い
る

病
院
等
(

デ
イ
ケ
ア
等
)

で
過
ご
し
て
い
る

家
の
仕
事
を
手
伝
っ

て
い
る

幼
稚
園
や
保
育
所
、

学
校
等
に
通
っ

て
い
る

年齢（３区分）

家
で
過
ご
し
て
い
る

高
齢
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
に
通
っ

て
い
る

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
て
い
る
(
福
祉
的
就
労

含
む
)

入
所
施
設
で
過
ご
し
て
い
る

32.6%

25.6%

25.6%

25.6%

23.3%

20.9%

20.9%

18.6%

11.6%

11.6%

2.3%

7.0%

14.0%

0% 10% 20% 30% 40%

費用を心配しなくてよいこと(n=14)

一緒に活動する仲間がいること(n=11)

魅力的な内容であること(n=11)

障害のある人に配慮した施設や設備があること(n=11)

適切な指導者がいること(n=10)

介助者・援助者がいること(n=9)

障害のある人もない人も一緒にできること(n=9)

外出のための手段が確保されていること(n=8)

イベント情報等が取得しやすいこと(n=5)

活動する場所が近くにあること(n=5)

その他(n=1)

特にない(n=3)

無回答(n=6)

n=43
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■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

収入を伴う仕事をしている 71.4% 家で過ごしている 48.8% 

施設や企業で作業や実習などを行い、職

場探しや職場定着のための支援を受けて

いる/求職活動をしている/家庭内で過ご

している 

28.6% 
高齢者の通所施設・事業所（デイサービ

スなど）に通っている 
25.6% 

通所サービスを利用している 14.3% 
収入を伴う仕事をしている（福祉的就労

含む） 
23.3% 

  入所施設で過ごしている 14.0% 

  

障害者の通所施設・事業所（生活介護、

自立訓練など）に通っている/求職活動

をしている 

7.0% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

《幼稚園や保育所、学校などについて》 
 
［問15～17は、問14で「１．幼稚園や保育所、学校等に通っている」に○をつけた方にお聞き

します］ 

問15 主に通っているのは次のうちどれですか。（○は１つ） 

幼稚園や保育所、学校等に通っている人の通園通学先については、「特別支援学級」が１件と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問16 学校で勉強する場合にどのような学習形態を望みますか。（○は１つ） 

学校で勉強する場合の学習形態については、「障害のある仲間のクラスで勉強しながら、障害

のない仲間とも勉強したい」が１件となっています。 

 

 

 

 
 
 

  

特
別
支
援
学
級

幼
稚
園
、

保
育
所

小
学
校
、

中
学
校
、

高
等

学
校

特
別
支
援
学
校

障
害
児
通
所
支
援
事
業
所

専
門
学
校
・
専
修
学
校
・

高
等
技
術
専
門
学
校
等

短
大
・
大
学
・
大
学
院

そ
の
他

無
回
答

1 0 0 0 0 0 0 0 0

n=1

障
害
の
あ
る
仲
間
の
ク
ラ
ス

で
勉
強
し
な
が
ら
、

障
害
の

な
い
仲
間
と
も
勉
強
し
た
い

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、

一
緒
の
ク
ラ
ス
で
勉

強
し
た
い

同
じ
よ
う
な
障
害
の
あ
る
仲

間
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
勉
強
し

た
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

1 0 0 0 0 0

n=1
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問17 幼稚園や保育所、学校等に通っていて困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに

○） 

幼稚園や保育所、学校等に通っていて困っていることについては、「特にない」が１件となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

《雇用・就労について》 
 
［問18～21は、問14で「２．収入を伴う仕事をしている（福祉的就労含む）」に○をつけた方に

お聞きします］ 

問18 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「１年未満」、「５

年以上」がそれぞれ 40.0％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問19 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「非正規雇用（契約社員・アルバイト等）」が 40.0％と最も多く、次

いで「正規雇用（正社員等）」、「就労継続支援等での福祉的就労」がそれぞれ 20.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

40.0%

10.0%

0.0%

40.0%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１年未満(n=4)

１年以上３年未満(n=1)

３年以上５年未満(n=0)

５年以上(n=4)

無回答(n=1) n=10

40.0%

20.0%

20.0%

10.0%

0.0%

0.0%

0.0%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

非正規雇用（契約社員・アルバイト等）(n=4)

正規雇用（正社員等）(n=2)

就労継続支援等での福祉的就労(n=2)

自営業(n=1)

自営業の手伝い(n=0)

家庭内職(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=1)
n=10

通
う
た
め
の
介
助
者
を
確
保

し
に
く
い

通
う
た
め
の
交
通
手
段
が

確
保
・
利
用
し
に
く
い

授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い

ト
イ
レ
な
ど
の
設
備
が
不
十

分 校
内
・
園
内
で
の
支
援
が
不

十
分

医
療
的
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
な

い

友
だ
ち
が
で
き
な
い

教
職
員
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い

学
校
の
数
が
少
な
い

児
童
・
生
徒
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い

受
け
入
れ
て
く
れ
る
学
校
が

な
い

通
常
の
学
級
に
入
れ
な
い

家
族
の
同
伴
を
求
め
ら
れ
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

n=1
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問20 （１）あなたは１週間にどのくらい働いていますか。       

 （２）また、働いている日は１日にどのくらい働いていますか。（（１）（２）それぞれ○は１つ） 

１週間あたりの勤務日数については、「５日以上」が 70.0％と最も多く、次いで「１～２日」

が 10.0％となっています。 

 １日あたりの就労時間については、「６時間以上～８時間未満」が 30.0％と最も多く、次いで

「４時間以上～６時間未満」、「８時間以上」がそれぞれ 20.0％となっています。 

 

（１）1 週間あたり 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
（２）1 日あたり 

 
 
 
 
 
 
 

  

70.0% 10.0% 20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５日以上(n=7) ３～４日(n=0) １～２日(n=1) 無回答(n=2)

n=10

10.0% 20.0% 30.0% 20.0% 20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１時間未満(n=0) １時間以上～２時間未満(n=0) ２時間以上～４時間未満(n=1)

４時間以上～６時間未満(n=2) ６時間以上～８時間未満(n=3) ８時間以上(n=2)

無回答(n=2)

n=10
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問21 仕事をする上で困っていることは主にどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 

仕事をする上で困っていることについては、「収入が少ない」が 60.0％と最も多く、次いで

「通勤が大変」、「職場の人間関係」、「体調のコントロールが難しい」がそれぞれ 30.0％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問22 障害のある人の就労を促進するために、あなたはどのようなことがあるとよいと思いますか。（○

は３つまで） 

障害のある人の就労促進のために、どのようなことがあるとよいかについては、「経営者の理

解」が 37.2％と最も多く、次いで「障害に配慮した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備」が

34.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

37.2%

34.9%

30.2%

23.3%

11.6%

9.3%

9.3%

7.0%

7.0%

4.7%

2.3%

2.3%

4.7%

9.3%

23.3%

0% 10% 20% 30% 40%

経営者の理解(n=16)

障害に配慮した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備(n=15)

従業員の理解(n=13)

仕事探しから就労までの総合的な相談支援(n=10)

ジョブコーチ等の就労定着支援(n=5)

行政から企業への指導や罰則の強化(n=4)

就労を支援するための施設等の増設(n=4)

民間企業の雇用努力(n=3)

生活リズムや体調管理等の支援(n=3)

職場環境のバリアフリー化(n=2)

職場を理解するための就労体験を増やす(n=1)

障害者が実際に働いている状況の紹介(n=1)

その他(n=2)

特にない(n=4)

無回答(n=10) n=43

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

n

全体 10 60.0% 30.0% 30.0% 30.0% 20.0% 20.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 10.0% 10.0%

正規雇用（正社員等） 2 100.0% 50.0% 50.0% 0.0% 50.0% 50.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

非正規雇用（契約社員・
アルバイト等）

4 50.0% 50.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0%

自営業 1 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

自営業の手伝い 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 2 50.0% 0.0% 100.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労形態

収
入
が
少
な
い

通
勤
が
大
変

職
場
の
人
間
関
係

体
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
難
し
い

就
業
時
間
が
合
わ
な
い

職
場
の
設
備
が
不
足
(
ト
イ
レ
、
休
憩
室
な
ど
)

業
務
内
容
が
合
わ
な
い

職
場
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
が
で
き
な
い

能
力
を
発
揮
で
き
な
い

仕
事
が
き
つ
い
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問23 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の総収入の額については、「年収 100 万円未満」が 41.9％と最も多く、次いで「年

収 200 万円以上 300 万円未満」が 18.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問24 あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

生活を支えている収入については、「年金」が 37.2％と最も多く、次いで「家族の収入（仕送

り・援助含む）」が 34.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

年
収
100
万
円
未
満

年
収
100
万
円
以
上
150
万
円
未
満

年
収
150
万
円
以
上
200
万
円
未
満

年
収
200
万
円
以
上
300
万
円
未
満

年
収
300
万
円
以
上
500
万
円
未
満

年
収
500
万
円
以
上

わ
か
ら
な
い
・
答
え
た
く
な
い

無
回
答

n

全体 43 41.9% 7.0% 2.3% 18.6% 2.3% 0.0% 11.6% 16.3%

就労形態

正規雇用（正社員等） 2 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

非正規雇用（契約社員・アルバイト等） 4 75.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自営業 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自営業の手伝い 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 2 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%

主な収入

給与・賃金 6 50.0% 0.0% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

事業収入 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援施設や作業所の工賃 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家族の収入（仕送り・援助含む） 15 60.0% 6.7% 0.0% 6.7% 6.7% 0.0% 13.3% 6.7%

年金 16 31.3% 6.3% 0.0% 31.3% 0.0% 0.0% 18.8% 12.5%

障害年金 11 45.5% 9.1% 0.0% 27.3% 0.0% 0.0% 9.1% 9.1%

生活保護 4 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0%

n

全体 43 37.2% 34.9% 25.6% 14.0% 9.3% 2.3% 0.0% 7.0% 7.0%

18歳未満 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18～64歳 21 0.0% 52.4% 38.1% 28.6% 14.3% 4.8% 0.0% 9.5% 4.8%

65歳以上 20 80.0% 10.0% 15.0% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0% 5.0% 10.0%

年齢（３区分）

年
金

家
族
の
収
入
(

仕
送
り
・
援
助

含
む
)

障
害
年
金

給
与
・
賃
金

生
活
保
護

就
労
継
続
支
援
施
設
や
作
業
所
の

工
賃

事
業
収
入

そ
の
他

無
回
答
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《今後の希望について》 
 

問25 近い将来（今後３年以内）に、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

近い将来（今後３年以内）に、どこで暮らしたいと思うかについては、「家族と一緒に暮らし

たい」が 60.5％と最も多く、次いで「独立して一人で暮らしたい」が 14.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

n

全体 43 60.5% 14.0% 11.6% 4.7% 0.0% 2.3% 7.0%

本人または家族の持ち家 28 78.6% 7.1% 3.6% 3.6% 0.0% 0.0% 7.1%

民間の賃貸住宅 6 33.3% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0%

公営の賃貸住宅 2 0.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

障害者グループホーム 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

障害者の入所施設 1 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高齢者施設（特養等） 4 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0%

病院に入院中 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

共
同
生
活
す
る
住
居
(
障
害
者

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
等
)
で
暮
ら

し
た
い

そ
の
他

無
回
答

生活場所

家
族
と
一
緒
に
暮
ら
し
た
い

独
立
し
て
一
人
で
暮
ら
し
た
い

高
齢
者
施
設
で
暮
ら
し
た
い

障
害
者
施
設
で
暮
ら
し
た
い
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問26 近い将来（今後３年以内）に、あなたは日中を主にどのように過ごしたいと思いますか。      

（○は１つ） 

近い将来（今後３年以内）の日中の過ごし方については、「収入を伴う仕事をしたい（福祉的

就労含む）」が 39.5％と最も多く、次いで「家庭内で過ごしたい」が 23.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

一般企業などで働きたい 71.4% 
収入を伴う仕事をしたい（福祉的就労含

む） 
39.5% 

家庭内で過ごしたい 42.9% 家庭内で過ごしたい 23.3% 

家の仕事を手伝いたい/通所サービスを利

用したい 
14.3% 

高齢者の通所施設・事業所（デイサービ

スなど）に通いたい 
9.3% 

  障害者の入所施設で過ごしたい 4.7% 

  ボランティアなどをしたい 2.3% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

  

n

全体 43 39.5% 23.3% 9.3% 4.7% 2.3% 2.3% 2.3% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 2.3% 11.6%

幼稚園や保育所、学校等に
通っている

1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

収入を伴う仕事をしている
（福祉的就労含む）

10 90.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0%

無償ボランティアなど、収入
を伴わない仕事をしている

0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

障害者の通所施設・事業所
（生活介護、自立訓練など）
に通っている

3 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

高齢者の通所施設・事業所
（デイサービスなど）に
通っている

11 18.2% 45.5% 27.3% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

入所施設で過ごしている 6 16.7% 0.0% 33.3% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0%

病院等（デイケア等）で過ご
している

2 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

創作活動や交流などの活動・
集まりに参加している

0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

求職活動をしている 3 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3%

家の仕事を手伝っている 2 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家で過ごしている 21 28.6% 38.1% 9.5% 4.8% 4.8% 0.0% 4.8% 4.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.8%

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
し
た
い

日中の過ごし方

収
入
を
伴
う
仕
事
を
し
た
い
(

福
祉
的
就
労

含
む
)

家
庭
内
で
過
ご
し
た
い

高
齢
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所

(

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
)

に
通
い
た
い

障
害
者
の
入
所
施
設
で
過
ご
し
た
い

そ
の
他

無
回
答

高
齢
者
の
入
所
施
設
で
過
ご
し
た
い

創
作
活
動
や
交
流
な
ど
の
活
動
・
集
ま
り
に

参
加
し
た
い 家

の
仕
事
を
手
伝
い
た
い

幼
稚
園
や
保
育
所
、

学
校
等
に
通
い
た
い

障
害
者
の
通
所
施
設
・
事
業
所
(
生
活
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護
、

自
立
訓
練
な
ど
)

に
通
い
た
い

病
院
等
(

デ
イ
ケ
ア
等
)

で
過
ご
し
た
い
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《相談や情報入手について》 
 

問27 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

現在の生活で困っていることや悩んでいることについては、「家族などの介助者の健康状態」

が 30.2％と最も多く、次いで「生活費が足りない」が 27.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問28 普段、悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談するかについては、「家族や親せき」が 39.5％と最

も多く、次いで「相談したいが、できない」が 27.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

30.2%

27.9%

25.6%

20.9%

18.6%

16.3%

16.3%

11.6%

11.6%

2.3%

4.7%

9.3%

18.6%

0% 10% 20% 30% 40%

家族などの介助者の健康状態(n=13)

生活費が足りない(n=12)

外出がしにくい(n=11)

話し相手や相談相手がいない(n=9)

教育や訓練が十分に受けられない(n=8)

働く場がない(n=7)

趣味や生きがいが持てない(n=7)

医療費の負担が重い(n=5)

必要な保健・福祉・医療サービスが不足している(n=5)

身の回りの介助や支援をしてくれる人がいない(n=1)

その他(n=2)

特にない(n=4)

無回答(n=8)

n=43

年齢 n

全体 43 39.5% 25.6% 23.3% 11.6% 4.7% 4.7% 2.3% 2.3% 2.3% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.0% 27.9% 9.3% 16.3%

10歳未満 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10～17歳 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

18～19歳 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20～29歳 3 66.7% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

30～39歳 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

40～49歳 10 60.0% 20.0% 40.0% 10.0% 20.0% 10.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.0% 30.0% 0.0% 10.0%

50～59歳 7 28.6% 42.9% 42.9% 28.6% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 57.1% 14.3% 0.0%

60～64歳 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

65歳以上 20 30.0% 25.0% 10.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 10.0% 30.0%

家
族
や
親
せ
き

障
害
者
施
設
や
事
業
所
の
職
員

病
院
・
医
師
・
看
護
師

近
所
の
人
、
知
人
・
友
人

職
場
の
仲
間

相
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支
援
事
業
所

障
害
者
団
体
や
家
族
会

民
生
委
員
・
児
童
委
員

国
・
県
・
市
な
ど
の
相
談
窓
口

川
越
市
障
害
者
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者
相
談
員

通
園
施
設
や
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
の
先
生

医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー

無
回
答

社
会
福
祉
協
議
会

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
上
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

そ
の
他

相
談
し
た
い
が
、

で
き
な
い

相
談
し
た
い
と
思
わ
な
い
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［問28で「18.相談したいが、できない」に○をつけた方にお聞きします］ 

問29 相談できない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

相談できない理由については、「身近なところに相談できるところがない」、「相談しても満足

のいく回答がもらえない」、「プライバシーが守られるか不安がある」がそれぞれ 25.0％と最も

多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問30 障害のある人のための福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。（あ

てはまるものすべてに○） 

障害のある人のための福祉サービス内容を知る手段については、「市や県の広報やパンフレッ

トなど」が 44.2％と最も多く、次いで「インターネット」が 20.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

44.2%

20.9%

14.0%

11.6%

9.3%

9.3%

9.3%

9.3%

4.7%

2.3%

16.3%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市や県の広報やパンフレットなど(n=19)

インターネット(n=9)

家族や知人の話(n=6)

テレビやラジオ(n=5)

相談機関(n=4)

病院等(n=4)

新聞や雑誌(n=4)

障害者施設(n=4)

障害者団体や家族会（機関紙等）(n=2)

その他(n=1)

サービスの内容について知る手段がない(n=7)

無回答(n=3)

n=43

25.0%

25.0%

25.0%

16.7%

8.3%

8.3%

8.3%

50.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

身近なところに相談できるところがない(n=3)

相談しても満足のいく回答がもらえない(n=3)

プライバシーが守られるか不安がある(n=3)

相談することにためらいがある(n=2)

どこ（誰）に相談していいかわからない(n=1)

相談支援事業所が少ない(n=1)

その他(n=1)

無回答(n=6)

n=12
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問31 情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについては、「話をうまく組み立

てられない、うまく質問できない」が 32.6％と最も多く、次いで「難しい言葉や早口で話され

るとわかりにくい」が 30.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

無
回
答

n

全体 43 32.6% 30.2% 25.6% 25.6% 25.6% 20.9% 14.0% 9.3% 9.3% 2.3% 2.3% 0.0% 0.0% 0.0% 7.0% 11.6% 11.6%

文
字
情
報
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー

プ
な
ど
聴
覚
障
害
に
配
慮
し
た
情
報
が
少
な
い

Ｗ
ｅ
ｂ
(

ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
)

が
音
声
読
み
上
げ
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フ
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や
拡
大
ソ
フ
ト
に
対
応
し
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い
な
い

手
話
通
訳
者
が
い
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

要
約
筆
記
者
が
い
な
い
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を
う
ま
く
組
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て
ら
れ
な
い
、

う
ま
く
質
問
で
き
な
い

難
し
い
言
葉
や
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口
で
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さ
れ
る
と
わ
か
り
に
く
い

複
雑
な
文
章
表
現
が
わ
か
り
に
く
い

相
手
の
意
思
や
情
報
を
把
握
で
き
な
い

ど
こ
を
調
べ
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ

ン
な
ど
の
操
作
が
わ
か
ら
な
い

希
望
し
て
い
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
が
な
い
、

内
容
が
わ
か
り
に
く
い

案
内
表
示
が
わ
か
り
に
く
い

相
手
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
話
す
の
が
苦
手

音
声
情
報
や
点
字
な
ど
視
覚
障
害
に
配
慮
し
た
情
報
が
少
な
い
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《福祉サービスについて》 
 

問32 次の障害（児）福祉サービス等を利用していますか。（「障害（児）福祉サービス等一覧表」を参

照）記入例を参考に、現在利用中のサービス等について１～29の番号を記入し、今後３年以内の利用

予定について、あてはまるものに○をつけてください。 

  サービス等を利用していない場合は、問33へお進みください。 

現在利用中と回答した人数については、「短期入所（ショートステイ）」、「就労定着支援」が

それぞれ３人と最も多く、今後３年以内の利用予定は「同じくらい利用予定」が「短期入所

（ショートステイ）」では 100.0％、「就労定着支援」では 33.3％となっています。 

 
■現在の利用状況と今後３年以内の利用予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

短期入所（ショートステイ） 3 100.0% 0.0% 0.0%

就労定着支援 3 33.3% 33.3% 33.3%

自立訓練（生活訓練） 2 50.0% 50.0% 0.0%

就労継続支援Ｂ型 2 0.0% 50.0% 50.0%

居宅介護（ホームヘルプサービス） 1 100.0% 0.0% 0.0%

生活介護 1 0.0% 0.0% 100.0%

療養介護 1 100.0% 0.0% 0.0%

共同生活援助（グループホーム） 1 0.0% 100.0% 0.0%

自立訓練（機能訓練） 1 0.0% 0.0% 100.0%

就労移行支援 1 0.0% 0.0% 100.0%

計画相談支援 1 100.0% 0.0% 0.0%

放課後等デイサービス 1 100.0% 0.0% 0.0%

重度訪問介護 0 - - -

同行援護 0 - - -

行動援護 0 - - -

重度障害者等包括支援 0 - - -

宿泊型自立訓練 0 - - -

自立生活援助 0 - - -

施設入所支援 0 - - -

就労継続支援Ａ型 0 - - -

地域移行支援 0 - - -

地域定着支援 0 - - -

児童発達支援 0 - - -

医療型児童発達支援 0 - - -

保育所等訪問支援 0 - - -

居宅訪問型児童発達支援 0 - - -

障害児入所支援(福祉型） 0 - - -

障害児入所支援(医療型） 0 - - -

障害児相談支援 0 - - -

福祉サービス
現在利用中と
回答した人数

同じくらい
利用予定 増やす予定 減らす予定
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問33 現在利用していないサービスで、今後３年以内に新たに利用したいサービスはありますか。 

 「１．ある」に〇をつけた場合には、次の表の中から今後３年以内に新たに利用したいサービスに〇

をつけてください。（あてはまるものすべてに〇） 

今後３年以内に新たに利用したいサービスの有無については、「ある」が 41.9％、「ない」が

39.5％となっています。 

新たに利用したいサービスについては、「短期入所（ショートステイ）」が 33.3％と最も多

く、次いで「就労移行支援」、「就労定着支援」がそれぞれ 27.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後３年以内に新たに利用したいサービス 

 

 

  

41.9% 39.5% 18.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=18) ない(n=17) 無回答(n=8)

n=43

33.3%

27.8%

27.8%

22.2%

22.2%

22.2%

16.7%

16.7%

16.7%

11.1%

11.1%

11.1%

11.1%

11.1%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

短期入所（ショートステイ）(n=6)

就労移行支援(n=5)

就労定着支援(n=5)

施設入所支援(n=4)

自立訓練（機能訓練）(n=4)

就労継続支援Ａ型(n=4)

自立生活援助(n=3)

共同生活援助（グループホーム）(n=3)

地域定着支援(n=3)

生活介護(n=2)

自立訓練（生活訓練）(n=2)

就労継続支援Ｂ型(n=2)

計画相談支援(n=2)

地域移行支援(n=2)

居宅介護（ホームヘルプサービス）(n=1)

行動援護(n=1)

重度障害者等包括支援(n=1)

療養介護(n=1)

宿泊型自立訓練(n=1)

重度訪問介護(n=0)

同行援護(n=0)

児童発達支援(n=0)

医療型児童発達支援(n=0)

放課後等デイサービス(n=0)

保育所等訪問支援(n=0)

居宅訪問型児童発達支援(n=0)

障害児入所支援(福祉型）(n=0)

障害児入所支援(医療型）(n=0)

障害児相談支援(n=0)

無回答(n=0)

n=18
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問34 サービス利用で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

サービス利用で困っていることについては、「どのようなサービスを利用できるのかわからな

い」が 30.2％と最も多く、次いで「利用者負担（自己負担）が大きい」、「特にない」がそれぞ

れ 16.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問35 障害（児）福祉サービス事業所について望むことはありますか。（○は２つまで） 

障害（児）福祉サービス事業所について望むことについては、「特にない」が 25.6％と最も多

く、次いで「職員の専門性や技術を向上して欲しい」が 16.3％、「関係機関との連携を強くして

欲しい」、「サービス利用の手続きを簡単にして欲しい」がそれぞれ 7.0％となっています。 

 

  

30.2%

16.3%

14.0%

9.3%

9.3%

7.0%

7.0%

7.0%

4.7%

2.3%

0.0%

16.3%

20.9%

0% 10% 20% 30% 40%

どのようなサービスを利用できるのかわからない(n=13)

利用者負担（自己負担）が大きい(n=7)

制度や利用手続きが複雑で大変(n=6)

利用できる施設や定員が不足している(n=4)

医療的ケアが受けられる事業所が少ない(n=4)

利用したいサービスが制度上利用できない(n=3)

サービスの質が良くない(n=3)

利用したいと思うサービスがない(n=3)

サービス等利用計画が立てられない(n=2)

事業者との調整が大変(n=1)

その他(n=0)

特にない(n=7)

無回答(n=9)

n=43

16.3%

7.0%

7.0%

4.7%

4.7%

2.3%

0.0%

0.0%

4.7%

25.6%

41.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

職員の専門性や技術を向上して欲しい(n=7)

関係機関との連携を強くして欲しい(n=3)

サービス利用の手続きを簡単にして欲しい(n=3)

職員の接し方を改善して欲しい(n=2)

職員の人権意識を高めて欲しい(n=2)

防災訓練や災害時の備蓄等の防災対策を充実して欲しい(n=1)

施設等のバリアフリー化を進めて欲しい(n=0)

家庭への寄附金やイベント活動等の負担を軽減して欲しい(n=0)

その他(n=2)

特にない(n=11)

無回答(n=18)

n=43
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《災害時の支援等について》 
 

問36 あなたが、台風や地震等の災害が発生したときに困ることや不安なことは何ですか。（あてはまる

ものすべてに○） 

台風や地震等の災害が発生したときに困ることや不安なことについては、「避難所で必要な支

援が受けられるか不安」が 37.2％と最も多く、次いで「一人では避難できない」、「薬や医療的

ケアを確保できるかどうか不安」がそれぞれ 32.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

問37 台風や地震等の災害に備え、準備しているものはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

台風や地震等の災害に備え、準備しているものについては、「必要な薬や病院の連絡先等を備

えている」、「食料・飲料の備蓄や非常用持ち出しバッグなどを準備している」がそれぞれ

27.9％と最も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27.9%

27.9%

23.3%

20.9%

11.6%

9.3%

4.7%

4.7%

2.3%

0.0%

4.7%

16.3%

16.3%

0% 10% 20% 30% 40%

必要な薬や病院の連絡先等を備えている(n=12)

食料・飲料の備蓄や非常用持ち出しバッグなどを準備している

(n=12)

周辺の避難場所を知っている(n=10)

家族で避難の方法や避難場所について話し合っている(n=9)

避難行動要支援者名簿に登録している(n=5)

ヘルプマークを身に着けたり、ヘルプカードを携帯している(n=4)

学校や職場、地域の避難訓練に参加している(n=2)

近所の人や知人等に、災害発生時の助けをお願いしている(n=2)

市の防災情報メール配信サービスに登録している(n=1)

病院での緊急透析離脱訓練（透析中の被災訓練）を知っている(n=0)

その他(n=2)

特にない(n=7)

無回答(n=7)

n=43

37.2%

32.6%

32.6%

25.6%

25.6%

23.3%

23.3%

14.0%

9.3%

4.7%

2.3%

9.3%

16.3%

0% 10% 20% 30% 40%

避難所で必要な支援が受けられるか不安(n=16)

一人では避難できない(n=14)

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安(n=14)

避難所がどこにあるかわからない(n=11)

避難所のトイレを利用できるか不安(n=11)

避難所の設備が障害に対応しているか不安(n=10)

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい(n=10)

近くに助けてくれる人がいない(n=6)

助けを求める手段がない(n=4)

災害の発生等の情報を知る方法がない(n=2)

その他(n=1)

特にない(n=4)

無回答(n=7)

n=43
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問38 災害時にどのような支援があるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

災害時にどのような支援があるとよいかについては、「必要な医療的ケアを受けられる」、「避

難を手助けしてくれる」がそれぞれ 34.9％と最も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《障害者への理解や権利擁護について》 
 

問39 障害に対する市民の理解について、進んでいると感じますか。（○は１つ） 

障害に対する市民の理解については、「どちらともいえない」が 39.5％と最も多く、「わから

ない」が 27.9％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

4.7% 11.6% 39.5% 7.0% 27.9% 9.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

進んでいる(n=2) 多少進んでいる(n=5) どちらともいえない(n=17)

多少後退している(n=0) 後退している(n=3) わからない(n=12)

無回答(n=4)

n=43

n

全体 43 34.9% 34.9% 20.9% 20.9% 18.6% 16.3% 14.0% 11.6% 9.3% 9.3% 2.3% 4.7% 4.7% 14.0%

避
難
所
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

が
守
ら
れ
る

必
要
な
医
療
的
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る

避
難
を
手
助
け
し
て
く
れ
る

障
害
者
や
高
齢
者
が
優
先
的
に
避
難
で
き
る

避
難
所
が
あ
る

避
難
で
き
な
い
の
で
自
宅
に
支
援
物
資
な
ど

を
届
け
て
く
れ
る

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

避
難
所
の
設
備
(

ト
イ
レ
等
)

を
充
実

さ
せ
る

被
害
状
況
、
避
難
所
の
場
所
、

物
資
の
入
手

方
法
等
の
情
報
を
知
ら
せ
て
く
れ
る

周
囲
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を

手
助
け
し
て
く
れ
る

必
要
な
補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
を
支
給

し
て
く
れ
る

救
助
や
避
難
時
に
声
か
け
を
し
て
く
れ
る

電
動
車
椅
子
や
人
工
呼
吸
器
な
ど
を
使
用

す
る
た
め
の
電
源
の
確
保
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問40 障害者への理解を深めるために力を入れるべきことは何だと思いますか。（○は２つまで） 

障害者への理解を深めるために力を入れるべきことについては、「学校等での障害を理解する

ための教育の充実」が 27.9％と最も多く、次いで「障害者が積極的に社会参加をする」が

23.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問41 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」では、行政機関や民間

企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を取り除くための配慮を求める意

思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされています。あなたは、この法律について知って

いますか。（〇は１つ） 

「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が 62.8％と最も多く、次いで「法律

の名前は知っているが、内容は知らない」が 18.6％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

27.9%

23.3%

14.0%

14.0%

14.0%

14.0%

9.3%

4.7%

4.7%

4.7%

14.0%

9.3%

0% 10% 20% 30%

学校等での障害を理解するための教育の充実(n=12)

障害者が積極的に社会参加をする(n=10)

スポーツ・文化活動等を通した障害者と地域の人々との交流(n=6)

福祉施設を地域に開かれたものにする(n=6)

行政から事業者への合理的配慮の周知(n=6)

支援グループの育成(n=6)

障害者の活動の積極的なＰＲ(n=4)

障害福祉をテーマとした講座や講演会の開催(n=2)

ボランティアの育成(n=2)

その他(n=2)

特にない(n=6)

無回答(n=4)

n=43

7.0% 18.6% 62.8% 11.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前や内容を知っている(n=3)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=8)

知らない(n=27)

無回答(n=5)

n=43
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問42 あなたは、障害があることにより、どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをし

たことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをしたことがあるかについては、

「日常生活で（他人の視線を感じる/心ない言葉を受ける/障害に対する誤解があるなど）」が

30.2％と最も多く、次いで「特にない」が 27.9％、「交通機関乗車時に（迷惑がられる/ 乗車拒

否されるなど）」が 11.6％となっています。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問43 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮としてよいと思ったことや配慮があっ

て助かったこと、また、どのような合理的配慮があるとよいかについて具体的に教えてください。 

 

［自由記述編を参照］ 

 

 
問44 障害者への権利擁護制度のひとつとして「成年後見制度」があります。あなたは、「成年後見制

度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知っているが、利用したことはない」、「知らない」がそれぞ

れ 30.2％と最も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

2.3%

30.2% 27.9% 30.2% 9.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または利用している）(n=1)

知っているが、利用したことはない(n=13)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=12)

知らない(n=13)

無回答(n=4)

n=43

30.2%

11.6%

9.3%

9.3%

4.7%

4.7%

4.7%

0.0%

0.0%

7.0%

27.9%

0% 10% 20% 30% 40%

日常生活で（他人の視線を感じる/ 心ない言葉を受ける/ 障害に対する誤解がある

など）(n=13)

交通機関乗車時に（迷惑がられる/ 乗車拒否されるなど）(n=5)

職場で（会社・職場に理解されない/ 障害に対する誤解があるなど）(n=4)

人との交流の場で（話の輪に入れない/ 活動に参加できないなど）(n=4)

通所先や入所施設等で（隔離・拘束される/ 心ない言葉を受ける/ 暴力を受けるな

ど）(n=2)

病院や薬局などで（診察や入院を拒否される/ 支援者とだけ話されるなど）(n=2)

住まいを探すときに（入店を拒否される/ 支援者の同伴を求められるなど）(n=2)

学校で（通常の学級との交流が難しい/ 活動に参加できないなど）(n=0)

飲食店、娯楽施設やホテルなどで（利用を拒否される/ 支援者の同伴などの条件を

付けられるなど）(n=0)

その他(n=3)

特にない(n=12)

n=43
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《新型コロナウイルス感染症の影響について》 
 

問45 新型コロナウイルス感染症の影響により日常生活に変化はありましたか。（あてはまるものすべて

に○） 

新型コロナウイルス感染症の影響による日常生活の変化については、「外出がしにくくなっ

た」が 60.5％と最も多く、次いで「コミュニケーションが取りづらくなった」が 41.9％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問46 「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことについては、「マスクの着用」、「こまめな換

気」がそれぞれ 30.2％と最も多くなっています。 

 

  

60.5%

41.9%

16.3%

16.3%

14.0%

14.0%

14.0%

11.6%

11.6%

7.0%

4.7%

2.3%

14.0%

9.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

外出がしにくくなった(n=26)

コミュニケーションが取りづらくなった(n=18)

医療機関の受診に関する困りごとが増えた(n=7)

障害福祉サービスの利用がしづらくなった(n=7)

支援が必要な場面でも遠慮することがある(n=6)

気分の浮き沈みが大きくなった(n=6)

お金に関する心配事が増えた(n=6)

家庭内でのトラブルが増えた(n=5)

身体症状が悪化した(n=5)

社会との壁や孤独感を感じるようになった(n=3)

勤務条件等が変わり働きづらくなった(n=2)

その他(n=1)

特にない(n=6)

無回答(n=4)
n=43

30.2%

30.2%

27.9%

27.9%

23.3%

2.3%

20.9%

11.6%

0% 10% 20% 30% 40%

マスクの着用(n=13)

こまめな換気(n=13)

手洗いうがい(n=12)

三密の回避(n=12)

人との距離を確保する(n=10)

その他(n=1)

特にない(n=9)

無回答(n=5)

n=43
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《市の取り組み等について》 
 

問47 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよいと思

いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が特に充実させていくべきことについては、「経済的な援助」が 37.2％と最も多く、次いで

「障害のある人の特性を知ってもらうための周知啓発」が 32.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

37.2%

32.6%

25.6%

25.6%

23.3%

20.9%

16.3%

14.0%

14.0%

14.0%

11.6%

11.6%

11.6%

9.3%

9.3%

9.3%

7.0%

7.0%

7.0%

4.7%

4.7%

4.7%

4.7%

4.7%

2.3%

0.0%

0.0%

0.0%

2.3%

11.6%

0% 10% 20% 30% 40%

経済的な援助(n=16)

障害のある人の特性を知ってもらうための周知啓発(n=14)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=11)

利用しやすい道路や公共施設の整備(n=11)

障害のある人の健康診断や健康相談事業(n=10)

就労支援の充実(n=9)

適切な療育や支援を受けられる体制(n=7)

障害者医療に関する情報収集・情報提供(n=6)

外出や移動の支援(n=6)

介助者への支援(n=6)

重症心身障害者の受入先や医療的ケアを受けられる施設の整備(n=5)

入所施設の整備(n=5)

関係機関が連携した相談支援の充実(n=5)

一人ひとりのニーズに応じた多様な学びの場(n=4)

災害時の支援体制(n=4)

障害のある人へのコミュニケーション支援(n=4)

成年後見制度等の権利擁護(n=3)

行政情報の提供(n=3)

在宅福祉サービスの充実(n=3)

グループホームなどの地域で生活できる住環境の整備(n=2)

地域住民やボランティア団体、行政の連携(n=2)

通所施設の整備(n=2)

障害福祉サービス等の質の確保(n=2)

電子申請の導入等による利便性の向上(n=2)

防犯体制や緊急時の連絡通報システムづくり(n=1)

ペアレントトレーニングなどの親子支援(n=0)

公民館等の社会教育を行う施設の充実(n=0)

障害者のスポーツ、芸術、文化活動などに対する支援(n=0)

その他(n=1)

無回答(n=5)

n=43
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問48 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般については、「満足している」、「少し満足している」がそれぞれ

11.6％となっています。また「あまり満足していない」が 7.0％、「満足していない」が 4.7％

となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最後に、アンケートの選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要望などが

ありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
  

11.6% 11.6% 51.2% 7.0% 4.7% 14.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=5) 少し満足している(n=5) どちらともいえない(n=22)

あまり満足していない(n=3) 満足していない(n=2) 無回答(n=6)

n=43
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〇介助者向けアンケート 

［ここからは、ご本人の介助等をしている方がご回答ください］ 

問１ あなた（介助者）から見たご本人との関係は、次のうちどれですか。（○は 1 つ） 

介助者から見たご本人との関係については、「配偶者（夫または妻）」が 30.2％と最も多く、

次いで「子ども（子どもの配偶者も含む）」が 18.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２ あなた（介助者）の年齢（令和４年９月１日現在）は、次のうちどれですか。（〇は１つ） 

介助者の年齢については、「65 歳以上」が 34.9％と最も多く、次いで「40～49 歳」が 18.6％

となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

30.2%

18.6%

16.3%

4.7%

0.0%

0.0%

0.0%

2.3%

27.9%

0% 10% 20% 30% 40%

配偶者（夫または妻）(n=13)

子ども（子どもの配偶者も含む）(n=8)

父母(n=7)

兄弟姉妹(n=2)

祖父母(n=0)

そのほかの親せき(n=0)

近所の人、知人・友人(n=0)

その他(n=1)

無回答(n=12)

n=43

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

18.6%

14.0%

4.7%

34.9%

27.9%

0% 10% 20% 30% 40%

10歳未満(n=0)

10～17歳(n=0)

18～19歳(n=0)

20～29歳(n=0)

30～39歳(n=0)

40～49歳(n=8)

50～59歳(n=6)

60～64歳(n=2)

65歳以上(n=15)

無回答(n=12)

n=43
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問３ 介助者に必要と思われる支援はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

介助者に必要と思われる支援については、「わかりやすいサービスや制度の紹介」が 41.9％と

最も多く、次いで「家族が亡くなった後の障害のある方の支援」が 30.2％となっています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介助等に関して、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

41.9%

30.2%

27.9%

27.9%

20.9%

18.6%

16.3%

16.3%

14.0%

14.0%

14.0%

11.6%

11.6%

11.6%

2.3%

34.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

わかりやすいサービスや制度の紹介(n=18)

家族が亡くなった後の障害のある方の支援(n=13)

経済的支援(n=12)

サービス利用のための簡便な手続き(n=12)

勤務しやすい柔軟な働き方(n=9)

気軽に情報交換できる機会の紹介・提供(n=8)

気軽に休息や睡眠がとれる機会の確保(n=7)

災害時も含めた緊急時の支援(n=7)

電話や訪問による相談体制の整備(n=6)

ケアラーに役立つ情報の提供(n=6)

就労及び再就職への支援(n=6)

社会的なケアラー支援への理解(n=5)

ケアラーの健康管理への支援(n=5)

他のケアラーと話し合えること(n=5)

その他(n=1)

無回答(n=15)

n=43
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調査結果 ７．特別支援学校高等部３年生 
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《記入者・ご本人について》 

この調査票に記入する方はどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方については、「本人に聞いて、家族や介助者等が記入」が 34.8％と

最も多く、次いで「本人が記入」が 30.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 65.2％、「女性」が 34.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
現在、あなたと一緒に暮らしている人はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

一緒に暮らしている人については、「父母」が 91.3％と最も多く、次いで「兄弟姉妹」が

65.2％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

30.4% 34.8% 26.1% 8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人（調査の対象となる方）が記入(n=7)

本人に聞いて、家族や介助者等が記入(n=8)

本人の意見を確認するのが難しいので、家族や介助者等が本人の立場に立って記入(n=6)

無回答(n=2)

n=23

91.3%

65.2%

8.7%

4.3%

4.3%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父母(n=21)

兄弟姉妹(n=15)

祖父母(n=2)

そのほかの親せき(n=1)

その他(n=1)

無回答(n=0)

n=23

65.2% 34.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=15) 女性(n=8) 回答しない(n=0) 無回答(n=0)

n=23



調査結果 ７．特別⽀援学校⾼等部３年⽣ 
 

− 215 − 

《障害の状況について》 
 

問１ あなたの障害についてお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

「知的障害」が 73.9％と最も多く、次いで「発達障害」が 30.4％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（あてはまるものすべてに○） 

「療育手帳を持っている」が 87.0％と最も多く、次いで「身体障害者手帳を持ってい

る」が 30.4％となっています。 

 
 
 
 

  

30.4%

87.0%

8.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳を持っている(n=7)

療育手帳を持っている(n=20)

精神障害者保健福祉手帳を持っている(n=2)

無回答(n=0)

n=23

17.4%

0.0%

4.3%

8.7%

17.4%

0.0%

73.9%

8.7%

4.3%

30.4%

0.0%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

視覚障害(n=4)

聴覚障害(n=0)

平衡機能障害(n=1)

音声・言語・そしゃく機能障害(n=2)

肢体不自由（上肢・下肢・体幹、脳原性運動機能障害）

(n=4)

内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう・直腸、小腸、

免疫、肝臓機能障害）(n=0)

知的障害(n=17)

精神障害(n=2)

難病（指定難病、特定疾患、指定疾患、小児慢性特定疾病）

(n=1)

発達障害(n=7)

高次脳機能障害(n=0)

その他(n=1)

n=23
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問３ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の

認定を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 8.7％となっています。また、障害支

援区分では「区分２」、「区分５」がそれぞれ 50.0％と最も多くなっています。 

 

■障害支援区分の認定 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《介助等の状況について》 
 

問４ 普段、あなたを主に介助等しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者等については、「父母」が 69.6％と最も多く、次いで「特に介助等は受けてい

ない」が 26.1％、「その他」が 4.3％となっています。 

 

 

 

 

 

  

8.7% 82.6% 8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=2) ない(n=19) 無回答(n=2)

n=23

50.0% 50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分１(n=0) 区分２(n=1) 区分３(n=0) 区分４(n=0) 区分５(n=1)

区分６(n=0) 非該当(n=0) 申請中(n=0) 無回答(n=0)

n=2

69.6% 4.3% 26.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父母(n=16) 祖父母(n=0)

兄弟姉妹(n=0) そのほかの親せき(n=0)

近所の人、知人・友人(n=0) ホームヘルパー(n=0)

ボランティア(n=0) その他(n=1)

特に介助等は受けていない(n=6) 無回答(n=0)

n=23
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［問４で１～８に○をつけた方にお聞きします］ 

問５ どのようなときに介助等を受けていますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのようなときに介助等を受けているかについては、「書類等の手続きのとき」が 82.4％

と最も多く、次いで「お金の管理をするとき」が 76.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

《健康状態や医療について》 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問６ 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（あてはまるものすべてに

○） 

健康管理や医療について、困ったり不便に思うことについては、「障害のために症状が正

確に伝わらない」、「特にない」がそれぞれ 43.5％と最も多く、次いで「通院のための介助

者を確保しにくい」が 21.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43.5%

21.7%

17.4%

8.7%

8.7%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

43.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障害のために症状が正確に伝わらない(n=10)

通院のための介助者を確保しにくい(n=5)

往診を頼める医師がいない(n=4)

病院等での手続きや案内など、障害のある人への配慮

が足りない(n=2)

医療費の負担が大きい(n=2)

近所に診てくれる医師や病院等がない(n=1)

通院のための交通手段が確保・利用しにくい(n=1)

定期的に健康診断を受けられない(n=1)

その他(n=1)

特にない(n=10)

無回答(n=0)
n=23

82.4%

76.5%

64.7%

47.1%

47.1%

47.1%

41.2%

35.3%

23.5%

23.5%

5.9%

5.9%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

書類等の手続きのとき(n=14)

お金の管理をするとき(n=13)

通院するとき(n=11)

洗濯、掃除をするとき(n=8)

学校に行くとき、帰ってくるとき(n=8)

見守りが必要な状態のとき(n=8)

外出するとき(n=7)

服薬のとき(n=6)

着替え、食事、入浴、トイレのとき(n=4)

人とコミュニケーションをとるとき(n=4)

家の中を移動するとき(n=1)

医療的ケア(経管栄養、痰の吸引等）の対応のとき(n=1)

その他(n=0)

無回答(n=0)
n=17
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問７ あなたは、以下の医療的ケアを必要としていますか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを「必要としていない」を選択した方が 91.3％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
［問８、問９は、問７で１～８に○をつけた方にお聞きします］ 

問８ 医療的ケアを行っている方はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

 該当者なし。 

 

問９ 日常生活を送る上で必要な支援について、あてはまるものはありますか。（あてはまるものす

べてに○） 

 該当者なし。 

 

《外出や余暇の過ごし方について》 
 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問10 外出の主な手段は何ですか。（○は２つまで） 

外出の主な手段については、「徒歩」が 52.2％と最も多く、次いで「バス・鉄道等の公共

交通機関」、「車（乗せてもらう）」がそれぞれ 39.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

91.3%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経管栄養(n=0)

酸素吸入(n=0)

痰の吸引(n=0)

導尿(n=0)

ネブライザー（薬剤の吸入）(n=0)

人工呼吸器(n=0)

気管切開部の衛生管理(n=0)

その他(n=0)

必要としていない(n=21)

無回答(n=2)

n=23

52.2%

39.1%

39.1%

17.4%

4.3%

0.0%

0.0%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

徒歩(n=12)

バス・鉄道等の公共交通機関(n=9)

車（乗せてもらう）(n=9)

自転車(n=4)

車いす(n=1)

タクシー(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=4)
n=23



調査結果 ７．特別⽀援学校⾼等部３年⽣ 
 

− 219 − 

問11 外出の際に特に困っていることはありますか。（○は３つまで） 

外出の際に特に困っていることについては、「特にない」が 34.8％と最も多く、次いで

「家族に負担がかかる」が 30.4％、「多機能トイレが少ない」、「周囲の視線が気になる」が

それぞれ 17.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

30.4%

17.4%

17.4%

13.0%

13.0%

13.0%

8.7%

8.7%

8.7%

8.7%

4.3%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

34.8%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40%

家族に負担がかかる(n=7)

多機能トイレが少ない(n=4)

周囲の視線が気になる(n=4)

バスや鉄道などが利用しにくい（乗り降りが難しい、

案内表示がわかりにくいなど）(n=3)

歩道が少ない・狭い(n=3)

外出時に利用したい福祉サービスを使うことができない(n=3)

道路や建物・駅に階段や段差が多い(n=2)

介助者が確保できない(n=2)

交通費や利用料がかかる(n=2)

困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない(n=2)

施設が利用しにくい（音声ガイドシステムの設置が少ない、案内表示が

わかりにくいなど）(n=1)

歩道上に障害物が多い(n=1)

建物の設備が利用しにくい（エレベーターが少ないなど）(n=0)

点字ブロックや音の出る信号機が不十分(n=0)

障害者用の駐車スペースが少ない(n=0)

その他(n=0)

特にない(n=8)

無回答(n=1)

n=23
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問12 以下のような文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会があり

ますか。それぞれに○をつけてください。 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会については、

「テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」が 87.0％と最も多く、次いで「近所を散歩

する」、「インターネットを使った活動をする」がそれぞれ 43.5％となっています。 

また、機会はないが、欲しいと思う活動については、「観劇・映画・コンサート・カラオ

ケ等に行く」が 30.4％と最も多く、次いで「教養・資格取得等に関する学習をする」、「友

人・知人と会って交流を深める」、「旅行に出かける」がそれぞれ 26.1%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

34.8%

17.4%

43.5%

17.4%

30.4%

21.7%

39.1%

30.4%

8.7%

87.0%

43.5%

4.3%

13.0%

17.4%

26.1%

26.1%

13.0%

17.4%

17.4%

8.7%

17.4%

17.4%

26.1%

8.7%

26.1%

13.0%

30.4%

17.4%

26.1%

17.4%

8.7%

21.7%

21.7%

17.4%

13.0%

13.0%

17.4%

17.4%

13.0%

47.8%

13.0%

4.3%

21.7%

21.7%

13.0%

17.4%

17.4%

17.4%

8.7%

13.0%

17.4%

13.0%

17.4%

95.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味の活動をする(n=23)

教養・資格取得等に関する学習をする(n=23)

近所を散歩する(n=23)

友人・知人と会って交流を深める(n=23)

デパートや店等を見て歩く(n=23)

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く(n=23)

スポーツをする(n=23)

旅行に出かける(n=23)

地域の行事や活動に参加する(n=23)

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする(n=23)

インターネットを使った活動をする(n=23)

その他(n=23)

現在している 機会はあるが、十分ではない 機会はないが、ほしいと思う 必要性を感じていない 無回答
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問13 文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことは何だと思いますか。（○

は３つまで） 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことについては、「一緒に

活動する仲間がいること」が 39.1％と最も多く、次いで「イベント情報等が取得しやすい

こと」が 30.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《学校卒業後の日中の過ごし方についてお聞きします》 
 

問14 学校を卒業したら、どのように日中を過ごしたいと思いますか。過ごしたいと思うところ（過

ごし方）を選んで〇をつけてください。（○は１つ） 

日中の過ごし方については、「事業所（施設）内や企業において作業や実習、適性にあっ

た職場探しや就労後の職場定着のための支援を受けたい」が 34.8％と最も多く、次いで

「一般企業などで働くことはむずかしいが、働きたいと思っているので、事業所（施設）内

で働いたり、生産活動をしながら過ごしたい」が 21.7％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

39.1%

30.4%

26.1%

26.1%

26.1%

26.1%

26.1%

21.7%

17.4%

8.7%

0.0%

4.3%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一緒に活動する仲間がいること(n=9)

イベント情報等が取得しやすいこと(n=7)

活動する場所が近くにあること(n=6)

魅力的な内容であること(n=6)

適切な指導者がいること(n=6)

障害のある人に配慮した施設や設備があること(n=6)

障害のある人もない人も一緒にできること(n=6)

費用を心配しなくてよいこと(n=5)

介助者・援助者がいること(n=4)

外出のための手段が確保されていること(n=2)

その他(n=0)

特にない(n=1)

無回答(n=1)

n=23

34.8%

21.7%

8.7%

8.7%

8.7%

4.3%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40%

事業所（施設）内や企業において作業や実習、適性にあった職場探しや就労後

の職場定着のための支援を受けたい(n=8)

一般企業などで働くことはむずかしいが、働きたいと思っているので、事業所

（施設）内で働いたり、生産活動をしながら過ごしたい(n=5)

専門学校や大学などで勉強したい(n=2)

すぐに一般企業などで働きたい(n=2)

自立した日常生活または社会生活ができるよう、一定期間、身体機能または生

活能力の向上のために必要な訓練を受けたい(n=2)

事業所（施設）で、入浴、食事の介護を受けながら、創作的活動や生産活動を

行いたい(n=1)

創作的活動や生産活動を行ったり、社会との交流などを行ったりするところで

過ごしたい(n=1)

病院などで、機能訓練、療養上の管理、看護、介護、日常生活の世話などを受

けながら過ごしたい(n=0)

家の仕事を手伝いたい(n=0)

家庭内で過ごしたい(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=2)

n=23
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■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

すぐに一般企業などで働きたい 36.0% 

事業所（施設）内や企業において作業や

実習、適性にあった職場探しや就労後の

職場定着のための支援を受けたい 

34.8% 

事業所（施設）内や企業において作業や

実習、適性にあった職場探しや就労後の

職場定着のための支援を受けたい 

32.0% 

一般企業などで働くことはむずかしい

が、働きたいと思っているので、事業所

（施設）内で働いたり、生産活動をしな

がら過ごしたい 

21.7% 

一般企業などで働くことはむずかしい

が、働きたいと思っているので、事業所

（施設）内で働いたり、生産活動をしな

がら過ごしたい 

28.0% 

専門学校や大学などで勉強したい/すぐ

に一般企業などで働きたい/自立した日

常生活または社会生活ができるよう、一

定期間、身体機能または生活能力の向上

のために必要な訓練を受けたい 

8.7% 

自立した日常生活または社会生活ができ

るよう、一定期間、身体機能または生活

能力の向上のために必要な訓練を受けた

い 

20.0% 

事業所（施設）で、入浴、食事の介護を

受けながら、創作的活動や生産活動を行

いたい/創作的活動や生産活動を行った

り、社会との交流などを行ったりすると

ころで過ごしたい 

4.3% 

事業所（施設）で、入浴、排せつ、食事

の介護を受けながら、創作活動や生産活

動を行いたい 

12.0%   

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 
問15 今後、あなたは、一般の会社などで働いてみたいと思いますか。（卒業してすぐにではなく、

将来、さまざまな条件・支援が整った場合を想定してお答えください。）（〇は１つ） 

今後の働き方については、「一般企業ではなく、施設などで、同じ障害のある仲間といっ

しょに働きたい」が 52.2％と最も多く、次いで「一般企業などで働きたい」が 30.4％とな

っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

30.4% 52.2% 4.3% 8.7% 4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般企業などで働きたい(n=7)

一般企業ではなく、施設などで、同じ障害のある仲間といっしょに働きたい(n=12)

働きたくない(n=1)

その他(n=0)

わからない(n=2)

無回答(n=1)

n=23
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［問 15 で「１」または「２」に〇をつけた方にお聞きします］ 

問16 そのような働き方をするためには、どのような環境が整っていればよいと思いますか。また、

どのような支援が必要になると思いますか。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問17 将来（今後）、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（〇は１つ） 

将来（今後）の暮らし方については、「家族といっしょに暮らしたい」が 52.2％と最も多

く、次いで「独立して一人で暮らしたい」が 21.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問18 そのような暮らしをするためには、どのような支援が必要になると思いますか。また、不安な

点などがありましたら、自由にお書きください。 

 

［自由記述編を参照］ 

 
 
  

52.2% 21.7% 8.7% 17.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族といっしょに暮らしたい(n=12)

独立して一人で暮らしたい(n=5)

夜間や休日、介護や日常生活の援助を受けながら共同生活する住居で暮らしたい(n=0)

施設に入所して暮らしたい(n=2)

その他(n=0)

無回答(n=4)

n=23
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《相談や情報入手について》 
 

問19 学校に通っていて困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

学校に通っていて困っていることについては、「特にない」が 60.9％と最も多く、次いで

「学校の数が少ない」が 17.4％、「通うための交通手段が確保・利用しにくい」が 8.7％と

なっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問20 普段、悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談するかについては、「家族や親せき」が 69.6％

と最も多く、次いで「学校の先生」が 47.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

17.4%

8.7%

4.3%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.3%

60.9%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

学校の数が少ない(n=4)

通うための交通手段が確保・利用しにくい(n=2)

通うための介助者を確保しにくい(n=1)

友だちができない(n=1)

授業についていけない(n=0)

トイレなどの設備が不十分(n=0)

校内・園内での支援が不十分(n=0)

医療的ケアが受けられない(n=0)

その他(n=1)

特にない(n=14)

無回答(n=1)

n=23

69.6%

47.8%

13.0%

13.0%

13.0%

8.7%

8.7%

4.3%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

8.7%

8.7%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80%

家族や親せき(n=16)

学校の先生(n=11)

近所の人、知人・友人(n=3)

障害者施設や事業所の職員(n=3)

川越市障害者総合相談支援センター(n=3)

病院・医師・看護師(n=2)

相談支援事業所(n=2)

民生委員・児童委員(n=1)

国・県・市などの相談窓口(n=1)

ボランティア(n=0)

身体障害者・知的障害者相談員(n=0)

障害者団体や家族会(n=0)

医療的ケア児等コーディネーター(n=0)

社会福祉協議会(n=0)

インターネット上のコミュニティ(n=0)

その他(n=0)

相談したいが、できない(n=2)

相談したいと思わない(n=2)

無回答(n=1)

n=23
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［問20で「17.相談したいが、できない」に○をつけた方にお聞きします］ 

問21 相談できない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

相談できない理由については、「どこ（誰）に相談していいかわからない」、「相談しても

満足のいく回答がもらえない」がそれぞれ２件と最も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問22 障害のある人のための福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。

（あてはまるものすべてに○） 

障害のある人のための福祉サービス内容を知る手段については、「市や県の広報やパンフ

レットなど」が 47.8％と最も多く、次いで「家族や知人の話」が 39.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

47.8%

39.1%

26.1%

13.0%

13.0%

8.7%

4.3%

4.3%

0.0%

17.4%

4.3%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市や県の広報やパンフレットなど(n=11)

家族や知人の話(n=9)

障害者施設(n=6)

相談機関(n=3)

インターネット(n=3)

テレビやラジオ(n=2)

病院等(n=1)

新聞や雑誌(n=1)

障害者団体や家族会（機関紙等）(n=0)

その他(n=4)

サービスの内容について知る手段がない(n=1)

無回答(n=2)
n=23

どこ（誰）に
相談していい
かわからない

相談しても満
足のいく回答
がもらえない

身近なところ
に相談できる
ところがない

プライバシー
が守られるか
不安がある

相談すること
にためらいが

ある

相談支援事業
所が少ない その他 無回答

2 2 1 1 1 0 0 0

n=2
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問23 情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（あてはまるもの

すべてに○） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについては、「複雑な文章表

現がわかりにくい」、「難しい言葉や早口で話されるとわかりにくい」がそれぞれ 47.8％と

最も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

47.8%

47.8%

43.5%

30.4%

17.4%

17.4%

13.0%

8.7%

8.7%

8.7%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

17.4%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

複雑な文章表現がわかりにくい(n=11)

難しい言葉や早口で話されるとわかりにくい(n=11)

話をうまく組み立てられない、うまく質問できない(n=10)

どこを調べればよいかわからない(n=7)

相手の意思や情報を把握できない(n=4)

パソコンやスマートフォンなどの操作がわからない(n=4)

相手と直接顔を合わせて話すのが苦手(n=3)

案内表示がわかりにくい(n=2)

音声情報や点字など視覚障害に配慮した情報が少ない(n=2)

希望している福祉サービスについての情報がない、内容がわかりにくい(n=2)

手話通訳者がいない(n=1)

文字情報やヒアリングループなど聴覚障害に配慮した情報が少ない(n=0)

Ｗｅｂ（ホームページ）が音声読み上げソフトや拡大ソフトに対応していない

(n=0)

要約筆記者がいない(n=0)

その他(n=0)

特にない(n=4)

無回答(n=2)

n=23



調査結果 ７．特別⽀援学校⾼等部３年⽣ 
 

− 227 − 

《福祉サービスについて》 
 

問24 次の障害（児）福祉サービス等を利用していますか。（「障害（児）福祉サービス等一覧表」を

参照）記入例を参考に、現在利用中のサービス等について１～29の番号を記入し、今後３年以内

の利用予定について、あてはまるものに○をつけてください。 

  サービス等を利用していない場合は、問25へお進みください。 

現在利用中と回答した人数については、「放課後等デイサービス」が６人と最も多く、今

後３年以内の利用予定は「同じくらい利用予定」が 33.3％となっています。次いで「行動

援護」、「生活介護」、「短期入所（ショートステイ）」、「障害児相談支援」がそれぞれ２人と

なっており、「行動援護」以外では、今後３年以内の利用予定は「同じくらい利用予定」が

50.0％となっています。 

 
■現在の利用状況と今後３年以内の利用予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

放課後等デイサービス 6 33.3% 0.0% 66.7%

行動援護 2 0.0% 100.0% 0.0%

生活介護 2 50.0% 0.0% 50.0%

短期入所（ショートステイ） 2 50.0% 50.0% 0.0%

障害児相談支援 2 50.0% 50.0% 0.0%

施設入所支援 1 0.0% 0.0% 100.0%

就労継続支援Ｂ型 1 0.0% 100.0% 0.0%

計画相談支援 1 0.0% 100.0% 0.0%

居宅介護（ホームヘルプサービス） 0 - - -

重度訪問介護 0 - - -

同行援護 0 - - -

重度障害者等包括支援 0 - - -

療養介護 0 - - -

宿泊型自立訓練 0 - - -

自立生活援助 0 - - -

共同生活援助（グループホーム） 0 - - -

自立訓練（機能訓練） 0 - - -

自立訓練（生活訓練） 0 - - -

就労移行支援 0 - - -

就労継続支援Ａ型 0 - - -

就労定着支援 0 - - -

地域移行支援 0 - - -

地域定着支援 0 - - -

児童発達支援 0 - - -

医療型児童発達支援 0 - - -

保育所等訪問支援 0 - - -

居宅訪問型児童発達支援 0 - - -

障害児入所支援(福祉型） 0 - - -

障害児入所支援(医療型） 0 - - -

福祉サービス
現在利用中と
回答した人数

同じくらい
利用予定 増やす予定 減らす予定
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問25 現在利用していないサービスで、今後３年以内に新たに利用したいサービスはありますか。 

 「１．ある」に〇をつけた場合には、次の表の中から今後３年以内に新たに利用したいサービス

に〇をつけてください。（あてはまるものすべてに〇） 

今後３年以内に新たに利用したいサービスの有無については、「ある」が 65.2％、「な

い」が 26.1％となっています。 

新たに利用したいサービスについては、「就労移行支援」、「計画相談支援」がそれぞれ

33.3％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後３年以内に新たに利用したいサービス 

 

 

 

  

65.2% 26.1% 8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=15) ない(n=6) 無回答(n=2)

n=23

33.3%

33.3%

26.7%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

20.0%

13.3%

6.7%

6.7%

6.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

就労移行支援(n=5)

計画相談支援(n=5)

就労継続支援Ｂ型(n=4)

生活介護(n=3)

短期入所（ショートステイ）(n=3)

自立生活援助(n=3)

共同生活援助（グループホーム）(n=3)

自立訓練（機能訓練）(n=3)

自立訓練（生活訓練）(n=2)

同行援護(n=1)

行動援護(n=1)

施設入所支援(n=1)

居宅介護（ホームヘルプサービス）(n=0)

重度訪問介護(n=0)

重度障害者等包括支援(n=0)

療養介護(n=0)

宿泊型自立訓練(n=0)

就労継続支援Ａ型(n=0)

就労定着支援(n=0)

地域移行支援(n=0)

地域定着支援(n=0)

無回答(n=0)

n=15
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問26 サービス利用で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

サービス利用で困っていることについては、「どのようなサービスを利用できるのかわか

らない」が 60.9％と最も多く、次いで「制度や利用手続きが複雑で大変」が 26.1％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問27 障害（児）福祉サービス事業所について望むことはありますか。（○は２つまで） 

障害（児）福祉サービス事業所について望むことについては、「特にない」が 26.1％と最

も多く、次いで「サービス利用の手続きを簡単にして欲しい」が 21.7％、「職員の人権意識

を高めて欲しい」が 13.0％となっています。 

 

  
21.7%

13.0%

8.7%

8.7%

8.7%

4.3%

0.0%

0.0%

4.3%

26.1%

34.8%

0% 10% 20% 30% 40%

サービス利用の手続きを簡単にして欲しい(n=5)

職員の人権意識を高めて欲しい(n=3)

職員の接し方を改善して欲しい(n=2)

職員の専門性や技術を向上して欲しい(n=2)

関係機関との連携を強くして欲しい(n=2)

施設等のバリアフリー化を進めて欲しい(n=1)

防災訓練や災害時の備蓄等の防災対策を充実して欲しい(n=0)

家庭への寄附金やイベント活動等の負担を軽減して欲しい(n=0)

その他(n=1)

特にない(n=6)

無回答(n=8)

n=23

60.9%

26.1%

17.4%

13.0%

13.0%

4.3%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

8.7%

13.0%

13.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

どのようなサービスを利用できるのかわからない(n=14)

制度や利用手続きが複雑で大変(n=6)

サービス等利用計画が立てられない(n=4)

利用したいサービスが制度上利用できない(n=3)

利用できる施設や定員が不足している(n=3)

利用者負担（自己負担）が大きい(n=1)

事業者との調整が大変(n=1)

サービスの質が良くない(n=0)

医療的ケアが受けられる事業所が少ない(n=0)

利用したいと思うサービスがない(n=0)

その他(n=2)

特にない(n=3)

無回答(n=3)

n=23
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《災害時の支援等について》 
 

問28 あなたが、台風や地震等の災害が発生したときに困ることや不安なことは何ですか。（あては

まるものすべてに○） 

台風や地震等の災害が発生したときに困ることや不安なことについては、「一人では避難

できない」が 43.5％と最も多く、次いで「避難所で必要な支援が受けられるか不安」、「避

難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい」、「特にない」がそれぞれ 26.1％となっていま

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

問29 台風や地震等の災害に備え、準備しているものはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

台風や地震等の災害に備え、準備しているものについては、「周辺の避難場所を知ってい

る」、「学校や地域の避難訓練に参加している」がそれぞれ 39.1％と最も多くなっていま

す。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

39.1%

39.1%

26.1%

26.1%

13.0%

4.3%

4.3%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

21.7%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

周辺の避難場所を知っている(n=9)

学校や地域の避難訓練に参加している(n=9)

家族で避難の方法や避難場所について話し合っている(n=6)

食料・飲料の備蓄や非常用持ち出しバッグなどを準備している(n=6)

ヘルプマークを身に着けたり、ヘルプカードを携帯している(n=3)

避難行動要支援者名簿に登録している(n=1)

近所の人や知人等に、災害発生時の助けをお願いしている(n=1)

市の防災情報メール配信サービスに登録している(n=1)

病院での緊急透析離脱訓練（透析中の被災を想定した訓練）を知っている

(n=0)

必要な薬や病院の連絡先等を備えている(n=0)

その他(n=0)

特にない(n=5)

無回答(n=4)

n=23

43.5%

26.1%

26.1%

21.7%

17.4%

17.4%

17.4%

13.0%

13.0%

8.7%

0.0%

26.1%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

一人では避難できない(n=10)

避難所で必要な支援が受けられるか不安(n=6)

避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい(n=6)

薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安(n=5)

避難所がどこにあるかわからない(n=4)

避難所の設備が障害に対応しているか不安(n=4)

避難所のトイレを利用できるか不安(n=4)

災害の発生等の情報を知る方法がない(n=3)

近くに助けてくれる人がいない(n=3)

助けを求める手段がない(n=2)

その他(n=0)

特にない(n=6)

無回答(n=1)

n=23
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問30 災害時にどのような支援があるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

災害時にどのような支援があるとよいかについては、「避難所でプライバシーが守られ

る」が 30.4％と最も多く、次いで「避難所の設備（トイレ等）を充実させる」が 26.1％と

なっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《障害者への理解や権利擁護について》 
 

問31 障害に対する市民の理解について、進んでいると感じますか。（○は１つ） 

障害に対する市民の理解については、「わからない」が 34.8％と最も多く、「どちらとも

いえない」が 26.1％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

30.4%

26.1%

21.7%

21.7%

17.4%

17.4%

17.4%

13.0%

8.7%

4.3%

4.3%

0.0%

21.7%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40%

避難所でプライバシーが守られる(n=7)

避難所の設備（トイレ等）を充実させる(n=6)

救助や避難時に声かけをしてくれる(n=5)

被害状況、避難所の場所、物資の入手方法等の情報を知らせてくれる

(n=5)

必要な医療的ケアを受けられる(n=4)

避難を手助けしてくれる(n=4)

周囲の人とのコミュニケーションを手助けしてくれる(n=4)

障害者や高齢者が優先的に避難できる避難所がある(n=3)

避難できないので自宅に支援物資などを届けてくれる(n=2)

電動車椅子や人工呼吸器などを使用するための電源の確保(n=1)

必要な補装具や日常生活用具を支給してくれる(n=1)

その他(n=0)

特にない(n=5)

無回答(n=2)

n=23

8.7% 13.0% 26.1% 8.7% 34.8% 8.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

進んでいる(n=2) 多少進んでいる(n=3) どちらともいえない(n=6)

多少後退している(n=0) 後退している(n=2) わからない(n=8)

無回答(n=2)

n=23
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問32 障害者への理解を深めるために力を入れるべきことは何だと思いますか。（○は２つまで） 

障害者への理解を深めるために力を入れるべきことについては、「学校等での障害を理解

するための教育の充実」が 39.1％と最も多く、次いで「スポーツ・文化活動等を通した障

害者と地域の人々との交流」、「障害者が積極的に社会参加をする」がそれぞれ 17.4％とな

っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問33 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」では、行政機関や

民間企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を取り除くための配慮を

求める意思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされています。あなたは、この法律に

ついて知っていますか。（〇は１つ） 

「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が 73.9％と最も多く、次いで

「法律の名前は知っているが、内容は知らない」が 17.4％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

4.3% 17.4% 73.9% 4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前や内容を知っている(n=1)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=4)

知らない(n=17)

無回答(n=1)

n=23

39.1%

17.4%

17.4%

13.0%

13.0%

13.0%

8.7%

8.7%

4.3%

0.0%

8.7%

17.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校等での障害を理解するための教育の充実(n=9)

スポーツ・文化活動等を通した障害者と地域の人々との交流(n=4)

障害者が積極的に社会参加をする(n=4)

福祉施設を地域に開かれたものにする(n=3)

行政から事業者への合理的配慮の周知(n=3)

支援グループの育成(n=3)

障害福祉をテーマとした講座や講演会の開催(n=2)

障害者の活動の積極的なＰＲ(n=2)

ボランティアの育成(n=1)

その他(n=0)

特にない(n=2)

無回答(n=4)
n=23
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問34 あなたは、障害があることにより、どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思い

をしたことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをしたことがあるかについて

は、「特にない」が 47.8％と最も多く、次いで「日常生活で（他人の視線を感じる/心ない

言葉を受ける/障害に対する誤解があるなど）」が 39.1％、「人との交流の場で（話の輪に入

れない/活動に参加できないなど）」が 17.4％となっています。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問35 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮として良いと思ったことや配慮が

あって助かったこと、また、どのような合理的配慮があると良いかについて具体的に教えてくだ

さい。 

 

［自由記述編を参照］ 

 

  

39.1%

17.4%

8.7%

8.7%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

0.0%

47.8%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常生活で（他人の視線を感じる/ 心ない言葉を受ける/ 障

害に対する誤解があるなど）(n=9)

人との交流の場で（話の輪に入れない/ 活動に参加できない

など）(n=4)

学校で（通常の学級との交流が難しい/ 活動に参加できない

など）(n=2)

住まいを探すときに（入店を拒否される/ 支援者の同伴を求

められるなど）(n=2)

職場で（会社・職場に理解されない/ 障害に対する誤解があ

るなど）(n=1)

通所先や入所施設等で（隔離・拘束される/ 心ない言葉を受

ける/ 暴力を受けるなど）(n=1)

病院や薬局などで（診察や入院を拒否される/ 支援者とだけ

話されるなど）(n=1)

飲食店、娯楽施設やホテルなどで（利用を拒否される/ 支援

者の同伴などの条件を付けられるなど）(n=1)

交通機関乗車時に（迷惑がられる/ 乗車拒否されるなど）

(n=1)

その他(n=0)

特にない(n=11)

無回答(n=1)
n=23
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問36 障害者への権利擁護制度のひとつとして「成年後見制度」があります。あなたは、「成年後見

制度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知らない」が 52.2％と最も多く、次いで「聞いたことは

あるが詳しくはわからない」が 26.1％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

《新型コロナウイルス感染症の影響について》 
 

問37 新型コロナウイルス感染症の影響により日常生活に変化はありましたか。（あてはまるものす

べてに○） 

新型コロナウイルス感染症の影響による日常生活の変化については、「外出がしにくくな

った」が 47.8％と最も多く、次いで「特にない」が 30.4％、「コミュニケーションが取りづ

らくなった」が 21.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.8%

21.7%

17.4%

17.4%

17.4%

13.0%

13.0%

8.7%

4.3%

4.3%

0.0%

30.4%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

外出がしにくくなった(n=11)

コミュニケーションが取りづらくなった(n=5)

気分の浮き沈みが大きくなった(n=4)

お金に関する心配事が増えた(n=4)

障害福祉サービスの利用がしづらくなった(n=4)

支援が必要な場面でも遠慮することがある(n=3)

医療機関の受診に関する困りごとが増えた(n=3)

家庭内でのトラブルが増えた(n=2)

社会との壁や孤独感を感じるようになった(n=1)

身体症状が悪化した(n=1)

その他(n=0)

特にない(n=7)

無回答(n=1)
n=23

17.4% 26.1% 52.2% 4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または利用している）(n=0)

知っているが、利用したことはない(n=4)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=6)

知らない(n=12)

無回答(n=1)

n=23
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問38 「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことはありますか。（あてはまるものすべてに

○） 

「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことについては、「特にない」が 52.2％と最

も多く、次いで「人との距離を確保する」が 26.1％、「マスクの着用」、「こまめな換気」、

「三密の回避」がそれぞれ 17.4％となっています。 

 

  26.1%

17.4%

17.4%

17.4%

13.0%

0.0%

52.2%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

人との距離を確保する(n=6)

マスクの着用(n=4)

こまめな換気(n=4)

三密の回避(n=4)

手洗いうがい(n=3)

その他(n=0)

特にない(n=12)

無回答(n=2)

n=23
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《市の取り組み等について》 
 

問39 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい

と思いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が特に充実させていくべきことについては、「差別・虐待防止の周知・対応の推進」が

43.5％と最も多く、次いで「就労支援の充実」、「外出や移動の支援」、「経済的な援助」がそ

れぞれ 34.8％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

43.5%

34.8%

34.8%

34.8%

26.1%

26.1%

17.4%

17.4%

17.4%

17.4%

17.4%

17.4%

13.0%

8.7%

8.7%

8.7%

8.7%

8.7%

4.3%

4.3%

4.3%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.3%

8.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=10)

就労支援の充実(n=8)

外出や移動の支援(n=8)

経済的な援助(n=8)

障害のある人の特性を知ってもらうための周知啓発(n=6)

障害のある人の健康診断や健康相談事業(n=6)

成年後見制度等の権利擁護(n=4)

一人ひとりのニーズに応じた多様な学びの場(n=4)

グループホームなどの地域で生活できる住環境の整備(n=4)

災害時の支援体制(n=4)

入所施設の整備(n=4)

障害福祉サービス等の質の確保(n=4)

障害者医療に関する情報収集・情報提供(n=3)

障害者のスポーツ、芸術、文化活動などに対する支援(n=2)

利用しやすい道路や公共施設の整備(n=2)

介助者への支援(n=2)

通所施設の整備(n=2)

関係機関が連携した相談支援の充実(n=2)

適切な療育や支援を受けられる体制(n=1)

地域住民やボランティア団体、行政の連携(n=1)

重症心身障害者の受入先や医療的ケアを受けられる施設の整備(n=1)

障害のある人へのコミュニケーション支援(n=1)

ペアレントトレーニングなどの親子支援(n=0)

公民館等の社会教育を行う施設の充実(n=0)

行政情報の提供(n=0)

防犯体制や緊急時の連絡通報システムづくり(n=0)

在宅福祉サービスの充実(n=0)

電子申請の導入等による利便性の向上(n=0)

その他(n=1)

無回答(n=2)

n=23
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問40 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般については、「満足している」が 4.3％、「少し満足している」が

17.4％となっています。また、「あまり満足していない」は 8.7％、「満足していない」は

17.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

最後に、アンケートの選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要望な

どがありましたら、自由に記入してください。 

 

［自由記述編を参照］ 

 
  

4.3% 17.4% 52.2% 8.7% 17.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=1) 少し満足している(n=4) どちらともいえない(n=12)

あまり満足していない(n=2) 満足していない(n=4) 無回答(n=0)

n=23
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〇介助者向けアンケート 

［ここからは、ご本人の介助等をしている方がご回答ください］ 

問１ あなた（介助者）から見たご本人との関係は、次のうちどれですか。（○は 1 つ） 

介助者から見たご本人との関係については、「子ども」が 82.6％と最も多く、次いで「そ

のほかの親せき」が 4.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２ あなた（介助者）の年齢（令和４年９月１日現在）は、次のうちどれですか。（〇は１つ） 

介助者の年齢については、「40～49 歳」、「50～59 歳」がそれぞれ 34.8％と最も多くなっ

ています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

82.6%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子ども(n=19)

そのほかの親せき(n=1)

兄弟姉妹(n=0)

近所の人、知人・友人(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=3)
n=23

0.0%

13.0%

0.0%

0.0%

0.0%

34.8%

34.8%

0.0%

0.0%

17.4%

0% 10% 20% 30% 40%

10歳未満(n=0)

10～17歳(n=3)

18～19歳(n=0)

20～29歳(n=0)

30～39歳(n=0)

40～49歳(n=8)

50～59歳(n=8)

60～64歳(n=0)

65歳以上(n=0)

無回答(n=4)

n=23
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問３ 介助者に必要と思われる支援はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

介助者に必要と思われる支援については、「家族が亡くなった後の障害のある方の支援」

が 56.5％と最も多く、次いで「サービス利用のための簡便な手続き」、「わかりやすいサー

ビスや制度の紹介」がそれぞれ 52.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介助等に関して、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

56.5%

52.2%

52.2%

39.1%

30.4%

30.4%

17.4%

17.4%

13.0%

4.3%

4.3%

4.3%

0.0%

0.0%

0.0%

13.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族が亡くなった後の障害のある方の支援(n=13)

サービス利用のための簡便な手続き(n=12)

わかりやすいサービスや制度の紹介(n=12)

経済的支援(n=9)

勤務しやすい柔軟な働き方(n=7)

就労及び再就職への支援(n=7)

電話や訪問による相談体制の整備(n=4)

気軽に休息や睡眠がとれる機会の確保(n=4)

災害時も含めた緊急時の支援(n=3)

気軽に情報交換できる機会の紹介・提供(n=1)

社会的なケアラー支援への理解(n=1)

ケアラーの健康管理への支援(n=1)

ケアラーに役立つ情報の提供(n=0)

他のケアラーと話し合えること(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=3)

n=23
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調査結果 ８．障害者支援施設利用者 
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《記入者・ご本人について》 

この調査票に記入する方はどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方については、「本人の意見を確認するのが難しいので、家族や介助者等

が本人の立場に立って記入」が 78.0％と最も多く、次いで「本人に聞いて、家族や介助者等が

記入」が 14.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 72.0％、「女性」が 28.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
あなたの年齢（令和４年９月１日現在）を記入してください。（○は１つ） 

年齢については、「50～59 歳」が 34.0％と最も多く、次いで「40～49 歳」が 32.0％となって

います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

0.0%

4.0%

8.0%

32.0%

34.0%

12.0%

10.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

18～19歳(n=0)

20～29歳(n=2)

30～39歳(n=4)

40～49歳(n=16)

50～59歳(n=17)

60～64歳(n=6)

65歳以上(n=5)

無回答(n=0)

n=50

14.0% 78.0% 8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人（調査の対象となる方）が記入(n=0)

本人に聞いて、家族や介助者等が記入(n=7)

本人の意見を確認するのが難しいので、家族や介助者等が本人の立場に立って記入(n=39)

無回答(n=4)

n=50

72.0% 28.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=36) 女性(n=14) 回答しない(n=0) 無回答(n=0)

n=50
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《障害の状況について》 
 

問１ あなたの障害についてお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

「知的障害」が 84.0％と最も多く、次いで「発達障害」が 28.0％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（あてはまるものすべてに○） 

「療育手帳を持っている」が 86.0％と最も多く、次いで「発達障害または高次脳機能障害と

診断された」が 30.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 

  

26.0%

86.0%

2.0%

30.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳を持っている(n=13)

療育手帳を持っている(n=43)

精神障害者保健福祉手帳を持っている(n=1)

発達障害または高次脳機能障害と診断された

(n=15)

無回答(n=2)

n=50

8.0%

4.0%

0.0%

8.0%

20.0%

4.0%

84.0%

8.0%

2.0%

28.0%

2.0%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

視覚障害(n=4)

聴覚障害(n=2)

平衡機能障害(n=0)

音声・言語・そしゃく機能障害(n=4)

肢体不自由（上肢・下肢・体幹、脳原性運動機能障害）

(n=10)

内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう・直腸、小腸、

免疫、肝臓機能障害）(n=2)

知的障害(n=42)

精神障害(n=4)

難病（指定難病、特定疾患、指定疾患、小児慢性特定疾病）

(n=1)

発達障害(n=14)

高次脳機能障害(n=1)

その他(n=2)

n=50
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■手帳の等級・診断年齢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問３ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認定

を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 84.0％となっています。また、障害支援

区分では「区分６」が 78.6％と最も多くなっています。 

 

 
■障害支援区分の認定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

84.0%

2.0%

14.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=42) ない(n=1) 無回答(n=7)

n=50

4.8%

2.4%

7.1% 78.6% 7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分１(n=2) 区分２(n=0) 区分３(n=1) 区分４(n=0) 区分５(n=3)

区分６(n=33) 非該当(n=0) 申請中(n=0) 無回答(n=3)

n=42

無回答

0

無回答

0

無回答

0

無回答

0

70歳以上

0

60～69歳

0

50～59歳

0

10～19歳

3

10歳未満

12 0

40～49歳30～39歳

0

20～29歳

0

0

B

49

AⒶ

30

1級

1 0

2級 3級

0

3級

0

4級

1

5級

0

6級

1

C

身体障害者手帳等級（n=13）

療育手帳等級（n=43）

精神障害者保健福祉手帳等級
（n=1）

発達障害または高次脳機能障害
と診断された年齢（n=15）

1級

9

2級

2
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《健康状態や医療について》 
 

問４ 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

健康管理や医療については、困ったり不便に思うことについては、「障害のために症状が正確

に伝わらない」が 58.0％と最も多く、次いで「特にない」が 22.0％、「病院等での手続きや案

内など、障害のある人への配慮が足りない」が 18.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
問５ あなたは、以下の医療的ケアを必要としていますか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを必要としている方は、「その他」が 4.0％と最も多く、次いで「ネブライザー

（薬剤の吸入）」、「導尿」がそれぞれ 2.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
  

2.0%

2.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.0%

68.0%

24.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

ネブライザー（薬剤の吸入）(n=1)

導尿(n=1)

経管栄養(n=0)

痰の吸引(n=0)

気管切開部の衛生管理(n=0)

酸素吸入(n=0)

人工呼吸器(n=0)

その他(n=2)

必要としていない(n=34)

無回答(n=12)

n=50

58.0%

18.0%

16.0%

14.0%

14.0%

10.0%

8.0%

2.0%

8.0%

22.0%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

障害のために症状が正確に伝わらない(n=29)

病院等での手続きや案内など、障害のある人への

配慮が足りない(n=9)

医療費の負担が大きい(n=8)

通院のための介助者を確保しにくい(n=7)

通院のための交通手段が確保・利用しにくい(n=7)

往診を頼める医師がいない(n=5)

近所に診てくれる医師や病院等がない(n=4)

定期的に健康診断を受けられない(n=1)

その他(n=4)

特にない(n=11)

無回答(n=3)
n=50
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［問５で１～８に○をつけた方にお聞きします］ 

問６ 医療的ケアを行っている方はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを行っている方については、「家族」が３件と最も多く、次いで「看護師」、「福祉

サービス事業所の職員」、「その他」がそれぞれ１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

《外出や余暇の過ごし方について》 
 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問７ どのくらい外出していますか（施設の敷地内での散歩などは含めないでください）。（○は１つ） 

外出頻度については、「週に２日以上」が 26.0％と最も多く、次いで「あまり外出しない」が

22.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 外出の主な手段は何ですか。（○は２つまで） 

外出の主な手段については、「車（乗せてもらう）」が 78.0％と最も多く、次いで「徒歩」が

46.0％となっています。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

78.0%

46.0%

14.0%

4.0%

2.0%

2.0%

2.0%

0.0%

0.0%

10.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車（乗せてもらう）(n=39)

徒歩(n=23)

車いす(n=7)

バス・鉄道等の公共交通機関(n=2)

自転車(n=1)

タクシー(n=1)

車（自分で運転）(n=1)

バイク(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=5) n=50

家族 看護師
福祉サービ
ス事業所
の職員

医師
介護福祉
⼠（ヘル
パー）

本⼈ その他 無回答

3 1 1 0 0 0 1 0

n=4

26.0% 16.0% 16.0%

2.0%

22.0% 18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に２日以上(n=13) 週に１日くらい(n=8) 月に２～３日くらい(n=8)

月に１日くらい(n=0) ２～３か月に１日くらい(n=1) あまり外出しない(n=11)

無回答(n=9)

n=50
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問９ どのような目的で外出することが多いですか。（あてはまるものすべてに○） 

外出の目的については、「買い物に行く」、「散歩に行く」がそれぞれ 50.0％と最も多くなって

います。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
問10 外出の際に特に困っていることはありますか。（○は３つまで） 

外出の際に特に困っていることについては、「家族に負担がかかる」が 28.0％と最も多く、次

いで「歩道が少ない・狭い」が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  

50.0%

50.0%

44.0%

22.0%

4.0%

4.0%

4.0%

0.0%

8.0%

12.0%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

買い物に行く(n=25)

散歩に行く(n=25)

医療機関への受診(n=22)

グループ活動に参加する(n=11)

通勤・通学(n=2)

訓練やリハビリに行く(n=2)

趣味やスポーツをする(n=2)

知人・友人と会う(n=0)

あまり外出しない(n=4)

その他(n=6)

無回答(n=3)
n=50

28.0%

20.0%

14.0%

12.0%

12.0%

8.0%

6.0%

6.0%

4.0%

4.0%

2.0%

2.0%

2.0%

0.0%

0.0%

2.0%

14.0%

22.0%

0% 10% 20% 30%

家族に負担がかかる(n=14)

歩道が少ない・狭い(n=10)

介助者が確保できない(n=7)

道路や建物・駅に階段や段差が多い(n=6)

困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない(n=6)

周囲の視線が気になる(n=4)

障害者用の駐車スペースが少ない(n=3)

多機能トイレが少ない(n=3)

交通費や利用料がかかる(n=2)

外出時に利用したい福祉サービスを使うことができない(n=2)

バスや鉄道などが利用しにくい（乗り降りが難しい、案内表示がわかり

にくいなど）(n=1)

建物の設備が利用しにくい（エレベーターが少ないなど）(n=1)

点字ブロックや音の出る信号機が不十分(n=1)

施設が利用しにくい（音声ガイドシステムの設置が少ない、案内表示が

わかりにくいなど）(n=0)

歩道上に障害物が多い(n=0)

その他(n=1)

特にない(n=7)

無回答(n=11)

n=50



調査結果 ８．障害者⽀援施設利⽤者 

− 248 − 

■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

とくに困っていることはない 37.7% 家族に負担がかかる 28.0% 

歩道・道路の段差 22.1% 歩道が少ない・狭い 20.0% 

トイレの利用 19.7% 介助者が確保できない/特にない 14.0% 

歩道・道路の障害物 18.0% 

道路や建物・駅に階段や段差が多い/困

ったときに周囲の人の手助けや理解を得

られない 

12.0% 

建物の階段・段差 16.4% 
障害者用の駐車スペースが少ない/多機

能トイレが少ない 
6.0% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 
 
問11 以下のような文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会があります

か。それぞれに○をつけてください。 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会については、「テレ

ビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」が 44.0％と最も多く、次いで「近所を散歩する」が

24.0％となっています。また、機会はないが、欲しいと思う活動については、「旅行に出かけ

る」が 36.0％と最も多く、次いで「地域の行事や活動に参加する」が 30.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

18.0%

24.0%

4.0%

10.0%

6.0%

6.0%

44.0%

6.0%

8.0%

30.0%

6.0%

18.0%

14.0%

14.0%

16.0%

10.0%

10.0%

4.0%

16.0%

12.0%

22.0%

22.0%

26.0%

20.0%

36.0%

30.0%

6.0%

20.0%

58.0%

4.0%

26.0%

16.0%

24.0%

30.0%

8.0%

20.0%

12.0%

50.0%

6.0%

38.0%

38.0%

30.0%

42.0%

34.0%

36.0%

36.0%

34.0%

34.0%

28.0%

38.0%

94.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味の活動をする(n=50)

教養・資格取得等に関する学習をする(n=50)

近所を散歩する(n=50)

友人・知人と会って交流を深める(n=50)

デパートや店等を見て歩く(n=50)

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く(n=50)

スポーツをする(n=50)

旅行に出かける(n=50)

地域の行事や活動に参加する(n=50)

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする(n=50)

インターネットを使った活動をする(n=50)

その他(n=50)

現在している 機会はあるが、十分ではない 機会はないが、ほしいと思う 必要性を感じていない 無回答
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問12 文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことは何だと思いますか。（○は３

つまで） 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことについては、「介助者・援

助者がいること」が 48.0％と最も多く、次いで「外出のための手段が確保されていること」が

30.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《入所期間・理由について》 
 

問13 現在の施設に入所してからの期間をお答えください。（〇は１つ） 

現在の施設に入所してからの期間については、「20 年以上」が 48.0％と最も多く、次いで

「10 年～15 年未満」が 24.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.0% 6.0% 24.0% 4.0% 48.0% 6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５年未満(n=6) ５年～１０年未満(n=3) １０年～１５年未満(n=12)

１５年～２０年未満(n=2) ２０年以上(n=24) 無回答(n=3)

n=50

48.0%

30.0%

24.0%

24.0%

20.0%

16.0%

16.0%

12.0%

8.0%

4.0%

2.0%

4.0%

16.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

介助者・援助者がいること(n=24)

外出のための手段が確保されていること(n=15)

一緒に活動する仲間がいること(n=12)

障害のある人に配慮した施設や設備があること(n=12)

適切な指導者がいること(n=10)

魅力的な内容であること(n=8)

障害のある人もない人も一緒にできること(n=8)

活動する場所が近くにあること(n=6)

イベント情報等が取得しやすいこと(n=4)

費用を心配しなくてよいこと(n=2)

その他(n=1)

特にない(n=2)

無回答(n=8)

n=50
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問14 現在の施設へ入所することを決めた理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

現在の施設へ入所することを決めた理由については、「家族による介助がむずかしくなったた

め」が 66.0％と最も多く、次いで「施設のほうが安心して暮らせるため」が 52.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《施設での生活について》 
 

問15 最近１年間、どのくらいご自宅に帰りましたか。（〇は１つ） 

最近１年間、どのくらいご自宅に帰ったかについては、「10 回以上」が 46.0％と最も多く、

次いで「その他」が 18.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.0% 8.0% 8.0% 12.0% 18.0% 8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０回以上(n=23) ６～９回(n=4) ３～５回(n=4) １～２回(n=6)

その他(n=9) 無回答(n=4)

n=50

66.0%

52.0%

42.0%

20.0%

10.0%

8.0%

6.0%

4.0%

0.0%

16.0%

0.0%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家族による介助がむずかしくなったため(n=33)

施設のほうが安心して暮らせるため(n=26)

常時介助が必要なため(n=21)

自立した暮らしをしたいため(n=10)

住まいが障害に対応していないため(n=5)

家族にすすめられたため(n=4)

医療的ケアが必要なため(n=3)

在宅サービスが不十分だったため(n=2)

リハビリや訓練を受けるため(n=0)

その他(n=8)

特に理由はない(n=0)

無回答(n=2)

n=50
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問16 現在入所している施設の生活に満足していますか。（〇は１つ） 

現在入所している施設の生活に満足しているかについては、「満足している」が 50.0％と最も

多く、次いで「少し満足している」が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問17 あなたは日中をどのように過ごしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

日中の過ごし方については、「入所施設で過ごしている」が 62.0％と最も多く、次いで「障害

者の通所施設・事業所（生活介護、自立訓練など）に通っている」が 28.0％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

50.0% 20.0% 14.0% 8.0%

2.0%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=25) 少し満足している(n=10) どちらともいえない(n=7)

あまり満足していない(n=4) 満足していない(n=1) 無回答(n=3)

n=50

62.0%

28.0%

10.0%

4.0%

4.0%

2.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

入所施設で過ごしている(n=31)

障害者の通所施設・事業所（生活介護、自立訓練など）に通っている

(n=14)

収入を伴う仕事をしている（福祉的就労含む）(n=5)

無償ボランティアなど、収入を伴わない仕事をしている(n=2)

創作活動や交流などの活動・集まりに参加している(n=2)

家で過ごしている(n=1)

高齢者の通所施設・事業所（デイサービスなど）に通っている(n=0)

病院等（デイケア等）で過ごしている(n=0)

求職活動をしている(n=0)

家の仕事を手伝っている(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=4)

n=50
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■前回調査（R1）比較 
R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

入所している施設で作業や訓練をしてい

る 
50.0% 入所施設で過ごしている 62.0% 

入所している施設で看護や介護を受けて

過ごしている 
30.3% 

障害者の通所施設・事業所（生活介護、

自立訓練など）に通っている 
28.0% 

収入を伴う仕事をしている 9.0% 
収入を伴う仕事をしている（福祉的就労

含む） 
10.0% 

他の施設に通って作業や訓練をしている 7.4% 

無償ボランティアなど、収入を伴わない

仕事をしている/創作活動や交流などの

活動・集まりに参加している 

4.0% 

他の施設に通って看護や介護を受けて過

ごしている 
2.5%   

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

《雇用・就労について》 
 
［問18～21は、問17で「１．収入を伴う仕事をしている（福祉的就労含む）」に○をつけた方に

お聞きします］ 

問18 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「５年以上」が５

件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問19 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「就労継続支援等での福祉的就労」が３件と最も多く、次いで「その

他」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

１年未満
１年以上
３年未満

３年以上
５年未満 ５年以上 無回答

0 0 0 5 0

n=5

就労継続支
援等での福
祉的就労

正規雇用
（正社員

等）

非正規雇用
（契約社
員・アルバ
イト等）

自営業
自営業の手

伝い 家庭内職 その他 無回答

3 0 0 0 0 0 1 1

n=5
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問20 （１）あなたは１週間にどのくらい働いていますか。       

 （２）また、働いている日は１日にどのくらい働いていますか。（（１）（２）それぞれ○は１つ） 

１週間あたりの勤務日数については、「５日以上」が５件となっています。 

 １日あたりの就労時間については、「４時間以上～６時間未満」が３件と最も多く、次いで

「２時間以上～４時間未満」が２件となっています。 

 

（１）1 週間あたり 

 

 

 

 
 
 
 
（２）1 日あたり 

 
 
 
 
 
 
 
 
問21 仕事をする上で困っていることは主にどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 

仕事をする上で困っていることについては、「収入が少ない」が３件と最も多く、次いで「特

にない」が２件、「業務内容が合わない」、「職場の人間関係」、「コミュニケーションができな

い」、「能力を発揮できない」がそれぞれ１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５日以上 ３～４日 １～２日 無回答

5 0 0 0

n=5

１時間未満
１時間以上～
２時間未満

２時間以上～
４時間未満

４時間以上～
６時間未満

６時間以上～
８時間未満

８時間以上 無回答

0 0 2 3 0 0 0

n=5

収入が少ない
業務内容が合

わない
職場の人間関

係

コミュニケー
ションができ

ない

能力を発揮で
きない

通勤が大変 仕事がきつい
就業時間が合

わない

職場の設備が
不足（トイ

レ、休憩室な
ど）

職場の理解が
得られない

体調のコント
ロールが難し

い
その他 特にない 無回答

3 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0

n=5
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［ここからは、全員にお聞きします］ 

問22 障害のある人の就労を促進するために、どのようなことがあるとよいと思いますか。（○は３つま

で） 

障害のある人の就労促進のために、どのようなことがあるとよいかについては、「従業員の理

解」が 30.0％と最も多く、次いで「障害に配慮した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備」が

28.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問23 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の総収入の額については、「年収 100 万円未満」が 48.0％と最も多く、次いで「わ

からない・答えたくない」が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

30.0%

28.0%

24.0%

18.0%

16.0%

14.0%

14.0%

12.0%

10.0%

8.0%

2.0%

2.0%

2.0%

8.0%

16.0%

0% 10% 20% 30% 40%

従業員の理解(n=15)

障害に配慮した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備(n=14)

生活リズムや体調管理等の支援(n=12)

経営者の理解(n=9)

仕事探しから就労までの総合的な相談支援(n=8)

職場環境のバリアフリー化(n=7)

ジョブコーチ等の就労定着支援(n=7)

就労を支援するための施設等の増設(n=6)

障害者が実際に働いている状況の紹介(n=5)

職場を理解するための就労体験を増やす(n=4)

行政から企業への指導や罰則の強化(n=1)

民間企業の雇用努力(n=1)

その他(n=1)

特にない(n=4)

無回答(n=8) n=50

48.0% 4.0%

2.0%

20.0% 26.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年収100万円未満(n=24) 年収100万円以上150万円未満(n=2)

年収150万円以上200万円未満(n=1) 年収200万円以上300万円未満(n=0)

年収300万円以上500万円未満(n=0) 年収500万円以上(n=0)

わからない・答えたくない(n=10) 無回答(n=13)

n=50
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問24 あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

生活を支えている収入については、「障害年金」が 68.0％と最も多く、次いで「家族の収入

（仕送り・援助含む）」が 30.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《今後の希望について》 
 

問25 将来（今後）、あなたはどこで生活をしたいと思いますか。（○は１つ） 

将来（今後）、どこで生活をしたいと思うかについては、「現在生活している施設で生活した

い」が 80.0％と最も多く、次いで「現在生活している施設を出て、家族と一緒に生活をした

い」、「現在生活している施設を出て、グループホームなどで生活したい」、「現在生活している

施設を出て、入所施設で生活したい」、「その他」がそれぞれ 2.0％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

68.0%

30.0%

18.0%

14.0%

6.0%

0.0%

0.0%

2.0%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

障害年金(n=34)

家族の収入（仕送り・援助含む）(n=15)

年金(n=9)

就労継続支援施設や作業所の工賃(n=7)

給与・賃金(n=3)

事業収入(n=0)

生活保護(n=0)

その他(n=1)

無回答(n=3)

n=50

80.0%

2.0%

2.0%

2.0%

0.0%

0.0%

2.0%

12.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

現在生活している施設で生活したい(n=40)

現在生活している施設を出て、家族と一緒に生活をしたい(n=1)

現在生活している施設を出て、グループホームなどで生活したい(n=1)

現在生活している施設を出て、入所施設で生活したい(n=1)

現在生活している施設を出て、ひとり暮らしをしたい(n=0)

高齢者の入所施設で生活したい（特別養護老人ホームなど）(n=0)

その他(n=1)

無回答(n=6)

n=50
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［問25で「１.現在生活している施設で生活したい」に○をつけた方にお聞きします］ 

問26 今の施設での生活を続けたい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

今の施設での生活を続けたい理由については、「施設にいたほうが安心できるから」が 90.0％

と最も多く、次いで「施設職員やほかの入所者との関係が良好だから」が 45.0％となっていま

す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■前回調査（R1）比較 

R1 調査（前回） R4 調査（今回） 

施設にいたほうが安心できるから 77.8% 施設にいたほうが安心できるから 90.0% 

施設での生活が自分にあっているから 41.1% 
施設職員やほかの入所者との関係が良好

だから 
45.0% 

施設職員やほかの入所者との関係が良好

だから 
27.8% 施設での生活が自分にあっているから 42.5% 

健康面などで不安があるから 26.7% 健康面などで不安があるから 25.0% 

家族の受け入れ態勢が整っていないから 24.4% 家族の受け入れ態勢が整っていないから 22.5% 

※今回（R4）調査と前回（R1）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

［問25で２～５に○をつけた方にお聞きします］ 

問27 施設を出たい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

施設を出たい理由については、「家族のそばにいたいから」、「自由な生活がしたいから」、「特

に理由はない」がそれぞれ１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

  

家族のそばに
いたいから

自由な生活が
したいから

ひとり暮らし
をしてみたい

から

社会的に自立
したいから

施設を出てや
りたいことが

あるから

一般就労して
みたいから

作業所等で働
いてみたいか

ら

施設での生活
に不満がある

から
その他

特に理由はな
い 無回答

1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

n=3

90.0%

45.0%

42.5%

25.0%

22.5%

10.0%

7.5%

2.5%

0.0%

5.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

施設にいたほうが安心できるから(n=36)

施設職員やほかの入所者との関係が良好だから(n=18)

施設での生活が自分にあっているから(n=17)

健康面などで不安があるから(n=10)

家族の受け入れ態勢が整っていないから(n=9)

自宅の構造が障害に対応していないから(n=4)

地域で十分な介助が受けられるか不安だから(n=3)

地域での生活に魅力を感じないから(n=1)

特に理由はない(n=0)

その他(n=2)

無回答(n=0)

n=40
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［ここからは、全員にお聞きします］ 

問28 障害のある人が地域で生活していくためには何が必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに

〇） 

障害のある人が地域で生活していくためには何が必要かについては、「地域の人たちの障害に

対する理解」が 76.0％と最も多く、次いで「医療体制の充実」が 52.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《相談や情報入手について》 
 

問29 日常生活で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

日常生活で困っていることについては、「自分で身のまわりのことができない」が 66.0％と最

も多く、次いで「外出の機会が少ない」が 40.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

76.0%

52.0%

40.0%

30.0%

30.0%

28.0%

24.0%

20.0%

20.0%

18.0%

18.0%

16.0%

2.0%

0.0%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

地域の人たちの障害に対する理解(n=38)

医療体制の充実(n=26)

経済的負担の軽減(n=20)

地域生活に関する相談支援(n=15)

災害時の支援(n=15)

障害者のための住宅の確保(n=14)

道路・交通・建物のバリアフリー化(n=12)

日中活動系サービスの充実(n=10)

自立生活のための訓練・体験(n=10)

訪問系サービスの充実(n=9)

就労のための支援(n=9)

グループホームなどの拡充(n=8)

その他(n=1)

特に必要なことはない(n=0)

無回答(n=4)

n=50

66.0%

40.0%

34.0%

26.0%

14.0%

14.0%

12.0%

8.0%

8.0%

6.0%

6.0%

4.0%

0.0%

4.0%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分で身のまわりのことができない(n=33)

外出の機会が少ない(n=20)

健康状態に不安がある(n=17)

家族とあまり会えない(n=13)

将来の生活に不安を感じている(n=7)

生活費が足りない(n=7)

プライバシーが十分保てない(n=6)

施設での生活内容に不満がある(n=4)

施設での作業や訓練に不満がある(n=4)

施設職員や入所者との関係がうまくいかない(n=3)

自分に合った福祉サービスがない(n=3)

働く場がない(n=2)

その他(n=0)

特にない(n=2)

無回答(n=2)

n=50
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問30 普段、悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談するかについては、「障害者施設や事業所の職員」

が 76.0％と最も多く、次いで「家族や親せき」が 54.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［問30で「17.相談したいが、できない」に○をつけた方にお聞きします］ 

問31 相談できない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

相談できない理由については、「その他」が４件となっています。 

 
 
 
 
 
 
  

どこ（誰）に
相談していい
かわからない

身近なところ
に相談できる
ところがない

相談しても満
足のいく回答
がもらえない

プライバシー
が守られるか
不安がある

相談支援事業
所が少ない

相談すること
にためらいが

ある
その他 無回答

0 0 0 0 0 0 4 1

n=5

76.0%

54.0%

14.0%

12.0%

4.0%

4.0%

2.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

10.0%

2.0%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

障害者施設や事業所の職員(n=38)

家族や親せき(n=27)

病院・医師・看護師(n=7)

身体障害者・知的障害者相談員(n=6)

職場の仲間(n=2)

相談支援事業所(n=2)

ボランティア(n=1)

ほかの入所者(n=0)

近所の人、知人・友人(n=0)

障害者団体や家族会(n=0)

民生委員・児童委員(n=0)

国・県・市などの相談窓口(n=0)

川越市障害者総合相談支援センター(n=0)

社会福祉協議会(n=0)

インターネット上のコミュニティ(n=0)

その他(n=0)

相談したいが、できない(n=5)

相談したいと思わない(n=1)

無回答(n=3)

n=50
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［ここからは、全員にお聞きします］ 

問32 情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについては、「難しい言葉や早口

で話されるとわかりにくい」、「相手の意思や情報を把握できない」がそれぞれ 46.0％と最も多

くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

46.0%

46.0%

44.0%

36.0%

32.0%

20.0%

14.0%

14.0%

14.0%

8.0%

4.0%

2.0%

2.0%

2.0%

10.0%

10.0%

14.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

難しい言葉や早口で話されるとわかりにくい(n=23)

相手の意思や情報を把握できない(n=23)

話をうまく組み立てられない、うまく質問できない(n=22)

パソコンやスマートフォンなどの操作がわからない(n=18)

複雑な文章表現がわかりにくい(n=16)

どこを調べればよいかわからない(n=10)

案内表示がわかりにくい(n=7)

相手と直接顔を合わせて話すのが苦手(n=7)

希望している福祉サービスについての情報がない、内容がわか

りにくい(n=7)

音声情報や点字など視覚障害に配慮した情報が少ない(n=4)

文字情報やヒアリングループなど聴覚障害に配慮した情報が少

ない(n=2)

Ｗｅｂ（ホームページ）が音声読み上げソフトや拡大ソフトに

対応していない(n=1)

要約筆記者がいない(n=1)

手話通訳者がいない(n=1)

その他(n=5)

特にない(n=5)

無回答(n=7)

n=50
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《福祉サービスについて》 
 

問33 次の障害福祉サービス等を利用していますか。（「障害福祉サービス等一覧表」を参照）記入例を参

考に、現在利用中のサービス等について１～21の番号を記入し、今後３年以内の利用予定について、

あてはまるものに○をつけてください。 

  サービス等を利用していない場合は、問34へお進みください。 

現在利用中と回答した人数については、「施設入所支援」が 40 人と最も多く、今後３年以内

の利用予定は「同じくらい利用予定」が 92.5％となっています。次いで「共同生活援助（グル

ープホーム）」が 28 人となっており、今後３年以内の利用予定は「同じくらい利用予定」が

100.0％となっています。 

 
■現在の利用状況と今後３年以内の利用予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

施設入所支援 40 92.5% 7.5% 0.0%

共同生活援助（グループホーム） 28 100.0% 0.0% 0.0%

生活介護 24 100.0% 0.0% 0.0%

計画相談支援 12 100.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援Ｂ型 10 0.0% 0.0% 0.0%

行動援護 3 100.0% 0.0% 0.0%

居宅介護（ホームヘルプサービス） 2 0.0% 0.0% 0.0%

重度訪問介護 2 0.0% 0.0% 0.0%

同行援護 2 0.0% 0.0% 0.0%

就労移行支援 2 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援Ａ型 2 0.0% 100.0% 0.0%

重度障害者等包括支援 1 100.0% 0.0% 0.0%

自立訓練（生活訓練） 1 100.0% 0.0% 0.0%

療養介護 0 - - -

短期入所（ショートステイ） 0 - - -

宿泊型自立訓練 0 - - -

自立生活援助 0 - - -

自立訓練（機能訓練） 0 - - -

就労定着支援 0 - - -

地域移行支援 0 - - -

地域定着支援 0 - - -

福祉サービス
現在利用中と
回答した人数

同じくらい
利用予定 増やす予定 減らす予定
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問34 現在利用していないサービスで、今後３年以内に新たに利用したいサービスはありますか。 

 「１．ある」に〇をつけた場合には、次の表の中から今後３年以内に新たに利用したいサービスに〇

をつけてください。（あてはまるものすべてに〇） 

今後３年以内に新たに利用したいサービスの有無については、「ある」が 10.0％、「ない」が

58.0％となっています。 

新たに利用したいサービスについては、「行動援護」が３件と最も多く、次いで、「計画相談

支援」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後３年以内に新たに利用したいサービス 

 

 

  

10.0% 58.0% 32.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=5) ない(n=29) 無回答(n=16)

n=50

行
動
援
護

計
画
相
談
支
援

生
活
介
護

療
養
介
護

自
立
生
活
援
助

施
設
入
所
支
援

自
立
訓
練
(
機
能
訓
練
)

居
宅
介
護
(
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
)

重
度
訪
問
介
護

同
行
援
護

重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

短
期
入
所
(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)

宿
泊
型
自
立
訓
練

共
同
生
活
援
助
(
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
)

自
立
訓
練
(
生
活
訓
練
)

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ａ
型

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

就
労
定
着
支
援

地
域
移
行
支
援

地
域
定
着
支
援

無
回
答

3 2 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

n=5
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問35 サービス利用で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

サービス利用で困っていることについては、「どのようなサービスを利用できるのかわからな

い」が 30.0％と最も多く、次いで「特にない」が 24.0％、「利用できる施設や定員が不足して

いる」が 22.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問36 障害福祉サービス事業所について望むことはありますか。（○は２つまで） 

障害福祉サービス事業所について望むことについては、「余暇活動を充実して欲しい」が

24.0％と最も多く、次いで「特にない」が 20.0％、「日中活動を充実して欲しい」が 12.0％と

なっています。 

 

 

  

30.0%

22.0%

20.0%

12.0%

6.0%

6.0%

6.0%

6.0%

4.0%

0.0%

4.0%

24.0%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40%

どのようなサービスを利用できるのかわからない(n=15)

利用できる施設や定員が不足している(n=11)

制度や利用手続きが複雑で大変(n=10)

利用者負担（自己負担）が大きい(n=6)

利用したいサービスが制度上利用できない(n=3)

サービスの質が良くない(n=3)

事業者との調整が大変(n=3)

サービス等利用計画が立てられない(n=3)

医療的ケアが受けられる事業所が少ない(n=2)

利用したいと思うサービスがない(n=0)

その他(n=2)

特にない(n=12)

無回答(n=10)

n=50

24.0%

12.0%

10.0%

8.0%

8.0%

8.0%

6.0%

6.0%

4.0%

4.0%

2.0%

0.0%

2.0%

20.0%

24.0%

0% 10% 20% 30%

余暇活動を充実して欲しい(n=12)

日中活動を充実して欲しい(n=6)

家庭への寄附金やイベント活動等の負担を軽減して欲しい(n=5)

職員の専門性や技術を向上して欲しい(n=4)

職員の人権意識を高めて欲しい(n=4)

人との交流機会を増やして欲しい(n=4)

職員の接し方を改善して欲しい(n=3)

サービス利用の手続きを簡単にして欲しい(n=3)

施設等のバリアフリー化を進めて欲しい(n=2)

防災訓練や災害時の備蓄等の防災対策を充実して欲しい(n=2)

関係機関との連携を強くして欲しい(n=1)

地域生活のための自立訓練を充実して欲しい(n=0)

その他(n=1)

特にない(n=10)

無回答(n=12)

n=50
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《障害者への理解や権利擁護について》 
 

問37 障害に対する市民の理解について、進んでいると感じますか。（○は１つ） 

障害に対する市民の理解については、「どちらともいえない」が 34.0％と最も多く、次いで

「多少進んでいる」、「わからない」がそれぞれ 26.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問38 障害者への理解を深めるために力を入れるべきことは何だと思いますか。（○は２つまで） 

障害者への理解を深めるために力を入れるべきことについては、「福祉施設を地域に開かれた

ものにする」が 28.0％と最も多く、次いで「学校等での障害を理解するための教育の充実」が

24.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

4.0%

26.0% 34.0% 6.0% 26.0% 4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

進んでいる(n=2) 多少進んでいる(n=13) どちらともいえない(n=17)

多少後退している(n=0) 後退している(n=3) わからない(n=13)

無回答(n=2)

n=50

28.0%

24.0%

18.0%

14.0%

12.0%

12.0%

10.0%

6.0%

0.0%

4.0%

6.0%

18.0%

0.0%

0% 10% 20% 30%

福祉施設を地域に開かれたものにする(n=14)

学校等での障害を理解するための教育の充実(n=12)

スポーツ・文化活動等を通した障害者と地域の人々との交流(n=9)

行政から事業者への合理的配慮の周知(n=7)

支援グループの育成(n=6)

ボランティアの育成(n=6)

障害者が積極的に社会参加をする(n=5)

障害福祉をテーマとした講座や講演会の開催(n=3)

障害者の活動の積極的なＰＲ(n=0)

その他(n=2)

特にない(n=3)

無回答(n=9) n=50
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問39 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」では、行政機関や民間

企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を取り除くための配慮を求める意

思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされています。あなたは、この法律について知って

いますか。（〇は１つ） 

「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が 68.0％と最も多く、次いで「法律

の名前は知っているが、内容は知らない」が 16.0％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問40 あなたは、障害があることにより、どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをし

たことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをしたことがあるかについては、

「日常生活で（他人の視線を感じる/心ない言葉を受ける/障害に対する誤解があるなど）」が

40.0％と最も多く、次いで「特にない」が 22.0％、「人との交流の場で（話の輪に入れない/活

動に参加できないなど）」が 18.0％となっています。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

8.0% 16.0% 68.0% 8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前や内容を知っている(n=4)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=8)

知らない(n=34)

無回答(n=4)

n=50

40.0%

18.0%

12.0%

12.0%

12.0%

10.0%

6.0%

2.0%

2.0%

4.0%

22.0%

16.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

日常生活で（他人の視線を感じる/ 心ない言葉を受ける/ 障

害に対する誤解があるなど）(n=20)

人との交流の場で（話の輪に入れない/ 活動に参加できない

など）(n=9)

通所先や入所施設等で（隔離・拘束される/ 心ない言葉を受

ける/ 暴力を受けるなど）(n=6)

病院や薬局などで（診察や入院を拒否される/ 支援者とだけ

話されるなど）(n=6)

飲食店、娯楽施設やホテルなどで（利用を拒否される/ 支援

者の同伴などの条件を付けられるなど）(n=6)

交通機関乗車時に（迷惑がられる/ 乗車拒否されるなど）

(n=5)

学校で（通常の学級との交流が難しい/ 活動に参加できない

など）(n=3)

職場で（会社・職場に理解されない/ 障害に対する誤解があ

るなど）(n=1)

住まいを探すときに（入店を拒否される/ 支援者の同伴を求

められるなど）(n=1)

その他(n=2)

特にない(n=11)

無回答(n=8)

n=50
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問41 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮としてよいと思ったことや配慮があっ

て助かったこと、また、どのような合理的配慮があるとよいかについて具体的に教えてください。 

 

［自由記述編を参照］ 

 
 
問42 障害者への権利擁護制度のひとつとして「成年後見制度」があります。あなたは、「成年後見制

度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知らない」が 40.0％と最も多く、次いで「聞いたことはある

が詳しくはわからない」が 26.0％となっています。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

6.0% 22.0% 26.0% 40.0% 6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または利用している）(n=3)

知っているが、利用したことはない(n=11)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=13)

知らない(n=20)

無回答(n=3)

n=50
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《新型コロナウイルス感染症の影響について》 
 

問43 新型コロナウイルス感染症の影響により日常生活に変化はありましたか。（あてはまるものすべて

に○） 

新型コロナウイルス感染症の影響による日常生活の変化については、「外出がしにくくなっ

た」が 76.0％と最も多く、次いで「医療機関の受診に関する困りごとが増えた」が 24.0％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問44 「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことについては、「人との距離を確保する」、「マ

スクの着用」がそれぞれ 54.0％と最も多くなっています。 

 

  54.0%

54.0%

46.0%

40.0%

30.0%

2.0%

18.0%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

人との距離を確保する(n=27)

マスクの着用(n=27)

三密の回避(n=23)

手洗いうがい(n=20)

こまめな換気(n=15)

その他(n=1)

特にない(n=9)

無回答(n=3)

n=50

76.0%

24.0%

22.0%

14.0%

12.0%

10.0%

8.0%

4.0%

2.0%

2.0%

0.0%

8.0%

8.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

外出がしにくくなった(n=38)

医療機関の受診に関する困りごとが増えた(n=12)

コミュニケーションが取りづらくなった(n=11)

支援が必要な場面でも遠慮することがある(n=7)

障害福祉サービスの利用がしづらくなった(n=6)

気分の浮き沈みが大きくなった(n=5)

身体症状が悪化した(n=4)

家庭内でのトラブルが増えた(n=2)

社会との壁や孤独感を感じるようになった(n=1)

お金に関する心配事が増えた(n=1)

勤務条件等が変わり働きづらくなった(n=0)

その他(n=4)

特にない(n=4)

無回答(n=2)
n=50



調査結果 ８．障害者⽀援施設利⽤者 

− 267 − 

《市の取り組み等について》 
 

問45 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよいと思

いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が特に充実させていくべきことについては、「入所施設の整備」が 48.0％と最も多く、次い

で「外出や移動の支援」が 32.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

48.0%

32.0%

26.0%

22.0%

18.0%

18.0%

18.0%

16.0%

16.0%

16.0%

14.0%

12.0%

10.0%

10.0%

10.0%

8.0%

8.0%

4.0%

4.0%

4.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

2.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.0%

14.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

入所施設の整備(n=24)

外出や移動の支援(n=16)

障害のある人の特性を知ってもらうための周知啓発(n=13)

適切な療育や支援を受けられる体制(n=11)

障害者医療に関する情報収集・情報提供(n=9)

介助者への支援(n=9)

障害福祉サービス等の質の確保(n=9)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=8)

災害時の支援体制(n=8)

重症心身障害者の受け入れ先や医療的ケアを受けられる施設の整備(n=8)

利用しやすい道路や公共施設の整備(n=7)

通所施設の整備(n=6)

障害のある人の健康診断や健康相談事業(n=5)

グループホームなどの地域で生活できる住環境の整備(n=5)

障害のある人へのコミュニケーション支援(n=5)

障害者のスポーツ、芸術、文化活動などに対する支援(n=4)

経済的な援助(n=4)

成年後見制度等の権利擁護(n=2)

就労支援の充実(n=2)

関係機関が連携した相談支援の充実(n=2)

公民館等の社会教育を行う施設の充実(n=1)

行政情報の提供(n=1)

地域住民やボランティア団体、行政の連携(n=1)

在宅福祉サービスの充実(n=1)

電子申請の導入等による利便性の向上(n=1)

ペアレントトレーニングなどの親子支援(n=0)

一人ひとりのニーズに応じた多様な学びの場(n=0)

防犯体制や緊急時の連絡通報システムづくり(n=0)

その他(n=2)

無回答(n=7)

n=50
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問46 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般については、「満足している」が 12.0％、「少し満足している」が

22.0％となっています。また、「あまり満足していない」は 12.0％、「満足していない」は

8.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最後に、アンケートの選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要望などが

ありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
  

12.0% 22.0% 40.0% 12.0% 8.0% 6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=6) 少し満足している(n=11) どちらともいえない(n=20)

あまり満足していない(n=6) 満足していない(n=4) 無回答(n=3)

n=50
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〇介助者向けアンケート 

［ここからは、ご本人の介助等をしている方がご回答ください］ 

問１ あなた（介助者）から見た、ご本人との関係は、次のうちどれですか。（○は 1 つ） 

介助者から見た、ご本人との関係については、「その他」が 32.0％と最も多く、次いで「父

母」が 30.0％、「兄弟姉妹」が 16.0％となっています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２ あなた（介助者）の年齢（令和４年９月１日現在）は、次のうちどれですか。（〇は１つ） 

介助者の年齢については、「65 歳以上」が 34.0％と最も多く、次いで「50～59 歳」が 18.0％

となっています。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

30.0%

16.0%

6.0%

4.0%

2.0%

0.0%

0.0%

32.0%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40%

父母(n=15)

兄弟姉妹(n=8)

子ども（子どもの配偶者も含む）(n=3)

配偶者（夫または妻）(n=2)

そのほかの親せき(n=1)

祖父母(n=0)

近所の人、知人・友人(n=0)

その他(n=16)

無回答(n=5)

n=50

0.0%

0.0%

0.0%

16.0%

10.0%

6.0%

18.0%

6.0%

34.0%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40%

10歳未満(n=0)

10～17歳(n=0)

18～19歳(n=0)

20～29歳(n=8)

30～39歳(n=5)

40～49歳(n=3)

50～59歳(n=9)

60～64歳(n=3)

65歳以上(n=17)

無回答(n=5)

n=50
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問３ 介助者に必要と思われる支援はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

介助者に必要と思われる支援については、「家族が亡くなった後の障害のある方の支援」が

56.0％と最も多く、次いで「災害時も含めた緊急時の支援」が 32.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
介助等に関して、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

56.0%

32.0%

30.0%

22.0%

22.0%

20.0%

18.0%

18.0%

12.0%

10.0%

8.0%

6.0%

4.0%

4.0%

2.0%

18.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族が亡くなった後の障害のある方の支援(n=28)

災害時も含めた緊急時の支援(n=16)

わかりやすいサービスや制度の紹介(n=15)

勤務しやすい柔軟な働き方(n=11)

サービス利用のための簡便な手続き(n=11)

経済的支援(n=10)

ケアラーに役立つ情報の提供(n=9)

気軽に休息や睡眠がとれる機会の確保(n=9)

気軽に情報交換できる機会の紹介・提供(n=6)

電話や訪問による相談体制の整備(n=5)

ケアラーの健康管理への支援(n=4)

社会的なケアラー支援への理解(n=3)

就労及び再就職への支援(n=2)

他のケアラーと話し合えること(n=2)

その他(n=1)

無回答(n=9)

n=50
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調査結果 ９．グループホーム利用者 
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《記入者・ご本人について》 

この調査票に記入する方はどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方については、「本人に聞いて、家族や介助者等が記入」が 42.9％と最も

多く、次いで「本人の意見を確認するのが難しいので、家族や介助者等が本人の立場に立って

記入」が 31.4％となっています。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 74.3％、「女性」が 25.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
あなたの年齢（令和４年９月１日現在）を記入してください。（○は１つ） 

年齢については、「40～49 歳」が 31.4％と最も多く、次いで「30～39 歳」、「50～59 歳」がそ

れぞれ 22.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

0.0%

0.0%

22.9%

31.4%

22.9%

5.7%

14.3%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40%

18～19歳(n=0)

20～29歳(n=0)

30～39歳(n=8)

40～49歳(n=11)

50～59歳(n=8)

60～64歳(n=2)

65歳以上(n=5)

無回答(n=1)

n=35

25.7% 42.9% 31.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人（調査の対象となる方）が記入(n=9)

本人に聞いて、家族や介助者等が記入(n=15)

本人の意見を確認するのが難しいので、家族や介助者等が本人の立場に立って記入(n=11)

無回答(n=0)

n=35

74.3% 25.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=26) 女性(n=9) 回答しない(n=0) 無回答(n=0)

n=35
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《障害の状況について》 
 

問１ あなたの障害についてお聞きします。（あてはまるものすべてに○） 

「知的障害」が 82.9％と最も多く、次いで「精神障害」、「発達障害」がそれぞれ 14.3％とな

っています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問２ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（あてはまるものすべてに○） 

「療育手帳を持っている」が 77.1％と最も多く、次いで「身体障害者手帳を持っている」、

「発達障害または高次脳機能障害と診断された」がそれぞれ 14.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

14.3%

77.1%

11.4%

14.3%

8.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳を持っている(n=5)

療育手帳を持っている(n=27)

精神障害者保健福祉手帳を持っている(n=4)

発達障害または高次脳機能障害と診断された

(n=5)

無回答(n=3)

n=35

2.9%

0.0%

0.0%

2.9%

8.6%

2.9%

82.9%

14.3%

0.0%

14.3%

2.9%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

視覚障害(n=1)

聴覚障害(n=0)

平衡機能障害(n=0)

音声・言語・そしゃく機能障害(n=1)

肢体不自由（上肢・下肢・体幹、脳原性運動機能障害）

(n=3)

内部障害（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう・直腸、小腸、

免疫、肝臓機能障害）(n=1)

知的障害(n=29)

精神障害(n=5)

難病（指定難病、特定疾患、指定疾患、小児慢性特定疾病）

(n=0)

発達障害(n=5)

高次脳機能障害(n=1)

その他(n=2)

n=35
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■手帳の等級・診断年齢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問３ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認定

を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 80.0％となっています。また、障害支援

区分では「区分６」が 35.7％と最も多くなっています。 

 

■障害支援区分の認定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

80.0% 20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=28) ない(n=0) 無回答(n=7)

n=35

7.1% 7.1%

3.6%

21.4% 35.7% 25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分１(n=0) 区分２(n=2) 区分３(n=2) 区分４(n=1) 区分５(n=6)

区分６(n=10) 非該当(n=0) 申請中(n=0) 無回答(n=7)

n=28

身体障害者手帳等級（n=5）
6級 無回答

2 2 1 0 0 0 0

1級 2級 3級 4級 5級

無回答

4 9 8 5 1

療育手帳等級（n=27）
Ⓐ A B C

精神障害者保健福祉手帳等級
（n=4）

1級 2級 3級 無回答

1 3 0 0

発達障害または高次脳機能障害
と診断された年齢（n=5）

10歳未満 10～19歳 20～29歳 30～39歳

3 0 0 1 1 0 0 0 0

40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答
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《健康状態や医療について》 
 

問４ 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

健康管理や医療について、困ったり不便に思うことについては、「特にない」が 45.7％と最も

多く、次いで「障害のために症状が正確に伝わらない」が 25.7％、「通院のための介助者を確保

しにくい」が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

問５ あなたは、以下の医療的ケアを必要としていますか。（あてはまるものすべてに○） 

医療的ケアを「必要としていない」を選択した方が 94.3％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

94.3%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

経管栄養(n=0)

痰の吸引(n=0)

ネブライザー（薬剤の吸入）(n=0)

気管切開部の衛生管理(n=0)

導尿(n=0)

酸素吸入(n=0)

人工呼吸器(n=0)

その他(n=0)

必要としていない(n=33)

無回答(n=2)

n=35

25.7%

20.0%

14.3%

11.4%

8.6%

8.6%

5.7%

0.0%

2.9%

45.7%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障害のために症状が正確に伝わらない(n=9)

通院のための介助者を確保しにくい(n=7)

近所に診てくれる医師や病院等がない(n=5)

通院のための交通手段が確保・利用しにくい(n=4)

往診を頼める医師がいない(n=3)

病院等での手続きや案内など、障害のある人への

配慮が足りない(n=3)

定期的に健康診断を受けられない(n=2)

医療費の負担が大きい(n=0)

その他(n=1)

特にない(n=16)

無回答(n=1)

n=35
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［問５で１～８に○をつけた方にお聞きします］ 

問６ 医療的ケアを行っている方はどなたですか。（あてはまるものすべてに○） 

該当者なし 

 

 

《外出や余暇の過ごし方について》 
 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問７ どのくらい外出していますか（施設の敷地内での散歩などは含めないでください）（○は１つ） 

外出頻度については、「週に２日以上」が 54.3％と最も多く、次いで「月に２～３日くらい」

が 17.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 外出の主な手段は何ですか。（○は２つまで） 

外出の主な手段については、「徒歩」が 62.9％と最も多く、次いで「車（乗せてもらう）」が

51.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

54.3% 11.4% 17.1% 5.7% 11.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に２日以上(n=19) 週に１日くらい(n=4) 月に２～３日くらい(n=6)

月に１日くらい(n=2) ２～３か月に１日くらい(n=0) あまり外出しない(n=4)

無回答(n=0)

n=35

62.9%

51.4%

20.0%

11.4%

5.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80%

徒歩(n=22)

車（乗せてもらう）(n=18)

バス・鉄道等の公共交通機関(n=7)

自転車(n=4)

車いす(n=2)

バイク(n=0)

タクシー(n=0)

車（自分で運転）(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=2)
n=35
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問９ どのような目的で外出することが多いですか。（あてはまるものすべてに○） 

主な外出の目的については、「医療機関への受診」、「買い物に行く」がそれぞれ 62.9％と最も

多くなっています。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
問10 外出の際に特に困っていることはありますか。（○は３つまで） 

外出の際に困っていることについては、「特にない」が 37.1％と最も多く、次いで「歩道が少

ない・狭い」が 17.1％、「家族に負担がかかる」が 14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
  

17.1%

14.3%

11.4%

8.6%

8.6%

8.6%

8.6%

8.6%

5.7%

5.7%

5.7%

2.9%

2.9%

2.9%

0.0%

0.0%

37.1%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40%

歩道が少ない・狭い(n=6)

家族に負担がかかる(n=5)

困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない(n=4)

バスや鉄道などが利用しにくい（乗り降りが難しい、案内表示がわかり

にくいなど）(n=3)

交通費や利用料がかかる(n=3)

多機能トイレが少ない(n=3)

周囲の視線が気になる(n=3)

外出時に利用したい福祉サービスを使うことができない(n=3)

歩道上に障害物が多い(n=2)

介助者が確保できない(n=2)

障害者用の駐車スペースが少ない(n=2)

道路や建物・駅に階段や段差が多い(n=1)

建物の設備が利用しにくい（エレベーターが少ないなど）(n=1)

点字ブロックや音の出る信号機が不十分(n=1)

施設が利用しにくい（音声ガイドシステムの設置が少ない、案内表示が

わかりにくいなど）(n=0)

その他(n=0)

特にない(n=13)

無回答(n=1)

n=35

62.9%

62.9%

45.7%

42.9%

17.1%

11.4%

8.6%

8.6%

2.9%

14.3%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80%

医療機関への受診(n=22)

買い物に行く(n=22)

通勤・通学(n=16)

散歩に行く(n=15)

趣味やスポーツをする(n=6)

知人・友人と会う(n=4)

訓練やリハビリに行く(n=3)

グループ活動に参加する(n=3)

あまり外出しない(n=1)

その他(n=5)

無回答(n=1)
n=35
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問11 以下のような文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会があります

か。それぞれに○をつけてください。 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等を行う、または活動に参加する機会については、「テレ

ビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」が 77.1％と最も多く、次いで「近所を散歩する」が

40.0％となっています。また、機会はないが、欲しいと思う活動については、「旅行に出かけ

る」が 37.1％と最も多く、次いで「スポーツをする」が 34.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

14.3%

40.0%

11.4%

25.7%

17.1%

5.7%

77.1%

14.3%

22.9%

8.6%

28.6%

20.0%

25.7%

20.0%

14.3%

28.6%

14.3%

5.7%

17.1%

8.6%

5.7%

25.7%

20.0%

25.7%

34.3%

37.1%

31.4%

17.1%

20.0%

60.0%

20.0%

5.7%

20.0%

28.6%

8.6%

28.6%

40.0%

11.4%

25.7%

22.9%

22.9%

22.9%

22.9%

17.1%

20.0%

22.9%

20.0%

14.3%

25.7%

88.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味の活動をする(n=35)

教養・資格取得等に関する学習をする(n=35)

近所を散歩する(n=35)

友人・知人と会って交流を深める(n=35)

デパートや店等を見て歩く(n=35)

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く(n=35)

スポーツをする(n=35)

旅行に出かける(n=35)

地域の行事や活動に参加する(n=35)

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする(n=35)

インターネットを使った活動をする(n=35)

その他(n=35)

現在している 機会はあるが、十分ではない 機会はないが、ほしいと思う 必要性を感じていない 無回答
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問12 文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことは何だと思いますか。（○は３

つまで） 

文化芸術活動、スポーツ、余暇活動等をするために、効果的なことについては、「障害のある

人に配慮した施設や設備があること」、「介助者・援助者がいること」がそれぞれ 34.3％と最も

多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《入所期間・理由について》 
 

問13 現在の施設に入所してからの期間をお答えください。（〇は１つ） 

現在の施設に入所してからの期間については、「５年未満」が 48.6％と最も多く、次いで「５

年～10 年未満」が 14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.3%

34.3%

28.6%

22.9%

22.9%

20.0%

14.3%

14.3%

14.3%

11.4%

0.0%

2.9%

14.3%

0% 10% 20% 30% 40%

障害のある人に配慮した施設や設備があること(n=12)

介助者・援助者がいること(n=12)

一緒に活動する仲間がいること(n=10)

活動する場所が近くにあること(n=8)

魅力的な内容であること(n=8)

イベント情報等が取得しやすいこと(n=7)

外出のための手段が確保されていること(n=5)

適切な指導者がいること(n=5)

費用を心配しなくてよいこと(n=5)

障害のある人もない人も一緒にできること(n=4)

その他(n=0)

特にない(n=1)

無回答(n=5)

n=35

48.6% 14.3% 11.4% 5.7% 8.6% 11.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５年未満(n=17) ５年～１０年未満(n=5) １０年～１５年未満(n=4)

１５年～２０年未満(n=2) ２０年以上(n=3) 無回答(n=4)

n=35
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問14 現在の施設へ入所することを決めた理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

現在の施設へ入所することを決めた理由については、「施設のほうが安心して暮らせるため」

が 51.4％と最も多く、次いで「自立した暮らしをしたいため」が 40.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《施設での生活について》 
 

問15 最近１年間、どのくらいご自宅に帰りましたか。（〇は１つ） 

最近１年間、どのくらいご自宅に帰ったかについては、「10 回以上」が 48.6％と最も多く、

次いで「その他」が 25.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

51.4%

40.0%

34.3%

31.4%

14.3%

5.7%

5.7%

2.9%

0.0%

5.7%

8.6%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

施設のほうが安心して暮らせるため(n=18)

自立した暮らしをしたいため(n=14)

家族による介助がむずかしくなったため(n=12)

家族にすすめられたため(n=11)

常時介助が必要なため(n=5)

医療的ケアが必要なため(n=2)

住まいが障害に対応していないため(n=2)

リハビリや訓練を受けるため(n=1)

在宅サービスが不十分だったため(n=0)

その他(n=2)

特に理由はない(n=3)

無回答(n=2)

n=35

48.6% 8.6%

2.9%

11.4% 25.7% 2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１０回以上(n=17) ６～９回(n=3) ３～５回(n=1) １～２回(n=4)

その他(n=9) 無回答(n=1)

n=35
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問16 現在入所している施設の生活に満足していますか。（〇は１つ） 

現在入所している施設の生活に満足しているかについては、「満足している」が 60.0％と最も

多く、次いで「少し満足している」が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問17 あなたは日中をどのように過ごしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

日中の過ごし方については、「障害者の通所施設・事業所（生活介護、自立訓練など）に通っ

ている」が 57.1％と最も多く、次いで「収入を伴う仕事をしている（福祉的就労を含む）」が

34.3％となっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

60.0% 20.0% 17.1% 2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=21) 少し満足している(n=7) どちらともいえない(n=6)

あまり満足していない(n=0) 満足していない(n=1) 無回答(n=0)

n=35

57.1%

34.3%

5.7%

2.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.9%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

障害者の通所施設・事業所（生活介護、自立訓練など）に通っている

(n=20)

収入を伴う仕事をしている（福祉的就労含む）(n=12)

入所施設で過ごしている(n=2)

高齢者の通所施設・事業所（デイサービスなど）に通っている(n=1)

無償ボランティアなど、収入を伴わない仕事をしている(n=0)

病院等（デイケア等）で過ごしている(n=0)

創作活動や交流などの活動・集まりに参加している(n=0)

求職活動をしている(n=0)

家の仕事を手伝っている(n=0)

家で過ごしている(n=0)

その他(n=1)

無回答(n=0)

n=35
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《雇用・就労について》 
 
［問18～21は、問17で「１．収入を伴う仕事をしている（福祉的就労含む）」に○をつけた方に

お聞きします］ 

問18 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「５年以上」が８

件と最も多く、次いで「１年以上３年未満」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問19 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「就労継続支援等での福祉的就労」が７件と最も多く、次いで「非正

規雇用（契約社員・アルバイト等）」が３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
問20 （１）あなたは１週間にどのくらい働いていますか。       

 （２）また、働いている日は１日にどのくらい働いていますか。（（１）（２）それぞれ○は１つ） 

１週間あたりの勤務日数については、「５日以上」が９件と最も多く、次いで「３～４日」が

３件となっています。 

 １日あたりの就労時間については、「４時間以上～６時間未満」が６件と最も多く、次いで

「６時間以上～８時間未満」が３件となっています。 

 

（１）1 週間あたり 

 

 

 

 
 
 
  

１年未満
１年以上
３年未満

３年以上
５年未満 ５年以上 無回答

1 2 1 8 0

n=12

就労継続支
援等での福
祉的就労

非正規雇用
（契約社
員・アルバ
イト等）

正規雇用
（正社員

等）
自営業

自営業の手
伝い

家庭内職 その他 無回答

7 3 2 0 0 0 0 0

n=12

５日以上 ３～４日 １～２日 無回答

9 3 0 0

n=12



調査結果 ９．グループホーム利⽤者 

− 283 − 

（２）1 日あたり 

 
 
 
 
 
 
 
問21 仕事をする上で困っていることは主にどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 

仕事をする上で困っていることについては、「収入が少ない」、「職場の設備が不足（トイレ、

休憩室など）」がそれぞれ３件と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問22 障害のある人の就労を促進するために、どのようなことがあるとよいと思いますか。（○は３つま

で） 

障害のある人の就労促進のために、どのようなことがあるとよいかについては、「従業員の理

解」が 37.1％と最も多く、次いで「障害に配慮した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備」が

31.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

１時間未満
１時間以上～
２時間未満

２時間以上～
４時間未満

４時間以上～
６時間未満

６時間以上～
８時間未満

８時間以上 無回答

0 0 1 6 3 0 2

n=12

37.1%

31.4%

20.0%

17.1%

17.1%

14.3%

14.3%

11.4%

8.6%

5.7%

5.7%

2.9%

0.0%

8.6%

17.1%

0% 10% 20% 30% 40%

従業員の理解(n=13)

障害に配慮した柔軟な勤務形態や勤務体制の整備(n=11)

ジョブコーチ等の就労定着支援(n=7)

就労を支援するための施設等の増設(n=6)

生活リズムや体調管理等の支援(n=6)

経営者の理解(n=5)

障害者が実際に働いている状況の紹介(n=5)

職場を理解するための就労体験を増やす(n=4)

民間企業の雇用努力(n=3)

仕事探しから就労までの総合的な相談支援(n=2)

職場環境のバリアフリー化(n=2)

行政から企業への指導や罰則の強化(n=1)

その他(n=0)

特にない(n=3)

無回答(n=6) n=35

収入が少ない

職場の設備が
不足（トイ

レ、休憩室な
ど）

体調のコント
ロールが難し

い
通勤が大変

就業時間が合
わない

職場の人間関
係

コミュニケー
ションができ

ない

能力を発揮で
きない 仕事がきつい

業務内容が合
わない

職場の理解が
得られない その他 特にない 無回答

3 3 2 1 1 1 1 1 0 0 0 0 2 0

n=12
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問23 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の総収入の額については、「年収 100 万円未満」が 57.1％と最も多く、次いで「年

収 100 万円以上 150 万円未満」、「わからない・答えたくない」がそれぞれ 17.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
問24 あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（あてはまるものすべてに○） 

生活を支えている収入については、「障害年金」が 77.1％と最も多く、次いで「就労継続支援

施設や作業所の工賃」が 31.4％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

57.1% 17.1% 2.9% 17.1% 5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年収100万円未満(n=20) 年収100万円以上150万円未満(n=6)

年収150万円以上200万円未満(n=1) 年収200万円以上300万円未満(n=0)

年収300万円以上500万円未満(n=0) 年収500万円以上(n=0)

わからない・答えたくない(n=6) 無回答(n=2)

n=35

77.1%

31.4%

17.1%

17.1%

8.6%

5.7%

0.0%

2.9%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

障害年金(n=27)

就労継続支援施設や作業所の工賃(n=11)

給与・賃金(n=6)

生活保護(n=6)

家族の収入（仕送り・援助含む）(n=3)

年金(n=2)

事業収入(n=0)

その他(n=1)

無回答(n=1)

n=35
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《今後の希望について》 
 

問25 将来（今後）、あなたはどこで生活をしたいと思いますか。（○は１つ） 

将来（今後）、どこで生活をしたいと思うかについては、「現在生活している施設で生活した

い」が 65.7％と最も多く、次いで「現在生活している施設を出て、ひとり暮らしをしたい」が

8.6％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［問25で「１.現在生活している施設で生活したい」に○をつけた方にお聞きします］ 

問26 今の施設での生活を続けたい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

今の施設での生活を続けたい理由については、「施設にいたほうが安心できるから」、「施設職

員やほかの入所者との関係が良好だから」がそれぞれ 56.5％と最も多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

56.5%

56.5%

52.2%

13.0%

4.3%

4.3%

0.0%

0.0%

4.3%

4.3%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

施設にいたほうが安心できるから(n=13)

施設職員やほかの入所者との関係が良好だから(n=13)

施設での生活が自分にあっているから(n=12)

家族の受け入れ態勢が整っていないから(n=3)

健康面などで不安があるから(n=1)

地域で十分な介助が受けられるか不安だから(n=1)

自宅の構造が障害に対応していないから(n=0)

地域での生活に魅力を感じないから(n=0)

特に理由はない(n=1)

その他(n=1)

無回答(n=1)

n=23

65.7%

8.6%

5.7%

5.7%

5.7%

0.0%

2.9%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

現在生活している施設で生活したい(n=23)

現在生活している施設を出て、ひとり暮らしをしたい(n=3)

現在生活している施設を出て、家族と一緒に生活をしたい(n=2)

現在生活している施設を出て、グループホームなどで生活したい(n=2)

現在生活している施設を出て、入所施設で生活したい(n=2)

高齢者の入所施設で生活したい（特別養護老人ホームなど）(n=0)

その他(n=1)

無回答(n=2)

n=35
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［問25で２～５に○をつけた方にお聞きします］ 

問27 施設を出たい理由は何ですか。（あてはまるものすべてに〇） 

施設を出たい理由については、「ひとり暮らしをしてみたいから」、「自由な生活がしたいか

ら」がそれぞれ３件と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ここからは、全員にお聞きします］ 

問28 障害のある人が地域で生活していくためには何が必要だと思いますか。（あてはまるものすべてに

〇） 

障害のある人が地域で生活していくためには何が必要かについては、「地域の人たちの障害に

対する理解」、「グループホームなどの拡充」がそれぞれ 51.4％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ひとり暮らし
をしてみたい

から

自由な生活が
したいから

家族のそばに
いたいから

社会的に自立
したいから

施設を出てや
りたいことが

あるから

施設での生活
に不満がある

から

一般就労して
みたいから

作業所等で働
いてみたいか

ら
その他

特に理由はな
い 無回答

3 3 2 2 2 2 1 0 0 0 1

n=9

51.4%

51.4%

45.7%

37.1%

34.3%

31.4%

28.6%

25.7%

17.1%

14.3%

14.3%

14.3%

0.0%

11.4%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

地域の人たちの障害に対する理解(n=18)

グループホームなどの拡充(n=18)

経済的負担の軽減(n=16)

日中活動系サービスの充実(n=13)

障害者のための住宅の確保(n=12)

災害時の支援(n=11)

就労のための支援(n=10)

医療体制の充実(n=9)

地域生活に関する相談支援(n=6)

訪問系サービスの充実(n=5)

自立生活のための訓練・体験(n=5)

道路・交通・建物のバリアフリー化(n=5)

その他(n=0)

特に必要なことはない(n=4)

無回答(n=2)

n=35



調査結果 ９．グループホーム利⽤者 

− 287 − 

《相談や情報入手について》 
 

問29 日常生活で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

日常生活で困っていることについては、「外出の機会が少ない」が 31.4％と最も多く、次いで

「将来の生活に不安を感じている」が 25.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問30 普段、悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談しますか。（あてはまるものすべてに○） 

悩みや困ったことなどをどこ（誰）に相談するかについては、「障害者施設や事業所の職員」

が 71.4％と最も多く、次いで「家族や親せき」が 42.9％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

71.4%

42.9%

22.9%

22.9%

11.4%

11.4%

11.4%

8.6%

5.7%

5.7%

2.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.9%

2.9%

2.9%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

障害者施設や事業所の職員(n=25)

家族や親せき(n=15)

病院・医師・看護師(n=8)

相談支援事業所(n=8)

近所の人、知人・友人(n=4)

職場の仲間(n=4)

身体障害者・知的障害者相談員(n=4)

ほかの入所者(n=3)

障害者団体や家族会(n=2)

川越市障害者総合相談支援センター(n=2)

国・県・市などの相談窓口(n=1)

ボランティア(n=0)

民生委員・児童委員(n=0)

社会福祉協議会(n=0)

インターネット上のコミュニティ(n=0)

その他(n=1)

相談したいが、できない(n=1)

相談したいと思わない(n=1)

無回答(n=2)

n=35

31.4%

25.7%

22.9%

20.0%

17.1%

17.1%

8.6%

5.7%

5.7%

5.7%

2.9%

2.9%

0.0%

20.0%

8.6%

0% 10% 20% 30% 40%

外出の機会が少ない(n=11)

将来の生活に不安を感じている(n=9)

健康状態に不安がある(n=8)

自分で身のまわりのことができない(n=7)

家族とあまり会えない(n=6)

生活費が足りない(n=6)

施設職員や入所者との関係がうまくいかない(n=3)

施設での生活内容に不満がある(n=2)

プライバシーが十分保てない(n=2)

自分に合った福祉サービスがない(n=2)

施設での作業や訓練に不満がある(n=1)

働く場がない(n=1)

その他(n=0)

特にない(n=7)

無回答(n=3)

n=35
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［問30で「17.相談したいが、できない」に○をつけた方にお聞きします］ 

問31 相談できない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

相談できない理由については、「身近なところに相談できるところがない」が１件となってい

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
［ここからは、全員にお聞きします］ 

問32 情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（あてはまるものすべ

てに○） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについては、「難しい言葉や早口

で話されるとわかりにくい」が 40.0％と最も多く、次いで「話をうまく組み立てられない、う

まく質問できない」、「相手の意思や情報を把握できない」がそれぞれ 34.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

40.0%

34.3%

34.3%

31.4%

25.7%

20.0%

17.1%

11.4%

11.4%

5.7%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

25.7%

8.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

難しい言葉や早口で話されるとわかりにくい(n=14)

話をうまく組み立てられない、うまく質問できない(n=12)

相手の意思や情報を把握できない(n=12)

複雑な文章表現がわかりにくい(n=11)

パソコンやスマートフォンなどの操作がわからない(n=9)

どこを調べればよいかわからない(n=7)

相手と直接顔を合わせて話すのが苦手(n=6)

案内表示がわかりにくい(n=4)

希望している福祉サービスについての情報がない、内容がわか

りにくい(n=4)

音声情報や点字など視覚障害に配慮した情報が少ない(n=2)

文字情報やヒアリングループなど聴覚障害に配慮した情報が少

ない(n=0)

Ｗｅｂ（ホームページ）が音声読み上げソフトや拡大ソフトに

対応していない(n=0)

要約筆記者がいない(n=0)

手話通訳者がいない(n=0)

その他(n=0)

特にない(n=9)

無回答(n=3)

n=35

身近なところ
に相談できる
ところがない

どこ（誰）に
相談していい
かわからない

相談しても満
足のいく回答
がもらえない

プライバシー
が守られるか
不安がある

相談支援事業
所が少ない

相談すること
にためらいが

ある
その他 無回答

1 0 0 0 0 0 0 0

n=1
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《福祉サービスについて》 
 

問33 次の障害福祉サービス等を利用していますか。（「障害福祉サービス等一覧表」を参照）記入例を参

考に、現在利用中のサービス等について１～21の番号を記入し、今後３年以内の利用予定について、

あてはまるものに○をつけてください。 

  サービス等を利用していない場合は、問34へお進みください。 

現在利用中と回答した人数については、「共同生活援助（グループホーム）」が 27 人と最も多

く、今後３年以内の利用予定は「同じくらい利用予定」が 92.6％となっています。次いで「就

労継続支援 B 型」が 10 人となっており、今後３年以内の利用予定は「同じくらい利用予定」が

100.0％となっています。 

 
■現在の利用状況と今後３年以内の利用予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

共同生活援助（グループホーム） 27 92.6% 0.0% 7.4%

就労継続支援Ｂ型 10 100.0% 0.0% 0.0%

生活介護 6 83.3% 16.7% 0.0%

計画相談支援 4 100.0% 0.0% 0.0%

居宅介護（ホームヘルプサービス） 2 50.0% 50.0% 0.0%

重度訪問介護 2 50.0% 50.0% 0.0%

同行援護 2 100.0% 0.0% 0.0%

就労移行支援 2 50.0% 0.0% 50.0%

行動援護 1 0.0% 100.0% 0.0%

就労継続支援Ａ型 1 100.0% 0.0% 0.0%

重度障害者等包括支援 0 - - -

療養介護 0 - - -

短期入所（ショートステイ） 0 - - -

宿泊型自立訓練 0 - - -

自立生活援助 0 - - -

施設入所支援 0 - - -

自立訓練（機能訓練） 0 - - -

自立訓練（生活訓練） 0 - - -

就労定着支援 0 - - -

地域移行支援 0 - - -

地域定着支援 0 - - -

福祉サービス
現在利用中と
回答した人数

同じくらい
利用予定 増やす予定 減らす予定
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問34 現在利用していないサービスで、今後３年以内に新たに利用したいサービスはありますか。 

 「１．ある」に〇をつけた場合には、次の表の中から今後３年以内に新たに利用したいサービスに〇

をつけてください。（あてはまるものすべてに〇） 

今後３年以内に新たに利用したいサービスの有無については、「ある」が 11.4％、「ない」が

54.3％となっています。 

新たに利用したいサービスについては、「共同生活援助（グループホーム）」が２件と最も多

く、次いで、「施設入所支援」、「就労継続支援 A 型」、「就労定着支援」、「計画相談支援」がそれ

ぞれ１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■今後３年以内に新たに利用したいサービス 

 

 

  

11.4% 54.3% 34.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある(n=4) ない(n=19) 無回答(n=12)

n=35

共
同
生
活
援
助
(
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
)

施
設
入
所
支
援

就
労
継
続
支
援
Ａ
型

就
労
定
着
支
援

計
画
相
談
支
援

居
宅
介
護
(
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
)

重
度
訪
問
介
護

同
行
援
護

行
動
援
護

重
度
障
害
者
等
包
括
支
援

生
活
介
護

療
養
介
護

短
期
入
所
(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)

宿
泊
型
自
立
訓
練

自
立
生
活
援
助

自
立
訓
練
(
機
能
訓
練
)

自
立
訓
練
(
生
活
訓
練
)

就
労
移
行
支
援

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

地
域
移
行
支
援

地
域
定
着
支
援

無
回
答

2 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

n=4
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問35 サービス利用で困っていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

サービス利用で困っていることについては、「どのようなサービスを利用できるのかわからな

い」、「特にない」がそれぞれ 31.4％と最も多く、次いで「制度や利用手続きが複雑で大変」、

「利用したいと思うサービスがない」がそれぞれ 8.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問36 障害福祉サービス事業所について望むことはありますか。（○は２つまで） 

障害福祉サービス事業所について望むことについては、「余暇活動を充実して欲しい」が

31.4％と最も多く、次いで「特にない」が 25.7％、「日中活動を充実して欲しい」が 11.4％と

なっています。 

 

 

 

  

31.4%

8.6%

8.6%

5.7%

5.7%

2.9%

2.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

31.4%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40%

どのようなサービスを利用できるのかわからない(n=11)

制度や利用手続きが複雑で大変(n=3)

利用したいと思うサービスがない(n=3)

利用できる施設や定員が不足している(n=2)

事業者との調整が大変(n=2)

利用したいサービスが制度上利用できない(n=1)

利用者負担（自己負担）が大きい(n=1)

サービスの質が良くない(n=0)

医療的ケアが受けられる事業所が少ない(n=0)

サービス等利用計画が立てられない(n=0)

その他(n=0)

特にない(n=11)

無回答(n=7)

n=35

31.4%

11.4%

5.7%

5.7%

5.7%

5.7%

5.7%

2.9%

2.9%

2.9%

0.0%

0.0%

0.0%

25.7%

17.1%

0% 10% 20% 30% 40%

余暇活動を充実して欲しい(n=11)

日中活動を充実して欲しい(n=4)

職員の接し方を改善して欲しい(n=2)

職員の専門性や技術を向上して欲しい(n=2)

施設等のバリアフリー化を進めて欲しい(n=2)

防災訓練や災害時の備蓄等の防災対策を充実して欲しい(n=2)

サービス利用の手続きを簡単にして欲しい(n=2)

職員の人権意識を高めて欲しい(n=1)

人との交流機会を増やして欲しい(n=1)

地域生活のための自立訓練を充実して欲しい(n=1)

関係機関との連携を強くして欲しい(n=0)

家庭への寄附金やイベント活動等の負担を軽減して欲しい(n=0)

その他(n=0)

特にない(n=9)

無回答(n=6)

n=35
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《障害者への理解や権利擁護について》 
 

問37 障害に対する市民の理解について、進んでいると感じますか。（○は１つ） 

障害に対する市民の理解については、「わからない」が 45.7％と最も多く、次いで「どちらと

もいえない」が 28.6％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問38 障害者への理解を深めるために力を入れるべきことは何だと思いますか。（○は２つまで） 

障害者への理解を深めるために力を入れるべきことについては、「特にない」が 31.4％と最も

多く、次いで「スポーツ・文化活動等を通した障害者と地域の人々との交流」が 20.0％、「学校

等での障害を理解するための教育の充実」が 17.1％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

20.0%

17.1%

14.3%

14.3%

11.4%

11.4%

8.6%

5.7%

0.0%

0.0%

31.4%

11.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40%

スポーツ・文化活動等を通した障害者と地域の人々との交流(n=7)

学校等での障害を理解するための教育の充実(n=6)

ボランティアの育成(n=5)

障害者が積極的に社会参加をする(n=5)

福祉施設を地域に開かれたものにする(n=4)

支援グループの育成(n=4)

障害者の活動の積極的なＰＲ(n=3)

障害福祉をテーマとした講座や講演会の開催(n=2)

行政から事業者への合理的配慮の周知(n=0)

その他(n=0)

特にない(n=11)

無回答(n=4)
n=35

22.9% 28.6% 45.7% 2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

進んでいる(n=0) 多少進んでいる(n=8) どちらともいえない(n=10)

多少後退している(n=0) 後退している(n=0) わからない(n=16)

無回答(n=1)

n=35
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問39 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」では、行政機関や民間

企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を取り除くための配慮を求める意

思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされています。あなたは、この法律について知って

いますか。（〇は１つ） 

「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が 77.1％と最も多く、次いで「法律

の名前は知っているが、内容は知らない」が 8.6％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問40 あなたは、障害があることにより、どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをし

たことがありますか。（あてはまるものすべてに○） 

どのような場面で、差別を受けていると感じたり嫌な思いをしたことがあるかについては、

「特にない」が 51.4％と最も多く、次いで「日常生活で（他人の視線を感じる/心ない言葉を受

ける/障害に対する誤解があるなど）」が 37.1％、「人との交流の場で（話の輪に入れない/活動

に参加できないなど）」が 17.1％となっています。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

2.9%

8.6% 77.1% 11.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前や内容を知っている(n=1)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=3)

知らない(n=27)

無回答(n=4)

n=35

37.1%

17.1%

8.6%

8.6%

8.6%

5.7%

5.7%

2.9%

0.0%

0.0%

51.4%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常生活で（他人の視線を感じる/ 心ない言葉を受ける/ 障害に対する誤解

があるなど）(n=13)

人との交流の場で（話の輪に入れない/ 活動に参加できないなど）(n=6)

通所先や入所施設等で（隔離・拘束される/ 心ない言葉を受ける/ 暴力を受

けるなど）(n=3)

病院や薬局などで（診察や入院を拒否される/ 支援者とだけ話されるなど）

(n=3)

交通機関乗車時に（迷惑がられる/ 乗車拒否されるなど）(n=3)

職場で（会社・職場に理解されない/ 障害に対する誤解があるなど）(n=2)

学校で（通常の学級との交流が難しい/ 活動に参加できないなど）(n=2)

住まいを探すときに（入店を拒否される/ 支援者の同伴を求められるなど）

(n=1)

飲食店、娯楽施設やホテルなどで（利用を拒否される/ 支援者の同伴などの

条件を付けられるなど）(n=0)

その他(n=0)

特にない(n=18)

無回答(n=1) n=35
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問41 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮としてよいと思ったことや配慮があっ

て助かったこと、また、どのような合理的配慮があるとよいかについて具体的に教えてください。 

 

［自由記述編を参照］ 

 

 
問42 障害者への権利擁護制度のひとつとして「成年後見制度」があります。あなたは、「成年後見制

度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知らない」が 42.9％と最も多く、次いで「聞いたことはある

が詳しくはわからない」が 31.4％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《新型コロナウイルス感染症の影響について》 
 

問43 新型コロナウイルス感染症の影響により日常生活に変化はありましたか。（あてはまるものすべて

に○） 

新型コロナウイルス感染症の影響による日常生活の変化については、「外出がしにくくなっ

た」が 68.6％と最も多く、次いで「障害福祉サービスの利用がしづらくなった」が 25.7％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.6%

25.7%

22.9%

17.1%

8.6%

8.6%

8.6%

8.6%

5.7%

2.9%

0.0%

0.0%

17.1%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80%

外出がしにくくなった(n=24)

障害福祉サービスの利用がしづらくなった(n=9)

コミュニケーションが取りづらくなった(n=8)

気分の浮き沈みが大きくなった(n=6)

支援が必要な場面でも遠慮することがある(n=3)

医療機関の受診に関する困りごとが増えた(n=3)

勤務条件等が変わり働きづらくなった(n=3)

社会との壁や孤独感を感じるようになった(n=3)

お金に関する心配事が増えた(n=2)

身体症状が悪化した(n=1)

家庭内でのトラブルが増えた(n=0)

その他(n=0)

特にない(n=6)

無回答(n=2)
n=35

22.9% 31.4% 42.9% 2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または利用している）(n=0)

知っているが、利用したことはない(n=8)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=11)

知らない(n=15)

無回答(n=1)

n=35
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問44 「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

「新しい生活様式」の実践にあたり、難しいことについては、「人との距離を確保する」が

37.1％と最も多く、次いで「三密の回避」が 31.4％となっています。 

 

  37.1%

31.4%

20.0%

20.0%

14.3%

5.7%

25.7%

8.6%

0% 10% 20% 30% 40%

人との距離を確保する(n=13)

三密の回避(n=11)

マスクの着用(n=7)

こまめな換気(n=7)

手洗いうがい(n=5)

その他(n=2)

特にない(n=9)

無回答(n=3)

n=35
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《市の取り組み等について》 
 

問45 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよいと思

いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が特に充実させていくべきことについては、「グループホームなどの地域で生活できる住環

境の整備」が 28.6％と最も多く、次いで「障害のある人の健康診断や健康相談事業」、「外出や

移動の支援」がそれぞれ 20.0％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

28.6%

20.0%

20.0%

17.1%

14.3%

11.4%

11.4%

11.4%

11.4%

8.6%

8.6%

8.6%

8.6%

8.6%

5.7%

5.7%

5.7%

5.7%

5.7%

5.7%

2.9%

2.9%

2.9%

2.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

34.3%

0% 10% 20% 30% 40%

グループホームなどの地域で生活できる住環境の整備(n=10)

障害のある人の健康診断や健康相談事業(n=7)

外出や移動の支援(n=7)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=6)

経済的な援助(n=5)

障害のある人の特性を知ってもらうための周知啓発(n=4)

就労支援の充実(n=4)

災害時の支援体制(n=4)

障害福祉サービス等の質の確保(n=4)

障害者のスポーツ、芸術、文化活動などに対する支援(n=3)

防犯体制や緊急時の連絡通報システムづくり(n=3)

重症心身障害者の受け入れ先や医療的ケアを受けられる施設の整備(n=3)

入所施設の整備(n=3)

障害のある人へのコミュニケーション支援(n=3)

成年後見制度等の権利擁護(n=2)

公民館等の社会教育を行う施設の充実(n=2)

利用しやすい道路や公共施設の整備(n=2)

介助者への支援(n=2)

通所施設の整備(n=2)

電子申請の導入等による利便性の向上(n=2)

適切な療育や支援を受けられる体制(n=1)

一人ひとりのニーズに応じた多様な学びの場(n=1)

在宅福祉サービスの充実(n=1)

関係機関が連携した相談支援の充実(n=1)

障害者医療に関する情報収集・情報提供(n=0)

ペアレントトレーニングなどの親子支援(n=0)

行政情報の提供(n=0)

地域住民やボランティア団体、行政の連携(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=12)

n=35
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問46 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般については、「満足している」、「少し満足している」がそれぞれ

20.0％となっています。また、「あまり満足していない」は 8.6％、「満足していない」は

14.3％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
最後に、アンケートの選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要望などが

ありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照］ 

 
  

20.0% 20.0% 22.9% 8.6% 14.3% 14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=7) 少し満足している(n=7) どちらともいえない(n=8)

あまり満足していない(n=3) 満足していない(n=5) 無回答(n=5)

n=35
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〇介助者向けアンケート 

［ここからは、ご本人の介助等をしている方がご回答ください］ 

問１ あなた（介助者）から見た、ご本人との関係は、次のうちどれですか。（○は 1 つ） 

介助者から見た、ご本人との関係については、「その他」が 28.6％と最も多く、次いで「父

母」が 25.7％となっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問２ あなた（介助者）の年齢（令和４年９月１日現在）は、次のうちどれですか。（〇は１つ） 

介助者の年齢については、「65 歳以上」が 31.4％と最も多く、次いで「20～29 歳」、「60～64

歳」がそれぞれ 14.3％となっています。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

25.7%

17.1%

5.7%

2.9%

0.0%

0.0%

0.0%

28.6%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40%

父母(n=9)

子ども（子どもの配偶者も含む）(n=6)

兄弟姉妹(n=2)

配偶者（夫または妻）(n=1)

祖父母(n=0)

そのほかの親せき(n=0)

近所の人、知人・友人(n=0)

その他(n=10)

無回答(n=7)

n=35

0.0%

0.0%

2.9%

14.3%

0.0%

8.6%

8.6%

14.3%

31.4%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40%

10歳未満(n=0)

10～17歳(n=0)

18～19歳(n=1)

20～29歳(n=5)

30～39歳(n=0)

40～49歳(n=3)

50～59歳(n=3)

60～64歳(n=5)

65歳以上(n=11)

無回答(n=7)

n=35
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問３ 介助者に必要と思われる支援はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

介助者に必要と思われる支援については、「家族が亡くなった後の障害のある方の支援」が

57.1％と最も多く、次いで「サービス利用のための簡便な手続き」、「わかりやすいサービスや

制度の紹介」がそれぞれ 37.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介助等に関して、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由に記入してください。 

 
［自由記述編を参照] 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

57.1%

37.1%

37.1%

20.0%

20.0%

17.1%

14.3%

14.3%

11.4%

11.4%

8.6%

8.6%

5.7%

2.9%

0.0%

28.6%

0% 20% 40% 60% 80%

家族が亡くなった後の障害のある方の支援(n=20)

サービス利用のための簡便な手続き(n=13)

わかりやすいサービスや制度の紹介(n=13)

災害時も含めた緊急時の支援(n=7)

経済的支援(n=7)

ケアラーに役立つ情報の提供(n=6)

気軽に情報交換できる機会の紹介・提供(n=5)

社会的なケアラー支援への理解(n=5)

電話や訪問による相談体制の整備(n=4)

他のケアラーと話し合えること(n=4)

勤務しやすい柔軟な働き方(n=3)

就労及び再就職への支援(n=3)

気軽に休息や睡眠がとれる機会の確保(n=2)

ケアラーの健康管理への支援(n=1)

その他(n=0)

無回答(n=10)

n=35
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